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①全国 8地域のそれぞれの冒頭で，2012年度のそ
の地域の放送局の特記事項を要約した。
②「地域放送番組編集計画」（⇒p.590）

Ⅰ．地域放送番組の編成
　12年度は，地域放送番組の内容の充実とともに，
震災からの復興を支援する番組を各地域で放送し
た。さらに，全国に向けた情報発信も強化し，存
在感ある放送サービスの提供に努めた。

1．地域の実情に応じた放送サービスの充実

　12年度も各放送局は，それぞれ地域の実情に応
じた編成に取り組んだ。総合テレビ午前の情報番
組では，『ひるはぴ』（東北ブロック），『エキヨコ
こまち』（秋田県域），『かいなび』（山梨県域），『と
きめきとちぎ』（栃木県域），『いちおし情報便』（鳥
取県域）を新設。夕方のニュース・情報番組では
『ニュースやまがた 6時』（山形県域），『ほっと
ぐんま640』（群馬県域），『とちぎ640』（栃木県域），
『しんけんワイド大分』（大分県域）を新設した。
　また，『北海道クローズアップ』「受け入れます
か？震災がれき」「よみがえる地方路線バス～斜
陽産業復活のカギは」（北海道ブロック），『クロ
ーズアップ東北』「岐路に立つ消防団～被災地の
新たな危機」「“震災不明者”2800人～密着特別捜
査班」（東北ブロック），『ナビゲーション』「巨大
津波にどう備える」（中部ブロック），『かんさい
熱視線』「通報続出いじめをなくせるか」（近畿ブ
ロック），『フェイス』「ふるさとの紙芝居～福島
に送る広島の心」（中国ブロック），『四国羅針盤』
「耐震化が命を守る～広がる“震度 7”の衝撃」
（四国ブロック），『特報フロンティア』「知って
いますか？PM2.5の正体」（九州・沖縄ブロック）
等，震災からの復興を支援する番組をはじめ，防
災意識の向上など地域が直面している課題等を取
り上げる多様な定時番組，特集番組を放送した。
　また，ラジオ第 1で『ゴジだっちゃ』（宮城県
域），『がんばろう！いわて』（岩手県域），『よっ
てけし！ハートプラザ』（山梨県域），『ぶち☆な
ま』（広島県域），FMでは『D＋ラジオ』（北海道
ブロック），『ココロウタ』（北海道ブロック），『お
うみi（アイ）』（滋賀県域）を新設した。

2．地域発全国放送番組の充実

　地域を舞台に地域放送局が制作した地域発ドラ
マでは，『ヤアになる日～鳥羽・答志島パラダイ

ス』（津局），『神様の赤ん坊』（札幌局），『今日も
地獄でお待ちしています』（大分局），『歩く、歩く、
歩く～四国遍路道』（松山局），『命のあしあと』（宮
崎局），『石坂線物語』（大津局）をBSプレミアム
で全国に発信した。
　地域からの全国発信枠として，総合テレビでは，
日本各地の食べ物を紹介し，その魅力を再発見し，
生産地を元気にする『うまいッ！』を新設すると
ともに，地域の旬の話題を生放送で紹介する『ひ
るブラ』を継続した。毎週土曜午前の『目撃！日
本列島』では，地域の課題や奮闘する人々を密着
取材したドキュメンタリーを放送するとともに，
『ろーかる直送便』では，各地の文化や風土，土
地に暮らす人々，直面している課題への取り組み
など，地域放送局が制作した番組を全国に発信し
た。ラジオ第 1では，引き続き水曜午後 9時台に，
札幌発の『もぎたて！北海道』，仙台発の『ぬく
だまりの宿 みちのく亭』，名古屋発の『ゆきねえ
の名古屋なごやか喫茶』，福岡発の『博多屋台　
こまっちゃん』，沖縄発の『沖縄熱中倶楽部』を
編成し，地域の魅力をたっぷりと伝えたほか，『こ
こはふるさと旅するラジオ』では地域からの中継
や，その土地にまつわる歌を紹介した。

Ⅱ．地域放送局の組織

1．地域拠点局

　本部を除く53の放送局のうち，大阪，名古屋，
広島，福岡，仙台，札幌，松山の 7つの放送局を
地域拠点局と位置づけ，域内各放送局の支援・調
整機能を持たせている。
　地域拠点局の組織・業務体制は，放送部（大阪・
名古屋は編成部，制作部，報道部），技術部，広報・
事業部（大阪・名古屋は広報部，事業部），営業
推進部，企画総務部である。なお，これに加えて，
大阪には考査部が，また，大阪に 4か所，名古屋
に 2か所，札幌に 1か所の営業センターがある。
　地域拠点局は，各組織の緊密な連携のもと，地
域サービス充実のための業務運営を推進している。

2．放送局

　放送局の組織・業務体制は，放送部，技術部，
営業部の各部が連携しながら全局を挙げて視聴者
本位の地域サービス充実のための業務運営を推進
している。
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北 海 道
◇北海道では，道内 7局が連携して，地域の未来
を創造するキャンペーン“いっしょにつくろう　
未来”を11年度から引き続き展開し，北海道の
自然や食の魅力，地域の課題や人々の姿を，多
彩な番組・ニュースで全国に発信した。
◇北海道の新たな「津波想定」の公表を受けて，
防災の現状と課題を，ニュースや地域放送で多
角的に伝えた。『ラジオ特集～命を守るために』
では， 3時間にわたる放送で巨大津波への備え
を呼びかけるなど，防災に関する情報発信に取
り組んだ。
◇データ放送の双方向機能を活用した番組『クイ
ズ防災力向上委員会』の開発や地元の大学を舞
台にしたミニドラマ『Smile Days』を放送す
るなど，より多くの視聴者に見てもらえる番組
の開発・放送に取り組んだ。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

　北海道の各放送局は「北海道はひとつ」の基本
方針のもと， 7つの放送局が緊密に連携し，放送
サービスを行っている。
　報道では，道民の安心・安全を守るため，地震・
津波関連の報道や，大雨情報などをデータ放送や
インターネットでもきめ細かく伝えた。12月の衆
議院議員選挙では，正確かつ迅速な報道を行った。
　番組では12月に函館を舞台にした『北海道発ス
ペシャルドラマ～神様の赤ん坊』をBSプレミア
ムで放送， 2月には再構成した『北海道発スペシ
ャルドラマ～僕が父親になるまで』を北海道向け
に放送した。大間原発の建設再開をめぐる問題を
取り上げた『北海道クローズアップ』を青森局
と，ツイッターを活用した視聴者参加型番組『穴
場ハンター』を沖縄局とインターローカルで制
作・放送した。
（1）ニュース・報道番組の強化
　 3年目となった平日午後 6時台の『ネットワー
クニュース北海道』では，道内 7局のネットワー
クを活用し，地域のニュースや話題をきめ細かく
分かりやすく伝えた。
　金曜午後 7時台には『北海道クローズアップ』
を原則毎週編成し，震災がれきの受け入れ，津波
新想定の対策，TPP交渉参加の影響など，北海道

が直面する課題に向き合い，未来へのヒントを探
った。
　 2月 2日に北海道で震度 5強を記録した地震に
際しては，全国放送に続き北海道ブロックで特設
ニュースを放送した。また， 2月から 3月に相次
いだ暴風雪に際しても，放送とホームページで警
戒を呼びかけた。
　12月の衆議院議員選挙に際しては，選挙の結果
をきめ細かく放送したほか，選挙戦の最新情報を
届ける『北海道クローズアップ』を放送し，有権
者の関心に応えた。
　日本ハムファイターズのリーグ優勝に際して
は，優勝決定直後に特別番組を放送したほか，優
勝パレードも生中継し，視聴者の期待に応えた。
（2）幅広い視聴者層に向けた番組の充実
　金曜午後 8時台は家族で楽しめるゾーンと位置
づけ，午後 7時半から移設した『北海道中ひざく
りげ』，吉幾三さんが道内各地を旅する『いくぞ
～！北の出会い旅』や地域密着バラエティー『ホ
リホリX』など，道内各地の魅力を紹介する多彩
な番組を発信した。
　土曜午後11時台は，若い世代に向けた多彩な番
組ゾーンと位置づけ，ツイッター活用の双方向番
組『穴場ハンター』をはじめ，北海道のアーティ
ストを応援する音楽番組『D+TV』などを放送
し，視聴者層の拡大を図った。
　また，大学生とともに制作したスポット枠のド
ラマ『Smile Days』や，高校生とともに制作し
た『高校生×北クロ』などを通して，若い世代と
の接触を増やした。
（3）北海道の魅力を全道，全国へ発信
　函館を舞台とした『北海道発スペシャルドラマ
～神様の赤ん坊』では函館の街の魅力をふんだん
に盛り込んだことに加え，地元市民がエキストラ
として参加するなど，ドラマを地域と共に盛り上
げた。
　また，10月にはBS1『ワールドWave トゥナイ
ト』枠内で，北極海航路開通が北海道にもたらす
可能性を全国に紹介した。
　 3月には，アジアを渡り歩くサッカー選手に密
着した『ボールひとつで、どこへでも』，究極の
滑降への挑戦を描いた『厳冬・利尻富士　究極の
スキー大滑降』と，北海道出身のアスリートの魅
力をBS1で全国放送した。
　北海道の魅力を全道へ発信するために「各局ス
ペシャル」を設け，各地の魅力を紹介した。
（4）デジタルサービスの強化
　インターネットでは，道内のニュースを提供す
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る「NEWS WEB」を他の地方局に先駆けて 7月
に開設した。また， 2月には，子どもたちの防災
教育に役立つコンテンツとして北海道教育委員会
と共同開発した「防災IT教室」を立ち上げるな
ど，安全・安心に役立つ情報を提供した。
　データ放送では，北海道の生活に密接に関わる
「雪道NAVI」や「除雪情報」「飛行機・JR空席
情報」などを提供した。
　番組連動では，定時の『穴場ハンター』のほか，
『ネットワークニュース北海道』での双方向クイ
ズ，『つながる@きたカフェ』の「川柳サロン」
コーナーでの投票システムを開発，また，日本ハ
ムファイターズ優勝特番などでは，ツイッターで
メッセージを投稿してもらう演出を実施した。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『NHKニュース おはよう北海道』　G

月～金　 7:45～ 8:00
『NHKニュース おはよう北海道　土曜プラス』　
G 土　 7:30～ 8:00

　第 1 回93.4.5／北海道ブロック／北海道の朝の
最新ニュースと詳しい気象情報を丁寧にまとめた
地域密着のニュース情報番組。暮らしに役立つリ
ポートのほか，全道各地からの中継や天気カメラ
で北海道の朝の表情を生き生きと伝えた。
　土曜は，『土曜プラス』として地域の課題を掘
り下げる「土曜プラス特集」，各局のリポーター
が道内各地を訪ね歩く「ぶらりみてある記」など
で，地域の話題を多彩に伝えた。
『つながる@きたカフェ』　G

月～金　11:30～12:00
　第 1 回10.4.2／北海道ブロック／「つながる」
をコンセプトに，視聴者からの写真やお便りを随
時紹介，道内各局のネットワークを生かし，北海
道各地の旬の話題，各地のイベント情報を生放送
で届けた。
『ネットワークニュース北海道』　G

月～金　18:10～18:59
　第 1回10.3.29／北海道ブロック／道内 7局のネ
ットワークを生かし，北海道のその日 1日のニュ
ース，深く掘り下げた特集のほか，各局をリレー
で結び道内各地の話題もテンポよく紹介した。
『ネットワークニュース845』　G

月～金　20:45～21:00
　第 1回10.3.29／北海道ブロック／北海道の 1日
のニュースを伝えるニュース番組。午後 7時以降
の新たなニュースや，きめ細かい気象情報を分か

りやすく伝えた。
『ネットワークニュース645』　G

土・日　18:45～18:59
　第 1 回10.4.3／北海道ブロック／土曜，日曜の
北海道のニュースを伝えるニュース番組。 1日の
北海道のニュースや，きめ細かい気象情報を分か
りやすく伝えた。
『北海道クローズアップ』　G

金　19:30～19:55
再日　 8:00～ 8:25

　第 1 回93.4.1／北海道ブロック／北海道の“い
ま”を見つめ，“これから”を問う番組。防災・
減災をはじめ，TPP参加の影響や，北海道新幹線
の札幌延伸の動向，北方領土，人口減少など，北
海道で起こるさまざまな出来事や，直面する課題
について継続的に取材，放送した。また，地域で
生き生きと輝く人々に密着した「ヒューマンスト
ーリー」も随時放送した。
　主な内容／「その時　どう逃げ切るか～津波新
想定の衝撃」「なぜ建設再開？～大間原発　揺れ
る 2つの町から」「よみがえる地方路線バス～斜
陽産業　復活のカギは」「揺れる“国境”の島～
北方領土　色丹島民の本音」「緊急報告　TPP交
渉参加へ～どうなる！？北海道」など
『北スペシャル』　G

金　20:00（19:30）～20:43
再土　10:35～11:18

※「北海道中ひざくりげ」は再日　 8:00～ 8:25
　第 1 回10.4.2／北海道ブロック／“家族みんな
で楽しめる番組”をコンセプトに，午後 7時台か
ら移設した「北海道中ひざくりげ」，吉幾三さん
が北海道の魅力に出会う旅番組，北海道の知られ
ざる魅力を探し出すバラエティー番組，北海道の
豊かな自然を描くドキュメンタリーなど多彩な番
組を編成した。
　「北海道中ひざくりげ」 札幌局
　　「 女子力で拓け　オシャレ解放区～室蘭工業

大学」  4.20／20:00～20:25
　　「発電所は地域の宝～帯広市」

 5.18／20:00～20:25
　　「 恵みの火山　いとしき我が家～渡島半島・

恵山」  6.29／20:00～20:25
　　「ひつじの里に夢を結ぶ～美深町・仁宇布」

 9. 7／20:00～20:25
　　「廃校ルネサンス進行中～新冠町」

10.26／20:00～20:25
　　「町の小さな映画館～浦河町」

11.30／20:00～20:25
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　　「酪農ヘルパー奮闘記～中標津町」
 1.25／20:00～20:25

　　「小さな水族館の大きな夢～北見市」
 2.22／20:00～20:25

　「いくぞ～！北の出会い旅」 札幌局
　　「そうだ、石狩に行こう！」

 4.27／20:00～20:43
　　「ギューギュー十勝」  6. 1／20:00～20:43
　　「あま～い！道南」 7.20／20:00～20:43
　　「ピュアだね！道北」 9.28／20:00～20:43
　　「あれや，これや，とうや！」

11.16／20:00～20:43
　　「吉様は赤ん坊」 12.21／20:00～20:43
　　「おい！スター登場 厚岸」

 2. 8／20:00～20:43
　　「ワンだふる！札幌」 3. 1／20:00～20:43
　「ホリホリX」 札幌局
　　第 1回　  5.11／20:00～20:43
　　第 2回　  7.13／20:00～20:43
　　第 3回　 10.12／20:00～20:43
　　第 4回　 12. 7／20:00～20:43
　　第 5回　  3.15／20:00～20:43
　「ありがとう，給食のお母さん」

札幌局　 4.13／20:07～20:50
　「闘え！巨鳥　オオワシ」

札幌局　 6.15／20:00～20:43
　「 世界自然遺産　知床　エゾシカの命　角がつ
なぐ」 札幌局　 7. 6／20:00～20:43

　「クイズ・防災力向上委員会」
札幌局　 8.31／19:55～20:44

　「ビッキの森の小さな学校」
札幌局　 9.21／20:00～20:43

　「 すべてはこの日のために～江差追分全国大会
50年」 函館局　10.19／20:00～20:43

　「 北の大地を歩きつくそう2012～ぶらりみてあ
る記スペシャル」

札幌局　11. 2／20:00～20:43
　「 北海道ミステリー～動物たちとの 2万年物
語」 旭川局　12.14／20:00～20:43

　「知床ヒグマ　母と子の渚」
札幌局　 1.11／20:00～20:43

　「不思議の庭の野菜たち」
札幌局　 1.18／19:55～20:43

　「 北海道から届けよう！歌の力コンサート
2013」 札幌局　 3.29／19:30～20:43

『Generation H』　G
土　23:30～23:59

　第 1回11.5.13／北海道ブロック／30～40代以下

の若い視聴者に向けて，音楽，旅，アウトドアな
どさまざまなジャンルの番組，ツイッターやデー
タ放送の双方向機能を使った生放送の番組，新し
い題材や演出に挑戦する開発番組などを編成し，
視聴者層の拡大を図った。
　「穴場ハンター」

札幌局　土　23:30～23:59
　　「日本はじっこ対決　北海道VS沖縄」

 4. 7，14
　　「 日高地方で“みなみvs三好”のガチンコ

穴場対決！」  5.12
　　「無茶ぶり　新説！函館とは○○の街」

（※23:40～24:09） 7.14
　　「 目指せ！わらしべ長者！MC物々交換対決

in北見」  9.15
　　「三好アナをもっと○○な男にしたい」 10. 6
　　「積丹で旅行プラン対決！」 11. 3
　　「札幌で“これぞ道産子”を探し出せ！」

 1.26
　　「総集編　名場面一挙大公開」  3. 2
　「D+TV」　新 札幌局

 4.21， 5.19， 7.21， 8.25，11.17，12.22，
 2.23， 3.16／23:30～23:59

 6.29／22:55～23:24
 1.19／23:31～24:00

　「We Love DSK（ドサンコ）Music！！」を
合言葉に，北海道ゆかりのアーティストを取り上
げ，その魅力を紹介する道産子アーティスト応援
番組。
　「ネイチャリング北海道」

札幌局　土　23:30～23:53
　　「積丹の海で春釣りガール！」

（※23:40～24:03） 4.28
　　「洞爺湖畔でガールズキャンプ」  6. 2
　　「士別の牧場で羊ガール」  6.16
　　「旭岳で山ガール」  9. 1
　　「カレーライスマラソンに挑戦」 10.13
　　「満喫！サロベツ原野の秋」 10.20
　　「スポーツクライミングに挑戦」 11.10
　　「鍋尽くしで冬を楽しめ！」  2. 9
　　「リュージュに挑戦」 （※16:20～16:43） 2.11
　「Small Trip～ちいさな荷物で週末旅」

札幌局　土　23:30～23:53
　　「稚内編」  6.30
　　「札幌編」 10.27
　「セッションやろうぜ！」　新

札幌局　土　23:30～23:59
　　「吉幾三～俺ら東京さ行ぐだ」  6. 9
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　　「 吉幾三～俺ら東京さ行ぐだ2012～シーズン
2」  9. 8

　　「 吉幾三～俺ら東京さ行ぐだ2012～シーズン
2at 函館」 12.15

　「クリエイティブフロンティア2012」
札幌局　 5.26／23:00～23:54

　「ヒグマ撮って来た！」
札幌局　 9.22／23:30～23:54

　「♂と♀（オスとメス）season 2 」 札幌局
　　「陸の生きもの編」 11.24／23:40～24:09
　　「海の生きもの編」 12. 1／23:30～23:59
　「脳内ドキュメンタリー　考える人」

札幌局　12. 8／23:30～23:58
　「アナブロスペシャル」

札幌局　 1.12／23:30～23:53
　「北海道100年ニュース」

札幌局　 2.16／23:30～23:59
　「 MODERN TIMES　北海道、昭和の彩り―
建築家　田上義也」

札幌局　 3. 9／23:30～23:53
『アナブロ』　G

札幌局　土　12:40～12:45
　第 1回10.4.2／北海道ブロック／NHK北海道各
局のアナウンサーがスポーツやレジャーに挑戦す
るほか，特技や趣味を披露した。札幌局ホームペ
ージのブログと連動。
『ドキュメンタリー5』　G

札幌局ほか　土　12:40～12:45
　第 1回11.5.20／北海道ブロック／さまざまな人
生，各地の暮らしの中にある，大切な“物語”を
5分のドキュメンタリーで紹介した。
『久保田茂の酒国漫遊記』　G 札幌局　随時
　第 1回11.5.19／北海道ブロック／自然や食材の
宝庫・北海道で醸され，親しまれてきたバラエテ
ィー豊かな酒。久保田茂アナウンサーが酒を通し
て，地域の風土やそこに暮らす人々の思いに触れ
る。
『おはようもぎたてラジオ便』　R1

月～土　 7:40～ 8:00
　第 1 回02.4.1／北海道ブロック／ニュース，気
象情報，交通情報など各種の情報を分かりやすく
的確に伝えた。また，道内の多様な取り組みや自
然，イベント，スポーツ情報などを日替わりのテ
ーマで伝えた。
『トゥデイ・リポート北海道』　R1

月～金　19:45～20:00
　第 1 回95.4.3／北海道ブロック／北海道の 1日
分のニュースを分かりやすく伝えるほか，きめ細

かい気象情報を伝えた。
『どどんと道南ラジオ』　R1

木　14:00～15:00
　第 1回03.4.10／函館単／函館局会館ロビーから
の公開生放送。地域の活性化に取り組んでいる人
たちの活動や，生活に役立つ情報を紹介した。地
元を中心に活躍する音楽家の生演奏も楽しめる地
域情報番組。
『道北♥LOVEラジオ』　新　R1

金　14:05～14:35
　第 1 回12.4.6／旭川単／道北各地のタイムリー
な話題や週末のイベントを伝える情報番組。学生
と一緒に作る「キャンパスなう」というコーナー
も設けた。
『つながるラジオ@とかち』　R1

木　14:05～15:00
　第 1回11.4.28／帯広単／十勝各地の話題を伝え
る情報番組。十勝で活躍する人物をゲストに招き，
話を聞くほか，イベントの紹介やお知らせなどで
つづった。
『D+RADIO』　新　FM

（最終週除く）金　18:00～18:50
　第 1 回12.4.6／北海道ブロック／札幌局のホー
ムページに投稿されたアマチュア楽曲の週間ラン
キングを中心に，北海道ゆかりの音楽を取り上げ
る道産子アーティスト応援ラジオ。
『ココロウタ』　新　FM

（最終週）金　18:00～18:50
　第 1回12.4.27／北海道ブロック／東日本大震災
後，北海道に避難してきている人たちの思いに向
き合い，リクエスト曲とメッセージを届けるDJ
番組。
（2）特集番組
〔北海道ブロック〕
『北の文芸館～井上靖スペシャルat旭川』　R1

旭川局　 6. 9／ 9:05～ 9:55
『体験！体感　ロンドンオリンピックin　さっぽ
ろ街なかスポーツフェスタ』　G

札幌局　 7.29／13:05～13:20
『北海道　戦争の記憶～忘れられた犠牲者たち～
北海道と朝鮮人労務動員』　G

札幌局　 8.21／22:00～22:43
『D+TV another tracks』　G

札幌局　 9.24／ 0:25～ 0:54
『リーグ優勝おめでとう！ファイターズ』　G

札幌局　10. 3／ 0:25～ 1:25
『LIVE H』　G

札幌局　10.20／ 1:31～ 2:29
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『PMF2012コンサート』　FM
札幌局　10. 8／10:00～11:30

『札響FMコンサート』　FM
札幌局　11. 3／19:20～21:00
札幌局　12. 8／14:00～16:30

『アイデア対決　全国高等専門学校ロボットコン
テスト2012～北海道地区大会』　G

札幌局　11.23／13:05～13:59
『ありがとう！ファイターズ～優勝パレード生中
継』　G 札幌局　11.24／10:55～11:54
『北の文芸館2012～朗読と音楽のライブセッシ
ョン』 札幌局　G  　12. 1／10:35～11:30

R1　12. 8／16:05～16:55
12.15／15:05～15:55

『コンサドーレ札幌　ラジオ特番～巻き返せ！コ
ンサドーレ』　R1
札幌局　12. 2／15:05～15:55，16:05～16:55

『ネットワークニュース北海道～ハイライト
2012』　G 札幌局　12.28／17:54～18:59

『NHK北海道発スペシャルドラマ～僕が父親に
なるまで～「神様の赤ん坊」アナザーストーリ
ー』　G 札幌局　 2.15／19:30～20:43
『北の音楽隊～音と楽器のワンダーランド』　G

札幌局　 2.23／16:25～17:24
『巻き返せ！コンサドーレ～さぁ開幕　めざせ
J1！』　R1
札幌局　 2.24／17:05～17:55，18:05～18:50

『つながるラジオ@とかち～防災スペシャル～地
震・津波　冬の避難をどうする？』　R1
帯広局　 3.14／14:05～14:55，15:10～15:55

『ラジオ特集～命を守るために』　R1
札幌・釧路局　 3.16／13:05～13:55，

14:00～14:55，15:00～15:55
『とかちスペシャル～クニ河内　十勝をうたう』
　G 帯広局　 3.31／ 8:00～ 8:24
〔各局単〕
〔函館単〕
『NHKのど自慢予選会in函館市』　G

12.27～28／15:15～16:00
『特集！！きらり☆道南』　G

 3.15／11:05～11:30
〔旭川単〕
『なつかしの旭川映像セミナー』　G

 4.14，21，28／10:35～11:18
〔釧路単〕
『FM歌謡スペシャル～NHK釧路放送局　開局
75周年記念番組』　FM

 2.24／16:00～17:00

『NHK釧路開局75周年～道東今昔物語』　G
 3.17／13:50～14:44

〔北見単〕
『北見放送局開局70周年記念番組～懐かしのオ
ホーツク』　G 12. 9／ 8:00～ 8:25

『NHKのど自慢予選会in北見』　G
 9.25，10. 2／15:15～15:59

〔室蘭単〕
『密着！のど自慢予選会in室蘭～みんなのうた
声』　G

 7.30， 8. 6／15:15～16:00
『新たなものづくりの道をひらく～鉄のまち室蘭
の中小企業の挑戦』　G

 2.25／15:15～15:45
〔各局共通〕
『NHK全国学校音楽コンクール』
　「北海道ブロックコンクール」　E

※北海道ブロック
札幌局　 9.30／14:00～17:00

　「 札幌地区大会　小学校の部・中学校の部A・
B」　FM 札幌局　 8.25／14:00～18:00

　「 小樽・後志・空知地区大会　小学校の部，中
学校の部」　FM

札幌局　 8.26／14:00～16:00
　「札幌・小樽・後志地区大会　高等学校の部」
　　FM 札幌局　 9. 1／14:00～16:00
　「道南地区大会」　FM

函館局　 8.25／14:00～15:37
　「道北地区大会」　旭川局

G　　 8.31／11:30～11:54
FM　 9. 1／14:00～16:21

　「十勝地区大会」　帯広局
G　 8.24，28～31， 9. 3／11:50～11:54

FM　 9. 1／13:00～14:00
　「釧根地区大会」　釧路局

G　 8.24，28～29／11:50～11:54
FM　 9. 2／14:00～16:00

　「北見地区大会」　北見局
G　　 8.22／16:05～16:49
FM　 8.25／14:00～16:00

　「室蘭地区大会」　室蘭局
FM　 8.25／14:00～16:05

『キミが主役だ！NHK放送体験クラブ』　
札幌局　E
 1.12，19，26， 2. 2， 9，16，23／18:20～18:25
 1.12，19，26， 2. 2， 9，16／20:50～20:55
 1.16，23，30， 2. 6，13，20／19:50～19:55

函館局 G　 3.12／11:05～11:30
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旭川局 G　12.25／15:12～15:59
帯広局 G　 2.21～22，25，27，

 3. 1， 4， 6，11～12，15，19
／11:50～11:54

釧路局 G　 2.21～22／10:55～11:00
北見局 G　 1.21～23，28／11:50～11:54
室蘭局　G
12.10～11，14，17～20，25～26／10:55～11:00

3．スポーツ中継

〔高校野球〕
第51回春季北海道高校野球大会　決勝

R1／ 6. 3
第94回全国高校野球選手権大会　南北海道大会地
区代表決定戦 ※各局単
　札幌地区代表決定戦 R1／ 7.1～ 2
　小樽地区代表決定戦 R1／ 7. 1
　函館地区代表決定戦 R1／ 6.30
　室蘭地区代表決定戦 R1／ 6.30
第94回全国高校野球選手権大会　北北海道大会地
区代表決定戦
　空知地区代表決定戦 R1／ 7. 1
　名寄地区代表決定戦 R1／ 6.30
　旭川地区代表決定戦 R1・FM／ 7. 1
　十勝地区代表決定戦 R1／ 6.30
　釧根地区代表決定戦 FM・R1／ 7. 1
　北見地区代表決定戦 FM・R1／ 7. 1
第94回全国高校野球選手権大会　南北海道大会
　 1回戦～決勝 R1・FM／ 7.16～22
　準決勝・決勝 G・E／ 7.21～22
第94回全国高校野球選手権大会　北北海道大会
　 1回戦～決勝 R1・FM／ 7.14～20
　準決勝・決勝 G・E／ 7.19～20
第65回秋季北海道高校野球大会　代表決定戦
　函館地区代表決定戦 R1／ 9.19
　十勝地区代表決定戦 R1／ 9.17
　釧根地区代表決定戦 R1・FM／ 9.16
第65回秋季北海道高校野球大会
　準決勝・決勝 R1／ 10.6～ 7
　決勝 G／10. 7
〔プロ野球　北海道日本ハムファイターズ戦〕
対「楽天」 G  　　　 4.30／13:05～16:05
対「中日」 G（サブ） 5.25／19:00～21:52

G  　　　　　／19:30～20:44
対「ソフトバンク」 G（サブ） 6.22／18:00～21:08

G  　　　　　／19:30～20:44
対「ソフトバンク」 G（サブ） 9.14／18:10～21:00

G  　　　　　／20:00～20:44

対「楽天」 G  　　　10. 5／19:55～20:44
G（サブ）   　／19:55～22:00

対「ソフトバンク」
R1　10.17／18:00～18:50，19:30～21:12

対「ソフトバンク」
R1　10.18／18:00～18:50，19:30～21:34

〔Jリーグ　コンサドーレ札幌戦〕
対「川崎フロンターレ」 G　 4.21／13:53～16:00
対「ガンバ大阪」 G　 6.23／14:00～16:00
対「栃木SC」 FM　 3.10／16:00～18:00
〔その他のスポーツ〕
〔北海道ブロック〕
第30回知事杯全道サッカー選手権大会～天皇杯北
海道代表決定戦

G　 8.26／13:55～16:00
フットサルFリーグ
「 エスポラーダ北海道」対「府中アスレティック
FC」

E　12. 9／13:00～14:50
アジアリーグアイスホッケー
「日本製紙クレインズ」対「王子イーグルス」

R1　12.15／15:55～18:25
第65回北海道高校アイスホッケー選手権決勝「白
樺学園」対「駒大苫小牧」

G　12.21／ 9:55～11:30
ジャンプ女子ワールドカップ
第 9戦　札幌大会

G　 2. 2／17:15～18:00
ジャンプ女子ワールドカップ　蔵王大会

G　 2.10／16:45～18:00
〔帯広単〕
第52回全十勝小中学校選抜スピードスケート選手
権大会　小学生決勝

G　 2.23／10:05～11:20
〔釧路単〕
第44回NHK杯アイスホッケー大会　決勝
　小学校の部 G　　11. 4／11:15～11:53
　中学校・高校の部 ／13:05～17:35

G（サブ）／11:15～12:15
　小学校の部 G　　11. 9／ 0:25～ 1:45
〔室蘭単〕
第27回NHK杯中学・高校アイスホッケー大会　
決勝 G　11.11／10:05～11:54，／13:05～14:40
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Ⅱ．技　術

1．地上デジタル放送の受信環境整備 

　北海道は地形等の影響により地上デジタル放送
が受信できない難視世帯が全国でも多い地域であ
る。この難視については，12月に北芦別局，北見
仁頃局の 2中継局を整備するとともに，高性能ア
ンテナや共同受信設備による対策を進め，12年度
は約4,200世帯の対策を完了した。
　NHK共聴施設のデジタル化については，衛星
セーフティネット受信となっていた白糠町などの
6施設でデジタル化工事を完了した。

2．地域放送番組の充実

　北海道発地域ドラマ『神様の赤ん坊』（12.23 
BSプレミアムにて全国放送）とそのアナザース
トーリー『僕が父親になるまで』（2.15），北海道
ゆかりのアーティストを取り上げた若者向け音楽
番組『D＋TV』『D＋RADIO』，道民の関心が高
いプロ野球日ハム戦やFIS「ジャンプワールドカ
ップ」（1.20男子，2.2女子），「NHK杯ジャンプ大
会」（1.27）をはじめとしたウインタースポーツ
など，北海道の魅力あふれる番組や地域に根差し
た番組，質の高い中継番組を制作し，全国・全道
に発信した。
　12月の衆院選では大規模な選挙システムを構築
し，迅速で正確な「開票速報」（12.16）を放送し
た。

3．データ放送コンテンツの開発

　札幌局では「クロスメディア推進プロジェク
ト」が核となり，積極的にコンテンツ開発に取り
組み，多彩なサービスを提供した。
　双方向番組では，北海道の穴場を視聴者からの
ツイッターやメール投稿と連動して伝える「穴場
ハンター」を年間 9回放送したほか，11時台『つ
ながる@きたカフェ』の「川柳さろん」での川柳
人気投票，18時台『ネットワークニュース北海
道』の「ライブほっかいどう」中継での双方向ク
イズを定時番組として定着させた。
　独立データ放送では， 4月に「河川情報」を開
始し，冬季には主要な峠の気象情報等を伝える
「雪道NAVI」や「札幌市除雪情報」「電力情報」
など雪国の生活に密着したサービスを実施した。
　釧路局では，11時台『つながる@タンチョウ』
で地元アイスホッケーチームに関する双方向クイ

ズ「クレインズ☆クエスチョン」を，18時台『ネ
ットワークニュース釧路』で気象に関する双方向
クイズ「教えて！予報官」を実施した。
　室蘭局では，自治体と連携した胆振・日高地方
の「お出かけ情報」を開発し，独立データ放送と
して 7月から放送を開始した。

4．緊急報道・災害報道への対応

　十勝岳の火口異変（7.1），室蘭・登別の大規模
停電（11.27），道東の震度 5強地震（2.2）などの
災害やJR江差線の貨物列車脱線（9.12），JR神居
トンネルでの特急列車発煙（2.12）などの事件・
事故に迅速に対応し，CSKによる生中継と映像伝
送を行った。
　 3月上旬の記録的な暴風雪では，長時間の逆L
字放送を行い，気象・防災情報を手厚く伝えた。
　原発事故に備えた対応マニュアルの整備，新た
な津波浸水予想に伴う28か所の中継ポイント調査
を実施し，原発事故や津波災害に対する緊急報道
態勢を強化した。

5．放送設備の整備

　放送の機能強化として，函館と釧路の放送会館
およびラジオ放送所 8局の自家発燃料タンクを増
量するとともに，函館放送会館屋上に簡易自家発
電機設備を設置し，災害時における電源確保を強
化した。また，函館と釧路のホテル屋上に津波監
視カメラを整備した。
　放送サービスの充実として，札幌駅前や紋別岳
など15か所の天気カメラと広尾・苫小牧・網走の
3報道室をハイビジョン化した。また，データ放
送設備を刷新し，コンテンツ開発機能の向上を図
った。
　放送の安定送出・電波確保では，函館・旭川・
帯広のラジオ基幹局および名寄ラジオ局の放送
機，小樽など 7局のFM放送機，札幌と旭川の放
送会館の無停電電源装置（UPS），札幌のハイビ
ジョンCSKを更新した。また， 7局の地上デジタ
ルテレビ中継局の送信機を 2台化した。

6．視聴者活動

　南幌町（4.29），室蘭（7.14），北見（9.2）の『の
ど自慢』では，予選会終了後に出場者が自分の歌
唱映像を見ることができる「予選会時差再生上
映」や「出場者写真プレゼント」「カメラマン体
験」などを実施し，多くの参加者から好評を得た。
　11月の「冬の動物園わくわくナイト」イベント
では，高感度ハイビジョンカメラなどを用いて動
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物の生態を撮影するカメラマン体験を実施し，放
送機器を有効に活用して視聴者とのふれあいを深
めた。
　公共放送の役割や放送局の仕事についての理解
促進を目的とした「NHK出前授業」を道内 7校
9 クラス274人の小学 5年生を対象に実施し，大
変好評であった。会館見学者への中継車公開は約
1,700人に上り，充実したCS活動が展開できた。

Ⅲ．視聴者

1．イベント事業

　北海道事業では12年度，オール北海道として展
開する「いっしょにつくろう　未来」キャンペー
ンを踏まえ，地域の文化拠点として，NHKなら
ではの活動に加え，地域の自治体や関係団体との
連携のもとに環境・食料・防災などをテーマにイ
ベント活動を展開した。また，若年層を中心とし
た接触機会の拡大を図ることで，幅広い層の視聴
者の皆さんに向けた理解促進活動にも取り組ん
だ。
（1）公共放送ならではの活動強化
　 8月に， 4年ぶりとなった「N響北海道公演」
を旭川・札幌・帯広・釧路の 4会場で開催し，全
会場でほぼ満席となり盛況であった。防災・環境・
福祉・食料など，社会的なテーマに基づき全国展
開しているキャンペーンにも積極的に取り組ん
だ。防災では，地域防災の研究を推進している北
海道教育大学や札幌管区気象台と連携し，子ども
と保護者向けイベント「どーもくんとみんなの防
災劇場」を釧路市（10月）・札幌市（ 3月）で実
施したほか，函館局では消防本部の協力のもと
「NHK防災広場」（ 7月）を行った。環境では，
札幌局が札幌市円山動物園との共催で「冬の動物
園わくわくナイト！」（11月）を，函館局では地
域が行っている「エコフェスタ」への環境ブース
出展（ 9月）を，釧路局が環境省釧路自然環境事
務所との共催で「わくわく！湿原体感教室」（ 8・
10月）をそれぞれ実施した。福祉関係では「公開
すこやか長寿」公開録画を北見局管内の津別町で
実施（ 6月）したほか，「NHKハート展」を室蘭
局（ 8月）・函館局（ 9月）で実施した。また，
釧路局では「NHKハートフォーラム・高齢者福
祉」の開催（ 9月）に合わせて「介護百人一首
2012パネル展」を釧路町で開催した。食料キャン
ペーンでは，旭川局が 8月に道北地区の食関連イ
ベントと連携した展開を行ったほか，釧路局では

消費者協会や物産協会の協力を得ながら地域で生
産が盛んな蕎

そ

麦
ば

を題材にしたイベント「75の食材
からつくる“わたしのガレット”」を行った。営
業との連携で行う大学・フレッシャーズ対策では，
札幌局が北海道大学構内を会場に，Eテレ『すイ
エんサー』初の出張公開収録を実施し，大学生を
はじめ小中学生の親子連れで賑

にぎ

わった。併せて，
番組出演者と制作者による学生向けトークセミナ
ーも開催。番組ができるまでや，番組作りの裏側
をつぶさに紹介し，NHKへの理解を深めてもら
った。旭川局では地域の 6大学連携組織「はしっ
くす」と共同でホームページや放送での展開に取
り組み，北見局では『英語でしゃべらナイト』の
出演者による「大学セミナー」を実施。室蘭局で
は専門学校生とともに番組作りを行い，それぞれ
接触者拡大とNHKへの理解促進に努めた。
（2）地域視聴者との結び付きを強める活動
　12年度の新規企画イベントは，札幌局・旭川局・
室蘭局の 3局の提案が採択され実施した。札幌局
ではロンドンオリンピックの視聴促進イベントと
して「さっぽろ街なかスポーツフェスタ」を，札
幌市やスポーツ関係団体との共催で 7月から 8月
にかけて実施した。旭川局は10月に「愛されて
100年 常磐公園の歩み展」を，アーカイブス映像
を活用しながら展開した。室蘭局では開局70周年
を記念して地元文化に触れる企画「アイヌの神様
ものがたり」を12月に白老町で実施した。いずれ
の企画も，共催団体等から高い評価をもらった。
地域文化の振興・活性化を目指して，札幌交響楽
団と共同で企画した「北の音楽隊」を北見局管
内・西興部村（10月），札幌局管内・由仁町（ 1月），
旭川局管内・鷹栖町（ 1月），函館局管内・七飯
町（ 3月）の 4会場で実施したのに加え，全道放
送で特集番組として放送した。各放送局独自の企
画として，札幌局では 2月に開かれた「さっぽろ
雪まつり」期間中に「NHKゆきんこフェスタ」
を実施した。NHKキャラクターによるステージ
ショーのほか，環境・食料キャンペーンの参加型
イベントも行い，約 3万人の家族連れで賑わった。
函館局では毎週木曜にハートプラザで公開放送を
行っている『どどんと道南ラジオ』の出前公開放
送を五稜郭公園（ 5月），旧函館区公会堂（ 9月），
せたな町（ 3月）でそれぞれ実施し，地域の視聴
者との結び付きを図った。旭川局では日本で初め
て作られた歩行者天国・旭川買物公園の40周年を
記念した展示イベントを 6月に実施。市民の要望
に応えて 7～ 8 月にはアンコール開催も行った。
帯広局では公開番組やイベントを派遣していない
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地域を対象にアーカイブス番組出前上映会を管内
3市町村（ 7・ 9・12月）で実施した。釧路局で
は 9 月に地元の代表的な祭りの会場でNH
Kのキャラクターショーやブース展開などのふれ
あい活動を行った。北見局では 2月に流氷観光で
多くの観光客が集まる紋別市で，「BSミニステー
ジ」や「アナウンサートークショー」を実施し，
接触者拡大を図った。室蘭局は開局70周年記念で，
番組関連イベント・企画イベントを合わせて10本
管内市町村で展開し，ステーションイメージの向
上に努めた。
（3）受信料制度の理解を深める活動強化
　受信料制度に理解を深めてもらう活動として，
「BSミニステージ」や「BS体感ランド」「出場記
念写真サービス」などの活動を，『のど自慢』の
4会場（ 4月南幌町・ 7月室蘭市・ 9月北見市・
11月函館市）で展開したほか，帯広局では 1月の
「おびひろ氷まつり」会場で実施した。札幌局が
7月から 8月にかけて実施した「街なかスポーツ
フェスタ」では，競技体験コーナーやステージシ
ョーの実施に加え，市内 7か所にクイズラリーの
ポイントを設けたほか，札幌市内で最も人通りが
多い駅前通り地下歩行空間にオリンピック放送情
報ステーションを設置し， 1万6,000人を超える
市民の参加が得られ，放送PRに貢献できた。12
年度に北海道管内で実施した全国放送公開番組は
27本。このうち旭川局が 6月に実施した『BS日
本のうた』を受信料支払い者限定で観覧募集を行
った。また，支払い者限定イベント「ポコポッテ
イト小劇場」は道内 6局全てで実施し，計 8会場・
16公演を行った。いずれの会場も応募多数による
抽選となり，キャラクターの人気の高さがうかが
えた。札幌局では「第54回NHK杯ジャンプ大会」
の会場で，「BS体感ランド」や「BSウインタース
ポーツキャンペーン」を展開し，BSの視聴促進
を図った。室蘭局管内の洞爺湖町で 5月に開かれ
た「洞爺湖マラソン」では，BS1の番組『ラン×
スマ』のロケが行われたのを機に，参加者や周辺
の市町村を中心に広く全道に向けて番組PR・理
解促進活動を展開した。

2．営　業

　12～14年度の 3か年経営計画の初年度となる12
年度は，受信料支払率の向上に向けて，大学生協
の取り次ぎ向上に向けた対応強化等のフレッシャ
ーズ対策の強化をはじめ，訪問要員による契約・
収納活動の強化と合わせて，経営計画に基づく外
部委託化（法人委託）の拡大に向けた取り組みを

強化した。また，10月からの受信料の値下げに伴
い，値下げ実施以前からリーフレットをはじめと
したさまざまな媒体による新たな受信料額の周知
や受信料PRを積極的に展開する等，受信料の支
払い者の増加に努めた。加えて，ホテル・旅館の
宿泊施設や病院関係等の事業所開発に向けて，全
局体制による取り組みを実施しながら事業所契約
の増加対策の強化を図った。
　これらの活動の結果，北海道ブロック全体で営
業収納額をはじめとした全ての営業目標を達成す
ることができた。

3．広　報

（1）経営広報・番組広報
　函館市を舞台にした地域制作ドラマ『神様の赤
ん坊』を制作し，12年12月23日，BSプレミアム
で放送した。
〇ドラマ制作発表記者会見　10. 3　函館市内
〇札幌市・小樽市ロケ　10.22～24
〇函館市ロケ　　　　　10.25～11. 8
〇ロケ現場取材会　　　11. 5　  函館市・市電駒

場車庫
〇ロケ写真展　　　　　12. 1～10　  五稜郭タワ

ー
〇完成試写会　　　　　12.16　  東京・放送セン

ター
　この他，函館市の金森倉庫にドラマ出演者を招
き，『BSコンシェルジュ』を収録し，12月21日に
放送した。また，BSプレミアムドラマでは描け
なかったエピソードを織り込んだアナザーストー
リー『僕が父親になるまで』を制作し，総合テレ
ビで13年 2 月15日，北海道地方向けに放送した。
　札幌局では，地上波放送に向け，さっぽろ雪ま
つりの期間（ 2月 5～11日）にギャラリーでロケ
写真展を行った。
（2）視聴者ふれあい活動
　BSプレミアムで放送している『にっぽん縦断
こころ旅』の出演者によるトークショーとふれあ
いミーティングを 7月 7日，小樽市で開催した。
　 7月13日には，札幌市の公共施設などが参画し，
通常の閉館時間を延長して，広く市民の方々に地
域の文化活動に触れてもらう「カルチャーナイト
2012」を行った。札幌局の 1階ロビーを開放し，
「大河ドラマ『平清盛』展」などを行った。
　ロンドンオリンピックの開催に合わせ，オリン
ピックに関連した体感イベント「さっぽろ街なか
フェスタ」を実施した。
　札幌局第 1スタジオで「女子サッカー予選第 2
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戦　対スウェーデン」のパブリックビューイング
や，地下歩行空間ではオリンピック視聴促進のた
めのPRブース展開を行った。
（3）地域独自の視聴者活動，広報展開
　函館局では，開局80年を記念して，アーカイブ
ス映像で函館の今と昔を伝える広報映像を制作
し，リムジンバス車内，観光施設，ホテルなどで
上映した。同時にホームページでも懐かしい映像
を公開し，函館局の存在感を高めた。
　また，渡島・桧山地方で活躍する人たちの魅力
を伝えるミニ番組『きらり道南』は11年間継続，
また，元気な子供たちの姿を紹介してきた 1分ス
ポット『輝け！道南Kids』は 8年間継続し，それ
ぞれ制作数が100本となった。
　旭川局では，視聴者から旭川・道北地方の風景
写真・スナップ写真などを寄せてもらう「道北
LOVEスナップ」を新たに企画。送ってもらった
写真をホームページと携帯サイト上で公開してい
るほか，地域番組『つながる@きたカフェあさひ
かわ』でも紹介。放送とホームページの連携を図
りながら，視聴者の皆さんとの交流に積極的に取
り組んだ。
　帯広局では，女子サッカー「なでしこリーグ」
の試合開催に合わせて，「NHKおびひろ・どーも
くんひろば」を帯広の森運動公園陸上競技場前で
開催。「シュートで決めよう！デジタルクイズ」
や「ジャイアントどーもくん」との記念撮影コー
ナーを設置。試合開始前から終了後まで，ゲーム
に挑戦するこどもの列が途切れないほど，高い人
気となった。
　釧路局では開局75周年を記念した番組を放送し
た。50分番組の『道東今昔物語』は，地域の町並，
自然，産業などのテーマごとに著名人ゲストとと
もに振り返ったほか，各分野で活躍する地元の
人々をスタジオに招き，釧根地域のこれからを展
望した。 1分のミニ番組シリーズ『あの日　あの
時』は，テーマ曲に地元音楽家によるオリジナル
演奏を使用し，これまでNHKが取材した映像と
ともに道東の生活・産業・文化などを振り返る内
容である。
　北見局では開局70周年を記念して，地元の特産
品である玉ねぎをモチーフにしたオリジナルのキ
ャラクター人形「たまねぎどーもくん」を制作
し，番組の中継や地域のイベント等と連動して，
着ぐるみのお披露目や撮影会を開催するととも
に，オリジナルポケットティッシュを配付し，親
近感の醸成を図った。
　室蘭局では，11年から 2年間にわたって放送を

したミニ番組『いぶり・ひだかミニ紀行』で胆振・
日高地方の18市町を紹介した。開局70周年を伝え
る 5秒のクラッチを登別の日本工学院と共同制作
し，記念事業の周知などに活用した。北海道の歌
手が出演し，北海道と被災地のきずなを伝える室
蘭発『花は咲く』を制作・放送した。
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東 北
◇12年度は，引き続き東日本大震災からの復興支
援に東北一丸となって取り組み，津波被害や原
発事故の検証と復興への課題などを全国へ発信
し続けた。また，被災地を応援し元気づける放
送やイベントを積極的に展開し，震災からの復
興を地域とともに推し進めた。
◇金曜夜間の『クローズアップ東北』と『東北
Z』では，震災後の現状と課題を伝えるととも
に，過去の大災害から復興への道筋を探る新シ
リーズを放送したほか，地域の手仕事を訪ねる
紀行番組など，東北の魅力を伝える番組も放送
した。また，秋田局『ウオッチA』，青森局「シ
リーズ防災特集」など，各局で東北の課題に迫
る番組を制作し，地域放送サービスの充実に取
り組んだ。
◇大規模災害時の長時間停電や燃料供給停滞に備
え，青森放送会館や福島・秋田の放送所・中継
局の燃料タンクを増量したほか，老朽化したロ
ボットカメラやFPU基地局を更新するととも
に，「自然エネルギー利用ロボットカメラ」の
試験運用を開始した。また，地上デジタル放送
への移行に伴う「新たな難視」対策として東北
域内に 5局の中継局を建設したほか，約 3万
3,000世帯の受信対策を実施した。さらに秋田
親局をはじめ域内18局でチャンネル変更を実施
した。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

　東北の各放送局は，引き続き東日本大震災から
の復興を支援することを最優先事項とし，放送サ
ービスの充実に全力で取り組んだ。
　被災した人々の思いを伝えるため，震災直後に
開始した番組『被災地からの声』を継続するとと
もに，各局の夕方 6時台のニュース・情報番組で
は，被災地をはじめ各地域の諸課題を深く掘り下
げて伝えた。平日午前11時台に新設した情報番組
『ひるはぴ』でも，暮らしに密着した話題ととも
に，震災からの復興に向けた動きを伝えた。金曜
夜間の『クローズアップ東北』『東北Z』では，
被災地の現状を伝え，復興への課題と向き合う番
組や，次なる災害に備えて東日本大震災を検証す
る番組を中心に編成し，東北の魅力を伝えて地域

を元気づける番組も放送した。
　年度後期からは，東北を応援するBSプレミア
ムの番組『きらり！えん旅』を総合テレビの東北
ブロックで定時編成し，宮城，岩手，福島の 3県
では『あの日　わたしは～証言記録　東日本大震
災』の独自編成を開始した。
　震災から 1年半の特別番組は福島県二本松市
に， 2年の特別番組は岩手県大槌町にキーステー
ションを置き，被災各地と中継を結びながら長時
間の生放送を行った。『ゆく年くる年』は，宮城
県仙台市の大崎八幡宮をキーステーションに放送
した。
　11年度に引き続き，「がれき“2000万トン”の
衝撃」（7.7）や「追跡　復興予算19兆円」（9.9），
など，震災関連の『NHKスペシャル』を仙台局，
福島局，盛岡局で合わせて12本制作した。震災か
ら 2年となる 3月に放送した「“いのちの記録”
を未来へ～震災ビッグデータ」（3.3），「何が命を
つないだのか～発掘記録・知られざる救出劇」
（3.7），「わが子へ～大川小学校　遺族たちの 2
年」（3.8），「福島のいまを知っていますか」（3.9），
「故郷を取り戻すために～ 3 年目への課題」
（3.11）では，知られざる震災時のドキュメント
から今後の課題，防災に向けた新たな動きまで，
詳細に伝えた。このほか，『クローズアップ現代』
や『明日へ～支えあおう』『震災ドキュメンタリ
ー』など，多数の震災関連番組を東北各局が制作
し，全国に発信し続けた。
　東日本大震災を機に，災害への関心が飛躍的に
高まったことを受け，地域の安全・安心を守るた
めの備えを各局で進めた。東北地方で大きな地震
や台風，大雨などの自然災害が発生した場合には，
東北ブロックや各県域で速やかにニュースを特設
し，逆L字も利用しながら，きめ細かな報道を行
った。
〔仙台局〕
　東日本大震災からの復興支援に全力を尽くすと
ともに，震災報道の成果と課題を検証し，地域の
安全・安心を守るための取り組みを強化した。
　次なる大規模災害に備えて，ハード面を整備し，
ライフライン情報の迅速な送出のための訓練を 2
回実施した。
　夕方 6時台の『てれまさむね』は，復興への課
題に真

しん

摯
し

に向き合い，深い取材に基づくリポート
や解説で宮城の課題を分かりやすく伝えたほか，
暮らしに役立つ最新情報やスポーツ，レジャーな
どの情報も取り上げ，視聴者に“笑顔”を届けた。
　東日本大震災を機に見直されたラジオの重要性
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を踏まえ，新たに平日の夕方 5時台に『ゴジだっ
ちゃ！』を開始し，地域に密着した情報を伝える
とともに，リスナーとのつながりを強化した。
　 6月に放送した『ふるさと宮城の復興は～放射
線にどう向き合うか』では，関心の高い宮城県へ
の放射線の影響をテーマに，県知事や有識者，関
係団体のトップなどを招き，視聴者からの意見を
交えながら生放送で討論を伝えた。
　プロ野球「東北楽天ゴールデンイーグルス」や
サッカー「ベガルタ仙台」，バスケットボール「仙
台89ERS」などの地元プロスポーツチームの試合
を積極的に取り上げた。11月に宮城県利府町で開
催された「NHK杯フィギュア」では，ニュース
企画や「花は咲く　フィギュアスケートVer.」の
制作に加え，関連イベントの実施，ホームページ
やツイッターの独自展開などで，大会を盛り上げ
た。
〔秋田局〕
　夕方 6時台の『ニュースこまち』では，“秋田
を早く！”“秋田を詳しく！”をコンセプトに県
内のニュース・最新の情報を伝えた。県内25市町
村を訪ねて地域の魅力を紹介する企画も新設し
た。衆議院選挙では有権者の判断のよりどころと
なる地域の課題や争点などを分かりやすく伝え
た。
　昼前の生活情報番組『エキヨコこまち』は，視
聴者と触れ合う公開番組として，秋田駅のすぐ横
（エキヨコ）にある放送局 1階ロビースタジオか
ら，秋田での暮らしをより豊かにする生活情報を
生放送で届けた。
　金曜夜間は『ウオッチA』にタイトルを変え，
秋田の「ひと」「もの」「現場」に徹底的にこだわ
り，AkitaをとことんWatchする（見つめる）番
組としてパワーアップ。県内の製造業や後継者不
足など，秋田が抱える深刻な課題に迫ったほか，
秋田の自然，文化を多角的に捉えた番組を放送し
た。
　 5分間のドキュメンタリー番組として，秋田に
暮らす人々の心を，その人が発した珠玉の言葉か
らひも解く『コトノハ』をスタート。秋田に暮ら
すさまざまな人々の言葉に耳を傾けた。
　東日本大震災から 2年となる 3月には，地元民
放ラジオ局と共同で「防災を楽しく学ぶ」をコン
セプトに視聴者参加型のラジオ公開番組を放送し
たほか，アニメのテーマソングをたっぷりと紹介
するFMの公開収録も行いラジオの魅力を伝える
など，視聴者が放送に触れ合う取り組みを積極的
に行った。

〔山形局〕
　夕方 6時台のニュース番組を『ニュースやまが
た 6時』と変更し，番組セットやキャスター陣を
一新，県内のニュースや話題を取材者の解説を交
えながらタイムリーに分かりやすく伝えた。
　昼前の情報番組『やまモリ！』では，イベント
情報など県内の生活に役立つ情報を発信した。
　金曜夜間の『やまがたスペシャル』では，開業
20周年を迎えた山形新幹線にまつわる情報を伝え
た。また，山形県内の頑張っている人やその取り
組みなどを紹介する「ねっづぐ！！やまがた調査
隊」を新設し，初回放送では，県内で活躍するも
のづくりのエキスパートを取り上げ，視聴者を元
気づけるバラエティー番組を届けた。
　全編山形弁のみのトーク番組『今夜はなまらナ
イト』は，山形県内の桜をテーマとし，各地のお
花見スポットなどを総合テレビで伝えた。10月以
降は月 1回，県内各地の公民館から地域に密着し
たラジオ番組を公開生放送で計 6回放送するな
ど，地域に根ざした放送を実現した。
　県域放送のラジオワイド番組を年 2本放送し，
ラジオ番組の制作機能強化を図った。
　J1復帰が期待された「モンテディオ山形」のテ
レビ中継や，ニュース番組の中でアマチュアスポ
ーツを取り上げるなど，地域スポーツを積極的に
取り上げた。また， 2月に蔵王で開催されたジャ
ンプ女子ワールドカップ蔵王大会では，日本人選
手の活躍で注目の集まる大会のもようを放送し
た。
〔盛岡局〕
　東日本大震災後の県内の復興状況や課題，行政
の動きなどを中心に，各番組を通して迅速に情報
を発信した。
　夕方 6時台の『おばんですいわて』は，被災地
復興の現状と課題，そこで暮らす人々の姿を伝え
た。被災者の証言を放送するコーナーを，発災直
後から継続して設け，震災を後世に伝える貴重な
証言として，アーカイブスをホームページに動画
として掲載した。
　昼前の情報番組『ひるっコいわて』では，趣味・
料理，エンターテインメント，旅・イベント情報
など暮らしに役立つ情報を取り上げた。
　金曜夜間は『シリーズいわて』など，震災後の
人々に密着したドキュメンタリーや討論番組を制
作，震災復興を視聴者とともに考え，応援する番
組作りに取り組んだ。
　また，被災時にいち早く生活情報を提供するこ
とを想定した県域ラジオ番組『がんばろう！いわ
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て』の放送を開始した。
　震災以外にも岩手県の多彩な魅力を取り上げる
べく，『いわてみんなのうた』は，岩手ディステ
ィネーションキャンペーンとタイアップし，岩手
県のキャラクターを歌った「わんこきょうだいえ
かきうた」を放送した。また，没後100年となる
石川啄木のミニ番組『ふるさとに向ひて』を10本
制作，放送した。
〔福島局〕
　東日本大震災・東京電力福島第一原発事故から
2年目を迎えた12年度も引き続き，夕方 6時台の
『はまなかあいづToday』を中心に，震災・原発
事故について，現状や課題，復旧・復興に向けた
動きなどを，迅速かつ詳しく伝えるとともに，イ
ンターネットで関連の県内ニュースを動画配信
し，県外に避難する県民への情報提供も行った。
　『はまなかあいづToday』では，震災・原発事
故に関する視聴者の関心の高いニュースについ
て，取材記者が詳しく分かりやすく解説するコー
ナー「そこが知りたい」，県内の復興のキーパー
ソンなどにキャスターが直接インタビューする
「この人に聞きたい」の 2コーナーを放送するな
ど，県民の視点に立って，震災・原発事故の及ぼ
すさまざまな影響，復旧・復興に向けた動きや課
題をきめ細かく伝えた。また，放射線測定値につ
いては11年度に引き続き，テレビ・ラジオのニュ
ースの中だけでなく，データ放送やインターネッ
トでも伝えた。12年10月からは，『大河ドラマ』「八
重の桜」に関して，地元の期待，主人公・新島八
重にまつわる歴史秘話，出演者からのメッセージ
など，さまざまな情報を伝えるコーナー「週刊八
重の桜マガジン」をスタートし，さまざまな形で
「八重の桜」の魅力を伝え，県民を元気づけた。
　昼前の情報番組『ふくみみ』は，趣味・料理，
エンターテインメント，旅・イベント情報など暮
らしに役立つ情報を取り上げるとともに，復旧・
復興に向けた市民の取り組みも伝えた。また，10
月以降，『はまなかあいづToday』とも連動し，「八
重の桜」の魅力をさまざまな形で伝えた。
　第92回天皇杯全日本サッカー選手権で，ベスト
16進出を果たした「福島ユナイテッドFC」の 4
回戦の試合や，13年シーズンから昇格を果たした
日本フットボールリーグ（JFL）のホーム開幕戦
を生中継し，高まる県民の関心に応えた。
　また，東日本大震災・福島第一原発事故に関し，
『NHKスペシャル』や『クローズアップ現代』
など全国放送番組の制作に多数携わり，被災地の
視点に立った情報を全国に発信した。

〔青森局〕
　東日本大震災で被災した沿岸部の復旧・復興の
現状や津波の想定浸水域の変更に伴う防災の課
題，それに国の原子力政策に揺れる青森県の現状
などについて全国発信を含めて継続的に伝えた。
　夕方 6時台の『あっぷるワイド』では， 4月か
ら毎月「防災特集」放送を開始し，計19本の防災
企画を放送した。また，『あっぷるワイド』で放
送した企画を金曜夜間の『あっぷるワイドPlus』
や『クローズアップ東北』に展開し，番組を 4本
制作した。
　さらに，被災した八戸市の朝市で新たな仕事に
挑戦する人々を取材した紀行番組などを全国発信
したほか，震災で観光客が減少した地域を支援す
るため，桜の開花を伝える弘前公園からの公開生
放送や，秋田局と共同で十和田湖の遊覧船から伝
えるFM特集を放送した。建設工事が再開された
大間原発をめぐり，原子力をテーマにした初のイ
ンターローカル番組も札幌・函館局と連携して制
作した。
　12年12月の衆議院選挙では，県内のマスコミで
最も迅速・正確に当確を伝えた。
　青森県で毎年繰り返される雪の事故を減らすた
め，雪下ろしの注意について制作したスポットを
放送するとともにホームページにも動画を掲載
し，注意喚起を図った。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『NHKニュース　おはよう宮城』　G

　月～金　 7:45～ 8:00
　第 1回00.4.3／宮城県域（一部東北ブロック）／
県内のニュースのほか，東北各地の話題や中継な
どで朝の表情を生き生きと伝えた。
〔各局タイトル〕
『おはよう秋田』　『おはようやまがた』
『おはよういわて』『おはようふくしま』
『おはよう青森』
『ウイークエンド東北』　G 土　 7:30～ 8:00
　第 1 回85.10.12／東北ブロック（一部県域）／
東北各県のニュースや問題に迫るリポートのほ
か，各地を旅してその魅力を伝えるコーナーなど，
NHKのネットワークを生かして東北のさまざま
な動きや話題を伝えた。
『ひるはぴ』　新　G

（ブロック）月～金　11:05～11:45
（各県域）　　　　　11:45～11:54 

　第 1 回12.4.3／東北ブロック，各県域／暮らし
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に役立つ情報や旬の話題を届ける情報番組。家庭
で手軽にできる料理を地元の料理人や管理栄養士
とともに伝えたほか，美容や健康，イベント，地
域活動など，暮らしを豊かにする多彩な情報を，
ゲストを交えて楽しく届けた。また，震災で被災
した各地からの電話リポートで，復興に向けた動
きや課題を分かりやすく伝えた。
〔各局タイトル〕
（秋田局）『エキヨコこまち』　新
（山形局）『やまモリ！』
（盛岡局）『ひるっコいわて』
（福島局）『ふくみみ』
（青森局）『情報ランチ』
『てれまさむね』　G 月～金　18:10～18:59
　第 1回03.3.31／宮城県域／被災地をヘリコプタ
ーで空撮し，被災地の様子を被災前と比較して伝
える「空から見た被災地」や，被災者が当時の様
子を現地で証言する「あの時　わたしは」をシリ
ーズで伝えた。畠山キャスターが県内各地を訪ね
る新コーナーや視聴者からの投稿写真を紹介する
コーナーに加え，年末には公開生放送を実施する
など，視聴者との関わりをさらに充実させた。震
災関連のニュースやリポートは，ホームページに
も動画で掲載した。
〔各局タイトル〕
（秋田局）『ニュースこまち』
（山形局）『やまがた 6時』　新
（盛岡局）『おばんですいわて』
（福島局）『はまなかあいづToday』
（青森局）『あっぷるワイド』
『クローズアップ東北』　G 金　19:30～19:55

再土　10:05～10:30
　第 1 回02.4.5／東北ブロック／被災地の“今”
を徹底的に見つめ，震災後の地域の現状と課題に
鋭く迫るとともに，復興に向けて専門家の提言を
伝えた。被災地以外からも，地域に密着したテー
マをタイムリーに取り上げた。
　「岐路に立つ消防団～被災地の新たな危機」
 仙台局／ 4.20
　「桜のちから」 青森局／ 4.27
　「 “あれからの日々”を力に～被災地から巣立
った高校生」 盛岡局／ 5.18

　「 帰ってはみたけれど～南相馬　旧警戒区域の
いま」 仙台局／ 6.15

　「緊急報告　中高年のひきこもり」
 秋田局／ 7. 6
　「 それでも海に生きる～磯浜漁港・漁師たちの
日々」 仙台局／ 7.20

　「“市民パワー”が復興を支える」
 仙台局／ 9.17
　「老舗よ、変われ～ある水産加工会社の再建」
 青森局／ 9.28
　「“震災不明者”2800人～密着　特別捜査班」
 仙台局／10. 5
　「なぜ、救急車は出動しなかったのか」
 山形局／10.12
　「 23歳　この町で生きる～被災地に移住した青

年」 盛岡局／10.19
　「 子どもの成長に何が～被災地からの緊急報

告」 仙台局／11. 9
　「天杉、絶えず」 秋田局／11.17
　「 本当のことが知りたい～福島　大熊町の放射
線教育」 福島局／ 1.11

　「検証“釜石の悲劇”」 盛岡局／ 1.18
　「ワタシがこけしに恋した訳」 青森局／ 2. 8
　「 子どものために福島へ～“自主避難者”はい

ま」 山形局／ 3.15
『東北Z』　G 金　20:00～20:43

再土　10:30～11:13
　第 1 回11.6.3／東北ブロック／東日本大震災の
現状と課題を伝えるドキュメントを中心に，東北
に関わる話題を深く掘り下げる番組や，人物や文
化を豊かに描く番組を展開した。歌謡番組や『大
河ドラマ』「八重の桜」の関連番組など，地域を
元気にする番組も放送した。新たなシリーズとし
て，過去の大災害から復興への道筋を探る「災害
から未来へ」と，東北各地の“メンコイ”ものを
調査する「TOHOKUメンコイらぼ」を開始し
た。 6年間，43回にわたって東北の“技”を紹介
してきた「ここに技あり」は， 3月 1日の総集編
をもってシリーズを終了した。
　◇災害から未来へ／仙台局
　　「駆け足の復興　その光と影」  4.20
　　「 チェルノブイリ～低線量汚染地帯からの報

告」  7.20
　　「 悲しみの残響～インド洋大津波　 8年後の

被災者たち」 11.9
　◇TOHOKUメンコイらぼ／仙台局
　　「メンコイもの」 11. 2
　　「東北のコナモノお調べします！」  1.25
　◇ここに技あり／仙台局
　　「 守りぬく　この手の仕事～福島県郡山市周

辺」  7. 6
　　「磨いて紡いで　手仕事の道～岩手・盛岡市」
 10. 5
　　「手仕事　街をあたためて～仙台市周辺」
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 12.14
　　「 潮風の町で　手しごと貫いて～山形・酒田

市」  2. 8
　　「 最終回スペシャル　この手に宿る　技への

情熱」  3. 1／19:30～20:43
　◇その他
　　「忠司と義明～南三陸　ふたりの29歳」
 仙台局／ 4.27
　　「東北Zスペシャル　空とぶリンゴ」
 仙台局／ 5. 2／19:30～20:43
　　「本当は悲しいけれど　第三章　証」

仙台局／ 5.11／19:30～20:43
　　「めざせ津軽三味線“日本一”」
 青森局／ 5.18
　　「 再起の先へ～三陸漁業は生まれ変われる

か」 盛岡局／ 6.15
　　「遠いふるさと～石巻　長面浦の人々」
 仙台局／ 6.22
　　「第 6仮設住宅の人々」 仙台局／ 9.14
　　「つむぐ～閖上中学校　その言葉の記録」

仙台局／10.12／19:55～20:42
　　「 往診先生の挑戦～石巻　広がる在宅医療の

可能性」 仙台局／10.19
　　「花は咲くコンサート」

仙台局／10.26／19:30～20:43
　　「 中国企業と生き残る～世界一を目指す工場

長の挑戦」 山形局／11.16
　　「 東北Zスペシャル～住民合意への道～誰も

がいち早い復興を願っていた」
仙台局／11.30／19:30～20:43

　　「 八重の桜　会津旅～大河ドラマの舞台を訪
ねて」 福島局／12.21／19:30～20:43

　　「絵がつなぐ私のふるさと」 仙台局／ 1.11
　　「 ふるさとの記憶～岩手県田野畑村羅賀地

区」 盛岡局／ 2.15
　　「雪峠を越えて～羽後の花嫁道中」
 秋田局／ 2.22
　　「北国からのコンサート2013」

仙台局／ 3. 8／19:30～20:43
『被災地からの声』　G 木　12:20～12:43
　第 1回11.3.20／東北ブロック／被災者が今一番
伝えたいことを直接カメラに向かって話してもら
う番組。被災地に暮らす人たちや他の地域へ避難
している人たちの声を，被災地・石巻出身のアナ
ウンサーが伝え続けた。震災直後に開始した番組
を，12年度は放送日時を変更して継続した。
『東北ラジオあさいちばん』　R1

月～土　 7:40～ 8:00

　第 1 回99.4.1／東北ブロック／東北各地のニュ
ースや話題，交通情報，気象情報などを盛り込ん
だ地域情報番組。視聴者による地域リポーターや
コミュニティFM局からの電話リポート，スポー
ツ情報，週末情報などをコンパクトに伝えた。
『ゴジだっちゃ！』　新　R1

月～金　17:00～18:00
　第 1 回12.4.2／宮城県域／ニュースや気象，交
通情報に加え，さまざまな分野のゲストを招いた
トークや，県内各地の「だっちゃ通信員」からの
電話リポートなど，視聴者のお便りを交えながら
宮城の情報を軽快に伝えた。県内各地からの公開
生放送や，愛好家を集めての川柳・短歌大会も実
施した。
『民謡をどうぞ』　R1・FM 金　12:30～12:55
　第 1 回54.11／東北ブロック／1954（昭和29）
年にスタートした東北の最長寿番組。東北ならで
はの民謡を，季節に応じたテーマで放送した。
『特選・ぬくだまりの宿　みちのく亭』　R1

（年 4回）日　16:05～16:55
　第 1回10.5.30，最終回13.2.10／東北ブロック／
東北にこだわって熱く生きる魅力的な人々を，伊
奈かっぺいさんとともに紹介するトークバラエテ
ィー。全国放送 2話分を再構成して伝えた。
『仙台音楽倶楽部』　FM

（月 1回）土　16:00～18:00
　宮城県域／中学生，高校生を中心とする若者の
リスナーに向けて，仙台の最新の音楽情報を伝え
る番組。毎月 1回，NHK仙台放送局のスタジオ
から，ライブとトークで仙台の「旬」の音楽をい
ち早くリスナーに届けた。 3月には公開収録を行
い，ダイジェスト版を総合テレビでも放送した。
『サバトセーラ東北』　FM 土　18:00～18:50
　第 1回11.5.14／東北ブロック／音楽ファンとミ
ュージシャンを結ぶ生放送番組。東北ゆかりのア
ーティストの情報や震災復興に元気を届けたいと
活動するミュージシャンの話題を絡めながら，懐
かしの名曲から最新の曲まで，幅広い音楽ジャン
ルを取り上げた。 9月と12月には時間を拡大して
局外から公開生放送を行った。
（2）特集番組
〔東北ブロック〕
『震災ドキュメンタリー～釜石　ある家族の記録　
～巨大津波から1年の日々』　G

仙台局　 4.13／19:42～20:55
『復興カレッジ　in　仙台～建築家と考える新生
東北のデザイン』　E

　仙台局　4.15／15:00～15:50
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『ジャズの力で東北に元気を～小曽根真とジュニ
アジャズの仲間たち』　G

仙台局　 9. 8／10:05～11:04
『アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコン
テスト2012～東北地区大会』　G

仙台局　11.23／13:05～13:59
『荒川静香「花は咲く」を舞った日』　G

仙台局　12. 8／11:05～11:20
『ジャンプ女子ワールドカップ蔵王大会』　G

仙台局，山形局　 2.10／16:45～18:00
『第34回NHK東北民謡コンクール～各県大会』　
FM 18:00～18:50

山形 2.12，宮城 2.13，秋田 2.14，
福島 2.15，岩手 2.18，青森 2.19

『第34回NHK東北民謡コンクール優勝大会』
　G 仙台局　3.22／19:30～20:43
〔県域番組〕
〔仙台局〕
『ふるさと宮城の復興は～放射線にどう向き合う
か』　G  6. 1／19:30～20:43

『キミが主役だ！NHK放送体験クラブ』　E
10.16～18，22～23， 1.15～17，21～23

／12:55～13:00
『てれまさむね　年末スペシャル2012』　G

12.28／17:05～19:00
〔秋田局〕
『ウオッチA』　G　新
　「地名探訪　古

いにしえ

の声が響く」
 4.20／19:30～19:55

　「歴史再発見！角館」  5.11／19:30～20:43
　「激論　秋田経済～どうする製造業」

 6. 1／19:30～20:43
　「後継者がいない～進まぬ“事業承継”」

 9.14／20:00～20:30
　「鳥海山ろく　ユカイな旅」

10.19／19:30～19:55
　「 小さな旅」アンコール　「湖　なお恵みあり　
～秋田県八郎湖」 11. 9／19:30～19:56

　「ベコとばばと　365日」 3.22／19:30～20:13
『コトノハ』　G　新 土　13:50～13:55
　「第 1章　“ 2人の幸せだ　この時間が”」

 4. 7
　「第 2章　“忘れると　また次の船に乗れる”」

 4.21
　「第 3章　“地名は、地球の声”」  5.12
　「第 4章　“ゆっくり　日薬をつけなさい”」

 5.19
　「第 5章　“1匹 1匹　顔が違う”」  6. 9

　「第 6章　“命あっての人間だ”」  6.23
　「第 7章　“最期は　いちばん近い時間”」

 7. 7
　「第 8章　“できない壁は　つくるな”」  7.21
　「第 9章　“一生懸命な姿は　笑顔”」  9. 1
　「第10章　“海が　教えてくれる”」  9.22
　「第11章　“笑って帰る材料あるか”」 10.20
　「第12章　“写真する”」 11.17
　「第13章　“人生　責任の積み重ね”」 12. 8
　「第14章　“支えられたり　支えたり”」  1.19
　「第15章　“あまりにも　神秘の世界”」  2. 2
　「第16章　“小さなことでも　やり続けたい”」 

 2.16
　「第17章　“私が忘れちゃいけない”」  3. 2
　「第18章　“人生の針を止めたくない”」  3.16
『秋田アイドル最強伝説！！～ガチで会いたかっ
たよアキタ』　FM  8.25／13:00～14:00

『AKITAアニソン大運動会FINAL』　FM
12.22／14:00～16:28

『スーパーこまち2012』　G
12.28／18:00～19:00

『なかいち防災ステーション～たのしくそなえる
ラジオのじかん』　R1

 3. 2／12:15～13:00，14:00～14:55
〔山形局〕
『今夜はなまらナイト』　G・R1
　「山形にたえて桜のなかりせばスペシャル」
　　G  4.20／19:30～20:43
　「公民館でなまらナイト」　R1

10. 1，11.26，12.21， 1.28，
 2.26， 3. 8／17:00～17:55

　「 なまら親方、聞いでけろ我が子がなんだかわ
からない」　R1 2.17／15:30～16:55

『やまがたスペシャル』　G
　「 ひるブラ総集編～とよた真帆とゆく初夏の山

形」  6. 1／20:00～20:43
　「 つばさ二十歳～知られざる山形新幹線の魅

力」  7. 6／20:00～20:43
　「ねっづぐ！！やまがた調査隊」

 3. 1／19:30～20:43
『ラジオ特集～山形新幹線20周年やまがたグル
メぐり』　R1  7. 1／13:05～15:30

『ニュースやまがた 6時～年末ハイライト
2012』　G 12.28／18:00～19:00

〔盛岡局〕
『がんばろう！いわて』　R1　新

月　19:45～20:00
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『いわてみんなのうた』　G・E
 4.30～ 6.29／E　月～金　15:35～15:40

G　　土　　13:50～13:55
『ふるさとに向ひて…』　G

 4.11～ 7. 1／水　22:45～22:50
　土　12:40～12:45
日　 5:45～ 5:50

　第 1回　　生い立ち編・渋民  4.11
　第 2回　　漂泊編・釧路  4.25
　第 3回　　望郷編・盛岡駅  5. 5
　第 4回　　成長編・盛岡城  5. 9
　第 5回　　成長編・高田松原  5.16
　第 6回　　望郷編・渋民  5.23
　第 7回　　漂泊編・函館  6. 2
　第 8回　　漂泊編・小樽  6. 6
　第 9回　　終焉編・上野駅  6.13
　第10回　　終焉編・浅草等光寺  6.27
『第2回いわて復幸会議』　G

 6. 1／20:00～20:43
『シリーズいわて』　G　新
　「だから今、野球がしたい」

 7. 6／19:30～19:55
　「釜石最後の芸者、育む絆」

11. 2／19:30～19:55
『ストップ・ザ・交通事故2012』　R1

 9.20／15:05～16:00
『おばんですいわて～ニュースハイライト』　G

12.28／18:10～19:00
『おばんですいわて～震災から2年』　G

 3.11／18:00～19:00
〔福島局〕
『NHKアーカイブス～新日本紀行が見つめた福
島・浪江～完全版』　G  5. 1／ 8:15～ 9:50
『NHKアーカイブス～相馬野馬追～復興を願う
騎馬武者たち～特別編』　G

 9. 1／10:05～11:19
『NHKのど自慢・予選会～いわき市』（前後編）
　G  9.14，21／ 0:25～ 1:45
『届け！福島の声～はまなかあいづ2012』
　G 12.28／17:57～19:00
〔青森局〕
『お国ことばで川柳 なもあんだも』　G

19:30～19:55
　お題「け」「噂」  6. 1
　お題「水」「はで・へで」  7. 6
　お題「あべ・あばさい・よむ」 10. 5
　お題「はける」「星」  1.11

『あっぷるワイドPlus』　G　新 19:30～19:55
　「地域防災力を高めるために」 6.15
　「プレミアム特産品を生み出せ」  9. 7
　「子どもたちの考える力を育てる」 11. 9
『第6回津軽三味線日本一決定戦』　G

6. 9／10:05～11:20
『青森の祭2012』　G 8.25／15:00～17:00
『NHKが伝えた青森』　G

 1.11／20:00～20:33
 1.12／10:30～11:03
 1.19／10:30～11:00
 1.26／10:30～11:02

『FM版あっぷるワイド～弘前キャンパススペシ
ャル』　FM  4. 7／14:00～16:00

『十和田湖七夕物語』　FM
 7. 7／14:00～16:00

『100%あおもり豊
ほう

饒
じょう

ラジオ』　R1
10.13／13:05～16:00

『あおもり防災ラジオ』　R1
 2.23／13:05～15:00

〔各局共通〕
『第79回　NHK全国学校音楽コンクール』
　「宮城県」 E　 9. 1／FM　 9. 2
　「秋田県」 FM　 9. 1
　「山形県」 E　 8.25／FM　 9. 1
　「岩手県」 E　 9.15／FM　 9. 1
　「福島県」 E　 9.22，28
　「青森県」 E　 8.25／FM　 9. 1
　「東北ブロック」 E　 9.29～30／FM　 9.29

3．スポーツ中継（地域放送）

 ＊ブロックと記した以外は県域
〔高校野球〕
第94回全国高等学校野球選手権　地区大会
　宮城県　  4 回戦 FM　 7.18～19

準々決勝 G・E・R1・FM　 7.20
準決勝 G・E・R1　 7.22
決勝 G・R1　 7.23

　秋田県　 3回戦～準々決勝
 R1・FM　 7.19～21

準決勝 G・E・R1・FM　 7.23
決勝 E・FM　 7.24

　山形県　 3回戦～準々決勝
 R1・FM　 7.19～22

準決勝 E・FM　 7.24
決勝 E・FM　 7.25

　岩手県　 3回戦～準々決勝
 R1・FM　 7.11，13～14，17～18
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準決勝 E・FM　 7.19
決勝 E・R1　 7.26

　福島県　 3回戦～準々決勝
 R1・FM　 7.21，23～24

準決勝 G・E・R1　 7.26
決勝 E・FM　 7.28

　青森県　 3回戦～準々決勝
 R1・FM　 7.19
 R1　 7.20～22

準決勝 G・R1　 7.23
決勝 G・R1　 7.26

第65回秋季東北地区高等学校野球
◇地区大会（準決勝， 3位決定戦・決勝）
宮城 R1　 9.23～25
秋田 R1・FM　 9.22～23
山形 R1　 9.22～23
岩手 R1　 9.22～23
福島 R1　 9.24～25
青森 R1　 9.22／R1・FM　 9.23
◇東北大会（ブロック）
1～ 2回戦 R1　10. 5～ 6
準々決勝 R1　10. 7
準決勝 R1　10. 8
決勝 R1　10. 9
〔その他のスポーツ〕
NHK杯東北高校ラグビー選手権・決勝
　「秋田工」対「青森北」（ブロック） G　 6.17
NHK杯東北高校サッカー選手権・決勝
　「東北」対「盛岡商」（ブロック） E　 6.18
NHK杯東北高校バスケットボール選手権・決勝
　「能代工」対「明成」（ブロック） E　 6.24
第92回天皇杯サッカー各県代表決定戦
　宮城県代表決定戦（仙台）
　「ソニー仙台」対「仙台大学」 G　 8.26
　秋田県代表決定戦（秋田）　　　　　　　　　
　「 ブラウブリッツ秋田」対「秋田F.Cカンビア
ーレ」 G　 8.26

　山形県代表決定戦（山形）
　「日大山形」対「羽黒」 G　 8.26
　岩手県代表決定戦（盛岡）
　「 グルージャ盛岡」対「富士大学体育会サッカ
ー部」 G　 8.26

　福島県代表決定戦（福島）
　「 福島ユナイテッド」対「JFAアカデミー福
島」 G　 8.26

　青森県代表決定戦（青森）
　「八戸大」対「ヴァンラーレ八戸FC」
 G　 8.26

　第92回天皇杯サッカー・四回戦（福島）
　「ジェフ千葉」対「福島ユナイテッド」
 G　 12.15

プロ野球
（東北ブロック）
　「楽天イーグルス」
　　対「オリックス」 R1　 4.26
　　対「日本ハム」 G　 4.30
　　対「ソフトバンク」 G　 5. 4
　　対「西武」 R1　 5.10
　　対「広島」 R1　 5.17
　　対「中日」 R1　 5.23
　　対「広島」 R1　 6. 3
　　対「ヤクルト」 R1　 6.14
　　対「ソフトバンク」 G　 6.29
　　対「ソフトバンク」 G　 7. 1
　　対「日本ハム」 G　 7.13
　　対「オリックス」 G　 8.31
　　対「西武」 G　 9. 7
　　対「ソフトバンク」 G　 9.21
　　対「西武」 R1　10. 4
　　対「ソフトバンク」※開幕戦 G　 3.29

Jリーグ
（県域）
　「ベガルタ仙台」（仙台）
　　対「ジュビロ磐田」 G　 4. 7
　　対「清水エスパルス」 G　 5. 6
　　対「ヴァンフォーレ甲府」※開幕スペシャル
 G　 3. 2
　「モンテディオ山形」J2（山形）
　　対「ギラヴァンツ北九州」 G　 4.22
　　対「ギラヴァンツ北九州」 G　10.21
　　対「ジェフユナイテッド千葉」 G　10.28
　　対「ファジアーノ岡山」 G　11.11
サッカーJFL
　「福島ユナイテッド」対「横河武蔵野」（福島）
 G　 3.17
チャレンジリーグ
　「 ベガルタ仙台レディース」対「日本体育大女

子」 （ブロック）G　11. 4
バスケットボール　bjリーグ
　「 秋田ノーザンハピネッツ」対「東京サンレー

ヴス」（秋田） G　 11. 3
　「秋田ノーザンハピネッツ」対「仙台89ERS」
 （仙台，秋田）G　 2.17
女子ジャンプワールドカップ蔵王大会
 （ブロック）G　 2.10
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Ⅱ．技術

1．  公共放送の機能強化に向けた設備整備の
推進

　大規模災害時の長時間停電や燃料供給の停滞に
備えるため，放送会館（青森）や放送所（信夫丘
R），中継局（横手R等 6局）などの燃料タンク増
量や，BF局の発電機化（田子R）整備を行った。
併せて，テレビ親局の非常用プログラム回線機器
やNHK共聴の緊急対応用放送機材（各局）の整
備とともに，老朽化したロボットカメラ（松島等
7か所）やFPU基地局（国見等 5か所）を更新
した。
　また，新たに開発した自然エネルギーロボット
カメラを宮城県亘理町に設置し，今後の全国展開
に向けて検証と機能改善を行った。

2．報道対応と放送の安定確保

　生活情報送出訓練や，定期的に実施している地
震一報送出訓練に積極的に参画するとともに，円
滑な運用に向けた設備面の改善に取り組むなどし
て緊急報道に備えた。また，12月の衆議院選挙に
際しても，政見経歴放送，関連取材等での域内局
支援，多数の事務所中継を行った開票速報など，
全体にわたって的確に取り組みミスなく対応する
ことができた。
　また，代替系切替手順の全国統一化を基にした，
運行バックアップ訓練や，個別テーマを設定して
の独自訓練を実施し，番組送出業務の習熟向上を
図った。これらの取り組みの結果，仙台局は12年
11月に無事故継続 7年を達成した。

3．地域放送サービスの充実

　ニューススタジオのセット更新や『てれまさむ
ね』の新演出である玄関前中継など，12年度新番
組にコンパクトな要員，機材で確実に対応した。
また，大震災から 2年目を迎えた12年度も，テレ
ソンや中継番組，ロケ番組など多種多様な番組の
制作に，全国支援を受けながら域内技術パワーを
結集して取り組み，被災地の現状と課題の発信に
努めた。
　一方で，プロ野球をはじめとするスポーツ中継
に継続して取り組み，NHK杯国際フィギュアス
ケート競技大会では，ハイスピードカメラやスパ
イダーカム，氷中マイク等を積極的に活用し国際
信号を含め多彩な映像音声表現を実現した。

　12年度に開始されたラジオのローカル定時番組
『ゴジだっちゃ！』では，キャラバン中継や公開
生放送など，リスナーとのネットワークを強化す
る取り組みとともに，新たな伝送手段の開発に当
たった。

4．  新たな難視対策と安定したネットワーク
の確立

　12年度は新たな難視世帯への対策として，送信
対策，共聴対策，アンテナ対策などで約 3 万
3,000世帯の恒久対策を実施した。また，域内で
5局の中継局を建設し，域内のデジタル放送所は
305局となった。
　NHK共聴17施設で光化による大規模改修工事
を実施し，受信環境インフラの安定化を促進した。
また，秋田親局をはじめ域内で18局のリパック
（チャンネル変更）を実施し，周波数再編・デジ
タル混信対策を推進した。
　東日本大震災で被災したNHK共聴施設を，太
陽光発電と23GHzの無線伝送設備を用いて復旧さ
せた。また，高台移転先での受信環境確保のため
の，NHKの支援スキームを作成するなど，地域
の復興へ向けて取り組んだ。

Ⅲ.視聴者

1．イベント事業

（1）復興支援イベントの実施
　被災地に元気を届け，復興の力になる放送イベ
ントを東北全体で計251回実施した。
①北からの “ありがとう” モザイクアート
　国内外から寄せられた支援に対して感謝の思い
を届けようと，一般から写真を募集しモザイクア
ートを作成。集まった 1万840枚の写真を組み合
わせ 6 m× 3 mの巨大な幕にして，11月23日から
25日まで被災地・宮城県で開催された「NHK杯
フィギュア」の会場に展示したほか，特殊技術で
アイスリンクに投影し“ありがとうスケーティン
グ”を実施し，東北からの感謝のメッセージを全
国・全世界に発信した。また， 3月 9日と10日に
東京で開かれた「ふるさとの食にっぽんの食全国
フェスティバル」でも展示した。
②明日へ～絵がつなぐ私のふるさと
　東日本大震災から 1年が過ぎた今だからこそ見
えてくるふるさとの姿を，自由に絵に描いてもら
い募集した。東北を中心に全国11都県から265点
の応募があり， 3人の選者で67点を選考した。応
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募作品の中からエピソードを基に取材を行い，ド
キュメンタリー番組を制作し 1月に『東北Z』で
放送した。放送後，東京，大阪，仙台，福島で 6
回にわたり作品展を開催し， 2万7,750人が来場
した。
③番組と一体となったイベント展開
　復興に向けた思いを伝える「あなたが主役50ボ
イス」（9.6，気仙沼市），復興支援ソング「花は
咲く」を参加者全員で歌い上げる「花は咲くコン
サート」（10.17，登米市），東北に元気を届ける『北
国のコンサート』（2.7，仙台市），さまざまな番
組を一堂で実施した「公開復興サポート 明

あした

日へ 
in 東北大学」（2.11，仙台市），など数多くの番組
を公開実施し，復興への思いを伝えた。
④公開番組の実施など
　津波で大きな被害を受けた沿岸部や，原発事故
による影響が続く福島県などで公開番組を71本実
施したほか，11年に引き続き被災地応援イベント
キャラバンを被災県を中心に青森，山形でも実施
し， 2年間で178公演 2万4,590人が参加した。
（2）コンクール等
①第79回NHK全国学校音楽コンクール
　各県コンクールと東北ブロックコンクール（名
取市9.8～9）を実施。東北各県から小学校209校，
中学校233校，高等学校39校が参加。東北代表に
岩手大学教育学部附属小学校，会津若松市立第四
中学校，郡山市立郡山第二中学校，福島県立橘高
等学校が選ばれた。
②第59回NHK杯全国放送コンテスト
　 6月に各県大会を開催。アナウンス，朗読ドキ
ュメント（テレビ・ラジオ），創作ドラマ（テレビ・
ラジオ）の 6部門に東北各県から147校が参加。
③第29回NHK杯中学校放送コンテスト
　 7月に各県大会を開催。アナウンス，朗読，テ
レビ番組，ラジオ番組の 4部門に東北各県から56
校が参加。
④アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコン
テスト2012
　11年度に予定していた福島県での開催が東日本
大震災の影響で見合わされ，12年度に改めて開催
した（10.28，いわき市）。優勝した一関工業高等
専門学校Bチームと，審査員から推薦された仙台
高専（広瀬）Aチーム，仙台高専（名取）Aチー
ムが全国大会にエントリーされた。

2．営　業

　12年度は，受信料の値下げと「 3年間で支払率
3ポイント向上」「収納率 3年後97%」の目標を

掲げた 3か年経営計画の初年度であった。
　東北ブロックでは，12年度のみならず13年度以
降も視野に入れた戦略的な体制構築への取り組み
を最重要課題としてスタートを切った。
　地域スタッフの少数精鋭化に向けた指導を徹底
しながら，法人委託の積極的な開発と導入に向け
た取り組みを進めた。また，職員による事業所対
策を計画的かつ精力的に進めるとともに，業績の
確保に最大限こだわった活動も進めた。さらに，
東日本大震災で延期していた被災県の民事対策の
再開や仮設住宅対策についても本格的に力を入れ
て実施した。
　その結果，12年度の営業諸目標は東北ブロック
全局が全ての営業目標を達成し，12年度末の東北
地方の放送受信契約数は309万7,349件，衛星契約
は145万3,210件となり，11年度末比，放送受信契
約数は 3万1,605件の増加となった。また，営業
収納額については受信料の値下げにも関わらず対
前年比20億836万円の増収を確保した。

3．広　報

（1）視聴者との結び付きを強化する活動
　東北各局では，公開番組・イベント実施の機会
をとらえて「ふれあいミーティング」を実施し，
NHKへの理解促進・視聴者意向の把握に努めた。
（仙台局： 6月，石巻市『民謡をたずねて』，秋
田局： 5月，鹿角市『NHKのど自慢』，山形局：
11月，長井市『真打ち競演』，盛岡局： 4月，大
槌町「よみがえれひょっこりひょうたん島」，福
島局： 6月，郡山市『BS日本のうた』，青森局：
7月，平川市『ふるさと自慢うた自慢』）
　また，会館公開イベントを秋田局（ 8・11月），
山形局（11月），盛岡局（ 9月），福島局（ 7・10
月），青森局（10月）で実施し，視聴者とのふれ
あいを深めた。
（2）番組広報
　福島局では，13年『大河ドラマ』「八重の桜」
の番組広報活動として「ロケ記者取材」（ 9月，
会津若松市），「番組パネル展」（12月，東京ほか），
「関係者向け先行上映会」（12月，福島市），「ト
ークショー」（ 1月，福島市ほか），「スーパーハ
イビジョン八重の桜メイキング上映」（ 1～ 3月，
福島市，郡山市），「福島の桜フォトコンテスト巡
回展」（福島県内，東京）等多面的な展開を図った。
　盛岡局では，『連続テレビ小説』「あまちゃん」
の番組広報活動として「盛岡さんさ踊り会場での
PR山車」（ 8月，盛岡市），「ロケクランクイン取
材会」（11月，久慈市），「関係者向け先行上映会」
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（ 3 月，久慈市），「ロケ使用潜水器具展示」（ 3月，
久慈市），「盛岡版番組ポスター製作」等積極的な
展開を図った。
　また，「大曲全国花火競技会パブリックビュー
イング」（ 8月，秋田局），「独自キャラクターけ
ろ班長をツールにした広報展開」（山形局），「中
高生から20代向けフリーペーパーとのタイアップ
広報展開」（青森局）と各局で特色ある活動を展
開した。
（3）ロンドンオリンピック放送広報
　 7月から 8月に開催されたロンドンオリンピッ
クの広報活動として，各局とも「のぼり・懸垂幕
等掲出」「チラシ配布，うちわ配布」「電器店，ス
ポーツ店での広報ツール配布・掲出」を県内で行
った。仙台局では「楽天イーグルスホームゲーム
でのNHKブース出店広報活動」（ 7月，仙台市）
等のPR活動を実施した。福島局では350インチの
大画面による「スーパーハイビジョンパブリック
ビューイング」を実施した。

関東甲信越
◇ 5月22日，東京・墨田区に建設された高さ634
メートルの世界一高いタワー「東京スカイツリ
ー」が開業した。地上デジタル放送に対応した
電波塔として建設されたこのタワーには，高さ
350メートルと450メートルのところに展望台が
設けられ，東京の新たな観光名所となった。
◇ 6月15日，地下鉄サリン事件など，オウム真理
教の一連の事件で特別手配されていた最後の一
人，高橋克也元信者が東京・大田区内の漫画喫
茶から出てきたところを捜査員に確保され，殺
人などの疑いで逮捕された。17年間に及ぶ逃亡
生活の末の逮捕だった。その後，高橋元信者は，
目黒公証役場事務長の監禁致死事件など 4つの
罪で起訴された。これらの起訴によって，17年
以上に及んだオウム真理教に対する捜査は終結
した。
◇ 7月 5日，東京・上野動物園のメスのジャイア
ントパンダのシンシンが赤ちゃんを出産した。
上野動物園のパンダの赤ちゃんの誕生は24年ぶ
り，自然交配による 2世誕生は初めてであり，
その後の成長に大きな期待がかけられたが， 6
日後，肺炎のために死んだ。
◇国の重要文化財に指定されているJR東京駅の
丸の内駅舎は，約100年前の駅舎の姿に復元す
る 5年にわたる工事が終わり，10月 1 日，リニ
ューアルオープンした。丸の内駅舎は，太平洋
戦争末期の空襲で焼失したドーム型の屋根が復
活するなど，1914（大正 3）年に建設された当
時の姿がよみがえった。
◇1997年に東京電力の女性社員が東京・渋谷区内
で殺害された事件の再審で，11月 7 日，東京高
等裁判所は，「犯人はDNA鑑定で新たに明らか
になった別の男の可能性が高い」と指摘し，無
期懲役が確定していたネパール人のゴビンダ・
プラサド・マイナリさんに無罪を言い渡した。
東京高等検察庁が上告をしない手続きを取り，
逮捕以来15年間身柄を拘束されたマイナリさん
の無罪が確定した。死刑か無期懲役が確定した
後に再審によって無罪となったのは，戦後発生
した事件では 8件目となった。
◇東京都の石原慎太郎知事が国政復帰を目指して
10月に辞職し，12月16日，都知事選挙の投票が
衆議院議員選挙とともに行われ，前東京都副知
事の猪瀬直樹氏が過去最も多い430万票余りを
獲得して，初めて当選した。



第２部　NHK｜第５章　地域放送局  ｜関東甲信越

379 NHK年鑑’13

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

　約4,800万人が暮らす関東甲信越地域において，
東京の本部と 9県の各放送局が取材・制作した番
組・ニュースを発信，各時間帯で多様な情報を提
供している。
　12年度は，特に防災や医療に関して，全国向け
番組を数多く放送した。
　 4月，東京都が首都直下地震の新たな被害想定
を公表した翌日，『クローズアップ現代』「首都直
下　震度 7の衝撃～どう命を守るか」（4.19）を
放送。最悪の場合，東京全体で約9,700人の死者，
15万人近い負傷者という想定を踏まえ，自分たち
の命をどのように守っていくのか，具体的な対策
などを紹介した。
　終末期医療の現状に関して，患者本人の意思を
確認できない中で，医師や看護師は患者の人生や
家族の願いにどう寄り添えばいいのか，患者の腹
に穴を開け，胃に直接栄養を流し込む胃ろうの在
り方に悩む家族や，模索を続ける医療現場を取材
し，『クローズアップ現代』「人生の最期 どう迎
える？～岐路に立つ延命医療」（5.17）を放送し
た。
　 6組に 1組の夫婦が不妊の悩みを抱え，体外受
精の実施数，不妊治療のクリニック数ともに世界
最多という日本の不妊社会の実態を『NHKスペ
シャル』「産みたいのに産めない～卵子老化の衝
撃」（6.23）で放送した。番組では，不妊治療を
行う全国の医療機関と不妊治療経験者8,000人へ
の大規模アンケートを実施，女性の社会進出が進
む中，30代後半になると妊娠しづらくなる「卵子
の老化」を知らずに，出産適齢期を逃してしまう
女性が多数いること，不妊の原因の半数は実は男
性側にあることなど，知られざる現実を明らかに
した。これまで，日本では個人の問題と捉えられ
てきた不妊が，男女を問わず社会全体で向き合わ
なければ解決できない問題であることを指摘し，
放送後，20～40代の女性を中心に多くの反響を得
た。
　この不妊についての取材を継続し，不妊に悩む
女性の中で，海外に渡り，第三者から卵子の提供
を受ける人が急増している実態と，卵子提供によ
る出産のリスクや課題を『クローズアップ現代』
「急増　卵子提供」（1.10）で放送した。
　また，日本のがん医療の実態についても多角的

な取材をして，『NHKスペシャル』「今ふたたび
日本のがん医療を問う」（6.30）を放送。がん対
策基本法の施行から 5年が経過した今も，取り残
される患者が多数いる実態を伝え，がん医療のさ
まざまな課題とどう向き合っていくべきか，専門
家や患者とともに考えた。
　超高齢社会を迎え，独居の高齢者が500万人を
突破した中で，住まいを追われ，人生の最後の場
所を求めて漂流する高齢者の深刻な実態を取材
し，『NHKスペシャル』「終

つい

の住
すみか

処はどこに～老
人漂流社会」（1.20）を放送した。誰もがひと事
とは言えない老後の現実を描いたこの番組に対し
て，視聴者から多数の反響が寄せられた。
　一方，12年度は，東京の首都圏放送センターと
関東甲信越の 9つの放送局が連携して取材・制作
する「プロジェクト2030」を企画し，継続的に放
送した。人口減少，高齢化，単身世帯化などが深
刻になる2030年を見据え，希望ある未来を迎える
ために，今，何をすべきかを視聴者とともに考え
るキャンペーン放送である。夕方の『首都圏ネッ
トワーク』や朝の『おはよう日本（関東甲信越向
け放送枠）』などで，2030年に社会の中核を担う
現在の若者たちが直面する就労の難しさや社会か
らの孤立などの現実，超少子高齢社会の進展によ
るコミュニティー崩壊の危機や高齢者の生活困窮
など，多様なテーマで放送し，特集番組として『首
都圏スペシャル』でも 2回にわたって放送した。
◇長野局では，関係局とも連携し，9月に『NHK
スペシャル』「激走！日本アルプス大縦断」を
放送するなど地域の魅力を全国に発信し続け
た。震度 6強の地震から丸 2年となった栄村の
現状と課題を中継も交えて伝えるとともに，相
次いだ台風通過や記録的な豪雨などに対して減
災に向けて注意喚起の放送を分厚く展開した。

◇新潟局では，過去の大きな地震や水害，11年度
に相次いだ豪雨や豪雪などの時期に合わせて防
災企画を集中的に放送し，注意喚起に努めた。

　また，『徹底討論　どうする原発再稼働』（ 5月）
や『私たちの“震災 2年”』（ 3月）などの特集
番組で地域の課題を掘り下げた。

◇甲府局では，中央自動車道笹子トンネル天井板
崩落事故のニュースや，事故で明るみになった
インフラ老朽化の検証番組を放送した。また，
富士山の世界文化遺産登録に向けた動きや富士
山の魅力を伝える番組を手厚く放送した。

◇横浜局では，「日揮」社員などがアルジェリア
で標的となった人質事件で，本社（横浜）に入
ってくる情報を中継等で伝えるとともに，東京
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と連携し『NHKスペシャル』「なぜ日本人が
…」（ 2月）を制作した。また，世界文化遺産
登録がかかる「鎌倉」の話題を，歴史，中継，
紀行番組と角度を変えて全国に伝えた。
◇前橋局では， 4月に県域テレビ放送を開始し，
記念番組『ぐんまふるさとテレビ誕生祭』を 4
時間余りにわたって放送した。大型連休に関越
道で 7人が死亡したバス事故では，県域で初め
て速報スーパーし，特設ニュースで伝えた。
◇水戸局では，開局70年を記念して茨城県の知ら
れざる魅力を紹介する双方向クイズ番組や 5日
間に及ぶ「610キャラバン」を実施。震災復興
の応援ソング『茨城のうた』の 5分番組の継続
的な編成や震災特番への参加など被災地支援に
努めた。
◇千葉局では衆院選・県知事選で他社に先駆けて
正確迅速な当確を伝え，声価を高めた。また，
県域テレビ波が無い分，積極的なデジタルサー
ビスに取り組み，ツイッターやブログを災害時
や選挙でも情報発信に活用した。ワンセグ 2の
ゆるキャラ図鑑，ユーチューブへの動画公開に
も取り組んだ。
◇宇都宮局では， 4月から県内向けのテレビ放送
を開始。ニュース，東日本大震災からの復興の
動き，スポーツなどを積極的に取り上げて放送。
J2のサッカー中継や独自の番組も放送した。
◇さいたま局では，東日本大震災の原発事故で役
場ごと埼玉に避難している福島県双葉町の住民
の厳しい現状を伝えた。鉄道路線が多い埼玉の
魅力を鉄道を通して再発見するキャンペーン
「てったま！」を実施し，年間を通して放送や
ウェブ，イベントを展開した。
〔長野局〕
　地域で暮らす人々の生命と財産を守る防災・減
災報道を柱に位置づけて，その充実と強化に取り
組んだ。
　また，白馬岳遭難事故の検証，食害が拡大する
鹿との共存に向けた課題，急増する除雪事故の実
態など地域の課題を掘り下げた番組を発信。J2に
昇格して 2年目の「松本山雅FC」など県内のス
ポーツチームの活躍をニュースで伝えつつ，中継
でも放送した。データ放送を使って視聴者に参加
してもらう双方向のスペシャル番組を放送し，デ
ジタル放送ならではの特性を生かした番組開発に
取り組んだ。『ひるとくテレビ　プラザN』は，
県内を拠点に活動する人たちのミニコンサートや
地元の人が出演して直接，地域の情報を発信する
コーナーを会館 1階ロビーから生放送。夕方のニ

ュース番組『イブニング信州』は， 1日のニュー
スを掘り下げたリポートや記者解説，カメラマン
企画を伝え，関心の高い問題についてはシリーズ
で厚く放送し，年間の平均視聴率は14.9％でよく
見られた。『知るしん。』は信州の今にこだわり，
県内の課題を掘り下げる特集と県内各地をキャス
ターが訪ねるコーナーで構成。年16本の平均視聴
率は14.6％で高い支持を得た。
〔新潟局〕
　12年度の新潟県は，11年度に比べて災害は少な
かったが，地震・水害・豪雪など過去に災害に見
舞われた時期を中心に，「防災」「減災」につなが
る情報をさまざまな角度から取材し，『新潟ニュ
ース610』のニュース企画として集中的に放送し
た。柏崎刈羽原発の再稼働問題については， 5月
に『金よう夜　きらっと新潟』で73分の討論番組
を放送したほか，福島の原発事故で新潟県内に避
難している6,000人近くの人たちを対象にアンケ
ートを定期的に行い，被災者の暮らしや心情をニ
ュースや番組で丁寧に伝えた。
　38年ぶりに自然界で巣立ちをしたトキについて
は，ひなの誕生から巣立ちまでを密着取材。環境
省佐渡自然保護官事務所の舞台裏を含めて，迅速
にニュースと番組で地域と全国に伝えた。
　県民に人気の高いJ1リーグ「アルビレックス新
潟」の試合は， 5試合を生放送。『金よう夜　き
らっと新潟』での応援番組など，地域を代表する
スポーツチームの情報を詳しく取り上げた。
　国内のみならず海外でも評価の高い製品を生み
出す県内の中小企業を，『新潟ニュース610』で毎
月紹介して『金よう夜　きらっと新潟』にまとめ
たほか，“カワイイ”をテーマに新たな商品開発
に取り組む町工場の男たちの姿を，『ホリデー・
ドキュメンタリー』で全国に向けて放送した。
〔甲府局〕
　ニュース情報番組『まるごと山梨』では，笹子
トンネル天井板崩落事故で明らかになったインフ
ラ老朽化の問題や，富士山噴火に備えた対応や課
題を検証した。「ヴァンフォーレ甲府」の全試合
を伝えたほか，「がんばる甲州人」のコーナーで，
各分野で活躍する山梨県ゆかりの人物を紹介し
た。
　『金曜山梨』は，視聴者獲得のため放送開始を
午後 7時30分からに前倒しし，時間は25分にコン
パクト化した。富士山の噴火やインフラ老朽化を
検証した番組のほか，「ヴァンフォーレ甲府」の
J2優勝特番を双方向機能を使用して放送した。
　全国放送番組は，『小さな旅』が「いのち湧き
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出でて～山梨県・忍野村」「輝く岩峰～山梨県瑞
牆山」「印を刻む～山梨県市川三郷町六郷」の 3
本を制作。シリアで殺害された山本美香さんの活
動を追った『クローズアップ現代』「戦場の市民
を見つめて」，富士吉田市の若者群像を描いた『目
撃！日本列島』「フジヨシダグラフィティ」，NP
Oフードバンク山梨の活動を通して現代の貧困問
題を浮かび上がらせた『ハートネットTV』「シリ
ーズ貧困拡大社会～見過ごされた貧困」など多く
の全中番組を放送した。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『こんにちは　いっと6けん』　G

月～金　11:05～11:54
　第 1 回93.4.5／最終回13.3.21／関東ブロック／
関東地方 1都 6県の地域の話題や身近な生活情報
を放送した。月曜は 1都 6県すべての放送局から
地域の話題と 1週間のイベントなどの予定を紹
介。火曜は横浜・水戸局，水曜は千葉・宇都宮局，
木曜はさいたま・前橋局から地域に根ざしたリポ
ートを放送。東京からは月～水曜に文化・健康情
報などを伝える「ホットdeいっと」，木曜に地域
に元気を与える人たちを紹介する「笑顔見つけ
隊」，毎月第 1金曜に視聴者の投稿川柳を紹介す
る「きらり☆川柳」，金曜はこのほかに旬の魚・
野菜・花の情報を伝える「フレッシュいっと便」，
関東各地を訪ねる「ぶらり散歩日和」などの企画
も放送した。また，おいしい料理を手軽に作る方
法を紹介する「かんたんごはん」を月～金曜に放
送，視聴者の好評を得た。／キャスター：結城さ
とみアナ／首都圏放送センター
『ゆうどきネットワーク』　G

月～金　16:50～18:00
　第 1 回97.4.1／近畿地方を除く全国向け放送。
「生活者目線で旬の話題をとことん掘り下げる」
ことをテーマに，幅広い取材を行った。健康長寿
の秘けつを伝える「偉大なるお年寄り」，ふだん
は入れない現場を取材し社会的な課題を伝える
「密着！」などの新たな企画を12年度にスタート
させた。以前から放送していた全国の駅弁を訪ね
る「駅弁が食べた～い」や「番組マスコット・ニ
ャン太郎の旅」は番組独自の紀行企画として定
着，好評を得た。竜巻，豪雨などの際には防災情
報を機動的に取材，また，地域放送局とも連携し
て年間を通じて東日本大震災の被災地の現状を伝
え続けた。／キャスター：山本哲也・出田奈々ア
ナ／首都圏放送センター

『首都圏ネットワーク』　G
月～金　18:10～18:59

　第 1回97.4.1／関東ブロック（水戸局を除く）／
関東地方の視聴者に向けて，その日 1日の重要ニ
ュース，生活情報，気象情報などを幅広く伝える
ニュース情報番組。12年度は，大型連休中に発生
した 7人死亡の関越自動車道のバス事故や竜巻被
害をはじめ，首都圏のさまざまなニュースを発信
した。12年度は，各局の取材ネットワークと機動
力を生かして，その日に起きた視聴者の関心の高
いニュースを深く掘り下げる「ニュースアップ」
に力を入れた。また，猛暑や大雨など気象の変化
にも迅速に反応し，災害に備え事前に注意を呼び
かける減災報道にも力を入れた。さらに，東日本
大震災 2年を経た関東各地の被災地の現状や放射
能汚染への不安なども継続して取材・発信した。
生活者の視点で身近な疑問に応える「くらしなっ
とく」に加え，キャスターが関東各地の食の歴史
を探訪する「食べて探検」など，くつろいで見る
ことができるコーナーも充実させ，50分間の番組
を通してバラエティーに富んだ内容の放送を目指
した。／キャスター：村竹勝司・片山千恵子アナ／
首都圏放送センター
『特報首都圏』　G

金　19:30～19:55
再月　15:15～15:40

　第 1 回84.4.6／関東甲信越ブロック／視聴者の
関心の高いテーマを幅広く取り上げ，合わせて25
本の番組を放送した。がん患者の経済的負担の悩
みを取材した「いのちの薬が使えない」，急増す
る認知症患者が置かれた深刻な現実を取材した
「急増300万人～追い詰められる認知症高齢者」，
竹島問題で揺れる東京・新大久保をルポした「日
韓に揺れる街はいま」，深刻化する子供の貧困の
実態と打開策を取材した「チャイルド・プア」な
ど，全国的な関心事を積極的に取り上げた。また，
神奈川・逗子市で発生したストーカー殺人事件，
各地で頻発したクマの出没による被害，東京大空
襲などで戦争孤児となった人々の人生など，関東
甲信越地域のできごとから社会の深層を掘り下げ
る番組も放送した。ツイッターや番組ホームペー
ジを積極的に活用し，視聴者の声を番組で数多く
紹介した。／キャスター：斉藤孝信アナ／首都圏
放送センター
『首都圏スペシャル』　G

（最終）金　19:30～20:43
再（最終）土　10:05～11:18

　第 1回11.4.22／関東甲信越ブロック／首都圏の



第２部　NHK｜第５章　地域放送局  ｜関東甲信越

NHK年鑑’13 382

視聴者に向け，関心の高いテーマを深く掘り下げ
て伝える大型特集番組として年間10本放送した。
「あなたらしい老後と死は？無縁社会の中で」
「命の道を守れ～首都圏大地震に備えて」「プロ
ジェクト2030 わが街を守れますか～少子高齢社
会を生き抜く」など，防災や少子高齢社会の今後
などについて，識者の討論を交えた番組を放送し
た。また，「ぶっつけ本番！駅弁が食べた～い 大
型連休スペシャル」「登れなくても楽しめる！東
京スカイツリー」「夏山へGO！～達人と楽しむ日
本の名峰」「達人おすすめネオ鉄道旅へ出発進
行！」「特集小さな旅～ふるさとの歳月」など，
地域の暮らしを見つめる番組や趣味の世界の新た
な発見を家族で楽しめる番組も放送した。／首都
圏放送センター
『キッチンが走る！』　G

金　20:00～20:43
火　15:15～15:58

　第 1回10.10.1／キッチンを備えた車に料理人と
俳優・杉浦太陽が乗り込み，地元の人たちと触れ
合いながら，旬の食材を集め，究極のオリジナル
料理に挑戦する。／出演：杉浦太陽ほか／語り：
高橋克実／コンテンツ開発センター，NEP
『首都圏ニュース845』　G

月～金　20:45～21:00
　第 1回96.4.1／関東ブロック（水戸局を除く）／
帰宅したサラリーマン層も意識して，政治経済を
含む首都圏のその日の主なニュースや話題を放
送。各地の動きがコンパクトに分かるニュース，
あすの気象情報のポイントが分かるニュース番組
として視聴者から支持を得ている。／キャスター：
守本奈実・久保田祐佳アナ／首都圏放送センター
〔長野局〕
『ひるとくテレビ　プラザN』　G

月～木　11:40～12:00
金　　11:30～12:00

　地域の生活情報を会館ロビーから公開生放送。
12年度は信州ゆかりのアーティストやミュージシ
ャンが出演したほか，暮らしのヒントや市場情報
を放送し，地元の人が地域情報を発信するコーナ
ーには 1年間で26市町村の関係者が出演して，地
域の魅力やイベント情報を伝えた。
『イブニング信州』　G 月～金　18:10～19:00
　県内各地で起きた災害や事件・事故，自治体の
政策，それに街ネタなど，幅広い分野のニュース
や話題を伝えた。特に震度 6強の地震に襲われた
栄村については被災者に寄り添った取材を継続
し，地震から 2年となる 3月12日には現地から復

興の現状や課題を放送した。また，12月の衆院選
では，全選挙区の選挙戦や課題をリポートで伝え
たほか，複雑な制度を記者が分かりやすく解説す
るコーナーも設けた。さらに，スポーツコーナー
「スポしん。」では，専門のキャスターを置き，
サッカーやバスケットボール，野球といったプロ
スポーツに加え，カーリングやスキーのような県
内で関心が高いウインタースポーツも詳しく伝え
た。
『知るしん。』　G 金　19:30～19:55
　金曜夜の『知るしん。』は午後 8時から 7時半
へ移設，従来のマガジンスタイルから， 1テーマ
を深く掘り下げる形へとリニューアルした。白馬
岳遭難事故の検証や，被災地の栄村で復活した秋
の絵手紙列車，技能五輪に挑んだ若者など，信州
のさまざまな話題を詳しく伝えた。
『信州845』　G 月～金　20:45～21:00
　信州の 1日が分かる地域最終ニュース番組。
『もぎたて信州朝いちばん』　R1

月～金　 7:40～ 8:00
　ニュース・気象情報のほか，地域の話題を電話
で伝えてもらう情報番組。
『ニュース』　R1 月～金　19:45～20:00
　長野県の 1日をコンパクトに伝えるローカル最
終ニュース。
〔新潟局〕
『お昼はじょんのび　くらし情報便』　G

月～金　11:40～12:00
　くらしの安全・健康・趣味・教養などの情報を
スタジオ生インタビューで紹介したほか，展覧会
や祭りなどイベントのお知らせ，青果・鮮魚・花
の市場情報など，暮らしに密着した情報を伝えた。
『新潟ニュース610』　G

月～金　18:10～19:00
　県内のニュースや動きを記者リポートや記者解
説，中継などを交えて多角的に伝えた。インタビ
ュー，スポーツ，旅，ケーブルテレビ便りなどの
企画コーナーのほか，原発事故からの避難者に福
島のニュースを伝える「福島ふるさとニュース」
を継続。防災企画は時機を見て，シリーズを組ん
で放送した。
『金よう夜　きらっと新潟』　G

金　19:30～19:55
再火　11:05～11:30

　震災がれきの受け入れ問題や医師不足の課題な
どを取材した報道番組，県内で活躍する人物にス
ポットを当てたドキュメンタリー，新潟の豊かな
自然・文化を伝える紀行番組など幅広いテーマの
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番組を制作した。
『新潟ニュース845』　G

月～金　20:45～21:00
　県内の 1日のニュースをコンパクトに伝えた。
『新潟ラジオセンター』　R1

月～金　 7:40～ 8:00
　新潟の各分野で活躍する人が語る「朝の随想」
や「防災メモ」のほか，気象情報，交通情報を伝
えた。
『新潟・きょうの1日』　R1

月～金　19:45～20:00
　県内の 1日をまとめたニュースや気象情報のほ
か，地震や水害への備えを呼びかける「防災メ
モ」を伝えた。
〔甲府局〕
『かいなび』　新　G 月～金　11:35～12:00
　第 1 回12.4.2／サブタイトルは「甲斐の国・生
活ナビゲーション」。11年度から放送時間を 5分
拡大し，タイトルやコーナーを大幅改編した。曜
日ごとのコーナー，イベントPR，お知らせなど
で構成している。
『まるごと山梨』　G 月～金　18:10～19:00
　きょう 1日の山梨の動きが“まるごと”分かる
をコンセプトにしたニュース情報番組。日々のニ
ュースや「山梨EYE」「がんばる甲州人」「マン
デーヴァンフォーレ」など，コーナーの充実を図
った。
『ニュース山梨845』　G 月～金　20:45～21:00
　山梨県内の 1日のニュースや気象情報をコンパ
クトに伝えた。
『金曜山梨』　G 金　19:30～19:55
　放送開始から 7年を経過。テーマの方向性を定
め，噴火の懸念や世界文化遺産登録で話題の富士
山や，12月に発生した笹子トンネル天井板崩落事
故など，視聴者の関心が高く，暮らしに密着した
話題を放送した。甲府局制作の番組として初めて
双方向機能を使用したほか，ニュースとの連動も
行った。合計15本制作。
〔横浜局〕
『FMサウンド☆クルーズ』　FM

月～金　18:00～19:00
　神奈川ゆかりのゲストのトーク，ジャズ・クラ
シック・ポップスの音楽紹介，そして県内の鉄道
沿線からの中継なども交え，地域の文化，魅力を
伝えるとともに，子育て支援情報など暮らしに役
立つ情報も発信。毎月第 4水曜には放送会館から
ジャズライブの生中継を届けた。
〔前橋局〕

『ほっとぐんま640』　新　G
月～金　18:40～19:00

　第 1 回12.4.2／県内のニュースを中心に，身近
な情報をきめ細かく伝える，生活に役立つニュー
ス情報番組。“好きです。群馬”をキャッチフレ
ーズに群馬の魅力を発掘・再発見し，「群馬ブラ
ンド」の魅力を伝えた。
『ぐんま土曜広場』　FM

（随時）土　14:00～16:00
　ジャズの調べとともに，寄せられたリクエスト
やメッセージを紹介する「ぐんまリクエストカフ
ェ」（4.28，6.30，9.29，11.24，1.26，3.16），群馬
交響楽団の定期演奏会「群響アワー」（6.2，
11.10，3.2）のほか，伊香保と草津で行われた「ふ
れあい歌謡ステージ」（7.14，8.25）を放送した。
〔水戸局〕
『とれたて　ワイド　いばらき』　G

月～金　11:30～12:00
　第 1 回09.4.2／料理や健康など暮らしに役立つ
生活情報に，リポートや中継をふんだんに交えて
伝える地域応援番組。ロビースタジオで公開生放
送，学校単位で見学に訪れる小学生たちの学校自
慢などを生き生きと伝えた。
『ニュースワイド茨城』　G

月～金　18:10～18:59
　第 1回09.3.30／その日の茨城県のニュースを中
心に，徹底した取材と多角的な視点で背景や原因
を追求するとともに，問題点や解決策を探ってい
くニュース情報番組。今も残る大震災の課題や国
内最大規模の竜巻災害から，茨城の魅力的な場所，
人，食べ物を紹介する企画まで，きめ細かく地域
情報を発信した。
『茨城ニュース845』　G

月～金　20:45～21:00
　第 1回04.10.1／茨城県のその日の出来事を，気
象情報と合わせてコンパクトに伝えた。
〔千葉局〕
『ひるどき情報ちば』　FM

月～金　11:00～12:00
　音楽とともに暮らしに役立つ情報や県内のさま
ざまな分野で活躍する人へのインタビューを伝え
る番組。毎日60分の放送とした。月曜は食，火曜
は暮らし・健康，水曜はイベント，木曜は観光，
金曜は郷土について学ぶ「千葉を知る」と美術
館・博物館の各情報をニュース，交通情報，気象
予報士による気象情報とともに生放送した。
『チバ☆スタ・公開生放送』　FM

4.21， 5.19， 7. 7， 9.15，10.13，
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3. 2／土　14:00～16:00
　千葉局 1階ロビーで実施する公開生放送番組。
進行役にタレントのはなわさんを加え，毎回 2時
間にわたり，ひとつの自治体の魅力を紹介したり，
あるテーマでふだんの活動や自分の技を披露して
もらうなどした。毎回100人前後の視聴者が参加。  
2 月には千葉都市モノレール千葉駅のオープンス
ペースで公開収録も行った。
〔宇都宮局〕
『ときめきとちぎ』　新　G

金　11:30～12:00
　第 1 回12.4.6／アウトドアや健康など暮らしに
役立つさまざまな情報や，生活の中で発生する問
題への対処法など多彩な情報を伝える地域情報番
組。自宅でできる「健康体操」や自然豊かな栃木
県の散策の楽しみ方，トラブルに巻き込まれない
ための生活上の注意点など，毎週それぞれの専門
家をスタジオに招いて詳しく解説した。また，日
光東照宮で開催した「合唱・世界遺産」や栃木県
内各地で地域の皆さんとふれあった「イチゴイチ
エプロジェクト」の様子など，宇都宮放送局主催
イベントのもようも紹介した。
『とちぎ640』　新　G

月～金　18:40～19:00
　第 1 回12.4.2／県内に在住する人をターゲット
にその日の出来事をとことん掘り下げ分かりやす
く伝えるニュース番組。毎週月・金曜の「スポー
ツ情報」ではサッカー「栃木SC」の動きをはじ
め県内のプロスポーツチームの話題を中心に取り
上げた。また，火曜の「とちぎ情報」ではきめ細
かな地域の話題や暮らしに直結する情報，水曜の
「マイビデオ」では視聴者から寄せられた映像を
紹介したほか，木曜日の「震災、それから」では
被災地の現状と課題についてシリーズで伝えた。
〔さいたま局〕
『日刊！さいたま～ず』　FM

月～木　18:00～18:50
　埼玉県を元気にするために，埼玉にゆかりのあ
るさまざまな人たちをゲストに迎え，生活の知恵
や埼玉を楽しむ方法などを伝えるとともに，思い
出の音楽などを伝えた。
『週刊☆サッカー王国』　FM

金　18:00～18:50
　「浦和レッズ」と「大宮アルディージャ」の前
節の分析と次節の展望を，聴取者からの投稿メー
ルとコメンテーターの解説を交えて伝えた。

（2）特集・特別番組
〔長野局〕
『信州の “長寿力”』　G 5.25／19:30～20:43
　厚労省が発表した都道府県別の「平均寿命」で
全国トップクラスとなった長野。長寿の源はどこ
にあるのか？　長年にわたる県の食生活改善の取
り組みや，ご長寿の生活習慣など，その秘密をさ
まざまな角度から取材した。
『撮るしん。スペシャル～写真で再発見！とって
おき信州』　G 12.7／19:30～20:43

　信州の美しい風景の投稿写真を長野局のホーム
ページで紹介している「撮るしん。」。この 1年に
寄せられた5,000枚の中から，生放送中に視聴者
の投票で12枚を選び，新年のカレンダーを制作し
た。
『温泉スペシャル』　G 2.15／19:30～20:43
　200か所を超える信州の温泉地。その 1つ 1 つ
に心温まる物語やエピソードがある。温泉だから
こそ生まれた人間ドラマの数々を紹介するととも
に，双方向システムを活用したクイズに視聴者に
も参加してもらった。
『NHK長野杯長野県小学生アルペン選手権大会』
　E  3. 9／12:00～15:00
　野沢温泉スキー場で，小学生363人が参加して
行われたアルペンスキー大会のうち， 5・ 6年生
の競技を録画で全て放送した。
〔新潟局〕
『金よう夜　きらっと新潟』（拡大版）
　「徹底討論　どうする原発再稼働」　G

 5.18／19:30～20:43
　柏崎刈羽原発が立地する新潟県で，運転再開の
前提となる安全性の問題，原発の運転停止が経済
や暮らしに与える影響について生放送で掘り下げ
た。専門家と市民の議論を柱に，ツイッターやメ
ールからの視聴者の声をリアルタイムで伝えた。
　「笑って描いて10周年！イラスト紀行スペシ
ャル」　G  1.25／19:32～20:45

　イラストレーター木原四郎さんを旅人に，県内
各地の人や風土の魅力を伝えてきた「イラスト紀
行」が放送10周年を迎えた。第 1回の放送で旅し
た新発田城からの生放送で過去の放送を振り返
り，かつて旅で出会った人との再会や，イラスト
制作の舞台裏も紹介した。
　「私たちの “震災 2年”」　G

 3. 8／19:30～20:43
　東日本大震災から 2年。原発事故や津波への備
え，福島からの避難者の抱える課題について，取
材VTRをスタジオゲストの専門家の意見ととも
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に放送した。視聴者の意見も広く募集して生放送
で伝えた。
『帰ってきた　FMリクエストアワー』　FM

 3.16／14:00～18:00
　ラジオを通して視聴者との結び付きを強めるた
め，メール・FAX・ハガキで「春・卒業」をテ
ーマにリクエスト曲を募集して生放送で送った。
〔甲府局〕
『NHK甲府放送局　新放送会館記念特別番組　
よってけし　新会館！』　G

 5.26／13:50～15:00ほか
『かいなび年末スペシャル』　G

12.27～28／11:05～11:54
『まるごと山梨　まるごと2012　年末ハイライ
ト』　G 12.28／18:00～19:00

〔横浜局〕
『ヨコハマから届けよう，ジャズの元気2012』
　FM  6. 2／14:00～18:00
　東日本大震災の被災地にジャズを通して元気を
届けようという多数のミュージシャンが放送会館
ロビーに集合しジャズライブを開催し，そのもよ
うを神奈川県および被災地の宮城・岩手・福島県
域に 4時間にわたり生中継した。また，後日，再
編集し年末年始特集として全国放送した。
『FMサウンド☆クルーズ～NHK横浜スペシャル
ジャズライブ』　FM 10. 6／14:00～18:00

　ジャズの町・横浜で毎年開催される大型ジャズ
イベント「横濱ジャズプロムナード」に合わせ，
2日間にわたって会館ロビーでNHK横浜放送局
主催のジャズライブを開催し，このうち 1日目の
もようを 4時間にわたり神奈川県域で生中継し
た。
〔前橋局〕
『ぐんまふるさとテレビ誕生祭』　G

 4. 7／10:05～11:30，15:05～17:30，
18:42～19:00

　群馬県域放送開始を記念した特集番組。群馬出
身の文化人やタレントを招いて公開収録し，クイ
ズやトークを通して群馬の魅力を紹介した。1970
年代の『新日本紀行』の再放送なども交え，テレ
ソン形式で 4時間余りにわたって放送し，県域テ
レビ放送のスタートを印象づけた。
『ロンドンオリンピックぐんま応援ガイド』　G

 7.25／20:45～21:00
　群馬県にゆかりのあるオリンピック代表選手と
その競技日程を紹介。日本人を父に持ち，桐生市
の高校で柔道を教えるフィリピン代表選手につい
てリポートで伝えた。

『ほっとぐんま640　年末スペシャル拡大版』　
G

12.28／18:10～19:00
　群馬県内の 1年のニュースハイライトを中心と
した特集番組。事件，事故やオリンピックなど注
目された出来事のほか，桐生市からの中継，番組
に寄せられた絵手紙をめぐるリポートなどを交え
て50分間にわたって放送した。
〔水戸局〕
『茨城スペシャル』　G
　「自宅からクイズ参加・茨城スゴイんですTV」

 4.27／19:30～20:45
　茨城の“スゴイ”を徹底調査しクイズ形式で紹
介。データ放送，パソコン，携帯端末から解答で
きる双方向サービスを使った視聴者参加型番組。
　「 マットから跳び立て～大子町・少女たちの挑

戦」  7. 6／20:00～20:43
　茨城県大子町で，レスリングに青春をかける 2
人の女子中学生が挑んだ全国大会。今後も続けて
いくか悩みながら戦う日々を追った。
　「 準・メルクル指揮　水戸室内管弦楽団演奏～

追悼・吉田秀和館長」
G（サブ） 7. 7／18:10～20:29

　病気療養中の小澤征爾に代わって準・メルクル
が水戸室内管弦楽団を指揮した。ピアニスト・児
玉桃も共演。番組では演奏会の中継のほか，急逝
した吉田秀和水戸芸術館館長を追悼する貴重な映
像もV構成で放送。曲目はワーグナー：ジークフ
リート牧歌，サン=サーンス：ピアノ協奏曲第 2
番，児玉桃，ベートーベン：交響曲第 1番。
　「 至高の技 集う～生中継・土浦全国花火競技

大会」 10. 6／19:30～20:43
　全国58の業者が日本一の栄冠を目指す「花火の
コンクール」。日本伝統の割物花火から，音楽に
合わせてさまざまな花火を組み合わせるスターマ
インまで趣向を凝らした花火が打ち上げられる。
大会のもようを，優勝を目指す茨城の花火師への
取材も交え生中継で伝えた。
　「 自宅からクイズ参加！茨城スゴイんです

TV」 11. 4／13:05～14:35
　 4 月に放送した双方向クイズ番組の第 2弾。今
回は開局70年を記念した会館公開のメインイベン
トとして，公開生放送で実施した。
　「冬のおくりもの～こころひらくとき」

第 1部　 2. 8／19:30～20:43
第 2 部　 2. 9／14:00～15:47

　恒例の朗読コンサートを収録。俳優の渡辺裕之
さん，ピアニストの加羽沢美濃さんをゲストに迎
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え，水戸アナウンスグループ総出で多彩な作品を
紹介。母親への感謝，人生節目の選択，男女の機
微などさまざまな物語を朗読と音楽でつづった。
　「 眠れる資源を掘り起こせ～再生可能エネルギ
ー最前線」  3.28／19:30～19:58

　茨城県で，太陽光，風力，小水力など再生可能
エネルギーが急速に広がっている。異業種の企業
や地元町工場などが参入。特に太陽光発電ではメ
ガソーラーの建設ラッシュが続く。こうした動き
は地域の活性化につながるのか？　ゲストに茨城
大学教授の小林久さんを迎え今後の可能性を展望
した。
〔千葉局〕
『若い芽のαコンサート』　FM

 7.15／14:00～16:00
『震災復興コンサート』　FM

3.23／14:00～16:00
『千葉県少年少女オーケストラ定期演奏会』
　FM 3.31／19:20～21:00
　千葉県出身の若手演奏家が地元オーケストラと
共演する「若い芽のαコンサート」，被災地浦安
市で行った「震災復興コンサート～ふるさとに想
いを馳せて」，千葉県少年少女オーケストラがプ
ロのピアニストと共演する定期演奏会を収録して
放送した。
〔宇都宮局〕
『ミヤ・ジャズ　プレミアム～渡辺貞夫　ふるさ
とで育む音』　G

 4.27／19:30～20:43
　宇都宮市出身の世界的サックス奏者・渡辺貞夫
さんと栃木県の子どもたちによるスペシャルコン
サート。渡辺さんの60年におよぶ音楽への思いを
演奏とともに伝えた。
『ミヤ・ジャズ　プレミアム～ジャズとシネマの
黄金時代～ジャズ評論家　野口久光の世界』
　G 4.29／13:50～14:55
　宇都宮市出身のジャズ評論家・野口久光の功績
をたどり，ジャズの名曲や「第三の男」など珠玉
の映画音楽を豪華出演者のセッションで伝えた。
『どすこい！スイーツ旅～とちぎの恵みにごっつ
ぁんです』　G  2. 8／20:00～20:43

　スイーツ親方こと芝田山親方とフランス料理シ
ェフ・音羽和紀，宇都宮市出身の演歌歌手・森山
愛子が，栃木県内の魅力的なスイーツとその材料
を味わい尽くすとともに，その誕生秘話を伝えた。
『第22回ピアノコンクール入賞者演奏会』　FM

 3. 2／14:00～16:00
　栃木県総合文化センターで行われた「第22回ピ

アノコンクール入賞者演奏会」のもようを収録し
て放送した。栃木県内 4つのピアノコンクールで
優秀な成績を収めた小学生から社会人までの17人
の若きピアニストたちの演奏を紹介した。
〔さいたま局〕
『“週刊☆サッカー王国スペシャル” Jリーグさい
たまダービー　浦和VS大宮』　FM

 4.21／18:00～19:00，19:20～20:30
9. 1／18:00～19:00，19:20～20:10

　サッカーを応援する放送局として，Jリーグ「浦
和VS大宮」のさいたまダービーや，県民の注目
が集まる試合を放送。試合中に応援メールを紹介
するなど，聴取者の参加感を高める新たな手法を
工夫した。
『鉄道の日！埼玉の鉄道で楽しもう！』　FM

10.10／12:15～14:00
　大宮の鉄道博物館で初めての公開番組。展示車
両をバックに，埼玉の鉄道の歴史に関するクイズ
や，鉄道メロディーとクラシック音楽を融合させ
たコンサートなど，家族ぐるみで楽しんでもらえ
る内容とした。また，投稿された「鉄道風景写真」
の表彰も行った。
『埼玉県第 4種サッカーリーグ選手権大会決
勝』　FM 12.23／12:45～14:00

　小学生サッカーの埼玉県チャンピオンを争う大
会を生中継。サッカーの盛んな土地ならではのハ
イレベルな試合を伝えた。
『“週刊☆サッカー王国スペシャル” 2013開幕
戦　広島VS浦和』　FM  3. 2／14:00～16:00

　大型補強で優勝候補の筆頭となった浦和レッ
ズ。注目の開幕戦を生中継。解説者にレッズ関係
者を起用し，メールによる応援メッセージも交え
るなど，レッズ応援を徹底した。
〔各局共通〕
『NHK全国学校音楽コンクール』
〔各局共通〕
東京都　　FM　小学校  8.27／ 9:20～11:30

中学校  8.28／ 9:20～11:50
高等学校  8.29／ 9:20～11:50

長野県　　E  9. 8／12:30～14:40
 9. 9／12:00～13:50

新潟県　　E  8.31／11:00～11:32
 9. 1／12:00～13:18
9. 1／13:30～14:47

FM 8.31／18:00～18:50
 9. 1～ 2／16:00～18:50

山梨県　　FM 8.27・31／18:00～19:00
8.28～30／18:00～18:50
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神奈川県　FM  8.27～28／ 9:20～11:30
 8.28／14:00～16:19
 8.29／ 9:20～11:00

14:00～15:09
群馬県　　FM  8.25／14:00～17:00
茨城県　　FM　小学校・高等学校

 8.28／ 9:15～11:00
中学校 8.29／10:00～11:30

千葉県　　FM　予選
小学校  8.20～23／18:00～18:50
中学校  8.27～29／18:00～18:50

FM　本選（小・中・高等学校）
 9. 1／13:00～18:50

栃木県　　G  8.14～17／18:40～18:52
FM  8.27～31／18:00～18:50

埼玉県　　FM　高等学校の部
  8.27／ 9:20～11:50

中学校の部  8.28／ 9:20～11:50
小学校の部  8.29／ 9:20～11:50

3．スポーツ中継

〔高校野球〕
全国高校野球選手権大会・地区大会
　東京都　　  西東京大会・決勝 

 G・E・R1／ 7.28
東東京大会・決勝 G・R1／ 7.29

　長野県　　  準々決勝 FM／ 7.18～19
準決勝 E・R1／ 7.21
決勝 E・R1（一部FM）／ 7.22

　新潟県　　  準々決勝 R1・FM／ 7.22
準決勝 E・FM／ 7.24
決勝 E・FM／ 7.25

　山梨県　　  準々決勝 FM／ 7.18
準決勝 G・E・R1／ 7.21
決勝 G・E・R1／ 7.22

　神奈川県　  準決勝 FM／ 7.28
決勝 FM／ 7.29

　群馬県　　  準決勝 FM／ 7.26
決勝 E・FM／ 7.27

　茨城県　　  準決勝 FM／ 7.25
決勝 G・FM／ 7.26

　千葉県　　  準決勝 FM　 7.24／10:00～15:55
決勝 E　 7.25／10:00～12:25

FM　 7.25／10:00～12:30
　栃木県　　  準決勝 FM／ 7.28

決勝 G・FM／ 7.29
　埼玉県　　  準決勝 FM／ 7.27

決勝 G・FM／ 7.28

秋季高校野球・県大会
　長野県　　 3位決定戦・決勝 R1／10. 2
　新潟県　　  準々決勝 R1／ 9.19～20

準決勝 R1／ 9.22
3 位決定戦 R1・FM／ 9.23
決勝 R1／ 9.23

　山梨県　　  準決勝 R1／10. 4
3 位決定戦 R1／10. 5
決勝 R1／10. 5

　茨城県　　準決勝 FM／10. 8
秋季高校野球・関東地区大会

準決勝　  前橋・水戸・宇都宮・さい
たま局 FM／10.31

決勝　　さいたま局 FM／11. 1
秋季高校野球・北信越地区大会

準決勝　長野・新潟・福井局
 R1／10.20
決勝　新潟・福井局 R1／10.21

〔サッカー〕
サッカーJ1リーグ

新潟×横浜F・M 新潟局　　　　　G／ 4. 7
大宮×浦和 さいたま局　　FM／ 4.21
広島×新潟 広島・新潟局　　G／ 5. 3
浦和×大宮 さいたま局　　FM／ 9. 1
新潟×神戸 新潟局　　　　　G／10. 6
新潟×札幌 新潟局　　　　　G／12. 1
鹿島×柏 水戸局　　　　　G／12. 1
新潟×札幌（アンコール）

新潟局　　　　　G／12.31
新潟×C大阪（開幕戦）

大阪・新潟局　　G／ 3. 2
鳥栖×鹿島 佐賀・水戸局　　G／ 3. 2
甲府×仙台 仙台・甲府局　　G／ 3. 2
広島×浦和 さいたま局　　FM／ 3. 2
甲府×大阪 甲府局　　　　　G／ 3. 9

サッカーJ2リーグ
水戸×草津 水戸局　G（メイン）／ 4.22
草津×栃木 前橋・宇都宮局　FM／ 5.13
水戸×栃木 水戸・宇都宮局　G／ 6. 2
水戸×北九州 水戸局　G（サブ）／ 9.30
甲府×徳島 甲府局　　　　　G／10. 7
栃木×京都 宇都宮局　　　　G／10. 7
甲府×福岡 福岡・甲府局　　G／10.21
水戸×岡山 水戸局　　　　　G／10.28
岡山×栃木 岡山・宇都宮局　G／11. 4
甲府×熊本 甲府局　　　　　G／11. 4
松本山雅×大分 長野局　　　　　G／11.11
水戸×群馬 水戸・前橋局　　G／ 3. 3
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天皇杯全日本サッカー選手権　地区大会
長野県　決勝 長野局　　G／ 8.26
新潟県　決勝 新潟局　　G／ 8.26
山梨県　決勝 甲府局　　E／ 8.19
茨城県　決勝 水戸局　　G／ 8.26

埼玉県第 4種サッカーリーグ選手権
決勝 さいたま局　　FM／12.23

〔バスケットボール〕
bjリーグ
　　信州×千葉 長野局　G／ 1.27
新潟県高等学校総合体育大会バスケットボール
　　男子・女子決勝 新潟局　E／ 6. 3
WJBL・女子バスケットボール　Wリーグ
　　山梨×トヨタ紡織 甲府局　G／10.20
〔プロ野球〕
BCリーグ
　　新潟×石川 新潟局　R1／ 4.21
〔その他のスポーツ〕
NHK長野杯長野県小学生アルペン選手権大会
 長野局　E／ 3. 9

Ⅱ．技　術
〔長野局〕
〈地デジ化〉
・ アナログ放送の終了に伴いアナログ中継局15局
を撤去。（真田・菅平・佐久町上・山ノ内湯ノ原・
飯山奈良沢・飯山愛宕・富士見・白樺湖・佐久・
鬼無里・天龍平岡・遠山・南牧・中野長丘・車
山）
・ 牟礼中継局のDE（Eテレ）の改善リパックを
実施した。
〈災害に備えた放送設備の強化〉
・ 災害時の放送機能継続のために，ラジオ11局と
美ヶ原基幹放送所に無線中継設備の整備を実施
した。（岡谷諏訪・島立・飯田・伊那・木曽福島・
上田・駒ヶ根・白馬・小諸・大桑・富竹）
・ 中継放送所の信頼性向上のため放送機の 2台化
工事を 7局について実施した。（明科・麻績・
岡谷川岸・信濃町・信州新町・大岡西・軽井沢）
・ 災害時の長時間に及ぶ停電対策として放送所の
地下燃料タンクの増量工事を 3局について実施
した。（美ヶ原・島立R・上田R）
〈設備維持・整備〉
・ 放送機の老朽劣化に伴い信頼性を維持するため
FM放送機の更新を 3 局について実施した。
（聖・小海・信濃阿南）
・ 第 1 スタジオの副調整室のハイビジョン化によ

り汎用HVスタジオを整備した。
・ ラジオニューススタジオ設備の信頼性の維持の
ため老朽更新を実施した。

・ ラジオ運行装置の代替系の更新によりシステム
の信頼性の維持向上を図った。

〈緊急報道関連〉
・ 県の河川情報をデータ放送に反映し，安全安心
に向けた情報発信を開始した。

・ 軽井沢のロボットカメラのハイビジョン化更新
を実施した。

・ CSKおよび会館受信設備の狭帯域化更新を行
い，効率的な通信衛星の電波利用と装置の 2系
統化により信頼性の向上を確保した。

・ 衛星電話のワイドスターのサービス終了に伴い，
7台をワイドスターⅡに更新した。

〈番組制作〉
・ 飯田市の市街地にハイビジョンロボットカメラ
を設置。季節の桜天カメとして上田城趾，冬の
白馬天カメと活用した。

・ J2リーグに昇格した松本山雅のサッカー中継を
実施した。

〔新潟局〕
　放送網の課題解決として，秋田親局とのダクト
混信問題は，10月に秋田側の旧波が停波。 3月に
弥彦親局の送信パターン抑制を解除。永年の混信
問題は収束した。また，10月に高千局の改善リパ
ックを実施。佐渡地区の受信環境改善を図った。
　放送網の整備と機能強化として，12年度は 7か
所の中継局放送機 2台化工事と 3か所のNHK共
聴大規模改修を実施。 7月に弥彦親局の予備自家
発電機を新規整備した。
　緊急報道対応として， 5月に南魚沼市トンネル
内ガス爆発事故とトキの38年ぶりの巣立ちを 3台
のCSKで対応した。
　放送設備の維持管理に向け，新潟局の設備更新
ロードマップを作成し，計画的な更新・補修計画
の策定を図った。また，「カメラ構図自動調整シ
ステムの開発」など機材の改善・開発に取り組ん
だ。
　地域貢献への取り組みとして，移動天気カメラ
を県内 7か所に仮設し，地域の季節情報の発信に
努めた。また，出前授業を県内 5校236人の小学
生を対象に実施。公開派遣番組でフォトサービス
を 4か所，延べ1,700人に対して行った。
　送受信技術業務の再構築として，7月より送信
業務の分業化を実施。保守業務をアイテックへ委
託した。13年度の受信業務分業化に向けて，共聴
業務の勉強会を実施した。
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〔甲府局〕
　 5月21日，新放送会館からの放送を開始し，「地
域に開かれた放送局」のシンボルとなるハートプ
ラザと汎用スタジオを設け，12年度中に 5回の公
開放送と12月16日の衆議院議員選挙速報を実施し
た。
　映像伝送が困難であった富士五湖から通信会社
のIPネットワークを利用してお天気カメラの映像
伝送を実施し， 5つの湖すべてから美しい富士山
の姿を放送した。
　NNS甲府CATVとNHK放送技術研究所が，ケ
ーブルテレビでのスーパーハイビジョン伝送実験
に世界で初めて成功した。 2月24日にはNNS甲
府CATV本社からNHK甲府放送会館までのケー
ブルテレビ伝送実験をデモンストレーションし
た。
　紙の原稿をアナウンサーが読む代わりにタブレ
ット端末に原稿文を表示させることで，原稿めく
りの雑音解消と紙の節約を実現した「ニュース原
稿ペーパレスシステム」を開発し，渋谷放送セン
ターで 2月に開催された番組技術展で展示した。
〔横浜局〕
　オウム容疑者逮捕，京浜急行脱線事故，日揮・
日本人拘束事件，台風中継等の災害・緊急報道，
衆議院選挙の政見・経歴放送を放送中の緊急地震
速報の送出，北朝鮮ミサイルの緊急ニュース対応
を含めて迅速・的確に対応した。
　ラジオでは，『ラジオ深夜便』，『横浜から届け
ようジャズの元気』（東北 3県連携生）はじめ，
神奈川フィルハーモニー，音楽コンクール，高校
野球，月 1回の公開ジャズライブ等を放送した。
　テレビでは，『のど自慢』『BSプレミアム』『歴
史秘話ヒストリア』『ゆく年くる年』『小さな旅』
などの番組で，神奈川の文化・情報の発信に取り
組んだ。
　大みそかの「紅白SHVパブリックビューイン
グ」では，SHVの魅力を視聴者に体感してもら
った。会館公開イベントでは，技術提案でEV中
継車を東京から借用し，親しまれる放送局を目指
した。
　横浜マリエン，横浜山手，JR桜木町のロボカ
メを設置して，安心・安全を守る放送機能の強化
整備を行った。
　地デジ難視解消対策では，みなとみらい中継局，
藤野中継局の 2局を新規に置局し，小田原中継局，
相模湖中継局で送信チャンネル変更や送信出力の
増力を実施した。併せて，高性能等アンテナ対策
など受信側対策も取り進めた結果，新たな難視地

区76地区，約3,300世帯の難視を解消した。
　大規模災害時における電波安定確保策として，
既存ITインフラを活用した非常用プログラム回
線を整備したり，長時間停電対策として携帯発電
機を中継局に設置したりするなど，中継局の非常
災害時の機能強化を図った。
　中継局の放送機の 2台化やNHK共聴の光ファ
イバー化など放送の安定確保を推進した。また，
中継局 7局，NHK共聴10施設でアナログ放送設
備の撤去をデジタル設備に影響がないように行っ
た。
〔前橋局〕
　前橋局のテレビ県域放送開始に伴う，DG総合
テレビの識別信号「ネットワークID」の変更作
業を完遂した。群馬県内と県外の県境隣接地域を
合わせて86万世帯全てのテレビが対象となる大き
な取り組みであったが，関連部局と協力して無事
終了した。また，県域放送の受信環境整備のため，
太田，太田金山，藤岡鬼石の 3地域のテレビ中継
局が新たに開局し，県内のローカル難視はほぼ解
消した。設備整備面では，群馬県庁のロボットカ
メラと浅間山監視カメラをSD標準カメラからハ
イビジョンカメラに更新し，緊急・災害報道と県
域テレビ放送の充実に努めた。データ放送関連で
は，国土交通省のデータを活用した県内各地の河
川水位，雨量情報に加え，冬季は県内の積雪情報
を掲載した。また，夏季は民間気象会社のデータ
を利用した落雷情報も放送した。
〔水戸局〕
　県域テレビ放送のエリア拡大のため，筑西中継
局と神栖中継局を新規開局させるとともに，県南
部や西部で県域放送（G単中継局）の受信普及活
動を展開した。また，常陸鹿島中継局，日立神峰
中継局の送信諸元変更により受信状況を改善し
た。前橋局と宇都宮局のネットワークIDの変更
では県境地域で対策を実施した。
　 5月，つくば市で発生した竜巻では，迅速な対
応で視聴者が撮影した映像を報道した。
　番組では，水戸局初の双方向クイズ番組『茨城
スゴイんですTV』で，クイズバラエティー番組
の新しいデジタル技術に取り組んだ。
　季節ロボカメは，潮来（あやめ園），北茨城（五
浦海岸），常陸太田（竜神峡），水戸（偕楽園）と
移動させ，竜神峡では公衆IP網を利用した。
　設備では，竜巻災害を教訓に視聴者提供映像の
受信利用装置を独自開発。大洗ロボカメのHV化，
CS受信設備・CS車の狭帯域化，ニューススタジ
オ照明設備のLED化，会館の太陽光発電装置整
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備，テレビ基幹局の監視回線二重化，奥久慈男体
中継局の放送機 2台化，日立FM中継局の放送機
などを更新した。
　会館公開等では，中継車公開やカメラマン体験
の企画で技術面から地域放送局のPRに努めた。
〔千葉局〕
　デジサポ関越をはじめとした内外の関係組織と
の連携を一層強化し，地上デジタル放送の普及促
進や，県内42市町村の約 3万3,000世帯で確認さ
れた地デジの新たな難視対策を継続実施した。
　鴨川宮，市原牛久，大多喜三条，鴨川平塚，富
浦，館山竜岡，館山南，和田の 8中継局の新規整
備や富山中継局の送信出力アップにより送信対策
を進め，千葉県内の地上デジタル中継局は31局所
となった。受信対策提案地区については説明会等
を開催し，対策手法についての合意形成を図った。
　NHK共聴施設は， 1施設の設備更新を実施し
た。
　東日本大震災で津波により被災した旭市など，
県北東部の取材体制を充実させるため銚子報道室
の新規整備を進め， 1月28日に開設した。また，
旭市にロボットカメラを設置し，九十九里浜など
沿岸部における緊急報道に万全を期すとともに，
地域サービスの充実を図った。
　首都直下地震等により本部が機能停止した場合
の取材・伝送機能強化を図るため，千葉放送会館
に可搬型衛星伝送装置を整備した。
　放送の安定送出と電波確保のため，FM親局の
電源設備を強化し長時間の停電に備えたほか，定
期点検の確実な実施と基本事項の徹底により人為
的な放送事故ゼロを 8年間継続した。
〔宇都宮局〕
　12年度は， 4月 1日から総合テレビ放送の県域
放送を開始した。県域放送開始にあたっては，東
北のアナログ放送終了等による視聴者の混乱を避
けるため，ネットワークIDは東京広域のままと
し，北関東受信相談センターなどで県域放送の視
聴方法などの相談に対応した。また，ネットワー
クID変更については，13年 1 月25日の放送終了
後に実施し，電話相談約 3万5,000件，訪問対策
約8,000件に対応して無事終了した。
　県域放送開始により，益子町の竜巻災害，茂木
町のバス事故，日光市北部震度 5強地震など，災
害等の詳細情報を県民に伝えることができた。ま
た，県知事・宇都宮市長選挙のデータ放送とウェ
ブでの開票速報，J2サッカー生中継での応援メッ
セージなど，新しいデジタルサービスも行った。
　設備整備面では，小山報道室の天気カメラの移

転とハイビジョン化を行ったほか，会館の原稿支
援装置，スタジオ照明，番組ノンリニア編集機の
整備，空調装置の更新などを行った。
　デジタル難視については，セーフティネットに
よる仮衛星対策を行っている地域に対する恒久対
策を進めるため， 5つの地上デジタル中継局を開
局した。また，ローカル難視解消のため，みかも
山中継局を設置した。受信対策関係では，12年度
もデジサポや栃木県をはじめとする自治体と良好
な関係を保ちながら，さまざまな受信対策を推進
した。特に県北部の難視地域に向けた対策では，
野岩鉄道の協力による線路脇への添架など難視解
消に向けて大きく前進したほか，NTTの光ファ
イバーの利用により13年度内の解消の目処もたっ
た。
〔さいたま局〕
　衆議院議員選挙の政見放送・開票速報ともに正
確かつ迅速に実施した。また，北朝鮮のミサイル
発射対応，高速自動車道での事故，宇都宮線の踏
切事故，川島町での現金輸送車襲撃事件等の緊急
報道を迅速，的確に伝えた。
　番組設備面では，ニューススタジオの完全ハイ
ビジョン化，堂平FPU基地のハイビジョン化と
ヘリ追尾化，県内の報道室の伝送設備や天カメの
ハイビジョン化を行った。また，首都圏の機能強
化で局敷地内に有事に備える新たな別館の建設を
開始した。
　地デジ難視対策衛星放送（セーフティネット）
受信世帯等への恒久対策を推進し，NHK共聴 2
施設（中津川・中双里）を含む30地区350世帯の
対策が完了した。
　12年 4 月の群馬県域放送開始に伴い，上里町や
本庄市北部等県境地域における関東地方向け総合
テレビの安定受信を図るよう，13年 1 月に本庄テ
レビ中継放送所を置局した。
　平野原FM放送所の自家発設備や受配電設備等
を更新するとともに，局舎の屋根や外壁等の大規
模補修工事を実施した。児玉テレビ中継放送所に
は自家発設備を整備した。
　アナログ放送終了に伴い不要になった荒川テレ
ビ中継放送所を全面撤去し，鬼石，秩父栃谷，秩
父定峰，横瀬根古谷，風布，飯能上赤工，飯能原
市場，飯能唐竹テレビ中継放送所のアナログ放送
設備を撤去した。
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Ⅲ．視聴者

1．広　報

〔長野局〕
　BSプレミアムの特集番組『発見！体感！千曲
川紀行』の放送に合わせ，長野県域でも『プレマ
ップ』やスポット，『イブニング信州』でのイン
タビューコーナーなどでPRしたほか，地域の魅
力を伝える番組ポスターを独自に制作し，営業と
連携して観光協会や温泉街・ケーブルテレビなど
への営業対策を行った。また，長野局のホームペ
ージで信州の風景を紹介する写真投稿サイト「撮
るしん。」を特集した双方向番組（『知るしん。』
と連動）では，番組で選ばれた12枚の写真で壁掛
けカレンダーを作成して視聴者に抽選でプレゼン
トし，幅広い認知につなげた（応募総数1,539件）。
12年度，「撮るしん。」に寄せられた写真は5,002
枚，このうち2,030枚をホームページで紹介した
（いずれも11年度より増加）。局内見学は，小学
生の団体は114件，5,573人。一般団体は46件，
1,328人だった。
〔新潟局〕
　会館のろびースタジオ・キッズスペースの充実
を図るとともに，子ども向けのイベント（8.10，
17，24，31）や保護者向けの託児サービス付きイ
ベント（2.19）を行うなど視聴者の満足度向上に
取り組み， 1年間で 2万125人の来館者があった。
（11年度比8,631人増）
　新潟の話題が紹介された『千人の力』（BSP，
9.29）では，新潟市内の旅館やホテルに番組のチ
ラシを配布したりロケが行われる「にいがた総踊
り」会場にNHKブースを設置して番組PRを行う
など，広報活動を展開した。
　NHKファンの新規開拓を目指し， 5月 1 日か
らツイッターを開始。ローカルニュースや番組広
報，イベント告知のほか『金よう夜　きらっと新
潟～徹底討論　どうする原発再稼働』（5.18）の
意見募集をツイッターで行う番組連動も実施し
た。
　また，Jリーグ「アルビレックス新潟」の応援
サイトを 3月 1日から新潟局のホームページに開
設し，NHKの接触者率向上に努めた。
〔甲府局〕
　新放送会館オープンに向けてPRスポットを放
送したほか，PR資材としてシール，ポケットテ
ィッシュなどを制作した。甲府局の広報冊子「よ

ってけし」を作成し，新放送会館オープン記念イ
ベント「やまなし応援団！」等で配付した。
　富士山プロジェクトの一環として世界文化遺産
登録を応援するサイト「まるごと　ふじさん」を
立ち上げ，富士山ニュースなどさまざまなコンテ
ンツを公開した。地域情報番組『かいなび』の
「発信！ハートプラザ」では，ハートプラザで実
施する公開番組やイベント情報，お天気カメラの
富士五湖巡りなどを紹介した。
〔横浜局〕
　県域テレビ放送がないという事情を抱えている
横浜局では，視聴者サービス向上に向け，神奈川
の地域情報ライブラリー「まるまるかながわ」を
立ち上げ，ホームページでの動画配信や音声配信
により県内情報を全国へ発信し，視聴者サービス
の充実を図った。
　 2月には，地域の人々への感謝の気持ちを込め
た「NHK横浜　感謝祭」を開催。キャラクター
ショー，地元中学校吹奏楽部の演奏や大道芸など
地域の人々のパフォーマンスで盛り上がり，
3,400人が来場した。
〔前橋局〕
　 4月から開始した群馬県向け総合デジタルテレ
ビ放送について，『ほっとぐんま640』を中心に番
組・イベントの周知広報活動を通年で行い，県民
に視聴の定着を図った。
　また，10月27日の識別信号ネットワークID変
更に際し，多くの受信機は自動スキャンするが一
部では視聴者自身が手動でスキャンする必要があ
る旨と，専用に設けたNHK北関東受信センター
の連絡先を大規模に周知した。その媒体は，県域
放送での周知（『ほっとぐんま640』やスポット），
局ホームページおよびデータ放送への掲載，県内
全世帯と事業所へのメール郵送，県内35市町村の
広報誌への周知掲載，地元ケーブルテレビへのス
ポット素材提供，旅館ホテル業界・病院などへの
周知，家電メーカー・大手電器量販店・県内電器
店組合への周知，地域民生委員への周知，変更当
日の全紙朝刊県版への広告掲載など，放送波のみ
ならず多岐に及んだ。
〔水戸局〕
　開局70年と県域放送をPRするため，12年度の
放送開始の 4月 2日に，県内で購読シェアの高い
新聞 3紙に広告を掲載。また，JR水戸駅の改札
前の柱にアドピラー（柱巻広告）を展開した。
　県域放送の視聴促進のために，「筑西中継局」「神
栖中継局」の開局に合わせて県域放送の受信方法
について新聞の折り込みチラシで周知を図った。
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その結果，多くの問い合わせがあった。
　 4月からデータ放送で始めた「河川水位・雨量
情報」について，台風や豪雨が予想される 7月か
ら 8月にかけてスポットや昼前の県域番組でリモ
コンの操作方法を周知し，防災・減災に努めた。
〔千葉局〕
　新しい放送会館に移転して 1年にあたる12月に
「くらし元気に！新会館オープン 1周年記念」と
して記念イベントを開催した。「忍たま乱太郎キ
ャラクターショー」や，くわばたりえさんを招い
た「すくすく子育てトークショー」，R1『歌の日
曜散歩』の公開生放送を開催した。また，FM番
組『ひるどき情報ちば』で千葉ロッテ・マリーン
ズ新監督の伊東勤さんをゲストに招き生放送を行
うなど，開かれた会館としてアピールを行った。
記念イベント期間中に約2,600人の来館があり，
多くの県民の皆様と触れ合うことができた。
〔宇都宮局〕
　12年 4 月からスタートした県域テレビ放送を
PRするため，県内全市町を巡るイベント企画「イ
チゴイチエプロジェクト」を実施した。地域で開
催されるイベント会場に宇都宮局マスコットキャ
ラクターの「いちごどーもくん」を派遣し，オリ
ジナルのシールやクリアファイル，パンフレット
配布を通じて，県域テレビ放送の開始を周知した。
〔さいたま局〕
　 7月には，さいたま市内においてロンドンオリ
ンピックを衛星放送で楽しんでもらうため，クイ
ズを使用したスタンプラリー形式で，衛星放送の
受信方法について説明するイベントを開催した。
　10月には，鉄道の町・埼玉をアピールするキャ
ンペーン「てったま！」の一環として，さいたま
市の鉄道博物館を会場に，FM公開生放送と連動
したミニスタンプラリーを実施した。ラリーポイ
ントの一つには，12年 2 月から開設している「埼
玉鉄道風景写真ブログ「てったま！」の投稿写真
の中からスタンプラリー参加者の投票で最優秀作
を選ぶポイントを設置し， 2日間で延べ3,000人
の参加者が投票した。スタンプラリー以降ブログ
への投稿数も増加し，鉄道の町・埼玉の魅力を県
外へも発信した。

2．イベント事業

〔長野局〕
　『NHKのど自慢』をはじめ 9本の全国放送公
開番組を実施した。12年度は県内で人気の高い
「撮るしん。」写真展を長野市・松本市で合わせ
て 3 回実施（3.22～4.15，12.17～24（長野）／

1.21～26（松本）），視聴者の期待に応えるととも
に地域とのつながりを深めた。「第14回長野オリ
ンピック記念長野マラソン」（4.15），「NHK長野
杯小学生アルペン選手権大会」（1.29）などで地
域に根ざしたスポーツイベントと連動した視聴者
活動を行った。
〔新潟局〕
　全国放送公開番組として，『BS日本のうた』（9.6，
柏崎市），『それいけ！民謡うた祭り』（11.9，加
茂市），『NHKのど自慢』（3.31，長岡市）など，
テレビやラジオを含めた計 7本を県内各地で実施
した。
　また，幼児や児童向けのイベントとして『ポコ
ポッテイト小劇場』（6.9，燕市），『Let’s try！ プ
レキソ英語』（10.27，新潟市），『おかあさんとい
っしょ あつまれ！土曜日』（1.19，見附市）を，
新潟大学と連携して大学生向けに『NHK大学セ
ミナー』（10.18，新潟市）を実施するなど，年間
を通じて幼児から若年層向けのイベントを重点的
に展開した。
　このほか，「わたしの尾瀬 写真展」を中・下越，
佐渡の県内 8か所で年間を通じて開催した。
〔甲府局〕
　『NHKのど自慢』『BS日本のうた』『ふるさと
自慢うた自慢』など人気歌手が出演する娯楽番組
や，『ラジオ深夜便』『歌の日曜散歩』などコンパ
クトな会場で実施できる番組など，さまざまな全
国放送番組を実施した。
　新放送会館オープン記念イベント「やまなし応
援団！」（6.2～3）を 2 日間開催し，4,034人の来
場者を記録した。
　ハートプラザでは，甲府放送局開局75周年記念・
NHK歳末・海外たすけあいチャリティーイベン
ト「やまなし“おすもう”応援団！」（12.15），
NHK朗読シアター「富士をよむ」（1.26）などを
実施した。
　甲府局キャラクター「しんげん君ファミリー」
が幼稚園・保育園を訪問し，園児と触れ合うミニ
番組『だってともだち』を制作し，Eテレで県域
放送した。
〔横浜局〕
　全国放送公開番組を神奈川県内で11本実施する
とともに，『島崎藤村朗読会』や『ヨコハマから
届けよう，ジャズの元気2012』『NHK横浜スペシ
ャルジャズライブ』等の地域放送公開番組を17本
実施した。この他，受信料支払者限定の「ポコポ
ッテイト小劇場」を 2本，ケーブル事業者との共
催イベント「CATVキャラバン」を 3本実施し
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た。
　また，地域の大型ダンスイベントと連携した
「斎藤友佳理トークショー」や地域の体操団体と
連携した「ラジオ体操フェスタin横浜」を横浜市
内で実施した。
〔前橋局〕
　全国放送番組の公開番組収録は『ごきげん歌謡
笑劇団』（5.9，桐生市），『おかあさんといっしょ
ファミリーコンサート』（7.7，伊勢崎市），『NHK
のど自慢』（7.29，前橋市），『夏期巡回ラジオ体操・
みんなの体操会』（8.29，安中市），『BS日本のうた』
（9.27，渋川市），『ふるさと自慢うた自慢』（11.2，
大泉町），『公開すこやか長寿』（12.2，千代田町）
を実施した。
　地域開催のイベントとして，「伊香保短歌大会・
俳句大会」（5.17～18，渋川市）や「ふるさとの
食にっぽんの食 群馬県フェスティバル」（10.6～
7，前橋市），「第17回わたしの尾瀬写真展」（12.14
～19，高崎市，1.15～21，前橋市）を実施した。
　また，13年は，前橋放送局が開局80年を迎える
ことから，群馬ゆかりの童謡を後世に歌い継ぐ
「親子で歌おう♪ぐんま童謡コンサート」（3.10，
みどり市）を開催した。
　また，放送と受信料PRを連動した「どーもく
んの幼稚園訪問」を10回実施し，子どもたちが群
馬ゆかりの童謡を歌い，将来の夢を語るミニ番組
を31本制作した。
〔水戸局〕
　全国放送公開番組は『NHKのど自慢』（6.24，
稲敷市），『BS日本のうた』（7.12，龍ケ崎市）な
ど計 6本を実施した。
　また，水戸局開局70年にあたり，会館公開を 2
日間（11.2～3）実施。Eテレで人気のワクワクさ
んのショーをはじめ，ご当地キャラクターとして
「なっとうどーもくん」を誕生させて撮影会を開
くなど子どもたちに大人気のイベントになり， 2
日間で2,600人を超える来館があった。
　 5回目を迎えた，アナウンサーによる朗読コン
サート『冬のおくりもの』（1.27）には，およそ
700人の来場者があった。その様子を県域テレビ
でも 2回にわたって放送し，地域放送への理解促
進につなげた。
　大震災からの復興応援の取り組みとしては，震
災プロジェクト「スマイルヘアキャラバン」を北
茨城市や大洗町で実施。また，復興応援ソング「茨
城のうた」のコンサートを日立市内の高校で行う
など，引き続き，被災地に元気を届ける活動を展
開した。

〔千葉局〕
　開かれた放送局を目指して，12年度は，12月の
新放送会館オープン 1周年記念イベントや各地で
の多彩なイベントを実施した。『NHKのど自慢』
では，予選会のBSプレミアム放送とデータ放送
配信を行い，県域テレビ波を持たない中でのエリ
アサービスも行った。結果として，会館オープン
後 1年間の目標であるイベント参加者数 5万人を
大きく超えることができた（計 8万7,316人）。
〔宇都宮局〕
　『NHKのど自慢』（日光市），『BS日本のうた』
（那須塩原市・宇都宮市），『吹奏楽のひびき』（壬
生町），『ららら♪クラシック』（小山市），『夏期
巡回ラジオ体操』（那須烏山市）などテレビ・ラ
ジオ合わせて 9本の全国放送公開番組を実施し
た。
　また，11月には県域テレビ放送開始記念として，
日光東照宮を舞台にダ・カーポと県内の子どもた
ちによるコンサート『合唱・世界遺産～ひろが
れ！日光のともしび』を開催し，県域テレビ放送
の周知・広報に努めた。
〔さいたま局〕
　『NHKのど自慢』（ 4月，川越市），『ブラボー！
オーケストラ』（12月，富士見市）など全国放送
公開番組10本に加え，「てったま！キャンペーン」
の一環として，「鉄道の日！埼玉の鉄道で楽しも
う！」など，埼玉・鉄道の魅力に迫る事業活動を
展開した。夏休みに行った「鉄どーもくんを探
せ！～埼玉・鉄道の旅」は，県内各所にいるオリ
ジナルキャラクター「鉄どーもくん」を探して，
鉄道でまわるスタンプラリー。 7万人超が参加し
た。

3．営　業

　関越ブロックでは，公平負担と営業経費抑制に
向けて域内20局・センターと連携し，公開競争入
札等による契約・収納業務の外部法人委託を大幅
に拡大し，営業収納額を確保するための構造改革
を促進した。下半期以降は初めての受信料値下げ
に対応し円滑に導入を図った。
　「営業諸目標」達成に向け，全ての訪問対策要
員に対し，生産性・取次品質向上への取り組み強
化を図り各種施策を展開した結果，15局・センタ
ーが全目標を達成したほか，関越ブロック計でも
全目標を達成し，全国業績を牽引する責任を果た
した。
　民事手続きを活用した支払督促の申し立てによ
る未収者削減対策と民事訴訟提起による放送受信
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契約締結拒否者対策を拡大して実施した。また，
確定者に対しても強制執行を継続して実施した。
　危機管理については，営業系セキュリティガイ
ドラインと個人情報保護の徹底，事件・事故の未
然防止のため「NHK倫理・行動憲章」に基づく
コンプライアンスの徹底を図った。

中 部
◇中部各局・長野局が連携して，「NHK山プロジ
ェクト」を結成し，日本アルプスなどの山をテ
ーマに，さまざまな番組・イベントを展開する
など，中部地方の大自然の魅力を広く発信した。

◇防災や減災に関する番組を多く制作したほか，
3月には『忘れない 未来のために～東日本大
震災から 2年』を放送，中部地方における防災
の課題や復興支援などについて紹介した。
◇三重県鳥羽市にある離島・答志島を題材にした
『三重発地域ドラマ』「ヤアになる日～鳥羽・
答志島パラダイス」，若い女性をターゲットに
した，『よる☆ドラ』「恋するハエ女」などのド
ラマを制作した。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

〔名古屋局〕
　地域に役立ち，地域から信頼される放送局とし
て，防災・減災に役立つ放送を充実させ，人々の
安全や安心のための報道に力を注いだ。また，こ
の地域が直面する課題を的確に伝え，豊かな文化
を育んできた地域の歴史や伝統を見つめ直し，放
送のみならずさまざまな回路を通じてきめ細かな
放送サービスを展開した。
　発生が懸念される南海トラフを震源とする巨大
地震や台風・豪雨などに備え，『おはよう東海』『ほ
っとイブニング』『ウイークエンド中部』などの
ニュース報道番組で継続的に防災や減災につなが
る情報を発信した。また， 6月の台風 4号， 9月
の台風17号に際しては，テレビ・ラジオの地域向
け特設ニュースや逆L字スーパー，データ放送，
インターネットなどを通じてきめ細かな情報提供
に努めた。東日本大震災から 2年，引き続き，被
災地支援や地域の防災，原発などこの地域が抱え
る問題を各番組で取り上げた。『ナビゲーション』
では，「巨大津波にどう備える」「なぜ進まない？
がれきの広域処理」，『金とく』では，「模索～原
発ができなかった町で」などを放送した。また，
3月には『忘れない未来のために～東日本大震災
から 2年』を放送した。
　12月に行われた衆議院議員選挙については，公
平・公正な選挙報道や政見放送に努めるとともに，
迅速かつ正確な開票速報を実施した。
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　地域経済の現状・医療・少子化問題などの地域
の課題については，『ほっとイブニング』の企画
をはじめ，『ナビゲーション』では「急増“働く
世代”の生活保護」や「結婚は日本経済を救
う！？」「“自動車技術”を医療福祉に生かせ」「が
んになっても子どもがほしい」など，『金とく』
では「どうなる？これからの在宅介護」「もの作
り探訪　知られざる“強小企業”」などで多角的
に取り上げた。『NHKスペシャル』「激動　トヨ
タピラミッド」などで全国にも発信した。
　さらに，この地域の豊かな自然や文化を紹介す
るとともに，視聴者の「見たい」「知りたい」「行
きたい」に応えるために『情報フレッシュ便　さ
らさらサラダ』『ウイークエンド中部』では，身
近な話題を通して地元の魅力を再発見してもらう
企画を放送した。また，『金とく』では「歴史ト
ラベル」と題し，名古屋の大須や堀川を旅して，
歴史的な視座から地域の魅力を伝えた。
　名古屋局と中部各局および長野局が連携して
「NHK山プロジェクト」を結成し，日本アルプ
スを舞台にしたさまざまな番組を制作した。『金
とく』を中心に「立山カルデラ　女子ふたり～潜
入！崩れの山へ」「ハギトモ　白馬三山を行く～
天上のお花畑と大雪渓」「押切もえが挑む！“天
空の頂”槍ヶ岳」「激走！日本アルプス大縦断」
など，この地域の有する大自然の魅力を“山”を
キーワードに発信するとともに，『NHKスペシャ
ル』やBS1の特集番組などで全国放送にも展開し
た。
　スポーツでは，ロンドンオリンピックを前に，
特集番組『東海北陸スペシャル～ロンドン五輪を
丸ごと楽しもう』を放送したほか，中部地方ゆか
りの選手を取り上げた番組の集中編成を行った。
そのほか，プロ野球やJリーグ，高校野球など関
心の高いスポーツの中継を随時行った。
　地域特集番組として，『東海北陸ヒューマンド
キュメンタリー』で“人”に焦点をあて情感あふ
れる番組を 4本制作した。また，この地域の“産
業”をテーマに，『東海北陸スペシャル～エアロ
スペースドリーム』では，注目される航空産業に
ついて取り上げ，視聴者との双方向の演出を活用
して番組を制作した。『東海北陸“子ども”スペ
シャル～ホンネで語ろうTV』では，“いじめ”問
題に正面から取り組み，その反響を受け，続編を
ラジオでも放送した。
　名古屋局制作全国放送番組として，“ひとりの
夢がみんなの夢に”をキャッチフレーズに，みん
なでつくる10代応援番組『ティーンズプロジェク

ト　フレ☆フレ』を新たにスタートさせた。 5年
目を迎えた『めざせ！会社の星』はスタジオセッ
トを一新したほか，より幅広い層に見やすい演出
に変更した。また，中部ブロックの先行放送では
クイズ形式の番組連動型データ放送を継続して実
施した。ドラマでは，三重県鳥羽市の答志島を舞
台にした『ヤアになる日～鳥羽・答志島パラダイ
ス』を津局と共同で制作したほか，『よる☆ドラ』
「恋するハエ女」，ラジオドラマ『徳重君の転校』
などを制作した。ラジオ第 1放送の『ゆきねえの
名古屋なごやか喫茶』では，名古屋の魅力を全国
に発信した。
　データ放送や双方向機能，マルチ編成，パソコ
ン・携帯・タブレット端末の利用など，デジタル
放送の特性を生かし，かつ，さまざまなメディア
との連動を図り，より充実したサービスを展開し
た。『東海北陸スペシャル～エアロスペースドリ
ーム』では，双方向で視聴者の意見を番組に反映，
『よる☆ドラ』「恋するハエ女」では，NHKドラ
マでは初めての試みとなるツイッターやデータ放
送と連動したソーシャル視聴対応のサービスを実
施した。『東海北陸“子ども”スペシャル～ホン
ネで語ろうTV』では，メールなどで寄せられた
視聴者の生の声にリアルタイムで応えた。プロ野
球では，マルチ編成を活用しサービスの充実を図
った。
　地元アイドルグループSKE48を起用した新年
度番組プロモーションを展開し，多面的な番組広
報活動を行った。
〔金沢局〕
　放送や公開番組等を通して，地域の課題に対す
る取り組みや，地域の再生・活性化につながる情
報発信を行った。
　北陸新幹線（長野～金沢）の開業まで 3年を切
り，地域発展への期待が高まる状況や，観光客誘
致が抱える課題について丹念に取材し，『かがの
とイブニング』や『ナビゲーション』などで放送
した。また，志賀原子力発電所直下にある断層に
注目が集まるなか，断層調査の経過や原子炉停止
の影響などについて詳細に伝えた。さらに，年末
に実施された第46回衆議院議員選挙についても，
有権者の判断材料となるように選挙の争点などを
分かりやすく伝えることに努めた。
　昼前の生活情報番組では，『お～い！ことじろ
う』が 2年目を迎え，30代主婦層が興味を抱く企
画を放送し一層の浸透を図った。また，平日午後
6時台の地域情報番組『かがのとイブニング』で
は，石川県の乗客が犠牲になった関越道のバス事
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故や，東日本大震災を踏まえた防災・減災対策な
ど地域に密着した情報提供を行った。スポーツで
は，地元出身で注目が集まっている元大リーガー
の松井秀喜選手の引退会見を特番で取り上げたほ
か，12年に活躍したプロ野球ロッテの角中勝也選
手にもスポットを当てた。さらに，日本ハンドボ
ールリーグ女子の強豪北国銀行の試合を中継し
た。
　特集番組では，気になるうわさ話を検証し，石
川の県民性を浮き彫りにした若者向け番組『真相
回転！どいね寿司』を11年に引き続いて実施し
た。さらに，地域文化の魅力を発信すべく，『金
とく　北陸スペシャル～至高の美を求める匠たち
～第59回日本伝統工芸展金沢展』を11年に引き続
き放送したほか，12年 5 月に亡くなった人間国宝
の大場松魚さんをしのんだアーカイブス番組の放
送も行った。
〔静岡局〕
　昼前情報番組『しずおか情報ランチ』で，視聴
者から寄せられた孫の写真を紹介する「ウチのま
ご自慢」コーナーを新設し，ホームページ，写真
パネル展を展開した。
　『ナビゲーション』では，時節をとらえた原発
停止の波紋，放射能汚染の課題，巨大津波に対す
る対策などを検証。静岡の「いま」「旬」をキー
ワードに地域の動きやトピックを深く掘り下げて
取り上げる『静岡流』を 6本制作。スポーツ，原
子力発電と災害対策，地域経済・雇用，地域文化
など幅広い分野に及んだ。
　南海トラフ巨大地震の被害想定を受け，静岡県
でどのように巨大地震に備えるかを「津波」と
「BCP（事業継続計画）」をテーマに考えるラジ
オ特集番組『防災ラジオ特集～巨大地震に備え
る』を放送した。
　 9月には，「きょうはたっぷり富士宮」として
昼前情報番組『しずおか情報ランチ』，午後 6時
台の『たっぷり静岡』を中心に，全国放送とも連
携しながら 1日を通して富士宮市の魅力を伝え
た。『たっぷり静岡』は，公開キャラバン「たっ
ぷりキャラバンin“伊豆東海岸”」を実施，伊豆
東海岸の多様な話題を発信した。
〔福井局〕
　11年に引き続き，関心の高い原発に関する情報
をニュース・番組で県内外へ詳細に伝えた。特に，
地下に活断層の存在の可能性が指摘されている敦
賀原発 2号機の問題について，『ナビゲーション』
で伝えたほか，大阪局・京都局とも連携し『かん
さい熱視線』（近畿ブロック・福井県域）でも取

り上げ，関西の視聴者の関心にも応えた。更に『ク
ローズアップ現代』にも展開し，福井の事象から
見える日本の原発問題を掘り下げて放送した。
　この他，『金とく　北陸スペシャル』では「北
陸三十三カ所観音霊場巡り」で北陸の霊場の魅力
を紹介。また，『アジアで花咲け！なでしこたち』
を制作，フィリピンで若者の再起のためにレスト
ランを経営する女性の奮闘を感動的に描きBS1で
全国に放送した。また，『サイエンスZERO』では，
水月湖に眠る，世界でも類を見ない，地球環境の
変動の歴史を読み解くことに資する奇跡的な堆積
物の話題を取り上げ，福井の魅力を全国にアピー
ルした。
　 3年目を迎えた午後 6時台の『ニュースザウル
スふくい』では，原発の問題で注目される福井の
地域性を背景に，防災シリーズ「あすへ備える」
を週 1回のペースで放送。視聴者に定着した。
〔富山局〕
　富山県の乗客 3人が死亡した関越道バス事故
（ 4月），6歳児未満の幼児で初めての脳死判定・
臓器移植（ 6月）などのニュースが年度当初に相
次いだ。富山県警警部補による殺人放火事件を他
社に先駆けて報道。富山県知事選挙（11月），衆
議院議員選挙（12月）では公平・公正な選挙報道
に努めるとともに，迅速で正確な開票速報を実施
した。高

こ

志
し

の国文学館開館記念として県と共催で
イベントを行い，その様子を収録した。『ニュー
ス富山人』の中でも，関連番組を隔週で放送。新
たな切り口での地域の魅力再発見につなげた。
　NHK山プロジェクトの一環として『あさイチ
～体感・夏の立山旅』（ 8月），『金とく～立山カ
ルデラ女子ふたり』（ 8月），『サイエンスZERO
～立山連峰で発見！日本初の氷河』（ 9月），『ナ
ビゲーション』（10月）を放送。
　『ニュース富山人』で富山の音楽の魅力を紹介
するコーナー「トヤマウタ」を年間を通じて放送。
その集大成として富山大学でライブイベントを実
施し（ 1月），そのもようを特集番組として放送
した（ 2月）。
〔津局〕
　南海トラフ巨大地震による深刻な津波被害が想
定される三重県。津局では県民の安全・安心を守
る放送に努めた。県域ニュース情報番組『ほっと
イブニングみえ』では，週 1回の「知っ得防災」，
月 1回の「災害に備える」のコーナーで防災・減
災情報を継続的に放送した。また，県域放送の特
集番組『防災フォーラム』では，県知事，学者，
NPO代表，地域住民を招いて公開討論を行った。
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地域放送では，精神疾患の親を持つ子どもたちを
取材した『ナビゲーション』，アンプティサッカ
ー日本代表を追った『東海北陸ヒューマンドキュ
メンタリー』，いじめ問題を取り上げた『東海北
陸子どもスペシャル』などを放送。『金とくスペ
シャル』では「激走！日本アルプス大縦断」を制
作し，『NHKスペシャル』に展開した。全国放送
では，地域発ドラマ『ヤアになる日～鳥羽・答志
島パラダイス』を制作。『ひるブラ』『ゆうどきネ
ットワーク』などへの番組展開も行った。また，
遷宮を迎える伊勢神宮から『ゆく年くる年』を生
中継。このほか，『目撃！日本列島』などを放送
した。
〔岐阜局〕
　岐阜の自然・伝統文化を見つめ直す番組を地域
や全国向けに幅広く発信した。
　『新日本風土記』で郡上八幡の徹夜踊りの魅力
を伝えた押切もえさんが槍ヶ岳に挑む姿と共に北
アルプスの雄大さを中部地方向けの『金とく』で
伝え，編集版を『本気で山ガール～ハギトモ＆も
え　北アルプスに挑む』と題し，BS1で全国に放
送した。
　また，震災の風化を防ぐべく11年度に引き続き
被災地生まれの犬を取材。災害救助犬を目指す姿
を伝えた『目撃！日本列島』は，大きな反響を呼
んだ。
　『ナビゲーション』では廃棄物ビジネスや企業
誘致への自治体の取り組みなど岐阜の経済の“い
ま”を見つめ，地域の課題と向き合った。
　また，47年ぶりの国体を盛り上げるため，地域
情報番組『ほっとイブニングぎふ』内にスポーツ
コーナーを新設して積極的に地元の選手を取り上
げるなど，岐阜のスポーツを手厚く紹介した。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『NHKニュース　おはよう東海』　G

月～金　 7:45～ 8:00
　第 1 回93.4.5／東海 3県ブロック／東海 3県の
最新情報を伝える番組。ニュース，気象情報，交
通情報のほか，地域の新しい動きやさまざまな課
題を取り上げる「リポート」，旬の食材や季節の
話題を臨場感たっぷりに伝える「中継」，躍動感
あふれる「映像ウォッチ」など多彩なラインナッ
プで，生活に密着した情報を分かりやすく伝え
た。／各局タイトル：金沢『おはよう石川』，静
岡『おはよう静岡』，福井『おはよう福井』，富山
『おはよう富山』

『情報フレッシュ便　さらさらサラダ』　G
月～金　11:30～12:00

　第 1 回03.4.3／東海 3 県ブロック（一部各局
単）／プラザウェーブ21からの公開生放送。話題
のゲストの旬のトークや料理・園芸・ヨガ・子育
て・旅など暮らしに役立つ情報満載で伝えた。ま
た，データ放送と連動し，視聴者の期待に応える
放送を届けた。11:50～12:00は各局単：津『みえ
～るくん情報』，岐阜『みのひだ情報局』／各局
タイトル：金沢『おーい！ことじろう』，静岡『し
ずおか情報ランチ』，福井『ほやほや気分』，富山
『とやまおしらせたまご』
『ほっとイブニング』　G

月～金　18:10～18:59
　第 1 回01.4.2／東海 3 県ブロック（一部各局
単）／ホットなニュースからホッとする話題まで，
東海地方のすべてが分かる地域密着番組。地元経
済の課題や事件・事故，地震・災害・エネルギー
問題など，さまざまな課題に取り組み，東海地方
の“いま”を伝えた。県内各地で公開生放送も実
施。12月には「年末スペシャル」を放送した。
　18:30～59は各局単：津『ほっとイブニングみ
え』，岐阜『ほっとイブニングぎふ』／各局タイ
トル：金沢『かがのとイブニング』，静岡『たっ
ぷり静岡』，福井『ニュースザウルスふくい』，富
山『ニュース富山人』
『知って解決！SKEっとネット』　G

月　19:56～19:58ほか
　第 1回10.4.5，最終回12.3.30／東海 3 県ブロッ
ク／防災・減災・健康など安心・安全につながる
情報を地元のアイドルSKE48のメンバーが伝え
た。放送だけでなく番組詳細をホームページ，携
帯サイト，データ放送でもより詳しく伝えた。
『Uta-Tube』　新　G

木　22:55～23:15
　第 1回12.4.19／中部ブロック／中部地方を音楽
のTube（管）でつなぎ，視聴者とともに盛り上
げるネット連動型音楽ライブ番組。一流アーティ
ストのライブを届けるとともに地元の若きミュー
ジシャンを応援，音楽への熱い思いが詰まった番
組を届けた。夏と冬にはスペシャル版を放送，S
KE48の紅白出場の舞台裏を紹介するなど若年層
の期待に応える放送展開を図った。
『ナビゲーション』　G

金　19:30～19:55
再日　 8:00～ 8:25

　第 1回93.4.17／中部ブロック／中部 7県の課題
や事件・事故の背景，地域の現状など旬のテーマ
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を深く，分かりやすく伝え，全国発信にも努めた。
『金とく』　G

金　20:00～20:43
再土　10:05～10:48

　第 1回06.4.7／中部ブロック／中部の“見たい”
“知りたい”“行きたい”に応える番組として，自
然や暮らし・文化を深く取材し，多彩な内容で親
しみやすい番組を放送した。
『ウイークエンド中部』　G

土　 7:30～ 8:00
　第 1 回85.4.6／中部ブロック（一部各局単）／
中部 7県の旬の話題や各地に暮らす人たちの魅力
がたっぷり詰まった土曜朝の情報番組。各地のイ
ベント情報や生中継も交え，暮らしに役立つ情報
を伝えた。
『かんどアナの東海ピックアップ』　G

土　12:38～12:43
再水　22:45～22:50

　第 1 回11.4.9／東海 3県ブロック／東海 3局の
経営情報・番組情報を紹介。担当したディレクタ
ーやアナウンサー，制作スタッフなども出演して，
舞台裏のエピソードなどを交え，各局の取り組み
などを伝えた。
『中部あさいちばん』　R1

月～土　 7:40～ 8:00
　第 1 回99.4.5／中部ブロック（一部各局単）／
ニュース，気象情報，交通情報や多彩なコーナー
企画など，中部の朝の表情や生活情報を届けた。
『FMトワイライト』　FM

月～金　18:00～18:50
　第 1回99.3.29／中部ブロック／個性あふれるパ
ーソナリティーが楽しいトークと音楽で夕方のひ
とときを演出するディスク・ジョッキー番組。リ
スナーからのお便りやリクエスト，ゲストとの音
楽話など耳より情報満載で送った。 4月には「放
送3000回記念スペシャル」を放送，また，10月に
は愛知県田原市での公開スペシャル版を放送し
た。
（2）特集番組
〔中部ブロック〕
『東海北陸ヒューマンドキュメンタリー “笑顔”
でつかんだ夢の舞台　寺本明日香五輪への挑
戦』　G 名古屋局　 5.11／19:30～19:55

『東海北陸スペシャル　ロンドン五輪を丸ごと楽
しもう』　G 中部各局　 7. 6／19:30～20:43

『 東海北陸ヒューマンドキュメンタリー　2年ぶ
りの県大会出場～笑顔で復活！ソフトボール
部』　G 名古屋局　 7.20／19:30～19:55

『Uta-Tubeスペシャル～SKE48全チーム大集
合！』　G 名古屋局　 8.24／22:00～22:48

『やっほー！日本アルプス関連　「金とく」プレ
ミアムトークショー～山岳ロケの現場から』
　G 名古屋局　 9. 7／ 1:45～ 2:14
『東海北陸ヒューマンドキュメンタリー　だれか
が待っとる～山村支える行商トラック』　G

福井局　 9.17／18:11～18:36
『ゆめうつつ』　E

名古屋局　 9.17～20，24～27／23:25～23:28
『金とくスペシャル　激走！日本アルプス大縦
断』　G 名古屋局　 9.21／19:32～20:45

『東海北陸スペシャル　エアロスペースドリー
ム』　G

名古屋・岐阜局　10.12／19:30～20:43
『東海北陸ヒューマンドキュメンタリー　片足で
いどむワールドカップ～アンプティサッカー・
川合裕人46歳の挑戦』　G

津局　12.14／19:30～19:55
『山が教えてくれたこと～ハギトモ　白馬三山を
行く』　G

名古屋・岐阜局　12.21／19:30～20:43
『アイディア対決・全国高等専門学校ロボットコ
ンテスト2012～東海北陸地区大会』　G

名古屋局　11.23／13:05～13:59
『NHKナゴヤニューイヤーコンサート2013』
　G 名古屋局　 1.11／19:30～20:43
『Uta-Tube SKE48紅白歌合戦密着スペシャ
ル』　G 名古屋局　 1.14／22:00～22:48

『東海北陸 “子ども” スペシャル　ホンネで語ろ
うTV』　G

名古屋・津局　 1.18／19:30～20:45
『ドラマスペシャル　ヤアになる日～鳥羽・答志
島パラダイス～特別編＋メイキング』　G

名古屋・津局　 1.25／19:32～20:45
『Uta-Tubeスペシャル～new-tubeグランプリ
～』　G 名古屋局　 2.28／22:00～22:45

『東海・北陸文学紀行　新美南吉生誕100年～
東海北陸ゆかりの児童文学』　R1

名古屋局　 3. 2／ 9:05～ 9:55
『忘れない 未来のために～東日本大震災から2
年』　G
中部各局　 3. 8／17:11～17:57，19:30～20:45

『東海北陸 “子ども” スペシャル　ホンネで語ろ
うラジオ』　R1
名古屋局　 3.16／21:05～21:55，22:10～23:00

〔東海 4県ブロック〕
『家族で学ぼう　クイズ！防災SHOW』　R1
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名古屋局　 9. 8／ 9:05～ 9:55
〔東海 3県ブロック〕
『NHK名古屋児童劇団公演　青い鳥』　E

名古屋局　 8.26／15:00～15:55
『NHK名古屋青少年交響楽団　第47回定期演奏
会』　E 名古屋局　 9.15／13:00～13:59

『どう備える都市型災害』　R1
名古屋局　10.11／17:00～17:55

『衆院選2012開票速報』
　名古屋・津・岐阜局

G 　　　　12.16／20:17～21:00ほか
R1，FM　12.16／20:21～21:00ほか

『キミが主役だ！NHK放送体験クラブ』（愛知・
三重・岐阜県）　E

名古屋局　12.17～24／15:35～15:40ほか
『ほっとイブニング2012東海スペシャル～東海
経済・不況打破への処方箋』　G

名古屋局　12.28／18:10～19:00
『がんばれ！グランパス！～2013年シーズン開
幕特番』　R1

名古屋局　 3. 1／20:05～20:55
〔各局共通〕
『第79回NHK全国学校音楽コンクール』
（中部）東海北陸ブロック　E
「小学校・中学校・高等学校」

 9.30／14:30～16:50
（東海 3県ブロック）
　愛知県コンクール　E  9. 8／12:00～13:55
　三重県コンクール　E 8.25／13:00～14:45
　岐阜県コンクール　E  9. 1／12:30～13:59
（県域）
　石川県コンクール　E  9. 1／12:30～13:50
　静岡県コンクール　FM  8.25／14:00～15:27
　福井県コンクール　  FM  8.28／ 9:20～11:50

E  9. 1／13:00～15:00
　富山県コンクール　E  8.25／13:00～14:58
〔北陸ブロック〕
『金とく　北陸スペシャル』　G 20:00～20:43
　「トップスピードで駆け抜けろ」

富山局　 6.23／17:30～17:55
　「北陸観音霊場巡り～若狭・越前編」
 福井局　 7.20
　「 至高の美を求める匠たち～第59回日本伝統工
芸展金沢展」 金沢局　10.26

　「 歌う喜び　天まで届け～福井ソアーベ合唱団
の 8か月」 福井局　12.14

　「トヤマウタ♪LIVE」
富山局　 2.15／19:30～20:43

　「松井秀喜　父からの言葉」
金沢局　 3.29／19:30～20:13

『FM北陸ウイーク』　FM 18:00～18:50
　「トヤマウタ女子部。」 富山局　11.19
　「 編曲で夢を叶える　～音楽プロデューサー　

中村タイチ」 福井局　11.20
　「イクメンで行こう！」 金沢局　11.21
　「がんばれ！ゴジラ松井秀喜」 金沢局　11.22
　「恋歌特集」 福井局　 2.18
　「トヤマウタRadio」①② 富山局　 2.19～20
　「 ポップでジャジーでクラシック！？おしゃれ

な創作和太鼓の世界！」 金沢局　 2.21
　「北陸ご当地アイドル特集」 金沢局　 2.22
『FM北陸スペシャル』　FM

 3.15／18:00～18:50
〔石川県域〕
『石川アーカイブス 追悼　人間国宝　大場松魚』 
G 10.21／13:50～14:55

『特番　松井秀喜選手が引退』　G
12.28／16:50～18:00

『石川朗読ひろば in 中能登』　R1
10.14／13:05～14:00，14:05～14:55

『石川朗読ひろば in 野々市』　R1
 2.23／13:05～14:00，14:05～14:55

『FMジュークBOX』　FM 18:00～18:50
4.27， 5.25， 6.29， 8.31， 9.28， 1.25

『まちスタ×ジュークBOX　』　FM
10.26，12.21／18:00～18:50

〔静岡県域〕
『静岡流』　G 19:30～19:53
　「 この足と　世界へ～義足のランナー夢へのラ

ストチャンス」  4.13
　「 食卓からウナギが消える～“国産ウナギの聖

地”浜松の苦闘～泣いて笑って舞う」  7.20
　「 「働きたい」に寄りそって～“伴走支援”の

現場から」  9.17
　「伊豆“ふるさと鍋”の旅」 12.14
　「富士山LOVE！」  2. 2
　「 浜岡原発　災害時の備えは～密着　中電の対

策と揺れる周辺地域」  2. 8
『しずメン☆しずジョ』　G 19:55～19:58
　「 あなたのパワーの源は？@静岡県立農林大学

校①」  4.27
　「 これだけは守りたいものは？@静岡県消防学

校①」  5.25
　「 もう無理と思った瞬間は？@静岡県消防学校

②」  6. 1
　「 無人島に持っていきたいものは？@静岡イン
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ターナショナル・エア・リゾート専門学校」
  6.29
　「こんなロボット作りたい@沼津工業高校」
  7.20
　「 富士山のふもとで○○をさけぶ@日本建築専
門学校」  9.14

　「 今までに“これは美しい”と感じたモノは？
@静岡県美容専門学校」 10.26

　「 あなたの性格動物に例えると？@専門学校ル
ネサンス・ペット・アカデミー」 12. 7

　「 地球最後の日　あなたは？@専門学校ルネサ
ンス・ペット・アカデミー」 12.14

　「私の親の○○が好き@浜松大学」  1.18
　「 あなたにとって“男らしさ”とは？@浜松大
学」  2.22

『キャンパスDJ』　FM 18:00～18:50
　「大学生のお財布事情」  6. 7
　「大学生になってから」 10.25
　「今年はこんな年にしたい」  1.24
『認知症フォーラム　あきらめない～最新医療と
社会の支え』　E 10.13／13:00～14:00
『たっぷりキャラバンin “伊豆東海岸”』　G
伊東市（2.21），河津町（2.22）　18:10～19:00

『ディープトークシズオカ～LOVE！高校野球の
巻～一次会，二次会』　G

 1.13／20:00～20:43，22:55～23:20
『防災ラジオ特集　巨大地震にそなえる（1・
2部）』　R1

 3.16／13:05～13:55，14:05～15:00
〔福井県域〕
『中部あさいちばん　人権インタビュー』　R1
 12. 5／ 7:46～ 7:55
『衆院選2012開票速報・福井』

G 　　　　　12.16／20:11～20:30ほか
R1・FM　12.16／20:21～20:41ほか

『FUKUIアニソンまつり！』　FM
 1.19／20:10～22:00

『FM特集』「名作を楽しむ～梶井基次郎」　FM
 3.21／18:00～18:50

〔富山県域〕
『衆院選2012開票速報・富山』

G 　　　　　12.16／20:00～20:11ほか
R1・FM　12.16／20:16～20:18ほか

『トヤマウタスピンオフ』　G
 3.26／ 0:45～ 1:15

〔三重県域〕
『ヤアになる日～鳥羽・答志島パラダイス～届け
ます！島の元気』　G

 9.18／11:05～11:30
 9.26／15:17～15:42

『三重防災フォーラム　最大級の想定にどう備え
るか～巨大津波から生き抜くために』　G

 1. 9／15:15～15:58
『（43分版）片足でいどむワールドカップ～アン
プティサッカー　川合裕人46歳の挑戦』　G

 2. 9／10:05～10:48
『キミが主役だ！NHK放送体験クラブ～熊野
編』　G 2.13～14， 2.21／10:40～10:50
『フレッシャーズ』　FM  3.21／18:00～18:50
〔岐阜県域〕
『ぎふスペシャル』「双方向クイズ！あなたの知
らない長良川」　G 7.20／19:30～20:43

『NHKハートフォーラム』「認知症新時代in岐
阜」　G 10. 6／10:05～10:48

『ぎふスペシャル』「敦士が行く！ギフとフラッ
グ自転車旅～国体でふるさと再発見」　G

10.19／20:00～20:43
『ぎふスペシャル』「FC岐阜2012　監督・選手
が語るこの1年」　G 12.30／17:10～17:55

『岐阜発ドラマ「父の花，咲く春」もっと楽しみ
隊！』　G  3.29／19:30～19:53

『ぎふスペシャル』「笑う岐阜に福来る～第10回
全日本学生落語選手権」　G

 3.29／20:00～20:43

3．スポーツ中継

〔高校野球〕
第94回全国高校野球選手権大会
　愛知県　  準決勝 E・R1／ 7.28

決勝 E・R1／ 7.29
　石川県　  準々決勝 FM／ 7.24～25

準決勝 E・FM／ 7.27
決勝 G・R1／ 7.28

　静岡県　  4 回戦 R1／ 7.22
準々決勝 FM／ 7.24
準決勝 E・FM／ 7.25
決勝 E・FM／ 7.27

　福井県　  準々決勝 R1／ 7.27
準決勝 E・R1／ 7.29
決勝 G・E・R1／ 7.30

　富山県　  準々決勝 FM／ 7.24
準決勝 G・E・R1／ 7.26
決勝 E・FM／ 7.27
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　岐阜県　  （東海 3）準決勝 E・FM／ 7.27
（岐阜県域）決勝 G・FM／ 7.28

　三重県　  準決勝 E・FM／ 7.27
決勝 G・FM／ 7.28

第57回全国高校軟式野球選手権大会
　（東海 3・近畿・熊本）　決勝 R1／ 8.29
第65回秋季東海地区高等学校野球静岡県大会
　静岡県　  3 位決定戦 R1／ 9.30

決勝 R1／10. 6
第65回秋季東海地区高等学校野球大会
　（東海 4）  準決勝 R1／10.27

決勝 R1／10.28
北信越地区高等学校野球大会
　石川県　  準決勝 FM／10.20

3 位決定戦・決勝 FM／10.21
　福井県　  準決勝 R1／ 9.29

3 位決定戦・決勝 R1／10. 2
　富山県　  準決勝 R1／ 9.29

3 位決定戦・決勝 R1／ 9.30
第127回北信越地区高等学校野球大会
（新潟・長野・福井）　準決勝 R1／10.20
（新潟・福井）　　　　決勝 R1／10.21
〔その他のスポーツ〕
プロ野球
「中日」対「楽天」（中部） DG1／ 6. 8
 〈マルチ編成〉
「中日」対「DeNA」（中部） G／ 8.17
 〈マルチ編成〉
「中日」対「ヤクルト」
※クライマックスシリーズ　ファーストステージ
　（東海 3） R1／10.13～15
「巨人」対「中日」
※クライマックスシリーズ　ファイナルステージ
　（東海 3） R1／10.17～19
「中日」対「DeNA」（東海 3） R1／ 3.29
各県サッカー選手権大会　決勝
愛知県 G／ 8.25
静岡県 G／ 8.26
石川県・福井県・富山県・三重県・岐阜県
 G／ 8.26
高校総体サッカー静岡県大会　決勝
（静岡県域） E／ 6. 3
Jリーグ
「名古屋グランパス」対「サガン鳥栖」
　（東海 3・佐賀） G／ 4. 7
「名古屋グランパス」対「横浜マリノス」
　（東海 3） G／10.27
「名古屋グランパス」対「ジュビロ磐田」

　（東海 3・静岡） G／ 3. 2
「ベガルタ仙台」対「ジュビロ磐田」
 静岡県域／ 4. 7
「清水エスパルス」対「横浜F・マリノス」
 静岡県域／ 5.26
「ジュビロ磐田」対「名古屋グランパス」
 静岡県域／11.17
「清水エスパルス」対「横浜F・マリノス」
 静岡県域／ 3. 9
J2リーグ
「ギラヴァンツ北九州」対「カターレ富山」

福岡・富山県域／ 3. 3
「FC岐阜」対「徳島ヴォルティス」
　（岐阜・徳島県域） G／11. 4
bjリーグ G
「 富山グラウジーズ」対「宮崎シャイニングサン
ズ」 宮崎・富山県域／ 4.22

「富山グラウジーズ」対「千葉ジェッツ」
 富山県域／ 2.17
BCリーグ R1
 福井県域／ 5.11， 5.12
全国高校総体バスケットボール福井県予選 E
女子決勝・男子決勝 福井県域／ 6. 3
日本ハンドボールリーグ女子
「北国銀行」対「ソニーセミコンダクタ」　G
 鹿児島・石川県域／ 2. 3

Ⅱ．技　術

1．デジタル放送の拡充と普及

（1）地上デジタル放送のネットワーク拡充
　中部では，静岡県にて新たに 3局のデジタル中
継局（袋井，三ケ日都筑，伊豆東海岸）を開局し
た。03年から 9年かけてデジタル親局 7局，デジ
タル中継局198局を開局した。これですべての放
送所整備が完了し，地上デジタルネットワークが
完成した。
（2）デジタル放送の普及促進
　新たな難視地域やデジタル化困難共聴に対し
て，域内各地域の地上デジタル放送推進協議会と
連携して地デジ受信対策を推進した。
　NHK共聴について，老朽化大規模改修 9施設，
小規模改修27施設，無停電電源装置の整備 4施設
を実施し，安定な受信確保に努めた。
　デジタル時代に即した受信相談体制を試行し，
より迅速できめ細かなお客様対応ができた。
　BS受信サポート活動により，電器店からBS未
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受信の世帯に対して受信方法を提案することで
BSアンテナ設置を促し，BS受信普及を進めた。
　また，電器店や量販店延べ2,234店を訪問し，
衛星契約取り次ぎの拡大に向けた営業支援を実施
した。
（3）地上デジタル放送のサービス向上
　デジタル放送の特徴を生かしたデータ放送によ
る双方向番組等の取り組みが増加した。名古屋局
では『東海北陸スペシャル～エアロスペースドリ
ーム』，福井局では『年末ハイライト～お天気QQ
箱』，岐阜局では『あなたの知らない長良川』に
おいて双方向クイズを実施した。
　スマートフォンなど携帯端末の急激な普及を背
景に，ソーシャルメディアを活用した新しいサー
ビスの開発にも取り組んだ。名古屋局では全国放
送の『よる☆ドラ』「恋するハエ女」において，
ドラマの裏話や主人公の心情をドラマの放送中に
リアルタイムにデータ放送とツイッターで「つぶ
やく」ソーシャル視聴サービスを実施し，大きな
反響を呼んだ。また，メールやツイッターで募集
した視聴者の意見を放送中に画面スーパーする視
聴者参加型の番組を多く制作した。名古屋局では
特番で 4回実施し，『東海北陸子どもスペシャル』
においては，1,000件を超える意見が寄せられ，
番組中に125回の画面スーパーを実施した。静岡
局『ディープトーク静岡』，金沢局『真相回転！
どいね寿司』でも同様のサービスを実施した。

2．放送設備の充実

　南海トラフを震源とする巨大地震に備えるた
め，三重県総合文化センター内に報道拠点の開設，
津局会館屋上非常用発電機の整備，熊野無線伝送
ルートのハイビジョン化更新を進めた。三重県尾
鷲港，愛知県師崎，静岡県浜岡原発，安倍川河口，
沼津港，足柄サービスエリアにハイビジョンカメ
ラを整備し機能強化を図った。また，金沢局会館，
静岡局会館，津局会館，ラジオ放送所（ 8か所）
の非常発電機用燃料タンクの倍増化整備を行い，
大規模・長時間停電時の事業継続を可能とした。
　万一の障害復旧時間を短縮するため，地上デジ
タル親局（金沢・観音堂，静岡・日本平，浜松，
福井・足羽山，富山・呉羽）および中継局（11局）
に非常用設備を整備した。また，名古屋局会館の
受配電・変電設備を更新し，保守性向上と放送安
定化，機能強化を併せて実現した。
　新たな放送サービスへの展開，より良いサービ
スの提供に向け，名古屋局で 5件（「アクティブ・
テレビジョン」「高出力LEDライト」「マルチア

ングル対応音響システム」「U-Padロボカメコン
トローラー」「ACロボカメ・基地局リモート制
御」），富山局で 1件（「小型高効率中波受信アン
テナ」）の新技術開発に取り組んだ。

3．緊急・災害報道の取り組み

　東日本大震災に対する東海北陸域内からの支援
は 2年経過後も継続し，福島局衛星伝送車からの
ローカル中継とニュース伝送業務に従事してい
る。
　11月の豊川信用金庫蔵子支店にて「立てこもり
事件」が発生し，衛星伝送車 2台，ニュースカー
3台，緊急用小型伝送装置 2台などで複数の伝送
路を確保して約13時間にわたる緊急報道対応を実
施した。また，12月の中央道笹子トンネルでの天
井崩落事故では中日本高速道路本社（名古屋）で
の会見を安定に伝送できるよう設備を仮設して対
応した。
　設備面では岐阜県の飛騨無線伝送ルートのハイ
ビジョン化と船山ヘリ自動追尾装置整備，会館衛
星受信設備，無線回線集中制御卓更新整備を推進
した。また，災害対策訓練として報道部と連携し
て中部ブロック協議会訓練（国の出先機関，自治
体，ライフライン企業等が参加）に合わせて名古
屋・津・岐阜局の 3局合同地震訓練を実施した。

4．番組制作技術の取り組み

　ドラマ番組では，三重県を舞台にした『ヤアに
なる日』，岐阜県を舞台にした『父の花，咲く春』，
『よる☆ドラ』「恋するハエ女」の 3本を制作。
豊かな人間性・地域性を存分に表現するとともに，
高品位なドラマを全国に発信，地域の活性化にも
貢献した。
　スポーツ番組では，大相撲名古屋場所でのワイ
ヤレスカメラの活用，プロ野球中継ではバックス
クリーン上段カメラの設置などの創意工夫を行
い，スポーツ番組の迫力と感動を全国の視聴者に
届けた。
　12年度からスタートした，夢に挑戦する若者を
描くドキュメンタリー番組『ティーンズプロジェ
クト　フレ☆フレ』では，全国各地の若者の元気
と情熱を存分に表現し大きな反響を得た。
　10月 6 日， 7 日のNHK名古屋放送局の会館公
開に合わせ「スーパーハイビジョン公開」を実
施。1,394人のお客様に，今まで目にした事のな
い高精細な映像と臨場感豊かな迫力ある音声を体
感してもらった。
　『NHKスペシャル』「激走！日本アルプス大縦
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断」や『金とく～トランス・ジャパン・アルプス・
レース』を制作。富山湾から駿河湾まで415kmに
も及ぶ超人レースをメディアとして初めて密着取
材。また，新企画番組『ゆめうつつ』では，ハイ
スピードカメラや超小型カメラを使って，常識に
とらわれない仮想空間の斬新な映像表現に努める
など，満足度の高い良質な番組を数多く全国に発
信した。

Ⅲ．視聴者

1．広　報

（1）マスコミ広報・番組広報
　名古屋局では，引き続き広報番組『かんどアナ
の東海ピックアップ』を制作し，東海 3局の経営・
番組・事業イベントなどの情報を紹介した。水曜
夜に再放送を新設したことで，さらに視聴者の関
心に応えることができた。
　また，番組改定記者会見や三重県を舞台にした
ドラマ『ヤアになる日～鳥羽・答志島パラダイ
ス』，『よる☆ドラ』「恋するハエ女」，『Uta-Tube 
SKE48紅白歌合戦密着スペシャル』などさまざ
まな番組で取材会を実施し，地元マスコミに積極
的に情報を提供した。
　富山局では，ロンドンオリンピックに合わせ，
路面電車のラッピング（45日間）・局舎ウインド
ウ広告やチラシ（5,000部）を活用し，番組の宣
伝と衛星契約の理解促進を図った。
　津局では，同局で初めて制作したドラマ『ヤア
になる日～鳥羽・答志島パラダイス』に合わせ，
さまざまな媒体を通して，番組広報活動を実施し
た。会館公開（10.6～7）を実施し，来場者にド
ラマPR活動を行った。 2日間で延べ 1万人の来
場者があった。
　岐阜局では，国体の開催に合わせて県内スポー
ツを応援する 1分スポットを制作した。また，ド
ラマ『父の花，咲く春』では，ロケ取材会（2.11），
地元関係者試写会（3.23）を行うとともに，ショ
ッピングモールでの写真パネル展，バス会社の映
像広告や動画サイトへのPR映像配信，ケーブル
テレビへのPR映像提供など，幅広く広報した。
（2）視聴者ふれあい活動
　ふれあいミーティングは，中部で計116回実施
し，延べ2,930人が参加した。
　富山局では，「視聴者のみなさまと語る会～経
営委員とともに～in富山」を 4月に開催。公募に
よる視聴者39人と，放送や経営全般について意見

を交換した他，『大河ドラマ』「平清盛」の制作担
当者による講演会も実施した。
　名古屋局ではNHK視聴者会議に替わる「NHK
倶楽部」を発足させた。12年度は 3 回（9.10，
11.15，1.28）実施し，若者層向け番組や受信料制
度などをテーマにメンバーから率直なご意見を聞
いた。
　見学施設「放送体験スタジオ　わくわく」へ
は， 1年間に約13万人が訪れ，ニュースキャスタ
ーの疑似体験など楽しみながら放送を学んでもら
った。また，266件7,980人の団体見学者にテレビ
スタジオなどを案内した。
　10月には，会館公開「きてみてNHK2012」を
実施。「Uta-Tube」セット公開やライブショー，
スーパーハイビジョン公開，名古屋放送局制作番
組のアナウンサー・キャスターによるトークショ
ーなどを実施した。来場者は 2日間で 1万人を超
え，大盛況だった。
　豊橋支局，金沢局，静岡局，津局，岐阜局でも
会館公開を実施，視聴者との交流を深めた。
　金沢局では，テレビ放送開始60年記念イベント
を開催（2.23）し，SHV，ハイブリッドキャスト
などを体感してもらった。ホームページやスポッ
トでのお知らせ，開催前日の新聞広告効果もあり，
大盛況となった。
　また，放送会館の見学時に開催する「ふれあい
ミーティング」に加え，金沢市内，小松市，輪島
市などの各地に出向いて，アーカイブス上映会と
合わせたふれあい活動も実施。地域の視聴者との
結び付きを強め，公共放送の価値を高めた。
　福井局では，「一福丸アニメ」の放送，ダンス
の普及活動，イベント会場での着ぐるみとのフォ
トサービス，地元イベントへの参加など，自局の
マスコットキャラクターを活用したさまざまな
CS活動を展開した。
　岐阜局では，ロンドンオリンピックの開催に合
わせ，出張会館公開「ふれあい祭2012」（7.14～
15）を実施した。全競技の放送日時をパネル展示
したほか，環境セミナーや朗読ライブなど 2日間
で 5つのステージイベントを行い，1,792人の参
加があった。また，ドラマ『父の花，咲く春』に
関連し「笑顔」にまつわる視聴者のエピソードと
写真を募集し，特設サイトで公開したほか，43の
エピソードを放送で紹介した。
（3）デジタル放送の普及・理解促進活動
　金沢局では， 4月に『NHKのど自慢』を行っ
た加賀市文化会館， 2月にハンドボール「北国銀
行VSソニーセミコンダクタ」戦を生中継した金
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沢市総合体育館の両会場で「デジタル体感ラン
ド」を開催し，デジタル放送の魅力，次世代テレ
ビとして期待される3Dの可能性を広く視聴者に
伝えた。また，七尾の能登和倉万葉の里マラソン
では，デジタル放送のPRチラシを配布し，デジ
タル放送に関わる放送サービスの多様性を広くア
ピールした。

2．イベント事業

　中部ブロックでは，公開番組をはじめ，公共放
送キャンペーン，こども・青少年，教育・教養，
美術，音楽，スポーツなど，さまざまな分野・対
象のイベントを実施した。約57万人の視聴者と触
れ合い，公共放送の理解促進と地域の活性化・文
化振興に努めた。
〔名古屋局〕
（1）公開番組
　『オンバト＋』『NHKのど自慢』『BS日本のう
た』『ごきげん歌謡笑劇団』などの全国放送番組
と，『FMトワイライトSP』『金とく出前コンサー
ト』などの地域放送番組も含め，中部で113本を
実施した。
（2）公共放送ならではのイベント・キャンペー

ン
　「防災キャンペーン」「ハートプロジェクト」
「ふるさとの食にっぽんの食」「環境キャンペー
ン」など，公共放送ならではのキャンペーン・イ
ベントを中部各局で展開した。
　名古屋局では，「防災キャンペーン」の一環と
して在名民放ラジオ局各社と連携した『クイズ！
防災SHOW』や『めざせ！会社の星～防災SP』
を防災の日（9.1，名古屋放送センタービルほか）
に実施。また，「ハートプロジェクト」では，
NHKハートフォーラム（5.20，名古屋市，6.17，
長久手市，10.8，津島市）を開催した。
（3）こども・青少年イベント
　「第79回NHK全国学校音楽コンクール」「第59
回NHK杯全国高校放送コンテスト」「第29回NHK
杯全国中学校放送コンテスト」「キミが主役だ！
NHK放送体験クラブ」を中部各局で実施した。
　また，ファミリーで楽しめるステージショーと
して，チャリティーコンサート「おかあさんとい
っしょファミリーコンサート」（ 1か所），「いな
いいないばあっ！あつまれ！ワンワンわんだーら
んど」（ 2か所）や，「おかあさんといっしょ宅配
便～ポコポッテイト小劇場」（ 9か所）を中部各
地で開催した。
　名古屋局では夏休み中の親子を対象に「NHK

こどもサマースクール2012」（8.7～12，名古屋放
送センタービル）を実施し，自由研究のヒントを
提供したほか，番組キャラクターが大集合するフ
ァミリーイベント「あそぼぅ！NHK夢いっぱい
わーるど」（3.23～24，名古屋放送センタービル）
を行った。
（4）教育・教養イベント
　学校に出向いて行う「NHKこども音楽クラブ
～N響が学校にやってきた」「NHK朗読ひろば」
「Let’s try！プレキソ英語」など，教育イベント
を中部 4か所で実施。
　また，学校放送番組の研究委嘱を行い，教育現
場での番組利用の推進を図った。
　教養イベントでは，「NHK公開セミナー」とし
て『大河ドラマ』「平清盛」をテーマにセミナー
（ 2か所）を実施した。
（5）美術展・展覧会
　「アントワープ王立美術館所蔵　ジェームズ・
アンソール」（4.14～6.17，豊田市美術館），「グェ
ッリーノ・トラモンティ展」（6.9～7.29，瀬戸市
美術館），特別企画展「ボストン美術館 日本美術
の至宝（前期 6.23～9.17，後期 9.29～12.9，名古
屋ボストン美術館），「日本伝統工芸展」（10.3～8，
名古屋三越栄店，10.26～11.4，石川県立美術館），
企画展示「眼で愉しむ　源氏と平家の物語」
（11.17～12.13，徳川美術館）を中部各地で主催
し，地域の文化振興に寄与した。
（6）音楽イベント
　『NHKナゴヤニューイヤーコンサート2013』
（1.3，名古屋市），「N響定期演奏会」（2.24，名
古屋市）を主催・共催したほか，「NHKなごや芸
能音楽祭2012」（9.25～26，名古屋市能楽堂）では，
クラシック音楽や伝統芸能番組の公開収録も実施
した。
（7）スポーツイベント
　「ラジオ体操・みんなの体操会」「第92回天皇
杯全日本サッカー選手権大会代表決定戦」を中部
各地で実施したほか，「NHKジュニア野球教室」
（ 1か所），「NHKジュニアバレーボール教室」（ 1
か所），「NHKジュニアサッカー教室」（ 1か所）
を実施した。
　また，名古屋局では，「第22回日本シニアオー
プンゴルフ選手権競技」（10.25～28，東名古屋カ
ントリークラブ）を開催した。
（8）その他のイベント
　名古屋局制作番組『金とく』の山シリーズと連
動し，トークショー（8.12，名古屋，富山，岐阜）
や中部地方の各局が連携したコンサートなど実施
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した（9.4，名古屋，9.8，静岡・岐阜，9.17，富山）。
また，新美南吉生誕100周年記念として，新美南
吉の作品や生涯を紹介するコンサートや朗読イベ
ント（2.22～23，半田市）を企画・実施した。
〔金沢局〕
　地域の視聴者に親しまれる放送局を目指し，県
内各地でさまざまな公開番組や公開イベントを実
施した。加賀市での『NHKのど自慢』（4.8），小
松市での『歌の散歩道』（12.7）など全国放送公
開番組は 9本開催した。金沢市で実施した「NHK
交響楽団演奏会」（2.2）では，県内外のクラシッ
クファンが一流の演奏を楽しんだほか，内灘町で
は「NHKこども音楽クラブ」（5.8）としてNHK
交響楽団が町内の小学校でミニコンサートを開催
した。この他，認知症をテーマにした「NHKハ
ートフォーラム」（9.1）を開催。寸劇と講演で認
知症の人との共生について考えるイベントを実施
した。ラジオの地域公開番組として『石川朗読ひ
ろば』を中能登町（9.9）と野々市市（2.10）で実
施。アナウンサーやキャスターと直接触れ合える
イベントとして好評だった。
〔静岡局〕
　24回目を迎える「NHK富士山写真コンクール
写真展」（9.5～10，静岡市）に合わせて，富士山
をテーマにした「登る！撮る！富士山　トークシ
ョー」（9.8，静岡市）を，女優の市毛良枝さん，
山岳写真家の白籏史朗さんの出席で実施した。
　地域に根ざし開かれたNHKを目指し，「災害報
道」と「防災」をテーマに会館公開「NHK静岡
ふれあいデー」（10.6～7，静岡局）を実施し， 2
日間で1,500人の来場者があった。地震体感シミ
ュレーター体験，防災絵本の読み聞かせ，防災人
形劇などを通して防災への関心を高めた。
　若者を対象としたイベントとして，県内の大学
生に参加してもらう「キャンパスDJ」（5.30，静
岡市，10.9，三島市，1.15，浜松市）を東海大学
海洋学部，順天堂大学保健看護学部，浜松大学の
各大学キャンパスで公開収録し，若者層への接触
者率拡大に寄与できた。
〔福井局〕
　13年 1 月から福井局が80周年イヤーに入ること
を機に，直前のプレイベントとして「FUKUIア
ニソンまつり！」（12.22，坂井市）を実施。観覧
客だけでなく，出演者にも自身のブログで「楽し
かった」と言ってもらうなど大変な好評を得るこ
とができた。このイベントを収録し， 1月にFM
で放送（1.19，福井単）。 2月11日にはFMで全中
にも展開でき，福井局80周年のスタートを全国に

PRすることができた。この他，福井ケーブルテ
レビとの共催で「お笑いオンステージ」（2.22，
福井市）を実施。イベントを通じてCATVとの協
力関係を深めることができた。
〔富山局〕
　高

こ

志
し

の国文学館開館記念として富山県と共催で
「NHK万葉恋活講座（ 8月，富山市）」を開催。
新たな切り口で地域の魅力再発見につなげ，満足
度は89%と高い数字となった。
　また，中部 7局と長野局で展開する「山プロジ
ェクト」と連動して放送やイベントを実施（ 8～
9 月）。アナウンサーによる朗読と山岳カメラマ
ンのトークショーでは10代から40代の参加者も多
く，全体の98%が「山岳番組を今後見てみたい」
と回答し，山への関心の高さが表れた。関連の番
組・イベントをスポットやチラシなどでPRした。
　『ニュース富山人』では月 1回の企画コーナー
のスペシャル版として富山大学で「トヤマウタラ
イブ」を実施（ 1月，富山市）。学生を中心に500
人が参加し，アンケートの満足度は93%と高い数
字となった。
〔津局〕
　津局制作ドラマ『ヤアになる日～鳥羽・答志島
パラダイス』に関連し，島の人々や地元の高等専
門学校生とともに，海や島の豊かな自然や歴史文
化を体験する「鳥羽・答志島パラダイスツアー」
を実施（9.16）。県内外の親子連れが参加した。
その他，県内 4か所でドラマPR展に合わせてお
客様とのふれあいイベントを実施（ 9月毎週末）
した。
　防災に関する取り組みでは，県南部の小学生向
けに，楽しみながら放送の仕組みと防災に関する
知識を学ぶ「放送体験クラブ～防災編」を県の防
災室と協力し実施（10.29～11.1），200人の参加が
あった。また，県・地元新聞社と共同主催した「防
災フォーラム」（12.9）では，400人の参加者の前
で，南海トラフ地震の被害想定を基にNHK解説
委員や知事らが話し合った。
〔岐阜局〕
　高山支局の開局70周年と中部の各放送局が取り
組んだ「NHK山プロジェクト」の一環として，
9月に放送した槍ヶ岳の番組を広報するイベント
「北アルプス朗読紀行」（9.8，高山市）を開催し
た。『槍ヶ岳開山』はじめ生誕100年となる作家・
新田次郎の小説の名シーンなどを，10年前に飛騨
を舞台とした『連続テレビ小説』「さくら」に主
演した高野志穂さんらによる迫真の朗読で聴かせ
た。
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　BS1のランニング情報番組『ラン×スマ』で
「いびがわマラソン」のロケが行われたことに合
わせ，大会前日に番組の出演者でプロランニング
コーチの金哲彦さんらを招いてトークイベントを
実施した（11.10，揖斐川町）。
　10回目の節目を迎えた「全日本学生落語選手
権」（2.23～24，岐阜市）では，過去最多の全国
55大学・大学院から，学生280人が参加した。

3．営　業

（1）全体状況
　12年度は，「平成24年～26年度NHK経営計画」
の初年度として，公平負担と営業経費抑制に向け
た営業改革に取り組み，中部ブロックとしての責
任を果たすべく，営業業績の確保に努めた。
　10月にはテレビ受信機だけを対象にした受信料
体系に移行してから初めてとなる受信料の値下げ
を行い，受信契約の促進と口座・クレジット支払
利用の促進を図った。
　中部ブロックの13年 3 月末の受信契約総数は，
563万4,000件，そのうち，衛星契約は256万3,000
件となった。この 1年で，契約総数（有料）は 7
万件の増加となった。
（2）契約収納業務の法人委託の拡大
　営業改革の大きな柱である「効率的な業務体制
の構築」に向けて，法人委託の拡大に取り組んだ。
12年10月，中部ブロックとして 2地区目となる公
開競争入札による業務委託がスタートし，13年 8
月と10月にさらに 2地区の運用を予定している。
13年 3 月末現在，域内全体で28社の法人委託が稼
働している。今後も拡大する公開競争入札による
業務委託の実効性を高めるため，外部委託法人の
開発・育成に取り組んでいく。
（3）受信料の公平負担と取り組みの強化
　製造業が集積する中部経済の中核であるトヨタ
関連企業の景気は，国内事業が円高是正の追い風
もあり， 5年ぶりに黒字化する見通し。生産量・
輸出量も増加しているため，全般的には雇用拡大
の方向となっている。
　12年度は訪問要員一人ひとりの生産性の向上を
活動の柱とし，取り次ぎ総量確保と衛星放送受信
者から適正に衛星契約を取り次ぐことや，受信料
の口座振替やクレジットカード継続払いを促進す
ることにより，業績確保を目指す活動を推進した。
　とりわけ，年度スタートの 4月から 5月にかけ
ての大量移動時期には，集合住宅が集中する地域
の効率的な訪問要員の対策地域運用により，総数
増加・衛星増加とも過去10年間で最高の業績確保

ができた。ただ，年間を通じては，契約総数取り
次ぎ数は劇的な向上を実現するには至らなかった。
　民事手続き関係では，12年度も中部域内におい
て支払督促を着実に実施した。
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近 畿
◇「平成24～26年度NHK経営計画」で掲げられ
ている“放送機能の強化”の一つである「本部
のバックアップ機能」の整備に向けて，設備等
の準備を進めるとともに，『お元気ですか　日
本列島』を大阪局から生放送するなど，さまざ
まなシミュレーションや訓練を重ねた。
◇金曜午後 8時台の地域放送番組を大幅に刷新し
て『えぇトコ』とし，関西各地を旅し，関西の
魅力をたっぷりと紹介した。
◇『連続テレビ小説～純と愛』は，大阪市大正区
と本土復帰40周年を迎えた沖縄県の宮古島を舞
台に，ヒロインの純とその夫・愛

いとし

の奮闘ぶりを
描くラブストーリー。脚本は，遊川和彦。
◇ 2年目を迎えた「子どもを守れ！キャンペー
ン」は，将来を担う子どもたちを取り巻く環境
を少しでも改善していけるよう，放送だけでな
く，イベントやウェブ企画の充実を図るなど，
多角的に展開した。
◇NHKと民放連の共同ラジオキャンペーン“ラ
ジオにタッチ！”を実施し，共通のラジオ情報
サイトを立ち上げたほか，特集ラジオドラマを
共同で制作・放送した。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

（1）豊かで安心，たしかな未来へ災害からの復
旧・復興

　近い将来その発生が想定される南海トラフ巨大
地震については，金曜夜 7時台の番組『かんさい
熱視線』（G，年間34本）で，「巨大津波から命を
守れるか」（4.13），「津波が大都市を襲う」（5.18），
「巨大津波からどう逃げる」（1.25）のほか，原
発関連で，「揺れる大飯原発の運転再開」（4.27），
「関電株主総会“脱原発”は出来るのか」（6.29），
「揺れる大飯原発　活断層調査のゆくえ」
（11.17），「敦賀原発は動かせない」（1.11）を放
送した。また，全国放送では，『クローズアップ
現代』で，「どうする原発　運転再開～不安は解
消されるのか」（4.5），「原発運転再開“政治決
断”」を問う」（6.18），「津波火災知られざる脅威」
（9.3），「原発直下に活断層？問われる国の判断」
（11.21），「原発と活断層～規制委調査の波紋」
（2.4）を放送したほか，『NHKスペシャル』で，

「MEGAQUAKEⅡ　巨大地震第 2回～津波はど
こまで巨大化するのか」（4.8）に制作参加した。
発生から18年を迎えた阪神・淡路大震災について
は，『かんさい熱視線』で「終わらない震災～遺
族たちの18年」（1.18）を放送したほか，『NHKス
ペシャル』で「阪神・淡路大震災18年～大都市被
災その時日本は」（1.17）を放送した。11年 9 月
に発生した紀伊半島豪雨災害については，『かん
さい熱視線』で「いまだ終わらぬ豪雨災害」
（8.31）を放送したほか，『NHKスペシャル』で
「崩れる大地～日本列島を襲う豪雨と地震」
（9.2）に奈良局が制作参加し，全国に発信した。
　本部のバックアップ機能強化については，『お
元気ですか　日本列島』を年 4 回（5.11，7.6，
10.12，1.25）大阪局のニューススタジオから生放
送したほか，設備の整備に向けた準備を進めた。
（2）より地域に根ざした番組展開と各番組のさ

らなる充実
　金曜夜 8時台を紀行情報番組『えぇトコ』（G，
年間31本）に刷新し，関西のさまざまな魅力を再
発見する旅をテーマに，大阪局の編成部（編成制
作）が事務局となり，大阪局をはじめ，近畿管内
の各放送局が制作した。また，好評を博した11年
度後期の『連続テレビ小説～カーネーション』の
1週間ダイジェスト版『もういちどカーネーショ
ン』（G）を年度前半期に放送したほか，『ぐるっ
と関西おひるまえ』（G）は，平日のキャスター
に大平サブローさん，土曜に宝塚歌劇団のタカラ
ジェンヌを起用するなど，観覧者数も増加し，公
開放送としてより楽しめる内容となった。平日の
夕方 5時台に放送している『あほやねん！すきや
ねん！』（G，年間169本）では，ツイッターとの
生連動を実施したほか，810プロジェクトとも連
携した『学園祭スペシャル　2012』（11.4）を放
送するなど接触者率の拡大に努めた。このほか，
6年目を迎えた『ビジネス新伝説　ルソンの壷』
（G）や，『上方落語の会』（G），『西方笑土』（G）
を放送した。定時の全国放送番組では，新たな視
聴者の獲得を目指す『歴史秘話ヒストリア』（G）
は，“全国の名所を訪ねる”“女性史”“大河・朝
ドラとの連動”などを強化したほか，障害者のた
めの情報バラエティー『バリバラ』（E）と『バ
リバラR』（R2）を新設し，障害者だけでなく健
常者が気になる内容も取り上げるなど，大きな反
響を呼んだ。このほか，『バラエティー生活笑百
科』（G），『西方笑土』（BSP），『かんさい土曜ほ
っとタイム』（R1），『上方演芸会』（R1）などを
主管・制作した。
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（3）関西の “今” を迅速・的確に報道，鋭く検
証

　夕方 6時台の各府県向けのニュース情報番組
（G，月～金）では， 6時40分から12分間，大阪
のスタジオから近畿のニュースとスポーツを伝え
るコーナーを新設し，関西広域情報の充実を図っ
た。大阪局は『ニューステラス関西』を継続，各
局は『ニュース610京いちにち』（京都），『ニュー
スKOBE発』（神戸），『あすのWA！』（和歌山），『な
らナビ』（奈良），『おうみ発610』（大津）をそれ
ぞれ継続した。
　金曜午後 7時30分からの報道番組『かんさい熱
視線』（G）では，関西で今起きている問題や課
題など，さまざまテーマを熱く伝えた。警察の捜
査に至った大津市の男子中学生が自殺した問題を
はじめ，相次いだ学校でのいじめや体罰の問題に
ついては，「なぜ真実がわからない～大津市中学
校自殺問題」（7.20），「隠される“子どもの自殺”」
（10.5），「通報続出　いじめをなくせるか」
（10.12），「なぜ教訓を生かせない～繰り返され
る学校事故」（11.30），「問われる体罰～高 2男子
部員　自殺の波紋」（2.8），「いじめと自殺の真相
は～大津・第三者委の報告から」（2.15）などで
伝えた。このほか，南海トラフ巨大地震や原発問
題，“子どもを守れ！キャンペーン”関連にも継
続的に取り組んだ。また，人の生命にかかわる技
術革新やその課題については，「いのちをめぐる
決断～出生前診断　ある家族の記録」（4.20），「予
想外こそチャンス～山中伸弥　ノーベル賞への道
のり」（12.14），「がん治療が変わる～知られざる
“がん幹細胞”の脅威」（3.15）などで伝えたほか，
全国向けには，『クローズアップ現代』で，「“夢
の医療”は実現するか～iPS細胞　実用化前夜」
（7.3），「ノーベル賞受賞　山中伸弥さんに聞く」
（10.10），『NHKスペシャル』で，「出生前診断～
そのとき夫婦は」（9.16），「ノーベル賞・山中伸
弥　iPS細胞“革命”」（10.21）を放送した。
（4）信頼に応える選挙報道
　11月16日に衆議院が解散され，第46回衆議院選
挙は，12月 4 日公示，12月16日投票日となった。
近畿を拠点とした「日本維新の会」「日本未来の
党」の 2つの党が結党されるなど，候補者数が前
回と比較して大幅に増えたことに伴い，政見・経
歴放送の総放送時間も，大幅増となった。投票日
の開票速報のほか，公示日には，特集番組「2012
衆院選公示」を放送するなど，迅速かつ，公平・
公正な放送を実施した。

（5）“放送局のちから” で，地域の再生・活性
化

　 2年目を迎える“子どもを守れ！キャンペー
ン”では，地域特集番組として『パパとママがほ
しい』（G，8.23）や『ダンスで心の復興を』（G，
8.24），『虐待，どう減らしますか』（G，11.22），『子
育てガンバロ！コメディー』（G，11.23），『泣き
笑い　俺たちと先生の就職活動』（G，3.25）のほ
か，視聴者から寄せられた体験談や子どもの写真
などの関連ミニ番組を制作・放送した。また，『か
んさい熱視線』でも，「“家族”がほしい～養子縁
組望むこどもたちは今」（6.1），「子どもの居場所
を守りたい」（7.13），「子どもの愛し方　教えま
す」（11.2），「繰り返される悔恨」（11.9）など，
子どもを取り巻くさまざまな問題について取り上
げたほか，夕方 6時台の『ニューステラス関西』
でも関連企画を放送した。ラジオでも，『関西ラ
ジオワイド』や『関西発ラジオ深夜便』の中で，
子どもへのメッセージや朗読など関連企画を放送
した。NHK大阪ホールを活用した番組では，金
曜夜 8 時台に『ふたりは最高！大阪SHOW
TIME』（年 6本）を新設したほか，地域特集番
組『漫才祭り』（年 2本）や『上方落語の会』な
どの収録を実施し，一層の充実と定着化を図った。
また，BKプラザスタジオでは，地域特集番組と
して，春の会館公開と連動した『ぐるっと関西　
おひるまえ　祝日スペシャル』（5.3～5）や『あ
ほ！すき！学園祭スペシャル2012』（11.4）など
を公開で生放送した。大阪市大正区と沖縄の宮古
島が舞台となった『連続テレビ小説』「純と愛」
では，金曜夜 8時台の『えぇトコ』で，ドラマゆ
かりの地を訪ねる企画やドラマ出演者が関西各地
を訪ねる企画を放送したほか，沖縄局の地域特集
番組を近畿管内でも放送するなど，ドラマの盛り
上げや地域の活性化に努めた。 6年目を迎えた日
曜午前 7時台の地域経済情報番組『ビジネス新伝
説　ルソンの壺』（G，年38本）は，11年に引き
続き，関西以外でも，徳島・香川・鳥取・津局の
ほか，福井・岡山局でも随時放送し，停滞した関
西経済を活性化させるヒントを探った。また，7
月に桂三枝さんが六代桂文枝を襲名したのにあわ
せて，『桂三枝のすべて～六代桂文枝襲名』（BSP，
7.29）を全国に放送したほか，地域特集として
『三枝（文枝）の落語創世記』（年 3本）などを
放送。さらに，『笑福亭仁鶴と訪ねる　大阪の笑
い100年』（G，1.5）を全国向けに放送した。『奇
跡の庭　京都・苔寺』（G，1.1）では，初めて許
可されたカメラ取材で，京都・西芳寺の苔庭の美
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を 1年にわたって記録するなど，関西ならではの
文化や芸能を地域だけでなく全国に伝えた。
（6）スポーツソフトの活用
　関西で行われるさまざまなスポーツを全国に向
けて積極的に発信した。ロンドンオリンピックの
代表選考会を兼ねた『第96回日本陸上選手権』
（G，BS1，6.8～10）を中継したほか，『第94回
全国高校野球選手権大会』（G，E，R1，FM，8.8
～23）や，『第14回全日本学生柔道体重別団体優
勝大会』（E，11.3），『関西大学ラグビー「天理」
対「同志社」』（E，12.1）などのアマチュアスポ
ーツを伝えた。駅伝では，『女子第24回・男子第
63回全国高校駅伝』（G，R1，12.23），『第31回全
国都道府県対抗女子駅伝』（G，R1，1.13）を放
送し，インターネットへのサービス展開として，
静止画によるレース速報に加え，パソコンとスマ
ートフォンサイト向けには，全チームの中継所動
画，レース展開を伝える動画クリップを制作した。
このほか，『第68回びわ湖毎日マラソン』（G，
R1，3.3），『第85回選抜高校野球大会』（G，E，
R1，FM，3.22～4.3），競馬の『第73回菊花賞』（G，
10.21）などを中継した。
　地域放送では，『第46回織田記念国際陸上　兼　
ロンドンオリンピック代表選考会』（G，4.29）を
中継したほか，関西にゆかりのある代表選手を徹
底紹介する地域特集番組『ロンドン五輪直前　全
力応援！かんさい』（G，7.1）を放送するなど，
オリンピックへの関心を高める番組の放送に努め
た。
　また，プロ野球（G），サッカーJリーグ（G），
bjリーグ・バスケットボール（G）などのプロス
ポーツを生中継したほか，『サッカー女子　なで
しこリーグ「INAC神戸レオネッサ」対「日テ
レ・ベレーザ」～長居スタジアム』（G，11.12）
を収録で伝えた。このほか，『第41回関西学生サ
ッカー選手権～決勝』（E，6.2），全国高校野球選
手権大会の関西 2府 4 県大会の決勝戦（G，E，
R1，FM），『第57回全国高校軟式野球選手権大会
～決勝』（R1，8.29），『第17回大阪サッカー選手
権大会～決勝～天皇杯大阪代表決定戦』（G，
8.26），『関西大学ラグビー「関西学院」対「同志
社」』（E，10.14），『秋季近畿地区高校野球大会』
（R1，FM，10.27～11.4），『関西学生アメリカン
フットボール「関西学院大」対「立命館大」』（E，
11.25）などを中継した。
（7）注目をあつめるアジアの情報を，アジアの

各放送局とともに発信
　 3年目を迎えた『まるかじり！アジアン食堂』

（G，年 8本）は，日曜午前 7時台への移設に伴
い，関西で活躍するアジア人にスポットを当て，
彼らの故郷の食文化や日本への思い，人生の夢を
語ってもらう番組にリニューアルした。関西とア
ジアの深い関係を，より身近に感じさせる内容で，
関連ミニ番組を制作するなど，番組の認知度向上，
アジア諸国との相互理解の深化に取り組んだ。
（8）デジタル放送と新しいメディアで多角的な

地域サービスの展開
　フルデジタル化から 2年目を迎えるにあたり，
夕方 6時台の各局のニュース情報番組内に管中パ
ートを設け，関西の広域情報を伝えた。一方，全
国高校野球選手権大会の各府県大会については，
各府県域の放送とするなど地域サービスの向上に
努めた。マルチ編成については，プロ野球中継で，
ニュース時間帯などで実施したほか，プロバスケ
ットボールのbjリーグを総合サブチャンネルで放
送するなど，多様な視聴者ニーズに応えた。また，
大阪局の“声プロジェクト”と連動したワンセグ
2のミニ番組を制作したほか，金曜夜 8時台の新
番組『えぇトコ』で連動データを実施し，番組関
連情報を提供するなど，デジタルサービスの効果
的な活用に努めた。 3月11日からは，平日夜 8時
台のニュースで生字幕放送を開始するとともに，
夕方 6時台の字幕放送化に向けて準備を進めた。
平日夕方 5時台の『あほやねん！すきやねん！』
では，地域の定時番組としては初となるツイッタ
ー生連動を実施したほか，1週間分の関西のニュ
ース動画が視聴できる「関西NEWS WEB」を開
始。あわせて，大阪局ホームページ（HP）につ
いては，スマートフォンやタブレット端末に対応
したレスポンシブ・デザイン化を実施した。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『おはよう関西』　G 月～金　 7:45～ 8:00
　第 1 回93.4.3／近畿ブロック／朝一番に知りた
くなる関西のニュースや気象情報を伝える番組。
今朝一番のニュースや天気，経済，教育，行政問
題など，視聴者が知りたいさまざまなテーマ，関
西の今を深く掘り下げたリポートを届けた。
『ウイークエンド関西』　G 土　7:30～ 8:00
　第 1回92.4.11／近畿ブロック／土曜の朝，週末
に向けての関西各地のさまざまな情報を伝える番
組。視聴者が撮影した季節の映像の中から，とっ
ておきの映像を紹介する“旬だより”，週末のお
出かけの参考になる関西各地の催しの情報や気象
情報などを伝えた。
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『ぐるっと関西　おひるまえ』　G
月～金　11:30～12:00
土　　11:20～12:00

　第 1 回03.4.3／近畿ブロック／関西 2府 4 県の
各局を結んで届ける情報番組。月曜から木曜は，
関西地方各局の女性キャスターが参加し，日替わ
りでスタジオにも登場。金曜は，関西各地の“ご
当地ゆるキャラ”がスタジオにやってくる「ゆる
パラ」，週末の日帰りお出かけ情報「コレいく？」
などのコーナーで，週末気分をゆるーく演出。土
曜は，“いまだから話を聞きたい”各界の大物ゲ
ストをスタジオに招き，週末昼のくつろいだミュ
ージシャンによる，スタジオ生ライブも発信した。
『あほやねん！すきやねん！』　G

月～金　17:05～17:57
　第 1回08.3.31／近畿ブロック／10～20代を応援
する情報バラエティー。 5年目は学校に“行く”，
学生と“つながる”，学生と“つくる”をモット
ーに掲げ，これまで以上に学生たちに親しみやす
い番組を目指した。目玉は，アナウンサー志望の
大学生が週 2回ほど日替わりで担当するMC。12
年度は，ホームページへの投稿や携帯投票に加え，
ツイッターも導入した。BKプラザスタジオから
の公開生放送。
『ニューステラス関西』　G

月～金　18:30～18:59
　第 1回08.3.31／大阪単（一部，近畿ブロック）／
大阪をはじめ関西のニュースを“より早く，より
深く，より身近に”伝える夕方のニュース番組。
「人に寄り添い，出来事の本質に迫る」ニュース
リポートを毎日放送。40分からの「関西Focus＆
Sports」コーナーでは関西全域に向け，最新のス
ポーツ情報などを伝えた。このほか街のトレンド
や旬の食材を伝える中継や，気象予報士ならでは
の解説など，暮らしに役立つ情報を豊富に伝えた。
（『ニュース610京いちにち』（京都），『ニュース
KOBE発』（神戸），『あすのWA！』（和歌山），『な
らナビ』（奈良），『おうみ発610』（大津））
『関西845』　G 月～金　20:45～21:00
　第 1 回96.4.1／近畿ブロック／関西の 1日をコ
ンパクトにまとめたニュース。京都局は『京都ニ
ュース845』，神戸局は『兵庫ニュース845』，奈良
局は『なら845』，大津局は『おうみ845』，和歌山
局は一部県域で放送。
『もういちど “カーネーション』　新　G

木　12:20～12:43
　第 1 回12.4.5／近畿ブロック／11年度後期に放
送し，好評を博した大阪局制作の『連続テレビ小

説』「カーネーション」の 1週間ダイジェスト版
を，近畿ブロックに向けて再び放送した。（全25回）
『上方落語の会』　G 金　15:15～15:58
　第 1回11.4.20／近畿ブロック／旬の若手の噺

はなし

家
から，ベテラン噺家，そして上方落語会を代表す
る重鎮の落語家まで，多彩な出演者がとっておき
のネタを披露。バラエティー豊かな内容で上方落
語の魅力を届けた。
『かんさい熱視線』　G 金　19:30～19:55
　第 1 回08.4.4／近畿ブロック／“関西でいま何
が起きているのか”を見つめる情報番組。12年度
も関西で起きている問題に鋭く迫り，視聴者の
「知りたい」に応えた。一本一本丁寧に取材し，
番組名の通り，熱く伝えた。
『えぇトコ』　新　G 金　20:00～20:43
　第 1回12.4.13／近畿ブロック／関西のえぇトコ
に旅し，えぇトコを見つける新番組。紀行あり，
歴史あり，うまいものあり，関西ならではのおも
ろい人の魅力も満載，さまざまな演出で関西の魅
力をたっぷり紹介した。
『ふたりは最高！大阪SHOWTIME』　新　G

金　20:00～20:43
　第 1回12.4.27／豪華なゲスト歌手と日本を代表
する吹奏楽団・大阪市音楽団の演奏で届ける大阪
発の歌謡ステージ番組。毎回，演歌から歌謡曲，
ポップス，洋楽に至るまで幅広いジャンルの名曲
をたっぷり楽しんでもらった。（年 6本）
『やまとの国宝』　G 土　11:15～11:20
　第 1回10.4.10／近畿ブロック／奈良県にある国
宝の魅力を，宝物を守る人々の談話を交えて紹介
したミニ番組。放送時間を土曜午前に移設。
『西方笑土』　G 日　13:50～14:34
　第 1回11.4.20／近畿ブロック／大阪を中心にし
た「西の笑い」を，若手芸人による漫才「トップ
ギアライブ」，クセのあるコントとミニドラマが
同時進行する「踊るカマドウマ」，人気漫才師な
どがロングサイズの漫才をたっぷり演じる「上方
漫才師列伝」の 3つの切り口で届けた。
『ビジネス新伝説　ルソンの壺』　G

日　 7:45～ 8:10
　第 1 回07.4.8／近畿ブロック／独自の発想や着
眼でビジネスチャンスを生みだした企業にスポッ
トを当て，停滞した経済を活性化させるヒントを
探る。人気お笑い芸人や演出家などさまざまな分
野で活躍する関西ゆかりのナビゲーターが取材
し，独自の視点で企業の強さ，ビジネスのツボに
迫った。11年度から，津局でも放送開始。10年度
から字幕放送。
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『まるかじり！アジアン食堂』　G
（月 1回程度）日　 7:45～ 8:10

　第 1 回10.10.29／近畿ブロック／大好評のアジ
アン食堂が営業時間を変更してリニューアル。関
西で活躍するアジアの人にスポットを当て，彼ら
の思い出がいっぱい詰まった自慢のごちそう“ソ
ウルフード”を一緒に食べながら，故郷の食文化
や日本への思い，人生の夢まで語り合う。アジア
各地の最新情報を詰め込みながら，食文化豊かな
関西の魅力をたっぷり発信した。原則最終日曜に，
年間 8本放送。
『関西ラジオワイド』　R1

月～金　16:05～18:00
　第 1 回00.4.3／近畿ブロック／楽しく聴ける情
報満載の安心ラジオを目指し，関西のニュースと
地域に密着した生活情報・文化情報をキャスター
の楽しいおしゃべりと音楽を交えながら伝えた。
2時間の生ワイド番組。
『FMサウンドポケット なみはな』　FM

月～金　18:00～18:50
　第 1回09.3.30／近畿ブロック／リスナーからの
メッセージやリクエスト中心のFMエンターテイ
ンメント番組。J-POPなど曜日でジャンル分けす
るほか，毎週テーマを設けて，聴取者の思い出の
曲を寄せてもらう「私のオールディーズ」も好
評。ホームページも充実し，幅広い世代のリクエ
ストに応えた。
（2）主な特集番組
『ロンドン五輪直前　全力応援！かんさい』　G
  7.13
　ロンドン五輪を 1か月前にして，サッカー女子
の「なでしこ」をはじめ，関西ゆかりの注目選手
や見どころを紹介した。
『三枝（文枝）の落語創世記』　G

 7.14， 1. 5， 2. 9
　桂三枝（文枝※7月～）とゲストの創作落語を
たっぷり届けた。 1回目のゲストは，立川志の輔。
2回目は，月亭八方。 3回目は，春風亭小朝。
『かんさい特集・夏　 “君が代条例” の波紋』
　G  8.15
　学校の教職員に対して君が代の起立斉唱を義務
付けた大阪の「君が代条例」。条例の制定によっ
て，教育現場はどのように変わったのか，歴史を
振り返りながら考えた。
『パパとママがほしい～大阪・乳児院の日々』
　G  8.23
　大阪の乳児院に密着し，子どもたちに家族を見
つける糸口を探った。“子どもを守れ！キャンペ

ーン”関連番組。
『漫才夏祭り2012』　G  8.24
　ベテランから若手まで，いま一番おもしろい関
西の漫才が大集合。司会は，西川きよし・月亭八
方。
『ダンスで心の復興を～南三陸と京都・悩める子
どもの第一歩』　G  8.24

　東日本大震災で傷ついた東北の子どもたちがダ
ンスを通じて，閉ざしていた心を開いていく変化
と，そのそばで寄り添おうとする京都の子どもた
ちの姿を見つめた。“子どもを守れ！キャンペー
ン”関連番組。
『おめでとう　大阪桐蔭～甲子園　春夏連覇』
　G  8.24
　史上 7校目の春夏連覇を達成した大阪桐蔭高校
の軌跡を伝えた。
『桂三枝のすべて～六代桂文枝襲名』　G  9.17
　桂三枝～六代桂文枝のすべてを届ける 3時間の
特別番組。笑福亭鶴瓶や明石家さんま他多数出演。
『まもなくスタート！連続テレビ小説「純と愛」
スペシャル』　G  9.29

　10月 1 日からスタートする『連続テレビ小説』
「純と愛」の見どころをたっぷり紹介。BKプラ
ザから公開生放送。
『あほ！すき！学園祭スペシャル2012』　G

11. 4
　BKプラザスタジオと，大阪大学&近畿大学の
各学園祭会場を生中継で結び，どちらの学園祭が
おもしろいか視聴者が判定した（携帯・スマート
フォン）。
『虐待、どう減らしますか～アメリカから探る虐
待対策』　G 11.22

　今，虐待相談は年間 6万件。虐待をどう減らせ
ばいいのか？最先端の治療や予防活動で虐待を減
らしているアメリカから探った。“子どもを守れ！
キャンペーン”関連番組。
『子育てガンバロ！コメディー』　G 11.23
　“笑ってスッキリ！子育ての悩み”をテーマに
した子育て応援コメディー。よしもと新喜劇のメ
ンバーと，NHKのストレッチマンやまゆお姉さ
んも出演。“子どもを守れ！キャンペーン”関連
番組。
『えぇトコスペシャル　ふるさと再発見！あなた
のえぇトコ　in　大阪』　G 12.21

　視聴者から“あなたのえぇトコ”の写真を募
集。写真で教えくれる“えぇトコ”をリポーター
が訪ね，知られざる大阪の魅力を紹介。810プロ
ジェクト関連企画。
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『漫才祭り2013』　G  2.11
　漫才の祭典。ベテランから若手まで，いま一番
面白い漫才が勢ぞろい！「恋のぼんちシート」な
ど懐かしの漫才も紹介。
『笑福亭仁鶴と訪ねる　大阪の笑い100年・完
全版』　G  2.23
　懐かしの貴重映像で振り返る大阪100年の笑い
と社会現象。案内役は笑福亭仁鶴。
『第43回NHK上方漫才コンテスト』　G  3. 1
　厳しい予選を勝ち抜いた 6組のいま一番面白い
芸人が頂点を目指して勝負ネタを披露し，ウーマ
ンラッシュアワーが優勝した。NHK大阪ホール
からの生放送。
『センバツ直前　甲子園でやったるで！期待の関
西6チーム』　G  3.20

　第85回選抜高校野球大会に，関西から出場する
6校の戦力や見どころをたっぷり紹介した。
『泣き笑い　俺たちと先生の就職活動』　G

 3.25
　就職を控えた大阪府立西成高校 3年生と，彼ら
を支える教師の奮闘の 1年間を追った。“子ども
を守れ！キャンペーン”関連番組。
（3）主な府県域番組
〔京都局〕
『J2リーグ「京都サンガ」対「モンテディオ山
形」，「京都サンガ」対「FC岐阜」，「京都サン
ガ」対「ヴァンフォーレ甲府」，「京都サンガ」
対「大分トリニータ」，「京都サンガ」対「ヴィ
ッセル神戸」』　G
京都府　 6. 9，京都府　10.21，京都府　11.11，
京都府・大分県　11.18，京都府・兵庫県　 3.20
『bjリーグ「京都ハンナリーズ」対「大阪エヴェ
ッサ」』　G 京都府域　 2.23
『NHK朗読ひろば in 京都』　FM

京都府域　 9.29
『戦争を考えるのってかっこ悪くない！！！～学
生とともに考える戦争』　FM

京都府域　 1.20
〈開局80周年関連番組〉
『京都思い出散歩　あのころへ』　G

京都府域　月 2本を基本に放送　年間22本
『京都スペシャル～新日本紀行ふたたび』　G

京都府域　 5. 3
『陰翳礼讃～谷崎潤一郎の見た京都』　G

京都府域　 6.24
『京都スペシャル～知られざる巨人～動物行動学
者・日高敏隆』　G 京都府域　 6.24
『京都スペシャル～都大路は世界に通ず』　G

京都府域　 7.26
『京都のこれから』　G 京都府域　10. 6
『京都スペシャル～世界遺産条約採択40周年記
念～未来への叡

えい

智
ち

みつめて～京都からの提言』　
G 京都府域　11.10

『京都スペシャル～今甦
よみがえ

る方丈記のメッセー
ジ』　G 京都府域　11.29
『京都スペシャル～竹内栖鳳～日本画に革命を起
こした男』　G 京都府域　 3.17
『青春替え歌ショー～ロバミミ』　G

京都府域　 3.30
〔神戸局〕
『Jリーグ「ヴィッセル神戸」対「柏レイソル」，
「サンフレッチェ広島」対「ヴィッセル神
戸」』　G

兵庫県域　 4.21，兵庫・広島県域　 5.19
『兵庫特集～新・兵庫史を歩く～第22回KOBE
発清盛の平安へ～神戸市』　G

兵庫県域　 6.21
『「兵庫のうまいもん紀行」春・夏編～原木しい
たけ・沼島のアジ・播州百日どり』　G

兵庫県域　 8.31， 9. 7，28，11.11
『清盛★アコースティックライブ』　FM

兵庫県域　10. 7
『なでしこリーグ「INAC神戸」対「日テレヴェ
レーザ」』　G
兵庫県域11.11，近畿ブロック（除く神戸）11.12
『兵庫特集～新・兵庫史を歩く～天空の城　古の
栄華をたずねて～朝来市』　G

兵庫県域　11.29
『ひょうご安全の日～1.17のつどい』　G2

兵庫県域　 1.17
〔和歌山局〕
『紀の国スペシャル～いのち照らす大松明～水害
から10か月・那智の火祭』　G

和歌山県域　 8.13
『あの日の和歌山～夏の風景より』　G

和歌山県域　 8.13
『紀の国スペシャル～犠牲者 “ゼロ” をめざして
～巨大津波を生き抜く授業』　G

和歌山県域　11.29
『紀の国スペシャル～私たちがふるさとを守る～
釜石で過ごした3日間』　G

和歌山県域　 2. 9
『和歌山発ラジオドラマ～わたしの稲むらの火』
　FM 和歌山県域　 4.30
『紀南は元気！コンサート』　FM

和歌山県域　10.15～17
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『ゴスペル・ニューイヤーライブ』　FM
和歌山県域　 2. 4

〔奈良局〕
『奈良特集～解脱上人　貞慶』　G

奈良県域　 5.17
『奈良特集～こころの風景を旅して～松坂慶子が
行く 奈良 万葉の道』　G 奈良県域　10.20
『奈良特集～古事記を描く～画家・絹谷幸二が挑
む神話の世界』　G 奈良県域　10.27
『奈良特集～SONGS FOR KIDS～NHK奈良児
童合唱団とめくる歌のアルバム』　G

奈良県域　 2. 9
『ラジオ特集～ “防災知恵袋” スペシャル』　
FM 奈良県域　 2.23
〔大津局〕
『クイズで知るびわ湖』　G 滋賀県域　 4. 8
『文珍・南光のおでかけ演芸会～高島市』　G

滋賀県域　 6.23， 7. 7
『おうみ発スペシャル～原発～滋賀はどう向き合
うべきか』　G 滋賀県域　 7. 5
『ショートドラマ～石坂線物語』　G

滋賀県域　 9.21，12. 7， 3.15
『文珍・南光のおでかけ演芸会～彦根市』　G　

滋賀県域　12.25， 1.10
『おうみｉ』　FM 滋賀県域（毎月最終）金
『まるごと体験！上方落語（前・後）』　FM

滋賀県域　 7.14，21
『滋賀防災ラジオ2012～ラジオのチカラ』　
FM 滋賀県域　 9. 1
滋賀県ラジオ局共同特別番組『防災ラジオ滋賀
2013～地震災害から身を守る』　FM

滋賀県域　 2.11
〔各局共通〕
『NHKのど自慢予選会』　G
　「京都府」（12.20），「兵庫県」（7.18，24），「和
歌山県」（10.4），「滋賀県」（3.17）
※「大阪府」「奈良県」は放送なし。
『天皇杯サッカー・各府県代表決定戦』　G

大阪・京都・和歌山・神戸・大津　 8.26
奈良　 8.25

『第79回NHK全国学校音楽コンクール・各府県
コンクール』
大阪府域 FM／ 8.27～29
京都府域 FM／ 8.27～29
兵庫県域 FM／ 8.27～29
和歌山県域 G／ 8.29， 9. 2，FM／ 8.27～28
奈良県域 G／ 8.29～31，FM／ 8.28～29
滋賀県域 G／ 8.27～28， 9. 2，FM／ 8.27～28

3．スポーツ中継

　全国放送では，プロ野球，社会人野球，Jリーグ，
天皇杯サッカー，センバツ高校野球・全国高校野
球選手権，全国高校駅伝，全国女子駅伝，びわこ
毎日マラソン，大相撲春場所，競馬，Vリーグ，
WJBL，大学ラグビー，学生柔道，甲子園ボウル
などをテレビ・ラジオで中継した。
　地域放送では，広島で行われる織田記念陸上に
関西ゆかりのトップアスリートが出場し，インタ
ーローカルで伝えた。以下，地域放送実績。
（1）高校野球
第94回全国高校野球選手権大会
〈県域放送〉
　大阪大会　　  準決勝 G・R1／ 7.28

決勝 G・R1／ 7.29
　京都大会　　 4回戦～準決勝

FM／ 7.19，22～23，25
決勝 G・FM／ 7.26

　兵庫大会　　  準々決勝～準決勝 FM／ 7.25～27
決勝 G／ 7.28

　和歌山大会　  準決勝 FM／ 7.27
決勝 G／ 7.28

　奈良大会　　  準々決勝 FM／ 7.25～26
準決勝 G・FM／ 7.28
決勝 G／ 7.29

　滋賀大会　　  準決勝 FM／ 7.27
決勝 E／ 7.28

第56回全国高校軟式野球選手権大会　決勝
R1近畿・東海ブロック・熊本単／ 8.29

秋季近畿地区高校野球大会
〈近畿ブロック放送〉
　準々決勝 R1／10.27，29
　準決勝 R1／11. 3
　決勝 R1／11. 4
〈県域放送〉
　京都大会　準決勝・決勝 FM／10. 6～ 7
　兵庫大会　準決勝・決勝 FM／10. 7，13
　滋賀大会　準決勝 FM／10. 8
　奈良大会　準決勝・決勝 FM／10. 8，13
（2）プロ野球
〈近畿ブロック独自編成〉
「オリックス」対「楽天」 G／ 4. 7
「阪神」対「DeNA」 G／ 6.22
「オリックス」対「日本ハム」 G／ 9. 8
「阪神」対「DeNA」 G／ 9.17
　※マルチ編成サブチャンネルで放送
「オリックス」対「巨人」 R1／ 3.14
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（3）Jリーグ・天皇杯サッカー
〈近畿ブロック放送〉
J1「C大阪」対「神戸」 G／ 5. 6
J1「C大阪」対「新潟」 G／ 3. 2
〈県域放送〉
J1「神戸」対「柏」 G神戸／ 4.21
J1「神戸」対「広島」 G神戸・広島／ 5.19
J2「京都」対「山形」 G京都／ 6. 9
J2「京都」対「岐阜」 G京都／10.21
J2「京都」対「甲府」 G京都／11.11
J2「京都」対「大分」 G京都／11.18
J2「京都」対「神戸」 G京都・神戸／ 3.20
天皇杯サッカー各府県代表決定戦
　第17回和歌山県サッカー選手権大会

G和歌山単／ 8.26
　第17回サッカー奈良県選手権大会

G奈良単／ 8.25
　第17回大阪サッカー選手権大会

G大阪単／ 8.26
　第17回京都サッカー選手権

G京都単／ 8.26
　第15回兵庫県サッカー選手権

G神戸単／ 8.26
　第17回滋賀県代表決定戦

G大津単／ 8.26
（4）その他のスポーツ
なでしこリーグ「神戸」対「日テレ」

G神戸単・近畿ブロック／11.11
第41回関西学生サッカー選手権　決勝
　「関西大」対「大体大」

E近畿ブロック／ 6. 2
関西大学ラグビー
　「関西学院」対「同志社」

E近畿ブロック／10.14
関西学生アメリカンフットボール
　「関西学院」対「立命館」

E近畿ブロック／11.25
プロバスケットボール　bjリーグ
「大阪」対「福岡」 Gサブ大阪／12. 2
「大阪」対「浜松」 Gサブ大阪／ 2.17
「大津」対「京都」 G滋賀・京都／12.16
「京都」対「大阪」 G京都・松江／11.27
「大分」対「京都」 G京都／ 2.23
（特集番組）
ロンドン五輪直前特番
　「ロンドン五輪直前～全力応援！かんさい」
　　G 近畿ブロック／ 7.13
選抜高校野球開幕特番

　「 2012センバツ開幕直前～甲子園で輝け！関西
勢」　G 近畿ブロック／ 3.18

高校野球全国優勝特番
　「おめでとう大阪桐蔭～甲子園春夏連覇」　G
 近畿ブロック／ 8.24

Ⅱ．技　術

1．番組制作

　デジタル一眼レフカメラを用いた新たな映像表
現やツイッターを利用した双方向番組開発など，
新たな技術を用いた質の高い番組制作と地域サー
ビスの充実，また，迅速・的確な緊急報道など視
聴者第一主義の番組制作に取り組んだ。
（1）ドラマ番組
　『連続テレビ小説～純と愛』は人気脚本家が描
く新感覚の家族ドラマを，独自のカメラ調整を行
った映像で表現し，好評を得た。
　『高橋留美子劇場』は全編をデジタルシネマカ
メラで撮影し，高橋留美子の原作が持つ独特な世
界観を奥行きを生かした高画質な映像で表現し
た。
　『猿飛三世』では，映画系のアクション監督に
対して，アイデアとさまざまな特殊機材を駆使し
た多彩な映像アングルを提供し，かつて無いテイ
ストのアクション時代劇に仕上げた。
（2）一般番組
　NHK大阪ホ－ルでの公開番組『わが心の大阪
メロディー』『ふたりは最高！大阪SHOW
TIME』『西方笑土』などの音楽芸能番組や，『歴
史秘話ヒストリア』『生活笑百科』『きらっといき
る』『まるかじり！アジアン食堂』といった番組
を大阪から全国に発信し，視聴者から高い評価を
得た。
（3）スポーツ中継
　全国高校駅伝（12月），女子駅伝（ 1月），びわ
湖毎日マラソン（ 3月）において，安定した電波
伝搬を実現して高画質のハイビジョン映像と，
5.1サラウンド音声による臨場感あふれる放送を
行った。このほか，恒例の「春夏・高校野球」や
「プロ野球」「サッカー」などの中継放送を実施，
スポーツの感動をお茶の間に届けた。
（4）地域番組
　独創的な発想で成功を収めている地元中小企業
を紹介し，関西経済を元気づける『ビジネス新伝
説　ルソンの壺』，地域の社会問題などをホット
に伝える『かんさい熱視線』などで，関西ならで



第２部　NHK｜第５章　地域放送局  ｜近畿

415 NHK年鑑’13

はの地域情報を発信した。このほか，10代の視聴
者層に向けた『あほやねん！すきやねん！』など
多様な番組を放送した。
（5）3-Screens展開
　より幅広くNHKとの接触者を増やすため，放
送に加えて「インターネット」のサービスを展開
した。全国高校駅伝（女子・男子）中継では，デ
ータ放送（12セグ，1セグ），VOD動画配信（PC
向け，スマートフォン向け），高画質動画配信
（IPTV向け）でサービスを行い，効率的なコン
テンツ制作による 3 -Screens展開をした。
　一方，月曜から金曜まで生放送の『あほやね
ん！すきやねん！』において，毎日視聴者からの
ツイートを紹介するとともに，毎週月曜には携帯，
スマホからの視聴者投票を行う視聴者参加型の双
方向番組を制作した。
（6）選挙放送・緊急報道
　12月の衆議院選挙は，既成政党に加え新党が多
く立ち上がり，全国的に注目される国政選挙とな
った。政見・経歴放送では，近畿全小選挙区，比
例区について総合テレビ・ラジオ第 1放送で，大
阪局から近畿域内に送出した。新党の増加によっ
て，総放送時間は，テレビ：26時間45分（前回よ
り 5時間44分増），ラジオ：31時間19分（前回よ
り 3時間 4分増）と大幅増となったが，いずれも
異常なく放送した。開票速報では，本部ならびに
域内各局と連携し，深夜に及ぶ放送を開票状況表
示を含めミスなく無事送出した。また，データ放
送・インターネットでも開票状況をほぼリアルタ
イムに送出した。なかでも，日本維新の会の選挙
本部は大阪に設置されたため，政党中継リレーで
は，地方で初めて大阪から全国発信した。
　放送機能強化の取り組みとして，『お元気です
か日本列島』を不定期に 4回（5.11，7.6，10.12，
1.25），大阪から生放送を行った。東京上空から
のヘリコプター中継映像や全国各放送局からの映
像を大阪局に直接引き込むなど，訓練要素を組み
入れ，関西からの情報発信とともに首都直下地震
発災時の大阪局バックアップ機能の検証を行っ
た。
　「JR福知山線脱線事故から 7年」「阪神・淡路
大震災から18年」を全国発信するとともに，「夏
季 電力会社の計画停電および電力逼迫情報」「京
都・自動車暴走事故」「尼崎殺人・死体遺棄事件」
「いじめ・体罰問題」など全国から注目の近畿発
のニュースを，ヘリコプターやCSKなど取材伝送
機材を駆使し，いち早く着実に伝えた。
　ローカルニュースでの生字幕システムを，本部

以外で初めて整備し， 3月11日から『関西845ニ
ュース』で字幕放送を開始した。

2．視聴者とのふれあい（CS活動）

　CS活動として， 5月および11月の「BKワンダ
ーランド」において，「スタジオ公開」や「最新
技術展示」を実施し，NHK放送技術の理解促進
に努めた。
　小学 5年生を対象に，放送局の仕事についての
理解促進を目的とした「出前授業」には，大阪府
内 3校 6 クラス，173人の参加があり，児童・学
校側からも大変好評だった。
　また，「のど自慢予選会」では域内にも出向き，
「時差再生」や「中継車公開」などで視聴者との
ふれあい活動を行い，番組に関連する視聴者サー
ビスに努めた。

3．設　備

（1）放送網機能強化，地上デジタルネットワー
クと放送網の安定に向けた取り組み

　大規模災害に備えた放送網の非常対策および，
「あまねく」の達成に向け，大量に整備した放送
設備の安定運用に努めた。また，リパックや送信
機 2台化などの補完整備を取り進め，ネットワー
クとシステムの高信頼化を図った。
①  デジタル中継局の整備により，地形的要因によ
るローカル放送の難視地域をカバーした。（大
阪・箕面千里丘DG，DE：2.28開局，奈良・高
取DG：3.27開局）

②  デジタル混信対策としての送信チャンネル変更
による改善リパックを行った。（和歌山・新宮
DG，DE，串本DG，DE，新宮佐野DG，DE）

③  中継送信機の 2台化整備により，地上デジタル
放送の安定したサービスを確保した。（大阪・
岬深日DG，DEほか 4局所）

④  自家発燃料タンク容量増強により，稼働時間を
約 2倍（約200時間）とした。（京都・宮津Rほ
か 8局所）

⑤  放送安定確保のため，現状の有線のみの監視に
加え，無線との併用による回線冗長化を図った。
（和歌山・木ノ本TV）

⑥  放送電波の安定確保のため，全てのFM中継局
にBF装置を整備した。（神戸・波賀FMほか 6
局所）

⑦  首都圏における非常災害時のBSデジタル放送
確保のため，BSデジタル大阪副局のアップリ
ンク設備を更新した。

⑧  老朽化（1969年建設）した羽曳野Rの150m鉄
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塔支線を更新した。
⑨  全国一斉（ 5年毎）の固定局再免許申請を完了
した（近畿76局）。

（2）NHK共聴の安定運用に向けた取り組み
　完全デジタル化後のNHK共聴の安定運用に向
けて，12年度は施設老朽に伴う大規模改修（光
化）17施設，小規模改修（部分補修）を38施設に
ついて取り組んだ。
　また，放送網機能強化関連整備のバックアップ
用UPS整備を 9施設，アナログ施設撤去を94施設
について行った。
　加えて，地上デジタル放送導入後にフェージン
グによるデジタル混信が発生していた京都府伊根
町の 5施設について， 3か年に及ぶ対策計画を策
定し，国庫助成手続きを行いながら，初年度の整
備工事を完了させた。
　施設運用上の弱点排除に向けて，雷害に対する
高速避雷器や雪害に対する融雪アンテナなど，改
善研究案件にも取り組み，人材育成を推進した。
（3）番組制作・送出設備の整備
　老朽化した和歌山局，奈良局，大津局のスタジ
オ照明設備更新に合わせてLED照明器具を導入
し，消費電力の抑制を図った。大阪R-3スタジオ
を更新し，安定運用を図った。
　大阪局にリアルタイムでの音声認識によるニュ
ース字幕設備を整備し，ニュース番組での生字幕
放送を実現した。また，ニュース動画配信設備の
整備を行い，近畿各局で制作したニュースコンテ
ンツのネット配信を開始した。
（4）災害・緊急報道対応設備の整備
　紀伊半島での重要な伝送拠点である護摩壇FP
U基地局にヘリ自動追尾装置の整備を行った。緊
急報道時におけるヘリ取材伝送対応の安定的な運
用を可能とした。
　局外に設置している天気カメラのハイビジョン
化更新を行った。12年度は，阪神百貨店，大阪会
館南，堺市役所，舞鶴五郎，近鉄奈良駅前，嵐山
の整備を実施した。また，田辺と南あわじに新た
に簡易ロボカメを設置し，南海トラフに端を発す
る地震や津波発生時の緊急報道に備えた。

4．送受信技術

（1）視聴者の視点に立った地上デジタル放送へ
の対応と良好な受信環境の確保

　近畿広域地上デジタル放送推進協議会（以下，
近畿協議会）の一員として，「地上デジタル放送
難視地区対策計画」に登録されている難視地区の
対策計画策定に取り組んだ結果，衛星による暫定

受信対策（衛星セーフティネット）世帯のうち恒
久対策が困難となった世帯は，13年 3 月末時点で
近畿で約230世帯となっている。
　また，和歌山県新宮，新宮佐野，串本のデジタ
ル混信対策としての周波数リパックを近畿協議会
として地元自治会，総務省テレビ受信者支援セン
ター（以下，デジサポ）等と連携して円滑なチャ
ンネル移行を推進，約1,000世帯のデジタル混信
を解消した。
（2）衛星セーフティネット終了に向けた取り組

み
　15年 3 月末で終了する衛星セーフティネットの
恒久対策を，近畿協議会，デジサポ等と連携して
推進した。その結果，近畿の必要対策世帯数は13
年 3 月末時点で約2,100世帯となっている。
（3）ケーブル移行支援策等への取り組み
　NHK共聴の施設のケーブルテレビ移行に伴う
助成は11年度で終了したが，引き続き自主共聴の
デジタル化，新設に対して助成を行っている。近
畿域内の12年度実績は15施設で約3,000世帯とな
った。
（4）VHF帯周波数移行対応
　デジタル完全移行により跡地となったVHF帯
の利用について近畿V-Low実証実験協議会，ジ
ャパンモバイルキャスティングと総務省近畿総合
通信局，在阪民放等と連携して隣接混信に関する
実験等を実施し，引き続き安定した受信環境の維
持に取り組んでいる。

Ⅲ．視聴者

1．イベント事業

　12年度近畿ブロックでは，309件のイベントを
実施。視聴者サービスの充実と視聴者結び付きの
強化に努めた結果，参加者は143万6,610人となっ
た。
　大阪局では，後期の『連続テレビ小説』「純と
愛」と連動して，大阪局はもとよりドラマの舞台
である大正区や沖縄でも，ファンミーティング等
の関連イベントをこれまでにない規模で開催。 2
年目となる「子どもを守れ！」キャンペーンで
は，NHK大阪ホールで「子育てガンバロ！コメ
ディー」（11.4）を実施した。また，「プロジェク
ト810」の取り組みのひとつとして，営業重点地
域である大阪府北部の“彩都エリア”で，NHK
大阪ふれあい広場「えぇトコ in 彩都」を実施し
た。
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（1）全国放送公開番組
　『NHKのど自慢』『BS日本のうた』『それいけ！
民謡うた祭り』『ザ少年倶楽部』『わが心の大阪メ
ロディー』『上方演芸会』など76本をNHK大阪ホ
ールと近畿各地で実施した。
（2）展覧会
　「NHK大河ドラマ50年特別展『平清盛』」（2.25
～4.8，神戸市立博物館，6.16～7.17，京都文化博
物館），「王朝文化の華 陽明文庫名宝展」（4.17～
5.27，京都国立博物館），「古事記1300年 出雲大社
大遷宮 『大出雲展』」（7.28～9.9，京都国立博物館），
「近代洋画の開拓者『高橋由一』展」（9.7～
10.21，京都国立近代美術館），「エル・グレコ展」
（10.16～12.24，国立国際美術館），「特別展『中
国 王朝の至宝』」（25.2.2～4.7，神戸市立博物館），
「第59回日本伝統工芸展」（10.10～15，高島屋京
都店，10.17～22，JR大阪三越伊勢丹）などを実
施した。
（3）教育・子どもイベント
　「第59回NHK全国高校放送コンテスト府県大
会」「第29回NHK杯全国中学校放送コンテスト府
県大会」「第79回NHK全国学校音楽コンクール府
県コンクール」「同ブロックコンクール」を 6月
から 9月に，「キミが主役だ！NHK放送体験クラ
ブ」を年間を通じて近畿各府県で実施したほか，
「NHK朗読ひろば」（11.21，大阪府豊中市立東丘
小学校），「おかあさんといっしょファミリーコン
サート」（12.21～24，NHK大阪ホール）などを実
施した。

2．営　業

（1）全体状況
　12年度の近畿ブロック受信契約の増加数は 5万
4,000件，衛星増加は12万1,000件を確保。11年度
に比べ総数増加については，2,500件の増加とな
ったが，衛星増加については，11年度を上回るこ
とはできなかった。
（2）受信料の公平負担に向けた取り組み
　12年度活動は， 3か年経営計画の初年度「支払
い，収納率の向上」「営業経費の抑制」に貢献す
るため，訪問要員の効果的・効率的な運用に向け
て，地域スタッフの生産性・品質の向上，法人委
託のさらなる開発と育成強化による委託地域拡大
への取り組みを推進し，ブロック全体で 3年連続
となる全営業諸目標を達成することができた。
　また，困難事業所，ホテル・旅館等の契約適正
化に向けた取り組み強化にも努め，事業所増加 1
万7,000件を確保。営業収納額については，12年

10月からの受信料値下げの影響もあったが，946
億6,000万円を確保。
　さらに，民事手続きによる支払督促を計画的に
推進するため，大阪放送局受信料特別対策センタ
ーの機能強化を図り，民事手続き業務をブロック
内で原則完結できる体制を構築し，公平負担の徹
底に努めている。
　引き続き，地域スタッフの少数精鋭化と法人委
託拡大による業績確保体制を継続。業務品質向上
に向けた法人委託の育成強化を図り地域スタッフ
と法人委託の二元体制の更なる構築を推進する。

3．広　報

〔大阪局〕
①経営広報・番組広報
　毎月 1回，関西放送記者会加盟18社を対象に局
長定例会見を開催し，大阪局および域内局の放送
を中心とした幅広い事業内容について広報した。
　番組広報では，大阪局制作の『連続テレビ小
説』「純と愛」について「純と愛委員会」を発足
させ全局体制でPRに取り組んだ。
　新たな試みとして，ロケで使用した大阪市の市
バス（路線バス）の車体に主人公の写真を貼付し
たラッピングバスを12年 9 月24日から13年 3 月24
日まで，大阪駅と大阪港周辺の間で運行させた。
　また，大阪局で12月28日と13年 3 月 9 日の 2回
「ファンミーティング」を開催した。
　ドラマの舞台となった大正区では， 9月 8日と
9日に開かれた「与那原大綱引き・エイサー祭」
にPRブースを出し，トークショーを行った。また，
10月 6 日放送の『土曜スタジオパーク』は，大正
区から中継し，地元の商店街などを紹介した。
　さらに，宮古島ロケ風景や大阪市ロケ風景の写
真パネル展を大正区役所で実施した。（12.11.1～
13.5.31）
　『純と愛』の関西の期間平均の視聴率は，
17.1%であった。
　『純と愛』のPR用のグッズ（独自ポスター，
うちわ，クリアファイル，タオル，キーホルダー，
旗，飴）を作成し，イベントを盛り上げた。
　このほか，『上方漫才コンテスト』（3.1），『BS
プレミアムドラマ』「ただいまかあさん」（2.24），
『BS時代劇』「猿飛三世」（10. 5 ～11.23）の取材
会や試写会を実施するなど，関西地域の番組と大
阪局制作の番組PRに努めた。
②視聴者広報
　視聴者向けのイベントとして，アトリウムを会
場に夏休み恒例の「BKなつ祭り」を開催し，「ぼ
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くの絵わたしの絵」展を実施した（8.17～26）。
　また，『連続テレビ小説』「純と愛」終盤の 3月
には，「純と愛祭り」を開催した（3.8～17）。セ
ット公開と小道具の展示を行ったほか，ドラマ
『猿飛三世』関連の展示と催しや，子どもを守れ
キャンペーンの一環として一般から公募した写真
を展示する「いちおしキッズ☆フォト写真展」を
併せて実施し，会期中に，およそ 2万2,000人の
来場者があった。
　局外イベントでは，大阪市が主催する「あきな
い祭り」などに参加し，直接視聴者とふれあいな
がら，番組PRや接触率向上につながる，視聴者
広報を実施した。
　大阪局見学コース「BKプラザ」には，12年度
1 年間に30万8,000人余りが訪れ，01年11月の開
館以後の来館者の累計は473万人に達した。見学
コース 9階には，大阪局屋上から眺望する360度
のパノラマ映像を撮影し，見学者が専用のパソコ
ンで見ることのできる「スカイビュー」を新設し
た。
　公開番組スタジオ「BKプラザスタジオ」では
「あなたもキャスター　君もカメラマン」（体験
見学）や「3Dハイビジョン映像体験」などを定
期的に開催したほか，イベントに合わせて絵本の
読み聞かせを行うなど，家族連れや子どもたちが
楽しめる催しを開催した。
　特別見学では，関西27大学の放送人を目指す学
生が組織する「関西学生放送連盟」から30人が訪
れ，NHK担当者と番組制作や緊急報道などにつ
いて懇談を行った。職場体験学習は，大阪市の中
学校を中心に31校から116人が参加し，リポート
や撮影・音声など番組制作の基礎について学習し
た。
　12年度に大阪局へ寄せられた視聴者意向件数
は，電話・手紙・来局・メールなど合わせて11万
7,000件余りだった。
〔京都局〕
　開局80周年を迎えた京都局では「ひろがる絆つ
ながる未来」をテーマに，放送やイベント等を通
じて記念事業を効果的に展開した。『ニュース610
京いちにち』に開局80周年記念コーナーを設け，
京都の懐かしい映像を紹介する「京都いまむか
し」や，京都在住の著名人の人生を支えた言葉を
紹介する「私を支えたことば」，職人の手技に迫
る「名匠のてのひら」「おでかけライブ」など多
彩なラインナップで編成した。
　イベントでは 6月24日の開局記念日に合わせて
「カラスマOK？」を開催した。若者対策を意識

した内容で大学生が制作したラジオの公開放送や
若物向けのアトラクションなどツイッターとの連
動も図り，多くの若者たちに参加してもらった。
　年度末には開局80周年記念イベントの締めくく
りとして「春の感謝祭」（会館公開）を実施し，
ドラマのご当地として関心が高い『大河ドラマ』
「八重の桜」のトークショーやセット公開・カメ
ラ体験や開局から80年を振り返るパネル展と新放
送会館の紹介など盛りだくさんの内容で地域の皆
さんに楽しんでもらった。
　これらについては80周年記念事業特設ホームペ
ージを設けて掲載するとともに，「80周年のあゆ
み」「番組アーカイブス」など独自コンテンツを
展開した。
　また，フォロワーが 1万3,000件を上回ったツ
イッターも最大限に利用して80周年記念を盛り上
げた。
〔神戸局〕
　「JR福知山線脱線事故から 7年」「阪神・淡路
大震災から18年」など，兵庫県が抱える課題を掘
り下げて取材し，地域放送で重点的に伝えながら，
ブロック放送や全国放送へも幅広く発信した。
　また，12月の衆議院議員選挙では，民主党と自
民党のほかに日本維新の会を筆頭とした第 3極が
加わって混沌とした情勢のなかで，12区ある選挙
区の開票速報を迅速・的確に放送した。
　『ニュースKOBE発～我が町ケーブルテレビ』
『神戸新聞共同企画～ミニ番組・兵庫うまいもん
紀行』など地元マスコミやケーブルテレビと協力
しながら，きめ細かな地域の情報を発信した。
　また，県内の話題をくまなく伝えるべく，『ニ
ュースKOBE発～ふるさとキャラバン（作用町，
上郡町，宍粟市）』『新兵庫史を歩く～神戸市・朝
来市』の実施や，『ニュースKOBE発～兵庫ぶら
り旅（県下各地）』などの放送・イベントの編成
により，情報発信を強化し，地域に根ざす神戸局
の存在感を高めた。
　「いのちを守る放送局」として，阪神・淡路大
震災の教訓を引き継ぎ，被災者の思いや，東日本
大震災へ生かす取り組みなどを伝えるために，「震
災いのちのきずな」やニュース企画などを，年間
を通して発信した。また，震災の日を中心に，『お
はよう日本』や「ひょうご安全の日1.17のつど
い」の中継をはじめ，『NHKスペシャル～都市機
能が麻痺するとき～阪神・淡路大震災からの警
告』『かんさい熱視線～終わらない震災～阪神・
淡路大震災18年の遺族』などを制作し，ブロック
放送や全国放送へ発信した。
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　 9月29日に発生した姫路市の日本触媒化学工場
の爆発事故や，10月に行方不明者の遺体が次々と
発見された尼崎連続死体遺棄事件などの事件・事
故に対しては緻密な取材を重ねてニュースで放送
したほか，『かんさい熱視線～なぜ被害が拡大し
たのか～検証・姫路工場爆発』や，『クローズア
ップ現代～“疑似家族”の闇～新証言・尼崎事
件』などで掘り下げて解説した。
　『大河ドラマ～平清盛』を神戸局でも盛り上げ
るべく，『ニュースKOBE発』で積極的に取り上
げたほか，関連イベント「清盛★Carnival」を
FM収録して放送した。また，ドラマの舞台が神
戸市に移る 9月から10月にかけては，地元の盛り
上がりを紹介してドラマの宣伝に繋

つな

げる 1分スポ
ットを 2種類制作して放送した。10月に14年『大
河ドラマ』が播磨地方にゆかりの戦国武将・黒田
官兵衛を主人公とする「軍師官兵衛」に決定した
際には，地元の盛り上がりをニュースで伝えた。
　インターネットのコンテンツの充実を図るた
め，ホームページのトップページへの神戸局制作
番組やニュースコーナーの掲載を充実した。
　データ放送を使った防災情報伝達の仕組み「公
共情報コモンズ」を運用し，兵庫県と連携して年
2回の訓練を行った。
〔和歌山局〕
　12年度は，11年 9 月に発生した台風12号による
豪雨水害からの復興を応援するため，民放 2局と
合同で立ち上げた「紀南へ行こう！」キャンペー
ン関連のCS活動を多く行った。 6月には嶋津地
区の清掃ボランティアツアーを開催。 7月にはキ
ャンペーンをPRするため，和歌山から新宮に向
かう特急列車 1本を「紀南へ行こう！列車」と
し， 3局のキャスターが乗り込んでちらしや記念
乗車証を配った。また， 9月には那智勝浦町の漁
港で「紀南は元気！！コンサート」を開催した。
　12年度は会館公開に代わって，大阪局 1 Fアト
リウムにて「NHKわかやまカレンダー」フォト・
コンテスト入賞作品の写真展と，県や観光連盟の
協力を得て全市町村から観光PRポスターとパン
フレットの提供を受けた観光PR展を 1週間行っ
た。
　マスコットキャラクター「わかまる」について
は，新たにクリアファイルやぬいぐるみストラッ
プを製作し，キャラクターの普及に努めた。また，
視聴者の皆さんに自由な発想で「わかまる」をデ
ザインしてもらい，優秀作品を週替わりで『あす
のWA！』のスタジオに展示する「わかまるデザ
インコンテスト」も実施した。

　『あすのWA！』では， 2組の旅人が週替わり
でくじで引き当てた地域を旅する「わびたび」が
スタート。旅日記や旅マップをハートプラザに展
示するなど人気コーナーとなった。
〔奈良局〕
　奈良局は12年 9 月16日に開局75周年を迎えた。
奈良局を身近に感じてもらう取り組みとして毎年
実施している会館公開は， 9月15日，16日の 2日
間「NHK奈良　わくわくステーション」と題し，
例年よりパワーアップした形で実施した。中でも，
『大河ドラマ』「平清盛」の衣装を着て記念撮影
ができるコーナーは，実際に撮影に使用した衣装
を着用できるということもあり人気を博した。ま
た，奈良局では，東日本大震災を受けて，日本の
精神風土の原点とも言える奈良の豊饒

じょう

な文化に光
を当てて，現在と未来を生きる上での指針となる
知恵を伝えていく「こころの都」プロジェクトに
取り組んできた。この一環として，松坂慶子さん
をゲストに，万葉集に詠まれた奈良の魅力をテー
マにトークショーを開催した。
　奈良局のホームページ「まほろばオンライン」
でも「こころの都」特設サイトを開設。“奈良を
心の都と思うこと”をテーマに，奈良にゆかりの
ある著名人からのメッセージを収録した 1分間の
スポットを県内向けに放送し，ホームページでも
動画を配信した。また，ホームページ閲覧者との
双方向性の強化を目的に，「こころの都」「防災知
恵袋」「番組の疑問解決します！」「防災知恵袋ス
ペシャル」の 4コーナーでメールフォームを開設
し，視聴者からのメッセージや写真を募集し，ホ
ームページや番組で紹介した。加えて，「ロンド
ン2012オリンピック」の開催に伴い，奈良県にゆ
かりのある選手を応援するページを作成，写真や
プロフィール，競技のスケジュールを掲載した。
また，新たに「奈良県の河川水位・雨量情報」や
奈良県のニュースを動画で配信するサービスも始
めた。
　奈良局のスタジオなどで放送局の仕事を体感し
てもらう会館見学には，12年度29団体557人の参
加があった。
　イベントでは，「こころの都」関連で，田原本
町で公開番組『ラジオ深夜便のつどい』（12.8）
を実施。ほかにも，奈良局独自イベントとして，
「SONGS FOR KIDS～NHK奈良児童合唱団とめ
くる歌のアルバム～」（1.20 奈良市）を実施した。
〔大津局〕
　12年度の県域放送『おうみ発610』は，「県民の
安心・安全を守る」を「放送局のちから」の目標
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の一つに掲げ，各地の防災の取り組みを紹介する
「防災ピックアップ」のコーナーを新設するな
ど，防災や減災に役立つ放送や情報を充実させた。
地球環境を映し出す鏡とも言える「びわ湖」をク
イズを通して考える「クイズで知るびわ湖」や，
湖の多様性を紹介する「びわ湖生き物図鑑」で環
境問題を多角的に伝えた。古くから和歌に詠まれ
てきた近江を訪ねる「おうみ歌紀行」や，旬の伝
統食材を紹介する「おうみ食探訪」で豊かな歴史
を再発見した。
　12年度大津局では，「地域の活性化に貢献する」
を「放送局のちから」のもう一つの目標に掲げ，
地域の人たちの足として親しまれてきた京阪電車
石山坂本線を舞台に，地域ドラマ『石坂線物語』
を 3本制作して， 9月と12月と 3月にそれぞれ県
域で放送し，地域の視聴者との絆を深めた。
　大津局と滋賀県内の民放 4局が共同で制作した
『防災ラジオ滋賀2012～ラジオのチカラ』を 9月
に，『防災ラジオ滋賀2013』を 2 月に県域FM放
送で放送し，滋賀県の災害の特徴や避難をする上
での課題，災害時のラジオの重要性を伝えた。
　大津局が制作した地域ドラマ『石坂線物語』に
連動して，ボランティアエキストラ募集，ドラマ
のストーリーやロケ地，地元大学生が制作したメ
ッセージムービーなどをホームページで紹介し
た。また，地域ドラマの上映会やドラマと地域を
語る会を，地元まちづくり団体などを対象に開催
し，『おうみ発610』で地域ドラマの制作状況や関
連イベントを紹介し，番組ポスターを電車内や京
阪電車石山坂本線の全駅舎に掲出するなど，多く
の県民にアピールする多彩なPR活動を展開した。

中 国
◇『大河ドラマ』「平清盛」に連動し，平清盛の
実像に迫るドキュメンタリーや紀行番組を年間
通じて放送。視聴者の関心や地元の期待に応え
た。
◇被爆から67年が経過し，被爆体験の記録・継承
が喫緊の課題となる中，あらゆる世代に向けた
多彩な核・平和関連番組を放送。核無き世界の
実現を訴えるメッセージを強く発信した。
◇東日本大震災の被災地・被災者を支援する動き
や中国地方の原発リスク・防災減災の課題を，
年間を通じ多角的に伝えた。
◇地域の宝を再発見する旅番組『あいたい』を年
間10回放送し，さらなる定着を図った。
◇ 5月に広島県福山市で 7人が死亡したホテル火
災や， 9月に山口県の岩国基地で米軍の輸送機
オスプレイが国内初の試験飛行をした際には，
中継などを交え迅速かつ的確に情報を提供し
た。
◇衆議院選挙では注目選挙区の選挙戦を詳しく伝
え，比例代表も含め全国的に見ても速やかな当
確を打ち出した。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

〔広島局〕
　金曜夜間を“地域をみつめる時間帯”とし，多
彩な番組を編成した。『大河ドラマ』「平清盛」に
連動して『平清盛　日宋貿易にかけた夢』（G，
9.7，中国ブロック）などの関連番組を多彩に放
送。清盛関連の話題はニュースでも数多く伝え，
ホームページではご当地サイトも展開した。旅番
組『あいたい』（G，中国ブロック）では，中国
地方各地の自然や風土・文化の魅力を再発見した。
また，地域局競作のオムニバス番組『スリースト
ーリーズ』（G，中国ブロック）を新たに開発し
放送した。『フェイス』（G，中国ブロック）では，
東日本大震災の被災地・被災者支援の動きを「夏
休みをヒロシマで～密着　福島の母子支援」（G，
9.7），「熱き心　1000キロをこえて」（G，10.19）
などの番組で継続的に取材し伝えた。「原発事故
～災害弱者をどう避難させるか」（G，2.15）では，
中国地方の原発リスクへの対応の課題を検証し
た。地域経済の活性化や中国地方ならではの資源
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活用の在り方を深く取材した『フェイス　グラン
デ～里山資本主義』は年間を通じてシリーズ展開
した。
　夕方 6時台の『お好みワイドひろしま』は，県
民の関心の高いニュースを分厚く伝えるなど，地
域に密着し幅広い話題を取り上げた。視聴者から
の身近な疑問に答えるコーナー「あなたの声リポ
ーターです！」を新設，視聴者とのつながりも深
めた。
　昼前の『ひろもり』では，県内各地の話題や暮
らしを豊かにする情報をきめ細かく伝えた。
　R1に移設した『ぶち☆なま』は，若者の本音
に向き合う双方向番組として若年層との結び付き
を深めた。
　核・平和関連番組は，『NHKスペシャル』「黒
い雨～活（い）かされなかった被爆者調査」（G，
8.6，全国）や『「平和」が生まれるとき』（G，
8.16，中国ブロック）で知られざる事実を掘り起
こして伝えたほか，平和の願いを歌に込めた『い
のちのうた2012～ヒロシマから明日へのメッセー
ジ』（G，7.21，中国ブロック），子どもたちへ向
けた『えほんでつたえる　げんばく』（G，8.4，
中国ブロック）， 6年目の『ヒバクシャからの手
紙』（E，8.4，中国・九州沖縄ブロック），『原爆
の日ラジオドキュメンタリー』「いま“遺品”が
語る～あるアメリカ人詩人のヒロシマ」（R1，
8.6，全国），『FMシアター』「八月六日　上々天気」
（FM，8.4，全国）など，多彩な番組で幅広い世
代へ被爆の記憶を継承し，平和へのメッセージを
発信した。
　スポーツでは，「サンフレッチェ広島」のJリー
グ初優勝を祝し『悲願の初優勝～栄光への軌跡～
サンフレッチェ広島・Jリーグ初制覇』（G，12.7，
中国ブロック）を放送。 1月20日には「第18回全
国都道府県対抗男子駅伝」を全国放送した。
〔岡山局〕
　11年度に全面刷新した地域放送番組の一層の充
実に努めた。夕方 6時台の『岡山ニュースもぎた
て！』は，その日のニュースを掘り下げて分かり
やすく伝えた。新たに「安全・安心キャンペーン」
をスタート，防災・減災から詐欺や感染症対策ま
で幅広く展開した。『ひるまえ　もぎたて！』は
各地の話題や暮らしに役立つ旬な情報を日替わり
で伝えた。金曜夜間の『現場に立つ』は地域と人
を見つめるドキュメンタリーを多彩なテーマで10
本制作した。また，岡山で活躍するミュージシャ
ンをミュージック・クリップと視聴者からのツイ
ッターの“つぶやき”を交えて紹介する双方向番

組『LIVE BOX』を 8本制作する等，放送と連動
したネット展開にも注力した。スポーツでは「フ
ァジアーノ岡山」の試合を 2本，「岡山湯郷ベル」
の試合を 1本中継した。全国放送番組では『サイ
エンスZERO～植物パワーが未来を変える！夢の
人工光合成』（E，6.24），『新日本風土記～瀬戸大
橋』（BSP，7.20），『アスリートの魂～粘っこく
走り抜け～女子マラソン・重友梨佐』（BS1，
7.23），『小さな旅～土と炎　ただひとつ～岡山県
備前市』（G，10.7），『BS1スポーツドキュメンタ
リー～自分だけの一本』（BS1，1.6），『ドキュメ
ント20min.～中南米“ゆるキャラ”奮闘記』（G，
1.9）等を制作し，“岡山”を全国に発信した。
〔松江局〕
　夕方 6時台の『しまねっとNEWS 610』では，
県民の安全安心に直結する島根原発関連のニュー
スを丹念に伝え続けたほか，地域医療や若者の就
職問題など島根県の課題を繰り返し伝えた。また
3日間にわたる「隠岐キャラバン」や「神話博し
まね」関連のニュース企画などで地域活性化に貢
献した。さらに，女子大生が殺害され未解決のま
ま 3年がたった「浜田事件」や「原発事故を想定
した避難訓練」，それに「竹島の日」については
全国にもニュースを伝えながら，中国ブロックの
番組『フェイス』に展開した（浜田事件G，
10.26，避難訓練G，2.15，竹島の日G，2.22）。
　また，ロボットカメラの前に偶然，営巣したミ
サゴの生態記録を 3月から開始。 6月から『しま
ねっとNEWS 610』で子育ての様子を連日伝え，
中国ブロックの番組『フェイス』（G，7.13）や『ダ
ーウィンが来た！』（G，12.23，全国）に展開し，
多くの好評意見を得た。
　このほかにも番組では，『海士町の改革はなぜ
次々に成功するのか？』（G，7.6，中国ブロック），
『ドキュメント20min.～運転士はわたし』（G，
8.14，全国），「カラフル～ぼくは真ん中」（E，
8.17，全国），『目撃！日本列島～熱闘・隠岐古典
相撲』（G，9.1，全国ほか），『ひるブラ～魅力い
っぱい！縁結びの地』（G，10.1，全国），『新日本
風土記スペシャル～出雲』（G，10.8，全国），『歴
史秘話ヒストリア～出雲　縁結びの旅へ！』（G，
11.7，全国），『あいたい～抹茶は楽しいあったか
い』（G，2.15，中国ブロック）など多彩な題材を
取り上げた。加えて中国ブロックの『金曜スペシ
ャル』の「スリーストーリーズ」や「里山資本主
義」にも 4回制作参加した。
〔鳥取局〕
　夕方 6時台の『いちおしNEWSとっとり』で
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は，県民の関心が高いニュースを，随時記者解説
を交えながら厚く伝えたほか，スポーツコーナー
では，J2「ガイナーレ鳥取」の情報を中心に，各
種スポーツ競技をきめ細かく放送するなど，地域
に密着した幅広い話題を伝えることで番組の定着
を図った。「ガイナーレ鳥取」の試合は， 4試合
中継した。鳥取市役所の庁舎建て替えの是非を巡
る住民投票や，75日間にわたる不審死事件の裁判
員裁判は，金曜夜間にも番組展開した。朗読イベ
ント「とっとり朗読シアター」では，編さんから
1,300年となる「古事記」をテーマに，芥川龍之
介などの作品を取り上げた。全国放送では，園舎
を持たず森の中で子どもを育てる新しい形の保育
園を， 2年間にわたって追いかけた『輝け！森の
子どもたち』（G，5.4），鳥取砂丘を歴史や文化，人々
の暮らしなど，多角的な側面から見つめた『新日
本風土記～鳥取砂丘』（BSP，6.29），「成年後見人」
という視点から，孤立化する高齢者の実態を浮き
彫りにした『ハートネットTV～後見人が足りな
い』（E，8.28）を放送した。中国ブロックでは，
中山間地の小さな町が，予算の少なさを町民のア
イデアで解決しようという取り組みを追った『フ
ェイス～町民8,000人のアイデアで町を救え！』
（G，12.14）を放送，『目撃！日本列島』（G，
12.15，全国）へと展開した。
　このほか，お笑い芸人が県内をぶっつけ本番で
旅する若者向け番組『√るーとhigh↑』を計28回
放送した。さらに『√るーとhigh↑』で蓄積した
制作ノウハウを生かし，『√るーとhigh↑中国地
方めぐっちゃいますスペシャル』として，データ
放送と連動した管中番組も制作した。ホームペー
ジでも『いちおしNEWSとっとり』から選んだ
動画を毎週 1～ 2 本配信，『√るーとhigh↑』の
最新放送回を載せるなど，動画配信を効果的に行
った。独自イベント「マンガコンテスト」の表彰
式をJR鳥取駅で開催。「アニメおしりかじり虫シ
ョー」や，「BS体感ランド」などを同時実施，来
場者は3,400人。若者を中心に86作品の応募があ
り，グランプリ受賞作品はアニメ化して県域で放
送した。
〔山口局〕
　長期県政後の新県政スタートとなった山口県知
事選，政権交代を引き起こした衆院選など，注目
の選挙を正確・迅速に伝えた。また，米軍岩国基
地に駐機されたオスプレイの問題について手厚く
取材。その他，三井化学工場爆発事故，下関女児
殺害事件裁判員裁判，岩国錦帯橋空港開港など，
多くの注目ニュースを，全国ニュースを含めさま

ざまに放送した。夕方 6時台の県域番組『情報維
新！やまぐち』では，地域密着の情報を伝えると
ともに，県内の風景と暮らしをプロモーションビ
デオ風につづった「やまぐち風をあつめて」，伝
統工芸の今を切り取った「技を受け継いで」の 2
シリーズを放送。 1月と 3月の平均視聴率は同時
間帯で県内 1位となった。
　11年度から始めたツイッター連動番組『スゴつ
ぶ』はFM県域生放送（4.14），公開イベント
（10.20），中国ブロック・テレビ生放送（G，
3.16）などさまざまな形で展開。データ放送との
連動など新たな演出手法も試みた。また，県域放
送としては珍しい5.1chサラウンドのジャズ番組
『渡辺貞夫ライブin下関』（G，1.18，県域）を放送。
最終的にBSプレミアムでの全国放送にまで展開
した。
　全国放送としては，『第63回植樹祭やまぐち
2012』生中継（G，5.27），女性の萩焼作家の奮闘
を追った『目撃！日本列島～萩焼宗家　女性当主
の挑戦』（G，7.7），男性起因の不妊症治療を取り
上げた『ハートネットTV～男性不妊　患者たち
は今』（E，10.24），女性フリークライマーの挑戦
を追った『アスリートの魂～誰も見たことのない
頂きへ』（BS1，1.28）など多くの番組で山口の情
報を全国発信した。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『NHKニュース　おはよう○○（県名）』　G

月～金　 7:45～ 8:00
　第 1 回93.4.5／県域／県内のニュースやきょう
の動き，気象情報に加え，各地の話題や課題など
を中継やリポートで伝えるニュース・情報番組。
また，企画シリーズ「エネルギー最前線」「未来
に伝える戦争」「災害に備える」や，中継シリー
ズ「わが街の味自慢」などを随時放送した。
『NHKニュース　おはようちゅうごく』　G

土　 7:30～ 8:00
　第 1回93.4.10／中国ブロック・一部県域／中国
5県の朝の表情を伝える中継やリポート，週末の
イベント情報や生活情報，そして「西日本の旅」
など，多彩な内容のニュース・情報番組。
『ひろもり』（広島局）　G

月～金　11:30～12:00
（岡山）11:40～12:00
（松江）11:45～12:00
（鳥取）11:40～12:00
（山口）11:45～12:00
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　第 1回08.4.4／各県域／生活・文化・健康など，
くらしに役立つ情報番組。
（各局タイトル）
　『ひるまえもぎたて！』　　　　（岡山局）
　『ひるまえしまねっと』　　　　（松江局）
　『いちおし情報便』　新　　　　（鳥取局）
　『カフェのんた』　　　　　　　（山口局）
『お好みワイドひろしま』（広島局）　G

月～金　18:10～18:59
　第 1 回84.4.2／県域／広島県内のニュースを視
聴者目線に立って詳しく，分かりやすく伝え，県
民の関心が特に高いテーマは「ニュースアップ」
「特集」で分厚く放送。旬の食べ物などの身近な
話題は「情報BOX」等で紹介した。地域に密着
して幅広い話題を取り上げるニュース番組として
定着を図った結果，民放を抑え 5年連続で視聴率
1位となった。
（各局タイトル）
　『岡山ニュースもぎたて！』　　（岡山局）
　『しまねっとNEWS 610』　　　（松江局）
　『いちおしNEWSとっとり』　　（鳥取局）
　『情報維新！やまぐち』　　　　（山口局）
『ひろしまニュース845』（広島局）　G

月～金　20:45～21:00
　第 1 回96.4.1／各県域／県内の 1日の出来事を
コンパクトにまとめて伝えるニュース番組。
（各局タイトル）
　『岡山ニュース845』 （岡山局）
　『しまねっと845』 （松江局）
　『とっとりニュース845』 （鳥取局）
　『やまぐち845』 （山口局）
『フェイス』　G 金　19:30～19:55
　第 1 回11.4.1／中国ブロック・随時各県域／タ
イムリーな話題・情報を機動的に伝え，中国地方
の“いま”を深く，鋭く切り取る番組。経済・産
業・環境・社会・医療・スポーツなど，さまざま
な視点で地域を見つめた。
『NHK中国地方放送番組審議会』　G　随時
　第 1回97.11.16／中国ブロック／番組審議会の
審議内容を伝える番組。
『おはよう中国』　R1 月～土　 7:40～ 7:58
　第 1 回89.4.3／中国ブロック／気象・交通など
朝に欠かせない情報やニュース，旬の人や時の話
題を電話インタビューで構成。
『ぶち☆なま』　R1 月　21:05～21:55
　第 1回10.4.2／最終回13.3.25／広島県域／恋愛・
受験・就職等をテーマに，若者の本音に向き合う
双方向番組。ポッドキャスティングやツイッター

も展開。
『√るーとhigh↑』　G

日　22:50～23:00
　第 1回11.4.17／鳥取県域／お笑い芸人が県内を
ぶっつけ本番で旅する若者向け番組。
（2）特集番組（核・平和関連番組を除く）
〔中国ブロック〕
『金曜スペシャル～あいたい』　G

（年10回）金／20:00～20:43
「だんじり好きの血が騒ぐ～広島県三原市幸
崎」 広島局／ 4.13
「唄は人をつなぐ～音楽家マムドゥ・ジャバテ
の旅」 岡山局／ 5.11

「浜の女の心意気～鳥取県浦富海岸」
 広島局／ 6.15
「“鉄道のふるさと”へようこそ！～乗り鉄・
六角精児　下松の旅」 山口局／ 7.13
「まじめに遊ぼう！水内川～広島・湯来町」
 広島局／ 9.14
「我がふるさとの魚“ゴギ”～広島・庄原市」
 広島局／10.12
「“佐伯”でみつけた景弘の心～広島市佐伯区　
旅人・温水洋一」 広島局／11. 9
「森の恵みは無限大～岡山・美作」
 広島局／ 1.11
「抹茶は楽しいあったかい～ルー大柴“お茶ど
ころ”松江を訪ねる」 松江局／ 2.15
「雪国のぬくもりを探して～鳥取・若桜町の
旅」 鳥取局／ 3. 8

『金曜スペシャル～スリーストーリーズ』　G
金　20:00～20:43

「田舎に集
つど

う」 広島・岡山・鳥取局／ 4.20
「家族」 広島・松江・鳥取局／ 9.21
「ふるさと」 広島・岡山・山口局／11.16
「笑顔」 松江・鳥取・山口局／ 2.22

『金曜スペシャル』　G 金　20:00～20:43
「思い出をきざむ～島の時計屋物語」

広島局／ 4.27／19:55～20:43
「泣いて　笑って～鳥取　森のようちえん」

鳥取局／ 5.18
「平成の清盛さんを探せ！」 広島局／ 6. 1
「美の心を受け継ぐ～萩焼宗家　女性当主の挑
戦」 山口局／ 6.29
「海士町の改革はなぜ次々に成功するのか？」

松江局／ 7. 6
「ロンドンで輝け！ふるさとアスリート」

広島局／ 7.20／19:55～20:43
「“日本最強”を受け継ぐ～鳥取城北高校相撲
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部の200日」 鳥取局／ 8.31
「平清盛　日宋貿易にかけた夢」 広島局／ 9. 7
「平成の清盛さんを探せ！ローカルが未来をつ
くる」 広島局／10.19
「√るーとhigh↑～中国地方めぐっちゃいます
スペシャル」 鳥取局／10.26
「カキ屋たちの復興」 広島局／11.30
「悲願の初優勝　栄光への軌跡～サンフレッチ
ェ広島・Jリーグ初制覇」 広島局／12. 7
「誰も見たことがない頂へ～スポーツクライマ
ー・小田桃花」 山口局／12.14
「自分だけの一本～古賀稔彦とIPU女子柔道
部」 岡山局／ 1.18
「尾道人情物語」 広島局／ 1.25
「それぞれの本番」 広島局／ 3. 1
『フェイス　グランデ』　G
「里山資本主義～若者は“放棄地”を目指す」

広島・松江・鳥取局／ 6.22／19:30～20:43
「里山資本主義～神様を活（い）かせ」

広島・松江・鳥取局／11. 2／19:30～20:43
「里山資本主義～世界をつなぐ幸せのネットワ
ーク」
広島・松江・鳥取局／ 3.15／19:32～20:45

『広響コンサート』　FM 土　14:00～16:00
「第319回定期演奏会」 広島局／ 5.26
「第322回定期演奏会」 広島局／ 9.29
『Nコン2012第79回NHK全国学校音楽コンク
ール～中国ブロックコンクール』　E

広島局／ 9.30／14:00～17:00
『交響組曲　平清盛～大河ドラマ音楽の世界へ』　
G 広島局／10. 6／16:00～17:13
『広島発短編ドラマ』「卵」　G

広島局／11.10／16:00～16:25
『高専ロボコン2012～中国地区大会』　G

広島局／11.23／13:05～13:59
『スゴつぶ～スゴいつぶやきを詠む深夜の句会』　
G 山口局／ 3.16／22:55～ 0:00
〔県域〕
『わたしのベストショット～発表！平成23年度　
年間大賞』　G

広島県域／ 4.30／13:30～14:15
『わたしのベストショット』　G

広島県域／（年10回）土／5:15～ 5:40
5.12， 6. 9， 7.14， 9. 8，10.13，
11.10，12. 8， 1.12， 2. 9， 3. 9

『がんばれ！サンフレッチェ！』　R1
広島県域／ 4.16／21:05～21:55

『金曜スペシャル』　G
「あなたの声リポーターです！スペシャル」

広島県域／ 5.25／20:00～20:43
「あなたの声リポーターです！スペシャル～今
夜はみんなで「歴史ロマン」！」

広島県域／ 2. 8／20:00～20:43
『HEART ROCK CAFE～電大ラヂオ！ビリビ
リビリアワー』　R1

広島県域／ 6. 4／21:05～21:55
『勝克喝カープ2012』　R1
広島県域／ 6.21／20:05～20:55，21:05～21:30

『NHK広島オリンピック特集～輝け！地元の
星』　R1 広島県域／ 7. 9／21:05～21:55

『防災の日　ラジオ特集』　R1
広島県域／ 9. 1／16:05～16:55

『フェイス　グランデ～今こそ問いたい！カープ
魂』　G

広島県域／10. 5／19:30～20:43
『初優勝おめでとう！サンフレッチェ広島』　G

広島県域／11.24／23:40～ 0:10
『Heart Rock Cafe 2012』　R1

広島県域／12. 1／13:05～13:55
『投げた！打った！走った！～第14回NHK広島
カップ少年野球広島県大会』　E

広島県域／12. 2／14:25～14:50
『がんばれ！ふるさとランナー～全国男子駅伝　
あすスタート』　G
広島県域／ 1.19／11:30～11:54，12:17～12:45

『勝克喝カープ！2013開幕前スペシャル』　
R1
広島県域／ 3.16／13:05～13:55，14:00～15:55

『熱唱！NHKのど自慢予選会』　G
　島根県邑智郡邑南町

島根県域／ 6.17／ 1:20～ 4:10
岡山県笠岡市　岡山県域／11.24／ 2:00～ 3:28

11.25／ 0:15～ 1:42
山口県周南市　山口県域／11.24／ 2:00～ 3:22

11.25／ 1:05～ 2:27
広島県呉市　　広島県域／ 3.29／ 1:45～ 4:13

『岡山の伝統漁』　G 
岡山県域／ 4. 7，28／12:40～12:45

『現場に立つ』　G 岡山県域／19:30～19:55
「肩の荷をおろしてほしい～福島から来た親子
たち」  4.13／19:42～20:07

「薬剤師が命を救う」  5.11
「孤独のメッセージ～総社・日系ブラジル人た
ちのSOS」  6. 1
「粘りの走りの先に～女子マラソン・重友梨佐
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選手」  7. 7
「心の傷に向き合う～虐待を受けた児童の養
育」  9. 7
「ことばのお守り～僧侶・天野こうゆうのメッ
セージ」 10. 5
「理想の性と現実のはざまで～性同一性障害と
就労の壁」 12. 7
「翔べ！岡山シーガルズ～市民クラブ　躍進の
秘密」  2. 8
「現場に立つ×LIVEBOX　密着！エンターテ
イメントチャレンジ」

11. 2／19:30～20:43
「目指すは世界ブランド～密着！岡山ジーン
ズ・パリ展示会」  3. 8／19:30～20:13

『フェイス～200万人の足を守れるか～井笠バ
ス廃止の波紋』　G

岡山県域／11.30／19:30～19:55
『フォーラム認知症新時代』　G

岡山県域／11.10／10:30～11:13
『第59回日本伝統工芸展　岡山展』　E

岡山県域／11.24／12:00～12:47
『LIVE BOX』　G
岡山県域／ 4.25， 5.30， 6.27， 8.29， 9.26，

1.30／22:55～23:20
岡山県域／ 3. 1／19:30～20:45

『フェイス～特集島根自慢～身近なふるさとの自
慢見つけませんか』　G

島根県域／ 3. 8／19:30～19:55
『熱闘　隠岐古典相撲～島民が燃えた 1か月』　
G 島根県域／ 8.24／20:00～20:43

『地域を創る』　G
島根県域／ 4. 7， 5. 5， 6. 2， 7. 7， 8. 4，
9. 1，10. 6，11.10，12. 8， 1.12， 2.16， 3. 2

／12:40～12:45（8.4は13:50～13:55）
『島根の匠』　G

島根県域／ 5.26，11.17，12.15， 3.23，30
／12:40～12:45

『島根防災情報～津波から命を守るために』　
G・E
島根県域／ 9.10～ 9.23／10:54～10:55ほか随時
『“八雲紀行” ふたたび』　E

島根県域／ 8.20～23，27～29
／10:25～10:30

『FMスペシャル～銅鐸の音に魅せられた僕らの
ライブ＆トーク』　FM

島根県域／ 5.19／20:10～21:00

『あなたにだんだん～音楽がつなぐたすけあいの
心』　FM

島根県域／12.22／21:00～23:00
『ドキュメント鳥取発』　G
「働きたくない 2人」

鳥取県域／ 4.13／19:42～20:07
「山のちいさな若女将」

鳥取県域／ 9.28／19:30～19:55
「光と岩といのちと～浦富海岸を撮る」

鳥取県域／10.19／19:30～19:55
「鳥取不審死裁判～裁判員の75日間」

鳥取県域／12. 7／19:30～19:55
「仏に恋する女の子」

鳥取県域／ 3. 8／19:30～19:55
『鳥取文芸館』　FM
鳥取県域／ 5.27， 7.29， 8.26， 9.30，10.21，

11.25， 1.27， 3.31／11:00～11:50
『とっとり朗読シアター2012～古事記の物語
り』　G 鳥取県域／10.12／20:00～20:43

『鳥取市住民投票開票速報』　G・R1
鳥取県域／ 5.20／20:55～24:10

『鳥取民藝夜話』　G
鳥取県域／12.14／20:00～20:43

『√るーとhigh↑』　G
鳥取県域／ 4. 1， 8，15，29， 5. 6，13，
6.10，17， 8.26， 9. 2，16，10. 7，14，21，

11. 4，11，18，25，12. 2， 1.20，27，
2. 3，10，17，24，3.17，24，31／22:50～23:00
『√るーとhigh↑ 中国地方めぐっちゃいますス
ペシャル～アナザーストーリー①②』　G

鳥取県域／①10.25／ 2:15～ 2:35
②10.26／ 1:45～ 2:05

『アニメ カンパニュラの花言葉 ナツノトモ』
　（6分）　G・E

鳥取県域／ 3.16，19～20，26
『アニメ　ナツノトモ』　G

鳥取県域／ 3.31／18:35～40
『YAMAGUTIC』　G 山口県域／19:30～19:55
「わたしは町のカメラマン～アマチュアビデオ
この 1年」  4.13／19:42～20:07
「帰郷～タイガーマスクと長州力～故郷のリン
グ」  6.15／19:33～19:58
「美の心を受け継ぐ～萩焼宗家　女性当主の挑
戦」  6.29／20:00～20:43
「子どもができない～男性不妊　医療現場から
の報告」  8.31
「海底が砂漠化する～山口県沿岸“磯焼け前
線”北上中」 11. 9
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「スゴつぶ@キャンパス」 11.30
「渡辺貞夫ライブin下関～音楽の履歴書」

 1.18／20:00～20:43（5.1chサラウンド）
「やまぐち風をあつめて～心に残るふるさとの
風景」  3. 8

『スゴつぶ@FM～スゴいつぶやきを味わう深夜
の句会』　FM

山口県域／ 4.14／23:00～ 1:00
『やまぐち　風をあつめて』（ 2・ 3分）　G

山口県域／ 4.17～ 1.29／50回
『スゴつぶ@キャンパス』（ 2分）　G

 9.17～18，20，22，25，27，29，10. 1～ 3
『防災特集～いざという時，NHKラジオ』　
R1・FM 山口県域／11:50～12:00

 9. 3　「分かりやすい気象情報とは？」
 9. 4　「中継・学び舎が避難所に」
 9. 5　「中継・自分たちの身は自分たちで守る」
 9. 6　「効果的な防災対策とは？」
 9. 7　「ライフラインを守るために」
『三輪壽雪さんを偲んで』G

12.28／15:15～15:58
『にっぽん縦断こころ旅～おつかれさまスペシャ
ル「山口県」』　G  3.21／11:05～11:34
〔各局共通〕
『第79回NHK全国学校音楽コンクール』　E
「広島県コンクール」
小学校の部 8.25／13:00～15:00
中学校・高等学校の部 8.26／14:00～16:00

「岡山県コンクール」
小学校・中学校・高等学校の部

 9. 1／12:30～14:00
「島根県コンクール」
小学校・中学校の部  9. 1／12:00～13:55
高等学校の部  9. 8／12:30～14:00

「鳥取県コンクール」　FM
小学校・中学校・高等学校の部

 9. 1／19:20～21:00
「山口県コンクール」　E
小学校・高等学校の部

 8.25／12:30～14:50
中学校の部  8.26／14:00～15:55

3．核・平和関連番組

（1）地域番組
〔中国ブロック〕
『フェイス』　G
「続報　黒い雨～放影研トップに聞く」

広島局／ 5.18／19:30～19:58

「“被爆遺品”は語る　詩人アーサー・ビナー
ド　フクシマ後の世界へ」

広島局／ 6.29／19:30～19:57
『いのちのうた2012～ヒロシマから明日へのメ
ッセージ』　G

広島局／ 7.21／19:30～20:43
『えほんでつたえる　げんばく』　E

広島局／ 8. 4／ 9:20～ 9:49
『「平和」が生まれるとき』　G

広島局／ 8.16／22:00～22:48
『金曜スペシャル～除染された故郷へ～ビキニ核
実験・半世紀後の現実』　G

広島局／ 9.28／19:55～20:43
『ヒロシマから世界へ～平和コンサート2012』　
G 広島局／10. 8／14:00～14:59

『10代へ送る　ヒバクシャからの手紙』　G・E
 6.20～ 8.10　※ 6本を19回放送

『伝え続けたい「ヒバクシャからの手紙」』　
R1・FM  9. 1～12.23　※17本を46回放送

〔中国ブロック，九州沖縄ブロック〕
『ヒバクシャからの手紙』　E

 8. 4／22:00～23:29
〔広島県域〕
『ヒロシマ　あくなき “未解明” との闘い』　G

 8. 6／16:35～17:00
『お好みワイドひろしま～ “原爆の日” 特集』　
G  8. 6／17:00～17:45

『被爆の記憶』　G
10.12，11.13， 2. 7，25／19:56～19:58

（2）全国放送
『平成24年　広島平和記念式典』

G　 8. 6／ 8:00～ 8:39
G 中国ブロック　 8. 6／ 8:00～ 8:55

R1　 8. 6／ 8:00～ 9:00
『NHKスペシャル～黒い雨～活（い）かされな
かった被爆者調査』　G

 8. 6／20:00～20:49
『FMシアター～八月六日　上々天気』　FM

 8. 4／22:00～22:50
『原爆の日　ラジオドキュメンタリー～いま “遺
品” が語る～あるアメリカ人詩人のヒロシマ』　
R1  8. 6／21:05～21:55

『いのちのうた2012～ヒロシマから明日へのメ
ッセージ』　G  8.14／ 1:40～ 2:53

『ヒバクシャからの手紙』　G
 8.23／ 2:10～ 3:39
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『ヒロシマから世界へ～平和コンサート2012』　
BSP  8.28／23:45～ 0:44

4．スポーツ中継

〔高校野球〕＊ブロックと特記した以外は県域放送
第94回全国高校野球選手権大会・地区大会
　広島県　  準々決勝 E・FM／ 7.24

準決勝 E・FM／ 7.25
決勝 G・R1／ 7.26

　岡山県　  準々決勝 R1・FM／ 7.23～24
準決勝 G・E・R1／ 7.26
決勝 E・FM／ 7.27

　島根県　  準々決勝 R1／ 7.23
準決勝 E・FM／ 7.25
決勝 G・R1／ 7.26

　鳥取県　  準々決勝 R1／ 7.26
準決勝 G・E・R1／ 7.28
決勝 G・R1／ 7.29

　山口県　  準々決勝 FM／ 7.25
準決勝 G・E・R1／ 7.26
決勝 E・R1／ 7.28

平成24年度秋季高校野球・地区大会
　広島県　 3位決定戦・決勝 R1／10. 7
　岡山県　  準決勝 R1／10. 8

3 位決定戦・決勝 R1／10. 9
　島根県　  準決勝 R1／ 9.29

3 位決定戦・決勝 FM／10. 1
　鳥取県　  3 位決定戦 R1／10. 1

決勝 FM／10. 1
　山口県　  準決勝 R1／10. 7

3 位決定戦・決勝 R1／10. 9
第119回秋季中国地区高等学校野球大会
（中国ブロック）

準決勝 G・E・R1／11. 3
決勝 E・R1・FM／11. 4

〔プロ野球〕
（中国ブロック）
「広島」対「巨人」 R1／ 4. 5
「広島」対「阪神」 G2／ 4.11
「広島」対「中日」 R1／ 4.20
「広島」対「西武」 R1／ 5.31
「広島」対「巨人」 R1／ 6.28
「広島」対「DeNA」 R1／ 6.29
「広島」対「阪神」 G／ 8.24
「広島」対「DeNA」 R1／ 9. 7
「広島」対「中日」 R1／ 9.14
（中国・東北ブロック）
「広島」対「楽天」 R1／ 5.17

（広島・東北ブロック）
「楽天」対「広島」 R1／ 6. 3

（広島県域）
「広島」対「中日」 G／ 4.22
「広島」対「ヤクルト」 R1／ 7. 7
「広島」対「DeNA」 G／ 9. 8
「広島」対「ヤクルト」 R1／ 9.19
「広島」対「ヤクルト」 G／10. 4

（山口・九州ブロック）
「ソフトバンク」対「阪神」 G／ 5.25

〔Jリーグ〕
（広島・新潟ブロック）
「広島」対「新潟」 G／ 5. 3

（広島・兵庫ブロック）
「広島」対「神戸」 G／ 5.19

（広島県域）
「神戸」対「広島」 G／12. 1

（岡山・栃木ブロック）
「岡山」対「栃木」 G／11. 4

（岡山・長崎ブロック）
「岡山」対「長崎」 G／ 3. 3

（鳥取県域）
「鳥取」対「横浜」 G／ 5.27
「鳥取」対「福岡」 G／11.11
「鳥取」対「熊本」 G／ 3. 3
「鳥取」対「水戸」 G／ 3.17

〔その他のスポーツ〕
第46回　織田記念国際陸上　兼ロンドンオリンピ
ック代表選考会
G／中国・近畿・松山・北海道ブロック／ 4.29

なでしこリーグ
「岡山湯郷ベル」対「日テレ・ベレーザ」

G／中国ブロック／ 5.20
山口県高校総体バレーボール男女決勝

G／山口県域／ 6. 4
第65回広島県高校総体サッカー男子決勝

E／広島県域／ 6.10
2012年度全広島サッカー選手権・決勝
　～第92回天皇杯広島県代表決定戦～

G／広島県域／ 8.26
第92回天皇杯全日本サッカー選手権大会
　岡山県代表決定戦 G／岡山県域／ 8.26
第17回島根県サッカー選手権大会
　～第92回天皇杯島根県代表決定戦～

G／島根県域／ 8.26
平成24年度　山口県サッカー選手権大会　決勝
　～第92回天皇杯代表決定戦～

G／山口県域／ 8.26
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第18回全国男子駅伝ハイライト
G／広島県域／ 1.20

第37回日本ハンドボールリーグ・男子
「湧永製薬」対「トヨタ紡織九州」

G／広島・佐賀ブロック／ 2.23

Ⅱ．技　術

1．安全・安心を守る機能強化

　全国的な機能強化に連動し設備整備・保守・補
修による安全・安心の確保を図った。
　・祇園ラジオ，三次ラジオ，松江局，鳥取局の
自家発燃料タンク増量。
　・天気カメラのハイビジョン化（岡山県津山，
鳥取県鳥取港，倉吉，山口県宇部，岩国，長門）

2．地上デジタル放送

　国内混信対策として，西ノ島デジタル局（ 7
月）と西郷デジタル局（ 8月）を改善リパック
し，外国波混信対策として，浜田浅井デジタル局
（ 2月）と大社デジタル局（ 2月）を改善リパッ
クした。
　「新たな難視」世帯について対策を進めた。散
在する難視世帯に対し共聴新設での対策が順調に
進み，年度当初より難視件数が半減した。共聴新
設提案がまとまらなかった地区ではアンテナ対策
に切り替えるなどの対策を講じており，現在，広
島・山口県では約500世帯の対策未完了世帯を残
している。

3．選挙報道，緊急・災害報道

　衆議院議員選挙では，解散から選挙まで 1か月
という短期間の中，政見収録や事務所中継などの
準備を整え，「衆議院選開票速報」を確実に放送
した。
　また，「公共情報コモンズ」を活用し，河川水
位と雨量情報（ 4月）と県防災情報（ 6月）をデ
ータ放送とホームページに掲載した。
　岩国市三井化学工場の爆発（ 4月），福山市ホ
テル火災（ 5月），大竹市明新化学工場の爆発（ 6
月）への初動対応。オスプレイの岩国基地搬入
（ 7月）と飛行訓練続報，沖縄への移動（ 9月），
沖縄以外での飛行訓練開始（ 3月）などの緊急報
道に迅速・的確に対応した。
　東日本大震災報道への支援を継続するとともに
大阪局機能強化整備に伴う緊急報道対応の支援に
も対応した。

4．地域放送

　広島局では，『平和記念式典中継』『NHKスペ
シャル』『ヒバクシャからの手紙』など，核・平
和関連番組を数多く放送した。“ふるさと再生”
を掲げて，里山の活性化への取り組みを紹介した。
　・スポーツ番組や公開派遣音楽番組を中心に，
12年度も広島局では22番組で5.1サラウンド制作
に取り組んだ。
　・サブチャンネル放送を利用したカープ中継に
よりローカルサービスの充実を図った。
　・「サンフレッチェ広島」が初優勝を決めた対
「セレッソ大阪」戦を中継（11.24）するととも
に『佐藤寿人　優勝へのワンタッチゴール』
（10.12），特番『初優勝おめでとう』（11.24），『悲
願の初優勝　栄光への軌跡』（12.7管中，視聴率
9.7%）などで県民の期待に応えた。
　・プロ野球中継における応援メッセージをツイ
ッターやメールで実施した。『NHK全国学校音楽
コンクール』中国ブロック大会（ 9月）や『高専
ロボコン』（10月）のライブストリーミング動画
配信，「全国都道府県対抗男子駅伝」（ 1月）でダ
イジェスト動画配信を実施した。岡山局では月 1
回の定時番組『LIVE BOX』，松江局は『しまね
っとNEWS610～年末ハイライト』，山口局は『ス
ゴつぶ』をそれぞれ放送した。鳥取局では旅番組
『√るーとhigh↑』で番組連動データ放送を実施
した。

5．開　発

　放送番組の運行を担当する勤務者向けに，運行
情報やアラームをリアルタイム表示するタブレッ
ト型の端末「携帯型運行サポートシステム
（MOSS）」を松江局が開発した。
　局外中継など，番組伝送に利用する無線基地局
を現場でいち早く発見するためのタブレット型の
ビジュアルツール「AR技術を用いたFPU基地局
探索システム」を開発した。
　岡山局では，より簡単に誰でもボタン操作で使
える専用端末「らじる★らじる簡易受信機（らじ
太郎）」を開発した。
　SNSを活用した番組において，効率的な番組制
作に向け，従来よりシステムの準備期間の短縮が
可能な「Web版Selector」を開発した。
　データ放送ニュースで，誤字の可能性がある場
合に担当者に注意喚起のメールを送る「ニュース
誤字検出システム」を開発した。
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6．視聴者活動

　中国域内での『NHKのど自慢』予選会の会場
で来場者に向けて「中継車見学・カメラ操作体
験」を 3回実施。「予選会の時差再生視聴」を 4
回開催し，放送事業への理解促進に努めた。

7．放送設備の更新

　広島局の通信衛星による映像ハイビジョン伝送
車（CSK）を更新するとともに，ニュースセンタ
ーの照明装置の更新，データ放送設備の更新，放
送会館冷凍機更新などを実施し，放送サービスの
安定送出確保と番組制作・緊急報道機能の充実を
図った。

Ⅲ．視聴者

1．イベント事業

　12年度，中国地方では151件のイベントを実施
し，視聴者サービスの充実とNHKへの理解促進
に努めた結果，76万人を超える参加者があった。
　広島局では「フラワーフェスティバルNHKシ
クラメンパーク」（5.3～5広島局），「いのち」や
「平和」の尊さを伝える「いのちのうた2012」公
開録画（7.7広島市）などを実施。また，元特攻
隊員が「生命」をテーマに描いた絵画展「吉田堅
治～祈り・生命の輝き」展（7.26～8.26広島局，
廿日市市）を開催し，被爆地の放送局として「平
和の大切さ」を考える機会を提供した。
　また，『大河ドラマ』「平清盛」の放送に合わせ，
平家納経を模した巻物を制作する体験型イベント
「体感！平清盛 平安絵巻」（5.3～5広島局）や清
盛の世界をオーケストラの演奏でたどる「交響組
曲『平清盛』コンサート」（9.20呉市）のほか，
因島出身の天才棋士・本因坊秀策の没後150年を
記念した囲碁イベント「レッツGO！囲碁ひろ
ば」（10.8尾道市）など地元の題材を活用したイ
ベントを実施した。
（1）全国放送公開番組
　『NHKのど自慢』『ごきげん歌謡笑劇団』『BS
日本のうた』『歌謡チャリティーコンサート』な
どの全国放送公開番組を中国各局で30本実施し
た。
（2）教育・こどもイベント
　「NHK放送体験クラブ」「NHK全国学校音楽
コンクール」「NHK杯中学校・高等学校放送コン
テスト」を中国各局で，また，「中国地方放送教

育夏期特別研究交流大会」（8.8島根県松江市），「高
専ロボコン」中国地区大会（10.7鳥取県米子市）
などの学校・教育関係イベントを実施したほか，
「おかあさんといっしょ宅配便ポコポッテイト小
劇場」（中国各局），「おかあさんといっしょあつ
まれ！土曜日」スタジオ収録（10.13広島局），「ワ
ンワンわんだーらんど」（12.9福山市），「おかあ
さんといっしょファミリーコンサート」（2.16山
口県周南市）などのファミリー向けイベントを実
施した。
（3）スポーツ・福祉・キャンペーン
　「ラジオ体操・みんなの体操会」「各県サッカ
ー選手権大会（天皇杯各県代表決定戦）」を中国
各局で実施。「天皇盃第18回全国男子駅伝」（1.20
広島市，廿日市市）および関連イベント「駅伝ふ
るさとひろば」（1.19～20広島局）を実施。福祉
関連では「NHK歳末・海外たすけあい」（12.1～
25），「東日本大震災義援金受付」（通年）を中国
各局で実施したほか，「NHKハート展&介護百人
一首展」（12.1～9広島局），「NHKハートフォーラ
ム（広島・鳥取局）を実施。キャンペーン関連で
は，「環境」（広島・松江・鳥取・山口局），「ふる
さとの食にっぽんの食」（広島・鳥取・山口局），「防
災」（岡山・松江局）に関するイベントを各地で
実施した。
（4）展覧会
　特別展「平清盛」（4.21～6.3広島県立美術館），
「第59回日本伝統工芸展」（11.22～12.9岡山県立
美術館，12.12～25島根県立美術館，2.27～3.17広
島県立美術館）などの展覧会を開催した。

2．営　業

　12年度は，全国の都道府県別推計世帯支払率
（11年度末）を初めて公表した。中国ブロックで
は，広島県83.2%，岡山県77.7%，島根県90.9%，
鳥取県89.2%，山口県87.2%であり，全国水準
72.5%と比較して高位にある。
　12年度の中国ブロック営業業績は，事務情報処
理業務の委託拡大への準備や下半期からの受信料
額改定（値下げ）の対応などで業務が輻

ふく

輳
そう

したも
のの，全ての営業目標を達成することができ，全
国営業業績と受信料収入の確保に貢献できた。
　こうした業績を残せたのは，経営計画に掲げる
4つの営業改革に着実に取り組んできたことが最
大の要因である。特に新規法人委託の開発を中心
に，契約・収納業務体制の改革に積極的に取り組
むとともに，域内会議や研修などの機会を通して，
営業職員に営業改革の意義や目的を浸透させ，各
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職員の意識やスキル向上のための人材育成に取り
組んできたことが実を結んだ。
　「民事手続き」については，引き続き誠心誠意
のお客様対応を行いながら，窓口変更数を増加さ
せるなど，公平負担の徹底を図った。
　外部団体との連携については，日本ケーブルテ
レビ連盟中国支部と各種研修や番組コンクール審
査などを通じて，良好な関係を保った。
　また，ホテル旅館組合との連携についても，中
国ブロックの受信料まとめ支払いの参加状況は，
全国でも高位にある。引き続き，こうした団体と
の連携を深め，効果的・効率的な営業活動を進め
ていく。

3．広　報

〔広島局・福山支局〕
　12年度は，『大河ドラマ』「平清盛」を広報活動
の軸に置き，番組視聴促進はもとより，ゆかりの
地として，番組連動の広報活動を積極的に展開し
た。 4月に広島カープ戦の中継に合わせ，ドラマ
出演者による始球式を実施。 5月は全国屈指の来
場者でにぎわうフラワーフェスティバルに，番組
出演者がオリジナル花車に乗ってパレードに参
加。その他，営業対応重点エリアでドラマ出演者
のトークショーを実施するなど，「清盛ゆかりの
地広島」の環境醸成に取り組んだ。また，地元民
放の要請に応え「清盛」情報を提供することで，
放送局の垣根を越えた新しいコラボ番組を実現し
た。さらに，広島県と連携し番組連動企画「盛絵」
の巡回展を東京銀座や県内 3か所で開催するな
ど，意外性・話題性の高い独自イベントを実施し
た。
　視聴者ふれあい活動として，広島局オリジナル
キャラクターを活用した「広島カープ応援隊」
「サンフレッチェ広島応援隊」を実施した。特に，
サンフレッチェの初優勝が決定した日も応援隊が
出動し，地元盛り上げに一役買うことができた。
　なお，広島局・福山支局の12年度のハートプラ
ザ来場者数は18万3,041人。電話などで視聴者か
ら寄せられた意見・要望は 1万5,969件あった。
〔岡山局〕
　東日本大震災から 1年を機に「安全・安心キャ
ンペーン」を始め，夕方 6時台を中心にスポット，
ホームページ等で年間を通して展開した。公開番
組は，『NHKのど自慢』『ふるさと自慢うた自慢』
等18本と『LIVE BOX』 8本の計26本，イベント
や展覧会等は，「NHK公開セミナー　大河ドラマ
平清盛」「キミが主役だ！NHK放送体験クラブ」

「ジェームズ・アンソール展」「忍たま乱太郎キ
ャラクターショー」等16本実施，約 3万9,000人
が参加した。また，より多くの人々にNHKに親
しんでもらえるよう，会館ロビーをリニューアル
（3.15），子どもたちが楽しめるコーナーを新設
した。このほか「番組公開ライブラリー」の利用
は962人，岡山局に寄せられた意見・要望は 1万
7,158件に上った。
〔松江局〕
　地域から信頼され親しまれる放送局として，公
開番組やイベントを通して地域を元気づけるほ
か，開かれた放送局の“広場”の提供に努めた。
　「公開セミナー　きれいの魔法」「NHK防災セ
ミナー　非常時の情報活用法」「チャリティース
テージ『あなたにだんだん』公開録音」など独自
企画に加え，『NHKのど自慢』『BS日本のうた』
などの公開派遣番組，「生誕100年 松本竣介展」「第
59回日本伝統工芸展」など年間を通じて多彩なイ
ベントを実施した。12月から 1月にかけては，東
京の放送博物館で「こんにちはふるさと・地域放
送局のちから」を開催し，展示やイベントで松江
局や島根県の魅力をPRした。
　また，毎年恒例となっている「水郷祭」での会
館公開や，1Fロビーのギャラリースペースを視
聴者の作品の発表の場として活用，夏休み期間中
には「ぼくの絵わたしの絵展」を開催するなど来
館のきっかけづくりに努めた。ハートプラザには
年間8,423人が訪れた。
〔鳥取局〕
　鳥取放送局の独自イベントとして，鳥取県が実
施する「国際まんが博」に連動して，「NHKマン
ガコンテスト」を実施。県内外から86作品が寄せ
られ，表彰イベントをJR鳥取駅で開催し，3,400
人が来場した。グランプリ作品はアニメ化し，県
内向けに放送した。
　視聴者から寄せられるラジオやFMの周波数の
問い合わせに答えるため，県内の中継局や周波数
を紹介するパンフレット「とっとりテレビ・ラジ
オ受信ナビ」を作成し，「道の駅」等に設置して
幅広く広報活動に取り組んだ。
　技術職員が小学校に出向き，放送機器に触れて
もらいながら番組作りを体験する「出前授業」を
実施。参加した68人の児童に，楽しみながら放送
について学んでもらった。
　会館ロビー充実の取り組みとして，県域番組
『√るーとhigh↑』の動画を楽しむことができ，
番組関連グッズがもらえるイベントコーナーを設
置。加えて，マンガパネル展や3D展示のリニュ
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ーアルを行い，来館者の増加につなげた。
　また，イベントや番組収録，会館見学と連動し
た「ふれあいミーティング」を年間42回開催し，
1,156人が参加した。
〔山口局〕
　山口局は，『大河ドラマ』「平清盛」ゆかりの地
として俳優・上川隆也をゲストに迎えた「公開セ
ミナー」（9.15，山陽小野田市）や「パネル巡回
展」（11月）を実施。また，大学生を中心とする
若者との接触者率の向上をねらい，ツイッターと
連動した自由律句の句会『スゴつぶ』を，山口大
学での公開イベント（10.20），ネット上でのタイ
ムライン句会（随時），山口情報芸術センターで
の公開生放送（3.16 G，中国ブロック）など多様
に展開した。ゲストは，ピース又吉，山里亮太，
富永鳩山ほか。山口県立大学でも『仕事ハッケン
伝』就職セミナー（5.15）を実施。子ども向けイ
ベントとしては，有料イベント「おかあさんとい
っしょファミリーコンサート」（2.16，周南市）
を開催，倍率は30倍を超えた。会館公開では「ワ
ンワンとあそぼうショー」（11.23）を局舎隣接の
中央公園で実施。約4,000人の家族連れで終日に
ぎわった。また，小学校を訪問し朗読を楽しむ「朗
読ひろば」（12.18，長門市）も金子みすゞをテー
マに実施し好評を得た。
　山口局イベント本数は，公開番組 6本を含む年
間25本で，延べ 2万9,774人が参加。ハートプラ
ザ「番組ライブラリー」は3,666人が利用した。

四 国
◇南海トラフ巨大地震に備えて，放送機能の強化
に努めた。緊急報道の体制強化のほか，長時間
の停電対策として，会館の自家発燃料タンクの
増強や，津波による自家発電装置の浸水リスク
対策を行うなど放送設備の強化を図った。

◇四国唯一の伊方原発を巡る四国電力や県，地元
自治体などの動きを，国の動向と併せてニュー
スなどで詳しく伝えるほか，防災・減災に向け
た対策について多角的に検証する番組を制作
し，地域の安全・安心の情報発信を強化した。

◇地域の発展に結び付くよう，「四国の底力」を
再発見する番組や地域発のドラマを制作し，全
国に発信した。

◇ロンドン五輪や地域発ドラマ『歩く、歩く、歩
く～四国　遍路道』，『大河ドラマ』関連のイベ
ントをはじめ，「学校にN響がやってきた」「会
館公開」など多彩なイベントを展開し，視聴者
の皆さんとの結び付きを強めるとともに，地域
の活性化や文化振興に寄与するよう努めた。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

〔松山局〕
　松山局は，四国各地の個性豊かな文化や産業，
自然など，さまざまな分野で，まだ知られていな
い“ふるさとの宝”を掘り起こす「地域の底力」
キャンペーンを継続し，さらに発展深化させた。
遍路宿を舞台に，女性の生き方を見つめるヒュー
マンドラマを 7年ぶりに制作し，BSプレミアム
で全国発信した。また，四国 4局が協力し制作し
てきた双方向の大型生番組を， 4県から高校生が
集うクイズ番組に刷新。デジタル放送の特性を生
かし，視聴者もデータ放送やインターネットから
参加して，楽しみながらふるさとの魅力を再発見
でき，地域の活性化につながる番組とした。
　東日本大震災の教訓から，国の検討会は南海ト
ラフ巨大地震の新想定を公表し，四国で震度 7の
地震が起こる可能性があると想定された地域は全
体の 6割にあたる58市町村に，巨大津波が襲うと
想定される地域は沿岸部の28市町村にも及び，深
刻な事態に見舞われる恐れがあるとされた。四国
各地で実施された対策の見直しについて検証し，
被害を最小限にとどめるために何が必要か考える
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番組を放送した。また，伊方原発の運転再開を巡
る動きを検証するとともに，夏の電力不足の危機
を回避するために，数値目標が掲げられた節電の
影響と対策を伝えた。
　ロンドンオリンピックでは，四国から出場する
選手を紹介する番組を放送したほか，柔道男子73
キロ級で銀メダルを獲得した愛媛出身の中矢力選
手の勝負の裏側に迫る特集番組を放送した。
　12月の衆議院議員選挙に際しては，政見放送，
開票速報を順調に放送した。
　金曜午後 7時30分からの『四国羅針盤』では，
南海トラフ巨大地震の国の新想定を受けて，被害
を最小限にするための対策や取り組みを，さまざ
まなケースで検証したほか，東日本大震災から 2
年となる 3月にはCGによるシミュレーションを
駆使して四国の被害の特徴や“いのち”を守るた
めに何が必要かを考える73分のスペシャル番組を
放送した。また，伊方原発の安全性と運転再開を
巡る動きがどこまで進んでいるのかを検証する番
組や，電力需要が増す夏の時期に 7 %以上の数値
目標を掲げた節電対策の影響を検証する番組を放
送した。その他，全国に先駆けて進む少子高齢化
と過疎化，長引く不況の中で，地域医療や介護，
インフラの老朽化，急増する生活保護の受給など
四国の直面する課題に対する取り組みや，新たな
価値観で地域の経済や産業の再生に挑む動きも紹
介した。
　双方向で視聴者がリモコンやインターネットで
アンケートに参加する報道トークバラエティー
『四国のいいぶん』は 2年目を迎え，「地域医療」
（ 5月），「買い物弱者」（ 9月），「若者の雇用」（ 2
月）をテーマに年 3回放送した。
　金曜夜 8時からの『しこく 8』は， 3年目を迎
えた。新しい双方向番組「四県対抗　しこクイ
ズ」では，伝統高校対決（ 4月），商業高校対決
（ 9月），工業高校対決（ 1月）と年 3回の放送
を行い，生放送中にメールやソーシャルネットワ
ーキングサービスで視聴者から出場校への応援メ
ッセージを受け付けたり，リモコンやインターネ
ットでクイズに参加した人の正答率をチーム得点
に反映するなど，より視聴者と一体感を感じる演
出をして，高校生世代から多くのアクセスを得た。
四国各地の謎や伝承を徹底的に解明する「四国な
ぞ解き行脚」（年 4本）や，ゲストが，言葉やモ
ノに託された人の思いを受け取り，手紙で届ける
「ココロお届け隊」（年 3本）をシリーズで放送
した。 8月には，高知県の「よさこい祭り」と徳
島県の「阿波おどり」を73分の拡大版として 2週

連続で放送したほか，西日本最高峰の石鎚山を年
間取材した『神さんの山　石鎚』を 4月と12月の
2回シリーズで放送。「近ぶら。」では，ゲストが
地元・松山を散歩しながら身近な街の歴史や文化
の奥深さを知って楽しむスタイルで好評を得た。
「濁れる水の流れつつ澄む」では，俳人・種田山
頭火の四国の旅の足跡をドラマ演出も組み入れな
がら紹介し，句に込められた魂の言葉を見つめた。
その他，「四国山中“千年の里”物語～祖谷・大
歩危」「耐えて花咲く富太郎～時代に愛された植
物学者」「建築家はやめられない～安藤忠雄・71
歳直島に挑む」など，四国 4県の自然，人，歴史
などの魅力をしっかりと伝えた。年 8本，最終金
曜に放送した『伊予路てくてく』では多彩なゲス
トが愛媛県内を旅し，その土地に暮らす人々との
交流を通して，地域の魅力を伝えた。
　BSプレミアムで 1月に放送した松山局制作の
ドラマ『歩く、歩く、歩く～四国　遍路道』は，
10月の制作発表から 1月20日の放送直前まで，平
日午後 6時10分からの『いよ×イチ』や，午前11
時40分からの『えひめ　おひるのたまご』で，出
演俳優のインタビューや関連企画をシリーズで放
送したほか，その他の時間帯でも関連番組を集中
的に編成した。視聴者の要望に応えて 2月に金曜
夜 7時30分から四国向けに総合テレビでも特別版
を放送した。
　平日夕方の地域ニュース情報番組『いよ×イ
チ』は，愛媛の“安心・安全”を守る最前線のニ
ュース情報番組として，南海トラフ巨大地震の新
想定を受けての県内の新たな取り組みや，伊方原
発の動向，夏季の電力需給見込みや節電対策，さ
らには地域経済の動向など暮らしに直結する情報
を届けたほか，年末の総選挙のリポートや政権交
代の影響など，県民の知りたい情報をきめ細かく
伝えた。また「気象コーナー」を刷新し，気象予
報士が天気の疑問に答えたり，外を歩いて身近な
視点から天気を紹介する企画も放送した。
　午前11時40分からの『えひめ　おひるのたま
ご』では，新たに「耳より情報」コーナーを新設
し，防災や環境，身近に家の中で出来る暮らしの
知恵など，すぐ生活に役立つ情報を幅広く取り上
げた。また，新キャラクターを公募で採用し，親
しみを持って見られるようミニコーナーなどで展
開した。
　BS2で1995年から16年間，11年からはEテレで
全国放送され，親しまれてきた松山局制作の定時
番組『俳句王国』が，年10回の特集番組『俳句王
国がゆく』として生まれ変わり，全国各地で公開
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収録を実施した。松山で活躍する俳人が中心の俳
句王国チームと，訪れた地の地元チームに分かれ，
前半は地元の景勝地や名産をテーマに句を競い，
会場の皆さんがその勝敗を判定する「ご当地俳句
バトル」，後半は「テレビ句会」を中心とした構
成で，幅広く楽しめるようにした。また『しこく
8』では「俳句甲子園2012～17音に“思い”をこ
めて」（9.14），「燃えろ！五・七・五～学生俳句
チャンピオン決定戦」（10.19）を，県域特集で『そ
れ行け！俳句キッズ』（2.2）を放送。R1では季語
にとらわれない身近なテーマで，自由に575作品
を投稿してもらう番組『つぶや句575』を年 4回
全国放送する（5.30，8.29，11.24，1.30）など，
俳句の魅力を伝える番組を放送した。
　スポーツ中継は地域スポーツを中心に放送し
た。サッカーJ2の「愛媛FC」の 4試合を総合テ
レビで中継し，野球独立リーグの四国アイランド
リーグplus「愛媛マンダリンパイレーツ」の 3試
合をR1で放送した。夏と秋の高校野球地区大会
はテレビとラジオ中継を実施。秋の県大会と四国
大会はインターネット，携帯端末，地上デジタル
のデータ放送で独自の試合速報を行った。
〔高知局〕
　11年度に引き続いて，12年度も祝日特集『光る
森』や『サイエンスゼロ』『さわやか自然百景』
などで，高知の森や海など，豊かな自然の貴重な
姿を鮮烈な映像で表現し，全国に向け発信した。
さらに旧物部村の“いざなぎ流”と呼ばれる独自
の民間信仰を丹念に描いた『新日本風土記』や，
アイスリンクを持たず，連戦連敗を繰り返しなが
ら勝利への執念を燃やし続けるアイスホッケーの
男たちを描いた『にっぽん紀行』など，高知独特
の文化や人の魅力を掘り起こした全国放送番組も
好評を博した。また，高知の山間部で漢方薬の原
料となる植物の栽培が行われていることを端緒に
『クローズアップ現代～漢方薬に異変あり』を制
作，話題となった。
　近い将来発生するといわれる南海トラフ巨大地
震で，県内に30メートル以上の津波が襲ってくる
可能性がある場所があるなど，甚大な被害が予想
されることが分かり，その衝撃を伝えるとともに，
生き延びるために何ができるかを問う番組・企画
を機会あるごとに放送した。
　夕方のニュース『こうち情報いちばん』は 3年
目に入り，同時間帯で県内最高の視聴率を維持し，
県民に最も親しまれる地域のニュース情報番組と
して定着した。「オスプレイ飛行ルートの住民の
不安」や「死者の出た下水道事故」「過疎の宅配

サービス」など県民の関心の高いニュースを詳し
く分かりやすく伝えただけでなく，毎週放送する
中継やインタビュー企画などに番組制作・アナウ
ンスが参加し，報道と一体となって取り組んでき
たことが大きい。
　11年度に引き続いて，12年度も 6・ 9月と大型
台風の接近が相次いだ。その都度，生中継で，状
況をきめ細かく伝えた。そのほか集中豪雨や竜巻，
落雷などの発生に対しても機敏に対応した。
　12月の衆議院議員選挙開票速報では，小選挙区
のすべてで午後 8時に当確を出し，深夜まで開票
結果と情勢分析を手厚く伝えて，県民の要望に応
えた。
　金曜夜の県域放送『とさ金 8』は，12年度 8回
放送した。県内の知られざる名所・絶景を紹介し
たり，高知ゆかりの偉人の素顔をクイズ形式で楽
しく伝えたり，ニホンカワウソがなぜ絶滅しなけ
ればならなかったかを探るなど，毎回バラエティ
ーに富んだ内容で，県民の関心に応えた。
　公開番組では， 9月の『BS日本のうた』（高知
市）， 1月の『のど自慢』（須崎市）の入場希望者
がそれぞれ15倍・10倍の倍率になり，会場も大い
に沸くイベントとなった。
〔徳島局〕
　12年度は，南海トラフを震源とする巨大地震を
はじめとした防災・減災報道に万全の体制で臨み，
重点的に取り組んだ。国や県から甚大な被害想定
が出され，徳島の課題やその対応策を精力的に取
材， 9月放送の『NHKスペシャル』では，津波
に備えて消防団が中心となって行う「率先避難」
や自分たちで逃げ道を確保する「マイ避難路」な
ど，県民独自の取り組みを全国に発信した。また，
金曜夜間の特集番組『阿波スペシャル』では，避
難時の行動と役割をまとめた「アクションカー
ド」を作った幼稚園の取り組みなどを追加取材
し，身近にできる減災の取り組みを伝えた。さら
にミニ番組『明日からできる防災』を放送するな
ど，暮らしに役立つ防災情報を求める県民のニー
ズにも応えた。
　地域を活性化させる取り組みとして，「第27回
国民文化祭」の県民の活動を午後 6時台の地域番
組『とく 6徳島』で集中的に取り上げたほか，『阿
波スペシャル』では，双方向のクイズ形式で県民
の関心を高めた。10月の「国民文化祭総合フェス
ティバル」のもようは全国放送し，徳島の伝統・
文化を発信，県内外から好評を博した。
　金曜の夕方，若者向け音楽情報番組として放送
していた『あわメロ』は，特集番組としてリニュ
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ーアル。学生の番組制作参加やリアルタイムの新
たな双方向サービスを実施するなど，若年層の関
心を高める取り組みも行った。
　ラジオでは，地元FM局との共同制作による防
災特集番組や，ラジオを身近に活用してもらう取
り組みとして地域情報をコンパクトにまとめた特
集番組『トクするラジオ』を放送。「防災ラジオ」
としての活用にも積極的に取り組んだ。
〔高松局〕
　県内の防災の課題や自治体などの取り組みをニ
ュースや番組で多角的に伝えた。『四国羅針盤』
では，ため池崩壊による災害について県内の現状
を 2度にわたって取り上げ，防災の在り方に警鐘
を鳴らした。また， 4月の低気圧による暴風や 6
月の台風 4号では，特設ニュースのほかL字，ホ
ームページなどできめ細かく情報を伝えた。
　高松空港で 1月に起きたボーイング787型機緊
急着陸では，ヘリコプターも使って空と地上の双
方から生中継を展開し，全国に刻一刻と状況を伝
えた。
　12月の衆議院議員選挙は，県内各小選挙区とも
激戦となったが，綿密な事前取材を基に 1区と 3
区では開票直後に当選確実を速報した。また，小
選挙区の政見・経歴放送をテレビ，ラジオ合わせ
て 3時間 2分にわたって放送し，県民に判断材料
を提供した。
　香川の魅力を広く紹介し地域振興に貢献する番
組制作にも力を入れた。金曜夜の県域番組は， 2
年目に入った『まちカラ』を年度前半に， 6年目
を迎えた『笑ってうたって　しあわせ家族』を年
度後半に 4本ずつ放送した。『まちカラ』では，
取り上げた地域を応援しようと番組内容を編集し
たフリーペーパーを毎回発行し，公共施設などで
無料配布した。
　『大河ドラマ』「平清盛」の放送に合わせて高
松局独自の番組・イベントを展開した。 6月には
崇徳上皇にゆかりの深い坂出市で，上皇役の出演
者による公開セミナーを開き，収録した番組は県
域および全国放送に続いてテレビ国際放送で海外
にも発信した。また，ご当地サイトは出演者のイ
ンタビューなどが人気を集め，高松局ホームペー
ジの総アクセス数を倍増させた。
　 9月には三豊市を舞台にしたラジオドラマ『海
を渡る日』をFMで全国放送するとともに，地元
出演者の起用やパネル展の開催など地域密着の取
り組みを進めた。 7月の『新日本風土記』ではう
どん，11月の『ひるブラ』では高松市の栗林公園
や丸亀の骨付き鳥について掘り下げて伝えた。

　「第 2回瀬戸内国際芸術祭」が 3月に開幕し，
『ゆう 6かがわ』と『おはよう四国』で 1週間に
わたって各会場からの中継キャラバンを放送し
た。また，芸術祭に参加した建築家・安藤忠雄さ
んの世界に迫った特集番組を放送するとともに，
高松局ホームページに芸術祭サイトも開設するな
ど集中的に情報発信した。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『おはようえひめ』　G

各県域　月～金　 7:45～ 8:00
　第 1 回93.4.5／最新のニュースや気象情報をき
め細かく伝えるほか，天気カメラリレーで四国 4
県の朝の表情を伝えた。企画や中継などで構成。
随時，四国 4県や西日本各局と共同で季節の中継
や企画シリーズを放送した。／各局タイトル：『お
はようこうち』高知局，『おはよう徳島』徳島局，
『おはようかがわ』高松局
『おはよう四国』　G

四国ブロック　土　 7:30～ 8:00
　第 1回93.4.10／週末の朝にふさわしくさわやか
さを大切に，休日に役立つ情報を伝えることが番
組コンセプト。四国の魅力を再発見する企画「四
国プラス」では，各局のリポーターが，季節の風
物詩や伝統の技，そして旬の食べ物などを取材し，
スタジオで紹介した。週末のイベント情報を案内
する「ウィークエンド・ナビ」や西日本各地を巡
る紀行「西日本の旅」を継続して放送した。
『えひめ　おひるのたまご』　G

県域　月～金　11:40～12:00
　第 1 回07.4.4／暮らしに役立つ生活情報を伝え
る番組。メインは，月曜は健康や花など生活を豊
かに過ごすための情報，火曜は映像を基に俳句を
募集する「つくって映像はい一句」や気軽に楽し
める絵手紙の紹介，水曜は旬の青果や地場産の食
材を使った料理，木曜は防災や家の中の生活の工
夫などすぐ役立つ「耳寄り情報」，金曜は県内各
地にあるケーブルテレビで放送する地域の情報を
紹介する他，地域で活躍する人を紹介する「えひ
めホット自慢」を放送した。「お知らせ」のほか，
「地デジ普及促進」「ふれあいミーティング」な
ども紹介した。
『いよ×イチ』　G

各県域　月～金　18:10～18:59
　第 1 回11.4.4／愛媛県域／“愛媛のできごと，
話題をいちばん分かりやすく伝える”をコンセプ
トに「第46回衆議院議員選挙」や「アメリカ軍の



第２部　NHK｜第５章　地域放送局  ｜四国

435 NHK年鑑’13

新型輸送機オスプレイによる本土初となった四国
上空オレンジルートでの飛行訓練」など，視聴者
の関心に応えるニュースを連日発信。各市町村に
ある“県内のイチバン”を掘り起こす「えひめイ
チバン」のコーナーでは，県内の自治体を一巡し，
地域住民の知られざる“誇り”を伝えた。イチバ
ン輝いているアスリートを紹介する「いよ×ス
ポ」では，夏にロンドン五輪特集を展開。銀メダ
ルを獲得した男子柔道の中矢力選手など地元出身
選手の活躍を詳しく伝えたほか，冬にはサッカー
J2の「愛媛FC」特集を放送した。このほか，地
域の旬な話題を伝える「いよ×イチ中継」，県内
の小学校を巡って歌い継がれる校歌を紹介する
「校歌の旅」，大地震・大津波に対する防災・減
災の取り組みを伝える「くらしを守る」，報道室
記者によるリポート「えひめピックアップ」など
を各曜日に配置。愛媛の人々が元気になる名物コ
ーナーとして幅広い支持を得た。／各局タイトル：
『こうち情報いちばん』高知局，『とく 6徳島』
徳島局，『ゆう 6かがわ』高松局
『四国羅針盤』　G

四国ブロック　金　19:30～19:55
再土　10:05～10:30

　第 1回00.3.31／“四国のいまを追い続ける”を
モットーに各県が抱える課題や，事件・事故の背
景などを伝えた。12年度は，南海トラフ巨大地震
の関連で「耐震化が命を守る」「“陸の津波”にど
う備える」「津波新想定にどう備える」「南海地震
の前兆をつかめ」などを放送。また，「電力危機
を乗り越えられるか」「検証・宝石サンゴ漁」「“ご
神木”が狙われる」など，関心が高くタイムリー
なテーマを重点的に放送した。
『しこく8』　G　四国ブロック

（除く最終週）金　20:00～20:43
　第 1回10.4.9／家族そろって“元気”と“感動”
そして“笑顔”を充電！地域を舞台に活躍する
人々や地域の文化，風俗，歴史，自然など多彩な
テーマで個性豊かな四国の魅力を再発見していく
番組。12年度は“人と人の絆”“大自然の魅力”
を再発見する番組を展開。四県の高校生が集い，
クイズで“四国への愛”を競い合う73分の双方向
新設番組「四県対抗　しこクイズ」（年 3回）や，
四国各地の謎や伝承を解明する「四国なぞ解き行
脚」（年 4回）などのシリーズの番組も含まれる。
『四国おはようネットワーク』　R1

四国ブロック　月～土　 7:40～ 7:58
　第 1 回93.4.5／最新の気象情報，ニュース，交
通情報のほか，四国各地の朝の様子や話題を，各

県の「おはようリポーター」に電話で伝えてもら
った。このうち月曜は「防災ネットワーク」とし
て，松山局の防災ポータルサイト「防マガ」と連
動。各地の学識者，防災関係者と電話をつないで
震災からの教訓や新たな備えの必要性などを具体
的に聞いた。原稿や放送は「防マガ」に掲載した。
土曜は「俳句ネットワーク」として，四国各地の
結社の方に季語にまつわる話題を中心に作品の奥
深さを伝えてもらった。祝日は「四国を読む」と
して，各局のアナウンサーが四国ゆかりの文芸作
品を朗読した。
（2）特集・特別番組
〔四国ブロック〕
『四国のいいぶん』　G 19:30～20:43
　「地域医療を守れるか」  5.11
　「“買い物弱者”は救えるか」  9. 7
　「若者の雇用は生み出せるか」  2. 8
『しこく8』　G
「四県対抗　しこクイズ～公立伝統高校対
決！」

松山局・徳島局　 4.13／19:42～20:50
「神さんの山　石鎚～冬から春」

松山局　 4.20／20:00～20:43
「四国なぞ解き行脚・春編」

四国地方 4局　 5.18／20:00～20:43
「ココロお届け隊～高知県・グッチ裕三」

松山局　 6. 1／20:00～20:43
「四国山中“千年の里”物語～祖谷・大歩危」

徳島局　 6.15／20:00～20:43
「これであなたも　さぬきうどん通！」

高松局　 6.22／20:00～20:43
「ロンドン五輪で輝け！四国のアスリートた
ち」 松山局　 7. 6／19:30～20:43
「近ぶら。」 松山局　 7.13／20:00～20:43
「四国なぞ解き行脚・夏編」

四国地方 4局　 7.20／20:00～20:43
「土佐の夏2012　よさこい祭り」

高知局　 8.17／19:30～20:43
「心さわぐ“踊る祝祭”徳島・阿波おどり」

徳島局　 8.24／19:30～20:43
「俳句甲子園2012～17音に“思い”をこめて」

松山局　 9.14／20:00～20:43
「四県対抗　しこクイズ～商業高校対決！」

松山局・高松局　 9.21／19:32～20:45
「光る森～神秘の発行を追う」

高知局　10. 5／20:00～20:43
「波に乗って輝きたい～女性サーファーの熱き
戦い」 徳島局　10.12／20:00～20:43
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「燃えろ！五・七・五～学生俳句チャンピオン
決定戦」 松山局　10.19／19:30～20:43
「濁れる水の流れつつ澄む」

松山局　11. 2／20:00～20:43
「四国なぞ解き行脚・秋編」

四国地方 4局　11. 9／20:00～20:43
「耐えて花咲く富太郎～時代に愛された植物学
者」 高知局　11.16／20:00～20:43
「神さんの山　石鎚～夏から秋」

松山局　12. 7／20:00～20:43
「ココロお届け隊～フリースタイルフットボー
ル世界一～愛媛・徳田耕太郎さん」

松山局　12.14／20:00～20:43
「四国なぞ解き行脚・冬編」

四国地方 4局　 1.11／20:00～20:43
「四県対抗　しこクイズ～工業高校対決！」

松山・高知局　 1.18／19:30～20:43
「ドラマ『歩く、歩く、歩く～四国　遍路道』」

松山局　 2.15／19:30～20:29
「ドキュメント『歩く、歩く、歩く』」

松山局　 2.15／20:29～20:43
「建築家はやめられない～安藤忠雄・71歳直島
に挑む」 高松局　 3. 1／20:00～20:43
「ココロお届け隊～フードコーディネーター・
水谷建治×芸“農”タレント・林マヤ」

松山局　 3.15／20:00～20:43
『Nコン2012　第79回NHK全国学校音楽コン
クール・四国ブロックコンクール～小・中・高
等学校の部』　E

松山局　 9.30／14:30～17:00
『アイデア対決　高専ロボコン2012～四国地区
大会』　G 松山局　11.23／13:05～13:59

〔県域〕
『Nコン2012　第79回NHK全国学校音楽コン
クール・各県コンクール』

　「愛媛県」E 8.25　　「高知県」FM 8.25
　「徳島県」FM 8.28　「香川県」FM 8.26
〔愛媛県域〕
『伊予路てくてく』　G
「さかなクンが大洲市を行く！」

 4.27／20:00～20:43
「藤岡弘、が西予市を行く！」

10.26／20:00～20:43
「麒麟・田村裕が八幡浜市を行く！」

 2.22／20:00～20:43
『中矢力　激闘を語る』　G

 8.16／22:55～23:25

『それいけ！俳句キッズ』　G
 2. 2／15:05～16:00

『巨大地震～その時あなたは』　R1
  2.23／13:05～14:55

〔高知県域〕
『とさ金8』　G
「大型連休にオススメ！　高知の歩き方」

 4.27／20:00～20:43
「マンガ青年の戦争」

 9.28／20:00～20:43
「南海地震に備えちょき　2013」

 1.25／20:00～20:43
『NHK高知放送局開局80周年記念番組』　R1

 4.28／ 9:05～ 9:55
『中継　土佐の夏2012～よさこい祭り』　E

 8.10／19:25～20:30
 8.11／19:00～19:55，20:00～20:45

『防災特番　南海地震に備えちょき』　R1
 1.26／13:00～14:55

『心の音色を描く～片岡鶴太郎　高知の旅』　G
 3.31／18:10～18:39

〔徳島県域〕
『阿波スペシャル』　G
「あきらめない～認知症フォーラムin徳島」

 4.27／20:00～20:43
「あすからできる防災～南海トラフ巨大地震に
備える」 9.14／20:00～20:43

「立木義浩“モラエスの徳島”を撮る」
 2.22／20:00～20:43

『あわ☆メロ』　G 4.29， 9. 6， 3. 3
『熱演！真昼の阿波おどり2012』　G
  8.21～ 8.23
『生中継　国民文化祭総合フェスティバル』　G

10.28／13:05～14:55
『第22回　リオデ徳島音楽祭』　FM

11.17／16:00～18:00
〔香川県域〕
『まちカラ』　G
　「第 6号　琴平町」 4.27／20:00～20:43
　「第 9号　三豊市」 9.28／20:00～20:43
『笑ってうたって　しあわせ家族』　G
「伍代夏子さん・松原のぶえさんとゆく　観音
寺市の旅」 10.26，11.30／20:00～20:43

「山本譲二さん・鳥羽一郎さんとゆく　ぽっか
ぽかスペシャル」  2.22／20:00～20:43

『朗読　壺井栄賞』　R1 8.25／20:05～20:55
『Song For You』　FM

　3.12～14／18:00～18:50
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3．スポーツ中継

〔高校野球〕
全国高校野球選手権大会・各県大会（各県域）
　愛媛県　  2 回戦 R1・FM／ 7.19，21～22

3 回戦 R1・FM／ 7.23～24
準々決勝 G・E・R1・FM／ 7.25～26
準決勝 G・E・R1／ 7.28
決勝 G・E・R1・FM／ 7.29

　高知県　  3 回戦 R1・FM／ 7.17～18
準々決勝 G・E・R1・FM／ 7.19～21
準決勝 G・E・R1／ 7.23
決勝 E・FM／ 7.24

　徳島県　  2 回戦 R1・FM／ 7.21～23
準々決勝 FM／ 7.24～25
準決勝 E・FM／ 7.27
決勝 G・E・R1／ 7.28

　香川県　  3 回戦 R1・FM／ 7.19～21
準々決勝 R1・FM／ 7.22～23
準決勝 E・FM／ 7.25
決勝 G・R1／ 7.26

秋季四国地区高校野球・各県大会（各県域）
　愛媛県　準決勝， 3位決定戦，決勝

R1／10.13～14
　高知県　準決勝， 3位決定戦，決勝

R1／10. 8～ 9
　徳島県　準決勝， 3位決定戦，決勝

R1／10. 6～ 7
　香川県　準決勝， 3位決定戦，決勝

R1／10. 7～ 8
秋季高校野球四国大会（四国ブロック）
　準決勝 G・G2・E・R1・FM／11. 3
　決勝 E・FM／11. 4
〔全日本サッカー選手権〕（各県域）
〔地区大会〕
愛媛県　代表決定戦 G／ 8.26
高知県　代表決定戦 G／ 8.26
徳島県　代表決定戦 G／ 8.26
香川県　代表決定戦 G／ 8.25
〔サッカーJリーグ・JFLリーグ中継〕
愛媛県域　G
愛媛FC戦
　対「町田ゼルビア」  3. 4
　対「アビスパ福岡」  4. 8
　対「ギラヴァンツ北九州」  5.12
　対「ザスパ草津」 11. 4
徳島県域　G
徳島ヴォルティス戦

　対「ファジアーノ岡山」  4. 1
　対「ガイナーレ鳥取」  5.20
　対「FC岐阜」 11. 4
香川県域　G
カマタマーレ讃岐戦
　対「AC長野バルセイロ」  7. 8
　対「HOYO大分」 11.18
〔四国アイランドリーグplus中継〕　R1
高知県域
高知ファイティングドッグス開幕戦スペシャル
  4. 7
高知ファイティングドッグス戦
　対「愛媛マンダリンパイレーツ」  6. 2
香川県域
香川オリーブガイナーズ戦
　対「徳島インディゴソックス」  5.28
　対「徳島インディゴソックス」  9.13～14
愛媛・高知ブロック
「愛媛マンダリンパイレーツ」
　対「高知ファイティングドッグス」  7. 7
愛媛・徳島ブロック
「愛媛マンダリンパイレーツ」
　対「徳島インディゴソックス」  9. 7
愛媛・香川ブロック
「愛媛マンダリンパイレーツ」
　対「香川オリーブガイナーズ」  9.29

Ⅱ．技　術

1．放送機能の強化

　南海トラフ巨大地震の被害想定を基に放送機能
強化に向け機材整備や対策検討を行った。
　高知局と高松局に屋上簡易自家発電機を設置す
るとともに燃料タンクを増量し，放送会館の電源
設備を強化した。また，高知局は巨大地震による
地盤沈下で長期間の浸水が予測されるため，浸水
域外に取材・情報発信の拠点となるサブステーシ
ョンを整備した。
　局外天気カメラ関連では，伊方原発カメラの無
停電装置増強と伽藍山FPU基地局の燃料タンク
増量により，停電時の運用時間延長を行った。高
知・柏尾山と徳島・牟岐町には新たにカメラを設
置した。
　放送所関連では，松山・針田ラジオ放送所の電
源設備更新や燃料タンク増量，高知・須崎および
窪川ラジオ放送所に自家発電機整備を行った。松
山・宇和などラジオ放送所 6か所の燃料タンク増
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量を行い，停電対策を強化した。放送会館と放送
所間の回線障害時でも放送を継続するため，域内
のテレビ放送所（親局） 4か所と域内全ラジオ放
送所25か所に無線中継受信機を整備した。
　域内の海岸近くにある約900の主要な避難所で
ラジオ・FM・ワンセグの受信状況調査を実施し
た。

2．地域放送の充実

　松山局では 7年ぶりの地域発ドラマ『歩く、歩
く、歩く～四国　遍路道』を制作した。12年度か
ら全国公開派遣番組となった『俳句王国がゆく』
を年間10本制作した。このほか，松山『神さんの
山　石鎚』，高知『光る森』，『新日本風土記』で
は高知「物部 神々と棲む村」，徳島「祖谷・大歩
危」，高松「うどん」などを制作した。
　双方向番組では松山局の「四県対抗　しこクイ
ズ」『四国のいいぶん』，徳島局の『あわ☆メロ』，
高松局の『まちカラ』で新たなコンテンツ開発に
取り組んだ。
　データ放送では，四国ダム情報や河川水位・雨
量情報のコンテンツを開発し，DGデータ放送や
ホームページで防災情報として提供した。
　放送技術選奨では，ドラマ部門で高知局制作の
『カゲロウの羽』，中継部門では松山局制作の『ひ
るブラ～大接近でわかる動物の秘密～愛媛県砥部
町』が最優秀賞を受賞した。

3．放送設備の整備

　番組制作設備ではCS中継車（松山・ZH-32）
をはじめ，松山局の伽藍・野呂・行道と高知局の
安芸のFPU基地局，松山局の愛南・伊方・宇和島・
来島大橋・来島海峡と高知局の室戸の局外天気カ
メラおよび松山局の今治・宇和島・新居浜・八幡
浜と高知局の室戸の報道室をハイビジョン化し
た。徳島局では汎用スタジオにハイビジョン副調
設備を整備した。
　放送所設備では，高知・早明浦ラジオ放送所の
開局や高松・観音寺ラジオの無線回線の新設ほか，
徳島・眉山FM放送所のアンテナ，高松・青峰
FM放送所の放送機およびSTL装置，松山・南宇
和と徳島・日和佐FM放送所の中継放送機更新を
行った。また，松山・土居局，高知・北川局ほか
11のテレビ放送所の放送機 2台化整備を行った。

4．緊急報道・選挙報道

　緊急報道では，「台風 4号・17号」「全日空787
緊急着陸」をはじめ自然災害や事件・事故などに

迅速かつ確実に対応した。10月には伊方原発の重
大事故を想定した愛媛県の広域避難訓練を中継す
るとともに伝送対応を行った。
　災害発生時に備え，域内支援ルート調査やIP機
材を活用した離島中継，緊急報道機材の運用訓練
を実施した。
　第46回衆議院議員選挙では政見・経歴放送の収
録・放送から選挙事務所中継を含む開票速報まで
正確で迅速な放送を行った。

5．良好な受信環境の確保

　新たな難視対策は，総合通信局・デジサポ四国・
地域協議会と連携して，620地区（5,043世帯）の
うち，531地区の対策を完了した。セーフティネ
ット受信地区の恒久対策は，対策未完了89地区の
うち，75地区で現地対策が進められた。
　NHK共聴設備では，松山・渋草，高知・栃の
木ほか 9施設の光化改修を行った。

Ⅲ．視聴者

1．イベント事業

（1）全国放送公開番組
　『NHKのど自慢』をはじめ，全国放送番組を
四国 4県23会場で実施し， 2万1,000人余りの入
場者があった。
（2）公共放送ならではのイベント・キャンペー

ン
　「歳末・海外たすけあい」「ハートフォーラム」
「介護百人一首パネル展」（松山局），「ハート展」
（高知局）などのNHKハートプロジェクトや，
「ふるさとの食にっぽんの食」地域フェスティバ
ル，「防災キャンペーン」「環境キャンペーン」に
連動した関連の展示，新規開発の「ステージイベ
ント」（松山局）などのイベントに地域と連携し
て積極的に取り組んだ。
（3）こども・青少年，教育・教養イベント
　「おかあさんといっしょファミリーコンサー
ト」（徳島局），「いないいないばあっ！あつまれ！
ワンワンわんだーらんど」（高知局）や，「放送体
験クラブ」「全国学校音楽コンクール」「放送コン
テスト」などの教育イベントを実施。地域の音楽
文化・教育の振興を目的として，独自に開発し 6
回目となる「学校にN響メンバーがやって来
る！」（松山局）は参加単位を広域にして開催し
たほか，「NHK音楽クラブ」（高松局）など学校
に出向くイベントを積極的に展開し，子どもや保
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護者層への理解促進に努めた。また，「おかあさ
んといっしょ あつまれ！土曜日スタジオ収録」
（松山局，高松局），「ワンワンとあそぼうショー」
（松山局），「ポコポッテイト小劇場」（松山局，
高知局，徳島局，高松局）などを受信料支払者へ
の優待サービスとして実施した。
（4）美術・展博イベント
　「第59回日本伝統工芸展」（松山局，高松局）
では，NHKならではの“ホンモノ志向”の展覧
会として入選作品とともに地元作家の作品を中心
に展示し，地域文化振興と活性化に取り組んだ。
（5）音楽イベント
　14回目を迎え地元クラシック音楽ファンからも
期待の高い「N響松山定期演奏会」（松山局）を
開催し，良質な生の音楽を視聴者に提供すること
で，地域の音楽文化向上に寄与した。
（6）スポーツイベント
　「ラジオ体操・みんなの体操会」「各県サッカ
ー選手権大会（天皇杯各県予選）」のほか，「ジュ
ニアスポーツ教室」（松山局，高松局）や地域放
送局杯各種大会を実施するなど，スポーツ文化振
興と競技力の向上に寄与するとともに，大会を通
じて視聴者との結び付きの強化を図った。
（7）BS放送PR展開
　『BS日本のうた』（高知局，徳島局）開演前に
大型スクリーンに，高輝度DLPプロジェクターで
番組PRソフトを上演したほか，各イベント会場
でもBS放送のPRを積極的に展開した。
（8）地域貢献
　松山局では，『プレミアムドラマ』「歩く、歩く、
歩く～四国　遍路道」関連の宿坊体験イベントや
出演者による「トーク&ミニコンサート」等を実
施。また，俳句をテーマにした「それいけ！俳句
キッズ」を小学生・ファミリー層を対象に開催し
た。徳島局では『大河ドラマ』「平清盛」関連事
業として「ここ出る！受験に役立つ？オモシロ平
家物語塾」や，高松局では「いやしの遍路道シン
ポジウム」を新規地域企画イベントとして開催す
るなど，大型番組・地域発ドラマや地域の要望に
応えるイベントを域内各局で積極的に実施し，地
域における“四国の底力”をアピールして経営目
標の具現化に努めた。

2．営　業

　「平成24～26年度　NHK経営計画」の初年度
にあたる12年度は，10月に実質的に初めての受信
料の値下げが実施され，減収が予想される中で，
値下げを見据え，年度前半の前倒しによる業績確

保と，受信料制度の理解促進と増収に向けた部門
を超えた「プロジェクト810」活動を展開した。
　四国ブロックとしては，BS放送の普及，受信
状況に応じた契約取り次ぎの拡大と事業所対策を
進めることにより，人口や世帯の動態に左右され
ない地方圏における増加モデルの構築に取り組ん
だ。
　具体的には，契約・収納業務における法人委託
の拡大に取り組み，新たに 4社が加わり，合計 6
社， 9エリアにまで拡大し，契約取り次ぎ数を向
上させた。
　また，事業所割引制度や業界団体取りまとめを
活用した事業所対策にも継続的に取り組むととも
に，新たに会社や病院などの「寮」対策も実施し
た。
　さらに，民事手続きによる支払督促を四国ブロ
ック 4県とも 2回ずつ実施。公平負担の徹底に努
めた。

3．広　報

〔松山局〕
（1）『プレミアムドラマ』「歩く、歩く、歩く～

四国　遍路道」の番組広報
　10月の制作発表以来，ドラマ『歩く、歩く、歩
く』の広報には，さまざまな角度から取り組んだ。
　制作発表会見やロケ取材会，試写会を実施し，
新聞・雑誌・ウェブ等に記事掲載を図った。ポス
ターを作成し，JR松山駅や私鉄全駅，空港など
公共交通機関関連施設，地元銀行の店舗や松山市
内商店街，県内JAなどで掲出した。
　デパート，空港，ロケを行った新居浜市など県
内 5か所で衣装・パネル展を開催し， 3万8,000
人を超える来場者があった。このほか，放送と連
動した「遍路体験」募集など一連の広報活動は51
件にのぼった。
　また，県域・四国ブロックの地域放送番組や松
山局制作の全国放送番組などの番組広報にも努め
た。
（2）地域の皆さまとの絆を強化
　重点番組と連動したイベントや県や市，マスコ
ミ各社と一体となったイベントをはじめ，多彩な
広報イベントを県内各地で実施し，年間を通して
幅広い視聴者層に接する機会を持った。
　ロンドン五輪では，男子柔道の銀メダリスト中
矢力選手の出身校でパブリックビューイングを開
催し，応援風景の生中継を実施したほか，市内商
店街では受信公開を行った。また，公開番組『ケ
ータイ大喜利　全国ツアーin松山』や，県・松山
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市・マスコミ各社が開催するイベントと連関した
会館公開「NHKふれあい秋まつり」を初めて開
催し， 2日間で5,000人が来場した。
　毎年開催の会館公開「NHK春のふれあい広
場」では，ステージショーや「大河ドラマ『八重
の桜』展」を行い， 2日間で3,500人が来場した。
「第37回チャリティーロビー展」は29団体が出展
し，「NHK歳末たすけあい・海外たすけあい」に
92万円が寄せられた。
　会館内のアートギャラリーでは年間47回の展示
（うち外部団体43団体）が行われ，入場者数は 5
万6,000人だった。また，団体見学者は168団体
6,000人，来局者総数は 8万2,000人だった。
　その他，『伊予路てくてく』や『俳句王国がゆ
く』など松山局制作の番組・イベントから局内施
設まで紹介するパンフレット等を作成した。
（3）会館ロビーのリニューアル
　会館ロビーは『スペシャルドラマ～坂の上の
雲』の周知広報スペースとして活用していたが，
放送が終了したため， 4月にリニューアルした。
3Dモニターやタッチパネル式クイズ，「坊っちゃ
ん列車ななみちゃん」の記念撮影コーナーを設置
し，局舎外観も含めてNHKキャラクターを随所
に配置したファミリー向けの優しいデザインとし
た。親しみやすい開かれた会館としてこれらを常
設展示している。
（4）誠実，迅速，的確な視聴者対応と「視聴者

からの声」
　電話，来局，メール，手紙などによりハートプ
ラザへ寄せられた質問・意見・要望は年間で 1万
1,639件にのぼり，各部と連携して迅速に対応す
るとともに，番組や業務改善などに反映させた。
（5）「ふれあいミーティング」
　「ふれあいミーティング」は年間で 9回実施
し，335人が参加した。『伊予路てくてく』のロケ
現場となった地域からの観覧者を対象にした定例
のもののほか，イベント会場や大学，専門学校な
どで実施した。それぞれの地域事情を反映した意
見や要望を受け，それに真

しん

摯
し

に応えることで，番
組や公共放送の理解促進につなげた。
〔高知局〕
　『のど自慢』など公開派遣番組の会場で『大河
ドラマ』などのパネル展や来場者への独自のサー
ビスを実施し，各会場とも好評を博した。また，
イベント実績の少ない県西部でのキャラクターシ
ョーや，大学構内での番組連動ステージイベント
などを積極的に実施し，若い世代とふれあう機会
を多く設けた。局のハートプラザギャラリーには

年間5,000人を超える来館者があったほか，団体
見学も多く受け入れ，年間を通して視聴者との結
び付きを強めた。
〔徳島局〕
　「親しまれる放送局」を目指したさまざまな取
り組みを集中的に実施。 8月，徳島最大のイベン
ト「阿波おどり」の期間に合わせて番組PRを行
った。昼間の阿波おどりの名所となった独自イベ
ント「熱演　真昼の阿波おどり」には，県内外か
ら多くの来館者があった。 3月に開催した会館公
開は，家族で楽しめるイベントとし，徳島局では
初めて 2日間開催。多くの家族に楽しんでもらっ
た。このほか，公開派遣番組も幅広いお客様を対
象に多数実施し，視聴者との結び付きの強化に努
めた。
〔高松局〕
　『大河ドラマ』「平清盛」のご当地サイトを高
松局のホームページ上で展開した。香川県ゆかり
の登場人物を演じた俳優などのインタビューや，
香川県内にある登場人物ゆかりの場所の紹介など
を掲載したところ，局のホームページへのアクセ
スが前年比10倍になる月もあったほど県内外から
大きな反響があった。
　イベントのPRに街頭サイネージを取り入れる
など，新たな広報手段にも取り組んだ。秋の会館
公開では，「ステージショー」などに家族連れが
多数来場，地域の皆さまとのふれあいを深めるこ
とができた。
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九州・沖縄
◇九州・沖縄各局では，九州北部豪雨災害，沖縄
基地問題，原発問題，尖閣諸島問題，高齢化社
会をめぐる問題，飲酒運転問題など九州・沖縄
地域が抱える課題や動きを伝えた。沖縄局では，
沖縄本土復帰40年にあたり『復帰40年企画　N
HKが映した沖縄』として沖縄関連の番組・映
像資料を基に 1年間にわたり放送した。
◇九州北部豪雨災害が， 7月11日から14日にかけ
て発生した。熊本，大分，福岡の 3県で死者・
行方不明者32人となった。福岡，熊本，大分の
3局では，豪雨被害や土砂災害警戒情報，自治
体の避難指示・避難勧告，河川の情報などを24
時間態勢できめ細かく伝え続けた。
◇九州・沖縄域内では地域ドラマの制作にも取り　
組んだ。福岡局では10作品目となる『スイー
ツ！～嗚呼（ああ），甘き青春よ』，宮崎局では
口てい疫をテーマにした『命のあしあと』，大
分局では別府の貸間旅館を舞台にした『今日も
地獄でお待ちしています』を制作した。
◇大規模災害に備え，伝送機能強化や電源強化を
図った。CS受信設備強化と放送会館・放送所
燃料タンクの貯蔵量増加工事を実施した。また，
気象庁から地震の際送信されるデータを基に自
動的に原稿を作成する「原稿支援装置」を域内
局に整備した。
◇営業活動の生産性向上と契約収納体制の強化に
より，受信料収入の確保に努めた。九州・沖縄
域内における有料契約件数は426万3,489件とな
った。
◇福岡放送会館が天神から六本松に移転して20
年。福岡局では「移転20周年」を記念して，さ
まざまなイベントを展開した。鹿児島では，見
学設備の充実等を行い，06年12月新会館オープ
ンからの累積来館者数が28万8,461人となった。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

（1）地域放送
　平日夕方 6時台のニュース番組や金曜夜 7・ 8
時台の番組など定時番組の定着を目指すととも
に，多様な特集番組とあわせて地域放送の充実・
強化を図った。
　平日夕方 6時台のニュース番組は，地域の動き

や課題を掘り下げて伝え，人々の暮らしに役立つ
情報の提供に努めるとともに，アジア情報も発信
して，視聴者の関心に応えた。なお，大分局が番
組をリニューアルした。
　金曜夜 7時台は，第 1週を各県ごとの放送とし
て，各地で活躍する人々や地域の課題を取り上げ
た。ブロック放送では報道番組『特報フロンティ
ア』で，九州北部豪雨関連，高齢化社会をめぐる
問題，Jリーグやプロ野球関連，飲酒運転問題，
いじめ問題，沖縄の基地問題，原発関連，新たな
産業・文化の動向など，九州・沖縄地域が抱える
課題や地域社会の新たな動きを取り上げた。金曜
夜 8時台は，九州・沖縄各地の魅力的な人物や文
化・自然など地域の情報を，さまざまな切り口で
親しみやすく紹介するスタジオベースの地域情報
バラエティー番組『きん☆すた』を編成した。さ
らにこの時間帯では，地域の“いま”とそこに住
む人々の絆を描くドラマや，地元で人気のプロ野
球「福岡ソフトバンクホークス」の試合中継な
ど，多彩な番組を編成した。
　また，アジア各地で活躍する日本人の姿を描く
ドキュメンタリー『ASIAN PASSION～アジア
を駆ける日本人』は放送時間を水曜夜10時に移設
して随時放送した。
　このほか，戦争と平和について考える番組や，
防災関連の番組，地域イベントと連動した番組な
ど，多様な特集番組を編成し，地域視聴者の期待・
関心に応えた。
（2）全国発信
〔テレビ〕
　『NHKスペシャル』や『クローズアップ現
代』『ETV特集』『地域ドラマ』など多様な番組
を九州沖縄各局が全国発信した。
　『NHKスペシャル～戦場の軍法会議～処刑さ
れた日本兵』（G，8.14）は，太平洋戦争末期の激
戦地で日本兵の逃亡が続出したが，「死刑に値し
ない」兵士が処刑されていたことを記録した軍の
文書を基に，兵士を裁いた軍法会議の闇に迫った。
『NHKスペシャル～発見！幻の巨大軍船～モン
ゴル帝国VS日本　730年目の真実』（G，11.3）は，
長崎・鷹島沖の海底で発見された，700年前の巨
大軍船や出土品を手がかりに，謎の多いモンゴル
襲来の実像に日本とアジアからの複眼的な視点で
迫った。『クローズアップ現代～“からだの時計”
が暮らしを変える』（G，4.23）は，細胞の時計遺
伝子の特性を生かすことで，治療効果が大幅に高
められる時間医療研究の最前線を紹介。『クロー
ズアップ現代～シリーズ沖縄復帰40年（ 1）基地
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負担は減るのか』（G，5.14）は，本土に復帰して
40年経っても，軽減しない沖縄の基地負担の実態
を伝えた。『クローズアップ現代～シリーズ沖縄
復帰40年（ 2）“基地とカネ”の深層』（G，
5.15）は，復帰後，国が沖縄に投じた振興予算は
総額10兆円に達するのに，今も失業率や県民所得
は全国最低レベルという沖縄振興の矛盾の構図に
迫った。『クローズアップ現代～国産ロケットは
勝ち残れるか～衛星打ち上げビジネス最前線』
（G，5.31）は，ロケット打ち上げというし烈な
国際宇宙ビジネスに日本は勝ち残れるのか，その
舞台裏に迫った。『クローズアップ現代～警報は
生かされたのか～九州北部豪雨災害』（G，7.18）
は，九州北部を襲った記録的な大雨がもたらした
被害の実態を探るとともに，防災情報の役立て方
を検証した。『クローズアップ現代～水俣病“真
の救済”はあるのか～石牟礼道子が語る』（G，
7.25）は，水俣病問題の最終解決を図るため， 2
年前に制定された救済策の申請受付は 7月末で打
ち切られるが，国が掲げる“あたう限りの救済”
は実現するのか，問題の解決の仕方を検証した。
『クローズアップ現代～糖尿病の“常識”が変わ
る』（G，8.30）は，次々と登場してくる糖尿病治
療法の効果やリスクなど研究の最前線を追った。
『クローズアップ現代～リッチをねらえ～富裕層
ビジネス最前線』（G，9.12）は，富裕層を狙った
高価格・高付加価値商品で消費を喚起できるのか，
新たなビジネスの最前線を取材した。『クローズ
アップ現代～オスプレイ“沖縄配備”の深層』
（G，9.24）は，入手資料を基に米軍の新型輸送
機「オスプレイ」配備の実態に迫った。『クロー
ズアップ現代～“暴力団排除”で何が～変貌する
組織犯罪』（G，10.29）は，活発化し始めた暴力
団活動の実態を探り課題を検証した。『プロフェ
ッショナル　仕事の流儀～一歩を踏み出せば、世
界は変わる～糀屋女将・浅利妙峰』（G，8.27）は，
塩こうじブームの立役者・浅利妙峰さんに密着し
た。『第16回　熱血！オヤジバトル』（G，3.25）は，
海外からのエントリーも含め，予選を勝ち抜いた
7組の中高年バンドによる決戦ライブのもようを
伝えた。『ETV特集～福島のメル友へ　長崎の被
爆者から』（E，8.5）は，メールの交換で親交を
深める，長崎の被爆者82歳男性と福島の17歳少女
の物語を見つめた。『ETV特集～沖縄戦　心の傷
～戦後67年　初の大規模調査』（E，8.12）は，沖
縄で，戦争が精神にどう影響を与えたのかをテー
マにした初めての大規模な調査を基に，激しい地
上戦が何をもたらしたのか，沖縄の人々の心の傷

を見つめた。『ETV特集～原田正純～水俣　未来
への遺産』（E，11.4）は，半世紀にわたった水俣
病に向き合い，社会に警鐘を鳴らし続けた医師・
原田正純さんの人生を探った。『趣味Do楽～誰で
も歌はうまくなる！～広瀬香美のボーカル・レッ
ス ン 』〈 全 8 回 〉（E，10.2， 9 ，16，23，30，
11.6，13，20）は，「ロマンスの神様」等ヒット
曲を持つ広瀬香美さんが歌を楽しく歌えるように
なるコツを教えるシリーズ。『アスリートの魂～
最後まで“一瞬に生きる”～ソフトバンク　小久
保裕紀』（BS1，10.8）は，引退を表明した福岡ソ
フトバンクの小久保裕紀選手の野球にかけた男の
生き様を描いた。『BS1スポーツドキュメンタリ
ー　サガン、奮闘す～J1最小クラブの挑戦』（BS1，
12.16）は，ホームタウン人口，年間予算，選手
年俸など，すべてJ1最小のサッカークラブ「サガ
ン鳥栖」の奮闘を追った。『新日本風土記～唐津』
（BSP，12.21）は，大陸に近く，古代よりその
文化を受け入れてきた佐賀県唐津の勇壮な祭り
「唐津くんち」などを紹介した。『新日本風土記
～別府』（BSP，2.15）は，日本一の湧出量を誇
る湯の街・別府の独特の入浴文化を紹介した。『プ
リンセス　プリンセス～もう一度“ダイアモン
ド”』（BSP，12.28）は，「Diamonds」「M」など
のヒット曲で知られるプリンセス　プリンセス
が，被災地・仙台のステージに立つまでの 4か月
に密着。『プレミアムドラマ～大分局発地域ドラ
マ～今日も地獄でお待ちしています』（BSP，
1.13）は，温泉を“地獄”と呼ぶ町・別府を舞台
にした人情ドラマ。『プレミアムドラマ～宮崎局
発地域ドラマ～命のあしあと』（BSP，1.27）は，
家畜伝染病・口てい疫が流行していた当時の農家
の苦悩と葛藤を描いた感動の人間ドラマ。『福岡
発地域ドラマ～スイーツ！嗚呼（ああ），甘き青
春よ』（BSP，2.10，G，3.3）は，ケーキ作りの全
国大会で優勝した飯塚市の高校の実話を基に，ス
イーツを通して，夢やふるさとの良さを再発見し
てゆく少女たちの成長を描いた青春ストーリー。
　この他，『平成24年 沖縄全戦没者追悼式』（G，
6.23）や『平成24年 長崎平和祈念式典』（G，
8.9）の生中継をはじめ，『目撃！日本列島』『あ
さイチ』『ひるブラ』『ハートネットTV』などで
全国発信した。
　また，沖縄戦における日本軍の「残置工作員」
の真相，年金を狙った“偽装”質屋の実態，200
兆円規模のイスラム市場を巡る動向など九州沖縄
ブロック向けの番組で取り上げたテーマを，『ニ
ュースウオッチ 9』や『NHKニュースおはよう
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日本』などで全国向けに展開した。
〔ラジオ〕
　ラジオ第 1放送の定時番組『博多屋台こまっち
ゃん』（福岡局制作）や『沖縄熱中倶楽部』（沖縄
局制作）をはじめ，『平成24年 沖縄全戦没者追悼
式』（R1，6.23）や『平成24年 長崎平和祈念式典』
（R1，8.9）の生中継，『NHKジャーナル』『ラジ
オ深夜便』『ここはふるさと旅するラジオ』，FM
放送『今日は一日○○三昧』などで全国発信し
た。
　『長崎原爆の日ラジオ特集　被爆の記憶を伝え
たい』（R1，8.9）は，被爆者が高齢化する中，被
爆体験をどの様に継承していくかを模索するナガ
サキの今を伝えた。
　『熊本発ラジオ深夜便』（R1，5.25）は，「特集
“火の国　くまもと　水紀行”」と題して熊本の魅
力を伝えた。
　『沖縄発ラジオ深夜便』（R1，2.22）は，「うち
なーに出会う旅」と題して沖縄の魅力を伝えた。
　『聖なる夜にミスチルの歌詞について語ろう』
（R1，12.24）は，リスナーから寄せられた1,200
通を超える歌詞にまつわるエピソードとともに，
デビュー20周年を迎えたMr.Childrenの数々の曲
を紹介した。
　『今日は一日“沖縄（うちなー）SONG”三
昧』（FM，4.30）は，沖縄戦など大きな困難を乗
り越えてきた沖縄の人たちを支えてきた沖縄音楽
を10時間にわたって紹介。
　『今日は一日“爆笑コミックソング”三昧IN
福岡』（FM，5.5）は，「電線音頭」や「スーダラ
節」などのコミックソングを10時間にわたって紹
介した。
（3）選挙報道
　12年12月の衆議院議員選挙は， 2大政党の対決
という従来の選挙構図が大きく変わって情勢が読
みにくい選挙戦となったため，有権者の動向を探
る各種調査を強化したほか，事前の情勢取材に今
まで以上に力を注いだ。そして，当日の出口調査
とあわせて分析した結果，ほとんどの選挙区で自
民党候補が優勢に戦いを進めていることが確認さ
れた。結果は，九州・沖縄 8県の38選挙区のうち
34選挙区で自民党が議席を確保し，政権の奪還に
結び付けた。一方で，民主党は小選挙区ですべて
の議席を失い，比例代表でも，自民，維新，公明
に次ぐ第 4党に後退した。
　NHKでは，事前の情勢取材や，各種調査結果
などを基に，投票終了直後の午後 8時に，25選挙
区で当選確実を打ち出した。そして，午後11時14

分の佐賀 1区まで，38選挙区の当選確実を 1つの
ミスもなく伝えた。
　一方で，比例代表・九州ブロックでは，熊本市
選管の開票トラブルの影響で，開票作業が大幅に
ずれ込み，午前 4時55分に最終となる日本未来の
当選を伝えた。
　また，衆議院選挙の前の10月には，松下金融相
の死去に伴う衆議院鹿児島 3区の補欠選挙が行わ
れた。衆議院選挙の前哨戦として，全国の注目も
集め，自民党元議員が返り咲きを果たした。NH
Kでは，管内各局からの応援態勢を組み，綿密な
開票所取材を実施して，自民党元議員の当選確実
を他社に先駆けて打ち出した。
　このほか，九州・沖縄では， 7月に鹿児島県知
事選が行われたほか，11月には，県庁所在地の那
覇市長選と鹿児島市長選が行われた。いずれも，
現職が新人を圧倒し，NHKでは，投票終了直後
の午後 8時に当選確実を伝えた。
　さらに， 6月には沖縄県議選が行われた。仲井
真知事を支える与党側が過半数を占めるかどうか
が焦点となったが，議席は伸ばせず過半数を占め
ることが出来なかった。
　また，13年 1 月には，衆議院選挙後，初めての
大型地方議員選挙となる北九州市議選が行われ
た。選挙結果は，自民が堅調に推移した一方，民
主は後退した。さらに維新・みんなは擁立した候
補全員が当選して初めて議席を確保するなど，衆
議院選挙後の各党の勢いを反映するものとなっ
た。NHKでは，北九州市議選のほか， 4月の鹿
児島市議選や 2月の大分市議選といった県庁所在
地の市議選でも当選確実の情報も含め，きめ細か
く報道した。
（4）事件，事故，災害
　 7月11日から14日にかけ熊本，大分，福岡の 3
県は九州北部豪雨に見舞われた。各地で 1時間に
100ミリ前後の猛烈な雨が断続的に降り，気象庁
は「過去に経験したことがない大雨」という表現
を初めて使って警戒を呼びかけた。しかし土砂災
害や河川の氾濫が相次ぎ，死者・行方不明者は 3
つの県で32人に上った。
　最初に豪雨被害を受けたのは大分県で，九州北
部豪雨に先立ち 3日から，日田市や中津市を中心
に記録的な大雨が降り，山国川・花月川が氾濫し
た。さらに12日，ほぼ同じ地域が再び豪雨に見舞
われ，再び 2つの川が氾濫， 3日以降，大分県で
は 3人が死亡， 1人が行方不明になった。
　最も犠牲者が多かったのは熊本県で12日 1 時間
に100ミリ前後という猛烈な雨が降り続いた。阿
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蘇市内では77か所で土砂災害が発生し，黒川が氾
濫，阿蘇市と南阿蘇村で23人が死亡， 2人が行方
不明になった。熊本市でも市内を流れる白川など
が氾濫し，一時およそ80人が取り残された。
　豪雨被害は14日，福岡県にも及んだ。八女市な
どで土砂災害のため 4人が死亡，柳川市では矢部
川と沖端川で堤防が決壊し，建物への被害は全半
壊や浸水など7,655棟に上った。
　福岡局と熊本局，大分局では，豪雨被害の状況
をはじめ土砂災害警戒情報，自治体の避難指示・
避難勧告，河川の情報などを24時間態勢できめ細
かく伝え続けた。豪雨災害の後もニュースをはじ
め，『クローズアップ現代』や『特報フロンティ
ア』など，さまざまな番組を通して，災害の検証
や復興に向けた地域の取り組みなどを伝えた。
　 7月25日，福岡県警の東警察署の警部補が，暴
力団と関わりが疑われる男らから現金を受け取っ
たとして収賄の疑いで逮捕された。警察は市民に
対して暴力団追放に立ち上がるよう呼びかけてい
ただけに，事件は警察に対する市民の信頼を大き
く裏切るものとなった。
　 8月から 9月にかけて，福岡県の暴力団排除条
例に基づいて，暴力団の立ち入りを禁止するステ
ッカーを掲示していた北九州市の飲食店の従業員
らが刃物で顔などを切り付けられる事件が 4件相
次いだ。警察は，暴力団関係者の犯行とみて捜査
した。
　 8月10日，長崎県島原市にある県立農業大学校
で，20歳の男子学生が助教授を殺害して女子寮の
鍵を奪った上，寮に侵入して寝ていた女子学生の
首をしめて殺害しようとしたとして，強盗殺人や
殺人未遂の疑いで逮捕された。
　10月16日未明，沖縄本島中部で日本人の女性に
乱暴をしてけがをさせたアメリカ海軍の兵士 2人
が逮捕された。この事件を受けて在日アメリカ軍
は夜間の外出禁止令を出すとともに基地の外での
飲酒を禁止したが，事件から 2週間後に，読谷村
で酔ったアメリカ兵がビルの 3階の部屋に侵入し
て中学生を殴って逮捕されるなど，事件の後も，
アメリカ兵の事件が相次いだ。
　10月19日，ほとんど価値のない品物を預かって
多額の金を貸し，法律で質屋だけに認められてい
る高金利を取っていた福岡市の〝偽装質屋〟に警
察の捜索が入った。実質的な担保は法律で担保に
することが禁止されている年金で，口座引き落と
しで返済させていた。一方，利用者の高齢者は，
他に融資を受けられる所がなく高金利と知りなが
らも〝偽装質屋〟を頼っていた。福岡局は『クロ

ーズアップ現代』を制作して悪質巧妙な手口に注
意を呼びかけるとともに，高齢者が安心して利用
できる融資制度の必要性を伝えた。
　10月20日，午前 1時半ごろ，JR博多駅で26歳
の無職の男が，駅のコンコースにいた人たちを包
丁で次々に切り付け，男性 5人が重軽傷を負った。
男は殺人未遂の疑いで逮捕されたが「事件の前に
睡眠薬を飲んでいて覚えていない」と話したこと
などから，検察は，精神鑑定を経て，男を傷害や
暴行などの罪で起訴した。
　13年 1 月，福岡県中間市で生活保護を担当して
いた市の職員 2人を含む 5人が，生活保護を不正
に受給していた疑いで逮捕された。事件の中心人
物と見られる職員は「自分なら生活保護を使って
いくらでも金を作れる」と話していて，個人的に
受け取った金の返済の意味合いで，不正に知人に
生活保護を受け取らせていたと見られる。
　生活保護の在り方が大きな議論になっている中
で，市の職員が個人的な利益のために不正をした
事件は市民の信頼を大きく損なうものとなった。
　 2月 8日，長崎市のグループホームが焼け，入
居者 5人が死亡した。この施設は面積がスプリン
クラーの設置基準を下回っていたことから基準の
見直しの議論につながった。また，大手電子部品
メーカーのTDKが「火元は，過去に販売して発
火のおそれがあるとして回収を進めている加湿器
である可能性が高い」と発表した。
　 2月17日，大分県九重町で観光バスがガードレ
ールを突き破ってJRの線路に突っ込み， 2人が
大けがをするなど約40人がけがをした。現場は長
い下り坂で，運転手は事故の直前，「ギアが入ら
ない」「ブレーキが利かない」と叫んでいたこと
から警察は車体トラブルの可能性もあると見て捜
査した。
　台風は，12年 6 月以降，沖縄県と鹿児島県奄美
地方に相次いで接近した。沖縄地方では12年の 1
年間に接近した台風が11個と平年より 3個多くな
った。奄美地方でも 9個が接近，気象台が観測を
始めてから最も多くなった。
　なかでも 9月下旬の台風17号は，那覇市で史上
3番目の最大瞬間風速61.2メートルを観測。車が
次々と横転するなどして90人以上がけがをし，33
万4,400世帯が停電した。鹿児島県与論島では，
9月の台風16号と17号で1,600棟以上の建物が被
害を受けた。
　 6月，鹿児島県肝付町では 1時間に110ミリの
記録的な大雨が降った。住宅 2棟が全壊したほか
各地で道路が寸断され，孤立する地区が相次いだ。
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　鹿児島市の桜島では活発な噴火活動が続いた。
2012年 1 年間の爆発的噴火の回数は885回に上り，
気象台が観測を始めてから 3番目の多さとなっ
た。 7月には南岳の山頂火口で 1年 5か月ぶりに
爆発的噴火が観測された。鹿児島市で 1年間に降
った火山灰の量は前の年に 2倍に達した。
　 8月，国は南海トラフ付近の巨大地震と津波の
新たな被害想定を公表。最悪の場合，九州では宮
崎県で 4万2,000人，大分県で 1万7,000人が死亡
するとされた。津波の高さは宮崎県で最大17メー
トル，大分県で最大15メートルに達し，九州の東
側を中心に甚大な被害が想定された。新たな被害
想定を受けて各地で防災対策の見直しが始まっ
た。

2．地域放送番組

（1）定時番組
〔県域番組〕（一部九州・沖縄ブロック）
『NHKニュース　おはよう日本』　G

福岡県域，各局単　月～金　 7:45～ 7:51
土　　 7:30～ 7:35

九州・沖縄ブロック　月～金　 7:51～ 8:00
　第 1 回93.4.5／福岡県域・各局単の時間帯は，
各県のニュース・気象情報。ブロック時間帯は，
各局のネットワークを生かした広域ニュースやリ
ポート，各地の朝の表情を伝える中継などで構成。
『ぐるっと8県　九州沖縄』　G

九州・沖縄ブロック　月～金　11:30～11:45
福岡県域　月～木　11:45～12:00
福岡単　　金　　11:45～12:00

　第 1回03.9.29／九州・沖縄各局のネットワーク
を生かして，各地の食や文化など“ふるさと自慢”
の紹介やインタビューで構成。福岡・北九州局は，
11時45分から引き続き県域（金曜は単）で，料理
や健康など暮らしに役立つ身近な情報を伝え
た。／各局タイトル：北九州局『きたきゅう　た
いむ』，熊本局『テレメッセくまもと』，長崎局『な
がさきナビゲーター　ヒルミテ』，鹿児島局『ひ
るまえクルーズかごしま』，宮崎局『昼前ホット
みやざき』，大分局『好きっちゃ　おおいた』，佐
賀局『ひるまえ情報便』，沖縄局『りっかりっか
沖縄』
『熱烈発信！福岡NOW』　G

福岡単　月～金　18:10～18:59
　第 1 回11.4.4／単／番組のコンセプトは「今日
にこだわり，明日を見つめる」「見たい，知りた
いに，とことん応える」。福岡の 1日の動きや事件・
事故等の最新情報，人々の暮らしに直結する県内

のさまざまな重要課題の行方，東京や世界などの
動きと福岡との関わり，アジア情報，スポーツ情
報，街角情報などを分かりやすく伝えた。
　福岡局以外の各放送局も同時間帯にニュース番
組を編成。大分局が番組をリニューアルした。各
局タイトル／北九州局『こんばんは北九州』，熊
本局『クマロク！』，長崎局『見んと！長崎』，鹿
児島局『情報WAVEかごしま』，宮崎局『ニュー
スWAVE宮崎』，大分局『しんけんワイド大分』，
佐賀局『ニュースただいま佐賀』，沖縄局
『NEWSおきなわ610』。
『ふく！なび』　G

福岡単　（月 2本）水　20:43～20:45ほか
　第 1回 11.10.12／福岡単または福岡県域／視聴
者に親しまれる放送局を目指し，福岡局のさまざ
まな取り組みを紹介する経営広報番組。地域放送
の目玉番組やデジタル放送の魅力，営業活動，イ
ベント展開など，“いま知ってもらいたい福岡局
のイチ押しの取り組み”を紹介した。
『玄海竜二踊る』（ 4分ミニ番組）　G

熊本単　第 1・ 3土　12:40～12:44ほか
『くまもと歌物語』（ 5分ミニ番組）　G

熊本単　第 2・ 4土　12:40～12:45ほか
『くまもとの石橋』（ 2分ミニ番組）　G

熊本単　第 2・ 4土　20:43～20:45ほか
『PEOPLE・ぴーぷる』（ 4分ミニ番組）　G

熊本単　第 2土　13:50～13:54ほか
『ぼくらのピースの種』（10分ミニ番組）　新　
G 長崎単（月 1本）日　22:50～23:00

　12年度後半期に新設。戦後67年，戦争を知らな
い若い世代に，「被爆地・長崎の今」を感じても
らう。若者の素朴な疑問や悩み，葛藤する姿を描
く。
『宮崎　夢追い人』（ 5分ミニ番組）　G

宮崎単　土　12:40～12:45ほか
『めざせ！佐賀博士』（ 5分ミニ番組）　G
『めざせ！佐賀博士2』（ 5分ミニ番組）　G

佐賀単　毎週土　12:40～12:45ほか
　佐賀局開局70周年関連で11年度に開始した企
画。12年度に第 2シリーズを編成。NHKの映像
資料を活用し佐賀県の自然，産業，文化等を紹介
する 5分ミニ番組。小学校社会科の教材として活
用できるように制作。
『復帰40年企画　NHKが映した沖縄』　G

沖縄単　木　20:00～20:43
　第 1回12.1.6／沖縄の本土復帰40年企画として，
NHKがこれまで放送した沖縄に関する番組を，
およそ1,000本の中から選

よ

りすぐって放送。本土
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復帰，基地問題，自然，芸能など，NHKの持つ数々
の貴重な番組や映像資料を基に，沖縄の歴史と課
題，そして多彩な魅力を紹介した。 4月からは木
曜夜 8時台に移設して12月まで編成した。
『うちなーであそぼ』（ 5分ミニ番組）　E

沖縄単　月　17:25～17:30ほか
『復帰40年企画　映像記録　沖縄の手仕事』
　（ 5分ミニ番組）　G

沖縄単　金　10:55～11:00ほか
『HYとみんなで作る！！　復帰40年テーマソン
グ』（ミニ番組）　G

（ 5分版）沖縄単　月　23:20～23:25ほか
（ 2分版）沖縄単　木　20:43～20:45ほか

〔九州・沖縄ブロック番組〕
『おはようサタデー九州沖縄』　G

土　 7:35～ 8:00
　第 1回93.4.10／九州・沖縄ブロック／九州・沖
縄を舞台に活躍する人たちにじっくりと話を聞く
「サタデートーク」や各地からの中継，「西日本
の旅」，地域の週末情報などで構成。
『特報フロンティア』　G

金　19:30～19:55
再日　 7:45～ 8:10

　第 1 回11.4.1／第 1 週：福岡単，第 2～ 5 週：
九州・沖縄ブロック／スタジオをベースに，九州
沖縄地域の課題や，人々が注目する出来事に正面
から向き合い，検証や提言を行う報道番組。九州
北部豪雨関連，高齢化社会を巡る問題，Jリーグ
やプロ野球関連，飲酒運転問題，いじめ問題，沖
縄の基地問題，原発関連，新たな産業・文化の動
向など，地域の人々にとって身近で重要なテーマ
をタイムリーに，分かりやすく掘り下げて伝えた。
　第 1週は各県域の番組を編成。／各局タイトル：
北九州局『北九州×クロス』，熊本局『くまもと
の風』（第 1～ 3週），長崎局『でんでらフライデ
ー』，鹿児島局『かごしま熱風録』，宮崎局『いっ
ちゃがゴールド』（第 1，3～ 5週），『宮崎熱時間』
（第 2週），大分局『GAP！』，佐賀局『佐賀イ
ズム』，沖縄局『きんくる～沖縄金曜クルーズ』（第
1～ 5週），『沖縄の歌と踊り』（随時）
『きん☆すた』　G

金　20:00～20:43
再翌週土　10:05～10:48

　第 1 回11.4.8／九州・沖縄ブロック／スタジオ
ベースの地域情報バラエティー番組。“見ると元
気になる”痛快な番組を目指し，九州沖縄の一番
すごい人やモノ，各地の文化や自然などの地域情
報を，さまざまな切り口で取り上げた。毎回，番

組の見どころを紹介するプレオープニングを
19:55～19:58で放送。
『ASIAN PASSION～アジアを駆ける日本人』　
G （年 4本）水　22:00～22:43

再は随時
　第 1回10.5.14／九州・沖縄ブロック／世界経済
が停滞する中，アジアは世界潮流の中心になろう
としている。そのアジアにおいて，さまざまな分
野で活躍し，挑戦を続ける日本人にスポットを当
て，アジアの今の姿を浮き彫りにした。12年度に
放送時間を水曜夜10時台に移設した。
『おはよう九州沖縄』　R1

月～土　 7:40～ 7:58
　九州・沖縄ブロック／九州・沖縄のニュースや
気象・交通情報，地域のホットな話題で構成する
生活情報番組。
『夕べのひととき』　FM

月～木　17:20～18:00
　九州・沖縄ブロック／リスナーからのリクエス
ト曲を中心に，福岡を訪れたアーティストをゲス
トに招き，話題と音楽で構成する生放送番組。ま
た随時，福岡局のパークサイドスタジオから公開
生放送を実施。12年度は放送時間を午後 6時台か
ら午後 5時台に移設した。
　域内放送局もFM番組を次のとおり編成した。
熊本局：熊本単・年 5本・金 18:00～18:50『NHK・
美術館コンサート』，鹿児島局：鹿児島単・毎月
最終木 17:20～18:00『かごしまの夕べ』，沖縄局：
沖縄単・金（12年 9 月まで） 18:00～18:50『沖縄
ミュージックジャーニー』，沖縄局：沖縄単・年
4本 18:00～18:50『うちなぁジョッキースペシ
ャル』
（2）特集番組
〔九州・沖縄ブロック〕
『穴場ハンター～日本はじっこ対決　北海道VS
沖縄（ 1）（ 2）』　G
※デジタル放送の双方向機能を活用した札幌
局とのインターローカル特集。

（沖縄） 4. 7，14／23:30～23:59
『九州沖縄特集～平山郁夫　祈りの旅路～九州国
立博物館特別展より』　G

（福岡） 4.14／10:05～10:48
『きん☆すたプラス～俳優・松本幸四郎&松たか
子トークSP×SP』　G

（福岡） 4.21／ 0:25～ 1:23
『ぐるっと8県　九州沖縄　増刊号』　G
　デジタル放送の双方向機能を活用した定時番組
特集。
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（福岡） 4.27， 6.29， 9.28， 2. 1，22， 3.15
／12:20～12:43

『きん☆すたプラス～ぶっつけ本番！鉄道の旅　
全部見せます　温泉・名水巡り』　G

（福岡） 6. 9／ 0:25～ 1:24
『九州沖縄特集～終わらない戦い～戦後67年　
もう一つの沖縄戦』　G

（福岡） 6.21／22:00～22:48
『朗読シアター2012～復帰40年　いま沖縄戦
をふりかえる』　G

（沖縄） 6.23／10:55～11:45
『平成24年沖縄全戦没者追悼式～沖縄県糸満市・
平和祈念公園から中継』　G

（沖縄） 6.23／11:45～11:54
※ 12:15～12:45で全国放送。沖縄は県域向け
に11:54～12:15でマルチ編成

『九州沖縄特集～医師　原田正純～未来への遺
産』　G （福岡） 7.25／22:00～22:49

『ヒバクシャからの手紙』　E
※広島局とのインターローカル特集

 8. 4／22:00～23:29
『九州沖縄特集～プリンセス　プリンセス～
2012　復活の “熱い夏”』　G

（福岡） 8.31／20:00～20:43
『集まれ！おいしい町おこし～生中継！Bー 1グ
ランプリin北九州』　G

（北九州）10.20／10:05～11:18
『アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコン
テスト～九州・沖縄地区大会』　G

（福岡）11.23／13:05～13:59
『特報フロンティア　スペシャル～調査報告　国
境の島で何が起きているのか』　G

（福岡・長崎） 2. 6／22:00～22:48
『特報フロンティア　スペシャル～就活生必見！
“ブラック企業” って何ですか？』　G

2.16／17:15～17:58
『九州沖縄特集～第11回NHK朗読と音楽の夕べ
～HOME～ “愛” がはぐくむ物語』

FM（福岡） 2.17／14:00～16:00
E（福岡） 2.23／12:00～14:00

『九州沖縄特集～ふるさとのうた　九州沖縄のう
た』　G （福岡） 2.23／10:55～11:53

『九州沖縄特集～デジタルアート on TV 
FUKUOKA』　G （福岡） 3.30／23:15～23:58

〔県域〕
〔福岡局〕
『初夏だ！祭りだ！どんたくば～い！！～第51
回博多どんたく港まつり～NHK福岡放送局・

パークサイドスタジオほかから中継』　G
県域　 5. 3／13:27～14:30

『博多祇園山笠2012～福岡市・櫛田神社から中
継』　G 県域　 7.15／ 4:30～ 6:00

※マルチ編成（6:00～6:10）
『中継スペシャル　大濠花火大会』　E

県域　 8. 1／20:00～20:45
21:00～21:30

『響け歌声　ふるさとへ～密着　被災地　のど自
慢』　G 県域　 8.26／13:05～13:48

『ガクラジ イン　九州産業大学』　FM
県域　11. 4／14:00～16:00

『福高ダレセンズ～強豪ラグビー部　青春の忘れ
もの』　G 県域　11.24／11:30～11:53

『熱烈発信！福岡この1年』　G
福岡単　12.28／18:10～19:00

『ライフサポーター～あなたを守る防災ラジオ』
　R1 県域　 3.16／12:15～12:55

13:05～13:55
〔北九州局〕
『こんばんは北九州～2012年末スペシャル』　
G 12.28／18:00～19:00

〔熊本局〕
『くまもとの風スペシャル』　G
「徹底討論！政令指定都市くまもと」

 4.13／19:42～20:55
「戦争証言　フィリピン・ルソン島　補給なき
永久抗戦」 4.20／20:00～20:43
「くまもと歌物語～歌が結ぶ故郷の絆・五木の
子守唄」 9.28／20:00～20:43
「映像登竜門～若きクリエイター“120秒”一
本勝負」 10.26／20:00～20:43
「カントリーゴールド～“約束の日”2012」

11.17／10:05～11:04
「くまもと歌物語～阿蘇のすそ野に響く歌」

 2. 8／19:30～20:13
『くまもとおはなし館』　FM

 5. 2／18:00～18:50
『明日（あす）へのことば～母なるものを語ろう　
姜尚中さん』　R1   6.12／21:05～21:55

『追悼　原田正純医師～水俣病　未来へのメッセ
ージ』　G  6.13／19:30～19:55

『2012　防災　命のラジオ～豪雨災害』　R1
 8.30／12:20～13:00

『クマロク！年末スペシャル』　G
12.28／17:30～19:00

『特別番組～どう届ける？命と暮らしを守る情
報』　R1  2.26／14:05～14:55
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〔長崎局〕
『被爆体験記 朗読シリーズ～ナガサキ 被爆の記
憶（1）～（16）』　R1・FM

 7.23／11:55～12:00ほか
『生中継！長崎くんち2012～長崎市・諏訪神社
から中継』　E 10. 7／ 7:00～ 9:40
『長崎くんち2012』　G 10.13／10:05～11:29
『見んと！長崎　年末ハイライト』　G

12.28／18:00～19:00
『がんばらんば！V・ファーレン長崎　開幕直前
スペシャル』　G  3. 8／20:00～20:43
『突撃！ブカツ！総集編』G 3.28／22:00～22:43
〔鹿児島局〕
『NHK鹿児島児童合唱団　第8回コンサート』　
G  4. 7／17:15～17:29
『かごしま大作戦』　G 20:00～20:43
「志布志で“志”を感じよう」  4.27
「阿久根の“のど自慢”を探そう！？」  6. 1
「頴娃でエイヤと元気になろう」  7.20
「“食”の未来を支える若者に会いに行こう」

 9.28
「まぼろしのオオコウモリを探せ！」 10.26
「謎の？クリスマス集落を探検せよ！」 11.30
「肝付町で冬の彩りを探せ！」  1.25
「曽於市のSO GOODを探ソオ！」  2.22
「さつま町で“みんなのTRY”を探せ」  3.26
『かごしまの夕べ～会館公開ライブ（1）（ 2）』　
FM 5.17，24／17:20～18:00

『かごしまスペシャル～第17回かごしま郷土芸
能～輝き続けるふるさとの宝』　G

11. 2／20:00～20:43
『FMスペシャル～おじゃったもんせ』　FM

12.23／14:00～16:00
『ひるまえクルーズかごしま～年末スペシャル』
　G 12.25／11:30～11:54
『情報WAVEかごしま～今夜は公開生放送！世
界にはばたけ　年末スペシャル』　G

12.28／17:05～19:00
『鹿児島防災シンポジウム2013～桜島　大正大
噴火から学ぶ』　G  2. 8／19:30～20:43
『かごしま防災ラジオ～「災害の爪痕」から学
ぶ』　R1  3. 3／15:05～17:00
『FMスペシャル～おじゃったもんせ』　FM

 3.23／19:20～20:10
『かごしまスペシャル～Nature Islands（ネイ
チャーアイランド）』　G  3.26／19:30～19:55

〔宮崎局〕
『開局75周年記念特番～音楽でひもとく宮崎ヒ
ストリー』　R1  4.21／13:05～14:55
『 3 局合同防災ラジオ2012～みんなの防災教
育』　R1  5.30／12:30～13:54

『MIYAZAKI DRUMMER'S CLUB LIVE 
Vol.6』　FM  8.19／23:00～ 1:00

『みやざきスペシャル～泉谷しげる　家畜市場で
歌う』　G 10.19／20:00～20:43

『ニュースWAVE宮崎～年末ハイライト』　G
12.28／18:00～19:00

『みやざきスペシャル～「命のあしあと」ができ
るまで』　G  1.18／20:00～20:43

『プレミアムドラマ～宮崎局発地域ドラマ「命の
あしあと」』　G  3.16／21:00～21:59
※ 1 月27日に放送したBSプレミアムドラマ
を県域で編成

『みやざきスペシャル～アマチュアビデオ27年
～映像は地域の絆』　G  3.22／19:30～20:43

〔大分局〕
『NHK朗読ひろば「あらしのよるに」「これはの
みのぴこ」「つみきのいえ」』　R1

 6.30／ 8:05～ 8:55
『防災ラジオ2012～備えよう、今』　R1

8.30／12:20～13:00
『GAP！～大分県を “カボス県” に改名！？』
　G  9.14／20:00～20:40
『GAP！～日中・日韓　対立をどう乗り越える
か？』　G 11.16／20:00～20:43

『GAP！スペシャル～いま考えよう！大分の防
災』　G  3. 8／19:30～20:43

『好きっちゃえふえむ』　FM
11. 4／ 9:00～10:00

『J1昇格！おめでとうトリニータ』　G
11.25／18:10～18:59

『ストップ飲酒運転～3局合同ラジオ特番』
　FM 12. 6／12:20～13:00
『しんけんワイド大分2012～年末スペシャル』
　G 12.28／17:57～19:00
『今日は一時間 “大分ソング” 三昧』　R1

 1.21／20:05～20:55
『プレミアムドラマ～大分局発地域ドラマ「今日
も地獄でお待ちしています」』　G

 2.15／19:30～20:25
※ 1 月13日に放送したBSプレミアムドラマ
を県域向けに放送

『今日は一時間！大分・サッカー三昧』　R1
 2.25／20:05～20:55
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『大分　食の偉人達』　R1  3.25／20:05～20:55
〔佐賀局〕
『がばい元気宣言』　G 20:00～20:43
「あの夏のつづき～佐賀北甲子園優勝メンバー
の今」  8.31
「千綿&はなわの青春のススメ！！総集編」

10.19
『ニュースただいま佐賀～年末スペシャル
2012』　G 12.28／17:05～19:00

『歌王さが・カラオケのど自慢～決勝大会』　G
 2. 2／14:00～15:25

『オーレ！サガン鳥栖～深夜の開幕直前
SP2013』　G  2.23／ 0:25～ 1:24

『ラジオ 3局合同防災特集～いざという時　頼
れるラジオ』　R1  3. 5／12:30～13:00

『徹底検証　玄海原発運転再開を問う』　G
 3. 8／19:30～20:43

〔沖縄局〕
『沖縄の歌と踊り』　G
「祝儀舞踊～踊い福らしゃ」

4.13／20:07～20:50
「創作舞踊～群舞の魅力」

 7. 6／20:00～20:38
「旧盆特集」  9. 1／14:00～14:55
「名優名舞台～役者舞踊編」

11. 2／20:00～20:43
「正月特集～祝儀舞踊～踊い福らしゃ」

 1. 1／13:05～13:48
「正月特集～創作舞踊～群舞の魅力」

 1. 3／15:20～15:58
『琉球新報社・NHK沖縄放送局共催シンポジウ
ム～復帰40年　沖縄のグランドデザインをど
う描くか』　G  7.20／19:30～20:43

『美ら星コンサート』　FM  8.11／21:00～22:00
『りっかりっか沖縄～「つるかめ助産院」直前
SP』　G  8.27／22:55～23:18

『生中継・オスプレイ配備反対県民大会～宜野湾
海浜公園から中継』　G  9. 9／11:01～12:00

『りっかりっか沖縄～「純と愛」直前スペシャ
ル』　G  9.28／11:30～11:54

『りっかりっか沖縄～「純と愛」トークスペシャ
ル』　G 10.18／11:30～11:54

『HY　クリスマススペシャルIN沖縄～いちばん
近くにいたいから』　FM 12.23／19:20～22:00

『ニュースおきなわ610　年末ハイライト』　G
12.28／18:10～19:00

『りっかりっか沖縄スペシャル～HY　紅白への
道』　G  1.11／11:30～11:54

『「純と愛」ぶっちゃけトークスペシャルIN沖
縄』　G  2.11／16:00～16:30

『40歳でおっきな輪（沖縄）！～離島結ぶ防災
ネットワーク』　R1  3. 2／13:05～15:55

『りっかりっか沖縄　増刊号～ももクロ&純と愛
スペシャル』　G  3.14／11:30～11:54

『「純と愛」ファン感謝祭in沖縄』　G
 3.20／13:05～13:48

『「純と愛」沖縄ロケ蔵出しスペシャル』　G
 3.30／23:15～23:58

〔各局共通〕
『第79回NHK全国学校音楽コンクール』
〔九州・沖縄ブロック〕
九州沖縄ブロックコンクール
　小学校・中学校・高等学校

E　 9.30／14:00～17:00
〔各県域〕
福岡県コンクール
　小学校・中学校・高等学校

FM　 9. 1／14:00～18:50
　小学校・高等学校 E　 9. 8／12:30～15:00
　中学校 E　 9.15／12:30～15:00
熊本県コンクール
　受賞校発表ほか FM　 8.20／18:00～18:50
　小学校 FM　 8.21／18:00～18:50
　小学校・中学校 FM　 8.22／18:00～18:50
　中学校 FM　 8.23／18:00～18:50
　中学校・高等学校 FM　 8.24／18:00～18:50
長崎県コンクール
　小学校・中学校・高等学校

FM　 8.25／14:00～16:00
E　 9. 1／12:00～13:50

鹿児島県コンクール
　小学校・中学校・高等学校

E　 9. 1／12:00～14:19
宮崎県コンクール

FM　 8.27～31／18:00～18:50
E　 9. 8／13:00～15:00

大分県コンクール
　小学校・高等学校 FM　 8.25／11:00～11:55
　中学校 FM　 8.26／ 9:00～11:00
佐賀県コンクール
　小学校・中学校・高等学校

FM　 8.18／16:00～18:00
　小学校 E　 8.25／ 9:30～10:00
　中学校・高等学校 E　 8.25／12:00～13:28
沖縄県コンクール
　小学校 E　 8.25／ 9:30～10:45
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　中学校・高等学校 E　 8.25／12:00～13:55
　小学校 FM　 8.27／10:00～11:15
　中学校・高等学校 FM　 8.27／14:00～15:55

3．スポーツ中継

〔高校野球〕
〔九州・沖縄ブロック〕
第131回九州地区高校野球大会
　　準々決勝 R1／10.30
　　準決勝 R1・FM／11. 1
　　決勝 R1／11. 2
〔県域〕
NHK旗（杯）高校野球大会
　福岡県大会 R1・FM／ 5.13，R1／ 5.19

G・R1／ 5.20
　熊本県大会 R1・FM／5.31，R1／ 6. 2～ 3
　長崎県大会 R1／ 6. 6
　鹿児島県大会 R1／ 5.28，29，31， 6. 1

G・E／ 5.31，G／ 6. 1
　宮崎県大会 R1／ 6. 7，FM／ 6.11
　佐賀県大会 R1／ 6. 5～ 6，G／ 6. 6
第94回全国高校野球選手権大会・地区大会
　福岡大会　  4 回戦 R1・FM／ 7.21

5 回戦 R1・FM／ 7.22，R1／ 7.23
 FM／ 7.24
準々決勝 E・FM／ 7.24～25
準決勝 E・FM／ 7.27
決勝 G・E・R1／ 7.28

　熊本大会　  4 回戦 R1・FM／ 7.19～20
準々決勝 R1・FM／ 7.21～22
準決勝 E・FM／ 7.24
決勝 E・FM／ 7.25

　長崎大会　  準々決勝 FM／ 7.18
準決勝 G・E・R1／ 7.21
決勝 G・R1／ 7.22

　鹿児島大会  4 回戦 R1・FM／ 7.22
 R1／ 7.23
準々決勝 FM／ 7.24～25
準決勝 E・FM／ 7.27
決勝 E・R1／ 7.28

　宮崎大会　  3 回戦 R1／ 7.16，20
 R1・FM／ 7.17
準々決勝 R1／ 7.21
 R1・FM／ 7.22
準決勝 E・R1／ 7.24
決勝 E・FM／ 7.25

　大分大会　  準々決勝 R1／ 7.23
準決勝 E・FM／ 7.25

決勝 E・R1・FM／ 7.26
　佐賀大会　  3 回戦 R1／ 7.16～17

 FM／ 7.18
準々決勝 FM／ 7.19
 R1／ 7.21～22
準決勝 E・FM／ 7.24
決勝 E・FM／ 7.25

　沖縄大会　  準々決勝 R1／ 7.11
準決勝 G・E・R1／ 7.14
決勝 G・R1／ 7.15

第131回九州地区高校野球大会 各県大会
　熊本大会 R1・FM／10.13，R1／10.14
　長崎大会 R1／10.13，15～16
　鹿児島大会 R1／10. 6～ 7
　大分大会 R1／10. 2
　佐賀大会 R1／10. 6～ 7
〔プロ野球〕
〔九州・沖縄ブロック〕
G
「ソフトバンク」対「楽天」  5. 4
「ソフトバンク」対「阪神」  5.25
「ソフトバンク」対「日本ハム」  6.22
「ソフトバンク」対「ロッテ」  9. 7
「ソフトバンク」対「楽天」  3.29
R1
「ソフトバンク」対「中日」  6.14
「ソフトバンク」対「日本ハム」  8.31

クライマックスシリーズ ファーストステージ
「西武」対「ソフトバンク」

－第 1戦－ 10.13
－第 2戦－ 10.14
－第 3戦－ 10.15

クライマックスシリーズ ファイナルステージ
　「日本ハム」対「ソフトバンク」

－第 1戦－ 10.17
－第 2戦－ 10.18

※札幌局とのインターローカル編成
〔サッカー〕〔各県域〕
各県サッカー選手権大会決勝
　　福岡大会 G／ 8.25
　　熊本，長崎，鹿児島，宮崎，大分，佐賀
　　各県大会 G／ 8.26
Jリーグ（J1）
　「サガン鳥栖」対「浦和レッズ」

佐賀単　G／11.24
　「サガン鳥栖」対「鹿島アントラーズ」

福岡単・佐賀単　G／ 3. 2
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Jリーグ（J2）
　「 ギラヴァンツ北九州」対「モンテディオ山
形」 福岡県域　G／ 4.22

　「ロアッソ熊本」対「東京ヴェルディ」
熊本単　G／ 5. 3

　「アビスパ福岡」対「ヴァンフォーレ甲府」
福岡単　G／10.21

　「 モンテディオ山形」対「ギラヴァンツ北九
州」 北九州単　G／10.21

　「ロアッソ熊本」対「愛媛FC」
熊本単　G／11.11

　「松本山雅」対「大分トリニータ」
大分単　G／11.11

　「京都サンガ」対「大分トリニータ」
大分単　G／11.18

　「大分トリニータ」対「ジェフ千葉」
大分単　G／11.23

　「ギラヴァンツ北九州」対「カターレ富山」
福岡県域　G／ 3. 3

　「ロアッソ熊本」対「ガイナーレ鳥取」
熊本単　G／ 3. 3

　「ファジアーノ岡山」対「V・ファーレン長崎」
長崎単　G／ 3. 3

　「アビスパ福岡」対「京都サンガ」
福岡県域　G／ 3.17

〔高校駅伝〕〔各県域〕
全国高校駅伝　各県予選
　福岡県 R1／10.28
　熊本県 R1／10.27
　長崎県 R1／11. 6
　鹿児島県 R1・FM／11. 2
　大分県 R1・FM／11. 4
〔bjリーグ〕〔各県域〕
　「 富山グラウジーズ」対「宮崎シャイニングサ
ンズ」 宮崎単　G／ 4.22

　「ライジング福岡」対「大分ヒートデビルズ」
福岡県域・大分単　G／ 2.17

〔その他〕
第37回日本ハンドボールリーグ（女子）
　「北國銀行」対「ソニーセミコンダクタ」

鹿児島単　G／ 2. 3
　「ソニーセミコンダクタ」対「オムロン」

熊本単・鹿児島単　E／ 2.16
第44回鹿児島県選抜剣道選手権大会

鹿児島単　E／ 2.11

Ⅱ．技　術

1．大規模災害に備えた放送機能強化整備 

　東海・東南海・南海地震等への対応を中心とし
た伝送機能の強化，放送会館・放送所の電源強化，
地震の揺れや津波を捉えるロボットカメラ等の整
備など機能強化を順次進めた。12年度，九州・沖
縄域内の主な機能強化整備としてCS受信設備の
強化を 4局所，放送会館の燃料タンク増量を 2放
送会館，放送所燃料タンク増量を11局所実施した。

2．地域放送の充実

　地域の文化などを伝える地域を舞台とした地域
ドラマ，福岡局の『スイーツ！～嗚

あ あ

呼，甘き青春
よ』，宮崎局の『命のあしあと』，大分局の『今日
も地獄でお待ちしています』の 3本を制作し，地
域を元気にする魅力ある番組制作を推進した。
　技術者が提案から制作までを担当し，郷土の貴
重な財産を幅広い世代に発信する熊本局『くまも
との石橋』を11本，北九州各地域の歴史や遺産，
自然など「ふるさと」の魅力を伝える北九州局
『ふるさと探訪』を 3本，技術者ならではの視点
で“匠”たちを紹介する宮崎局『宮崎 夢追い
人』を 5本制作した。
　プロ野球などのスポーツ中継ではマルチ放送サ
ービスを実施した他，『ぐるっと 8県　九州沖縄』
では定期的に双方向データ放送を実施するなど，
デジタル放送の機能を生かしたサービスを積極的
に行った。
　鹿児島局では汎

はん

用
よう

スタジオのハイビジョン化更
新に合わせて，金曜夜間の県域番組で生放送を開
始し，番組に寄せられたメールや番組中にFAX
で届いたお便りをリアルタイムで紹介するなど視
聴者参加型の番組展開を図り，ローカルサービス
の充実に努めた。
　九州北部豪雨の被災地から 9月に柳川市と八女
市で，10月には日田市，中津市，竹田市でキャラ
バン中継を実施し，地域を元気にする取り組みを
実施した。

3．放送設備の充実

　尖閣諸島からヘリコプターで映像伝送できるよ
う石垣島と宮古島に受信設備を整備し，沖縄地域
における伝送機能の強化を図った。
　地震の際に気象庁から送られてくるデータを基
に自動的に原稿を作成する「原稿支援装置」を各
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放送局に整備した。
　ホームページ上でニュースを動画で視聴できる
よう，各放送局に「ニュース動画配信設備」を整
備した。
　民放を含めて放送局ごとの音声レベルが均一と
なるようラウドネスメーターを整備し，13年 4 月
1 日より運用を開始した。
　域内の天気カメラを順次ハイビジョン化更新し
ており，12年度については 5台をハイビジョン化
した。
　素材伝送時に使用する衛星回線の周波数を効率
的に利用するために送・受信設備の整備を行った。

4．緊急報道・災害報道への対応

　域内局や本部と連携し，12年 7 月の九州北部豪
雨，オスプレイ配備対応，北朝鮮ロケット，尖閣
諸島関連報道などに的確に対応した。
　九州北部豪雨の際には「家電流通協議会」と連
携し，避難所への「テレビ受信機の貸与・設置」
を迅速に実施し，住民の安全・安心を守るという
使命達成に貢献した。
　鹿児島局と沖縄局では逆L字画面による情報に
加えて台風進路予想図を随時画面スーパーするこ
とで，よりきめ細かな情報提供を独自に実施し，
防災放送局の役割を果たした。

5．視聴者サービスの向上

　福岡局では中継車訪問授業を計 7校で開催，
400人を超える小学生に番組制作業務の理解促進
を図り，接触者率の向上に取り組んだ。ハイビジ
ョン放送設備を有効に活用し，技術独自のCS活
動や地元視聴者へのサービス向上に取り組んだ。
宮崎局では遠地（離島 1校含む）を中心に全10回
開催し，中継車などの放送機材の操作・説明を通
した分かりやすい授業とハイスピードカメラ，ク
ロマキーを使った興味を湧かせる授業で，児童た
ちの公共放送への理解に役立てた。佐賀局におい
ては将来の「NHKファン」育成のため，放送体
験クラブに参加できない遠隔地の 6つの小学校で
「出前授業」を実施した。
　沖縄局では『純と愛』ファン感謝祭でドラマの
PR，嘉手納町の『のど自慢』では予選会のプリ
ントサービスを行いCS向上に努めた。

6．環境経営

　福岡局テレビスタジオ照明のLED化，居室照
明のCCFL化，間引きなどにより省エネを図るな
ど，環境経営を積極的に推進した。

Ⅲ．視聴者

1．イベント事業

　12年度，九州・沖縄地方では，公開番組をはじ
め，地域企画イベント，食料や環境などのキャン
ペーン，会館公開，教育，こども，福祉，スポー
ツなど各種イベントを実施し，約174万人の視聴
者とのふれあいを行った。
（1）全国・地域放送番組の公開
　『NHKのど自慢』『ケータイ大喜利』『熱血！
オヤジバトル』などの全国放送公開番組や，『大
相撲九州場所前夜祭』などの地域放送公開番組を
九州・沖縄で47本実施し，約 3万8,000人の参加
者があった。
（2）地域企画イベント
　「美ら星コンサート～NHK交響楽団メンバー
による金管五重奏in石垣島（沖縄局）」「NHK 
Business School for さが（佐賀局）」などの新規
企画イベントを実施した。また，「サンデーコン
サート（北九州局）」「NHK・美術館コンサート
（熊本局）」なども継続実施した。
（3）教育，こどもイベント
　「第61回九州地方放送教育研究大会」（10.26）
を別府市・日出町内の幼稚園を中心に開催し，九
州・沖縄各県の幼稚園・保育園，小・中・高等学
校の教師や教育関係者など498人が参加した。ま
た，「おかあさんといっしょファミリーコンサー
ト」（大分市），「いないいないばあっ！あつまれ！
ワンワンわんだーらんど」（日向市），「ポコポッ
テイト小劇場」を実施し， 1万4,000人を超える
参加者があった。その他，各局で「NHK放送体
験クラブ」を実施し，九州・沖縄全体で166校
9,500人余りの小学生・教師などが参加した。また，
「NHK全国学校音楽コンクール（小・中・高校）」
「NHK杯中学校・高等学校放送コンテスト」な
どの教育イベントを各局で実施した。
（4）スポーツ・福祉・キャンペーン
　「第25回NHK旗福岡県選抜高校野球大会」
「NHKジュニアバレーボール教室（平戸市）」を
実施した。
　福祉関連として「第 7回NHK福岡ハートパー
ク」（10.23～11.18，福岡市），「NHKハート展」（福
岡市，熊本市）などを実施した。また，「第11回
NHK朗読と音楽の夕べ」（福岡市）を開催し，福
祉イベントに54万人を超える参加者があった。
　「ふるさとの食にっぽんの食」「NHK環境キャ
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ンペーン」などキャンペーンイベントを各局で実
施した。
（5）その他
　主な展覧会として「平山郁夫展」（4.3～5.27），
「能のかたち NIPPON美の玉手箱展」（9.15～
11.11），「大英博物館古代エジプト展」（10.6～
11.25），「ボストン美術館展」（1.1～3.17），（以上
福岡局）など 5本を実施し，47万人を超える来場
者があった。

2．営　業

　12年度は引き続き営業活動の生産性向上と契約
収納体制の強化に取り組み，より効率的・効果的
な活動と活性化を進め，契約総数の増加と支払率
向上を図り，受信料収入の確保に努めた。
　外部法人委託への業務拡大や業界団体，ケーブ
ルテレビ事業者等との提携など多様な戦力の活用
をさらに展開していくとともに，職員による事業
所対策を積極的に行うなど，契約増加に取り組ん
だ。
　10月からは初めての受信料値下げを実施した。
イベントや経営広報番組を通じた受信料公平負担
に対する理解促進や口座クレジット払いへの周知
活動を行うなど丁寧な視聴者対応を行った。
　また，地域ドラマなど放送番組やイベントと連
動した「810活動」を積極的に展開した。
　12年度の九州・沖縄地方における有料契約件数
は426万3,489件となった。

3．広　報

　12年度，九州・沖縄の各局には，視聴者から電
話などで12万1,054件の意見・要望が寄せられた。
地域の皆さまからご意見を聞く「ふれあいミーテ
ィング」を計194回開催した。
〔福岡局〕
　12年は福岡局が天神から現在の六本松に移転し
て20年に当たるため，キャッチコピーやロゴを作
成，マスコットキャラクターである「福岡をかん
がえる」カンガルーの「ふっく」も製作した。そ
れらロゴや「ふっく」をモチーフに会館の外観を
リニューアルし，親しみやすい放送局作りに努め
た。 7月の「九州北部豪雨」では災害ホームペー
ジを立ち上げ，災害情報を発信した。10月に行わ
れた会館公開では移転20年を記念して九州交響楽
団などによるコンサートを実施した。10作目とな
る地域ドラマ『スイーツ！～嗚

あ あ

呼，甘き青春よ』
ではロケ地・飯塚市での取材会や地元試写会，天
神でのPRイベントなどを開催した。「ふっく」は

プロバスケットやプロ野球での始球式をはじめ，
番組にも出演させるなどイベントや番組で積極的
に活用し，福岡局のPRに役立てた。
〔北九州局〕
　12年度は，7月に「健康フェスタ」，10月に「た
めしてガッテンディレクター講演会と健康に関す
るイベント」， 3月に「歯のイベント」など健康
をテーマにしたイベントを多く開催した。
　その他，11月に地域ドラマ『スイーツ！』と連
動したイベントをロケ地の飯塚市で行い，ドラマ
出演者によるトークショーなどで番組をPRした。
　また，「サンデーコンサート」を年18回，「出前
コンサート」を年 4回，北九州局のロビーを利用
した「ギャラリーリバスタ」の展示会を 7回実施
するなど，地域に密着したサービスに努めた。
〔熊本局〕
　熊本局のキャラクター「からしれんこんどーも
くん」を活用し，さまざまなイベントで県民の皆
さんにNHK熊本をアピールした。キャラクター
の名刺等も作成し，さらに親しまれる放送局を目
指して活動した。
　また，毎年恒例の会館特別公開「つつじフェ
ア」では，時折雨が降る中， 2日間で7,000人を
超える来場者があり，『大河ドラマ』「平清盛」の
撮影関連展示物や番組でおなじみの出演者やキャ
ラクターなどが登場し，子どもから大人まで楽し
んでもらい大いに盛り上がった。
〔長崎局〕
長崎局では，「放送局のちから」でも掲げた，よ
り身近な放送局になることを目指し，10月には会
館公開「ふれあい広場2012」を開催，石澤典夫ア
ナウンサーの講演会やおしりかじり虫ステージシ
ョー，バルーンアートパフォーマンスなど盛りだ
くさんのイベントを展開した。運営面でも，スタ
ンプラリーや飛び出す絵本などの仕掛けを施した
会場案内冊子を作成するなど工夫を凝らし，会館
公開では過去最多となる来場者数を記録した。
　高校駅伝長崎県大会では，テレビやインターネ
ット，データ放送で各学校への応援メッセージを
募集する3-Screens展開を図った。寄せられた応
援メッセージは番組内で紹介するだけではなく，
ホームページにも掲載し好評を得た。
〔鹿児島局〕
　 1階ロビーの展示物の刷新や 4階展望スタジオ
放送体験コーナーの機器更新など見学設備の充実
を行った結果，12年度は 4 万3,481人の来館者を
迎えた。06年12月の会館オープンからの累計来館
者数は，28万8,461人となり，13年度中に30万人
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達成となる見込み。特に 4月の会館公開では，鹿
児島大学の協力により制作した県内の海底を探索
する番組の紹介や学生による活動報告，放送体験
などを実施，過去最多の 1万6,000人もの人々が
訪れた。その他，会館ロビーでFM公開収録を 2
回実施し，150人の方に地元で活躍するアーティ
ストや鹿児島出身アーティストの生の音楽を楽し
んでもらった。
〔宮崎局〕
　 5月，夕方のニュース番組『ニュースWAVE
宮崎』で，防災をテーマに県内各地から 5日間の
生中継を実施した。 9月には防災イベントを実施
し，東日本大震災から生還したゲストによる被災
体験談や防災展示・体験コーナー等により周知啓
もうを行った。10月，宮崎局ホームページのアナ
ウンサーのページをブログとして刷新，趣味の話
や季節の話題等を随時紹介し，視聴者のコメント
も掲載する等充実を図った。10年春に宮崎県で発
生した口てい疫をテーマにしたドラマ『命のあし
あと』を制作し13年 1 月に全国放送した。 9月以
降，ロケ取材会や関係者試写会，巡回ドラマパネ
ル展，視聴者からの題字公募などさまざまな広報
展開により本放送を盛り上げ，地域の復興を応援
するドラマとして好評を得た。
〔大分局〕
　 9月22日，東京のNHK放送博物館で行われた
「こんにちはふるさと地域放送局のちから」イベ
ントデーに参加し，大分県観光課と協力しNHK
大分局と大分県の紹介を行った。
　10月 8 日， 9日の会館公開では『大河ドラマ』
「平清盛」巡回展のほか移動放送博物館やななみ
ちゃんランドを開催，ご家族連れに楽しんでいた
だくとともに，大分局横のiichikoアトリウムプラ
ザではJICA，おおいた夢色音楽祭とコラボをし
たイベントステージを行い，来場した約2,700人
の皆さんに楽しんもらった。
　『BSプレミアムドラマ』「今日も地獄でお待ち
しています」の地元試写会では120人を招待し，
地域との結び付きを深めた。
〔佐賀局〕
　10月末から11月にかけて開催された「2012佐賀
インターナショナルバルーンフェスタ」会場にN
HKブースを展開し，衛星放送のPRコーナーやE
テレの人気キャラクター「ワンワン」のぬいぐる
み撮影コーナーを設け， 5日間に約 1万人の家族
連れでにぎわった。また，県内のケーブルテレビ
局とタイアップし，佐賀県全域で展開した番組連
動イベント「歌王さが　カラオケのど自慢」の決

勝大会においては，会場ロビーで「NHK体感ラ
ンド」を展開し，新年度『大河ドラマ』「八重の
桜」パネル展示や『おしん』コーナーで多くの視
聴者を魅了した。
〔沖縄局〕
　『連続テレビ小説～純と愛』『つるかめ助産院』
など全国放送ドラマを通してNHK沖縄局のイメ
ージアップを図った。ドラマの舞台地，宮古島，
竹富島で取材会やイベントを地元の人々と開催
し，全国に沖縄の魅力を伝えることができた。 3
月には浦添市で「純と愛ファン感謝祭」を開催し
852人の来場があった。夏菜さん，風間俊介さん
をはじめ主な出演者 6人と主題歌を歌ったHYが
登場し，撮影の裏話，ミニライブ，クイズコーナ
ーなど，きわめて満足度の高いイベントとなった。
「沖縄復帰40年」では10年後にメッセージを送る
“タイムカプセル”メッセージを募集，1,767通が
集まった。それを基にHYが復帰40年のテーマソ
ング「タイムカプセル」を作り，イベント，放送
で展開し，幅広い層にNHK沖縄をアピールする
ことができた。


